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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　contents




第一章　旭日の日々

第二章　ふたりでひとつ

第三章　さようなら

第四章　約束

エピローグ

あとがき








[image: ]
















　いやに遠回りをしている気がする。夜よ闇やみが払われてすっかり明るくなった空の下、小さな体で馬の手た綱づなを取りながら、炎えん髪ぱつの少女はそう思い始めていた。

「──まだ着かないのでしょうか」

「すみません、もう少し！　もう少しですので！」

　三十分前に尋たずねた時とまったく同じ答えが返ってきて、少女はいぶかしげに眉まゆ根ねを寄せた。──中継地点の村を出発した時には、まだ空は白み始めてすらいなかった。目的地までは残り十キロ余りを一直線のはずだったから、夜が明ける前には着くだろうと考えていたのだ。

　ところが、案内役を務つとめる兵士たちが、「ここは道が悪いので」とか「野や盗とうが出るので」とか理由をつけては、分ぶん岐きがあるたびに妙な道を選び続ける。そのせいで、すでに予定していた到着時刻を大おお幅はばに過ぎていた。少女はいよいよ違和感を強めつつある。

「…………」

　目を閉じて、まぶたの裏に地図を思い描えがく。──イグセム邸ていを出発する前に、彼女は目的地周辺の地理を頭に叩たたき込んであった。その甲斐かいあって、何度となく分岐を繰くり返した今も、自分の現在地はしっかりと把は握あくしていられる。八歳の子供としては破格の空間認識能力だ。

　結論として、一時間ほど前から、目的地との距離は遠ざかっても近付いてもいなかった。意味のない迂う回かいを繰り返しているだけで、どこかに向かおうとする意図が見えない。それは少女にとって不可解なことだった。──こんな形で無む駄だ足あしを踏ふませて何の意味があるのか？

「もしかして、私は歓かん迎げいされていないのでしょうか」

　ストレートに問いただす。文字通りに遠回しの嫌がらせという可能性を、少女は真っ先に疑った。遊学の名目で外と様ざまから割り込んでいく立場なので、それなら彼女にも理解出来なくはない。軍隊という組織は内部の結束が強い分、外の人間に対しては排はい他た的てきになるもの──父親にもそう教わっていたから。

「え──いえ！」「そのようなことは断じて！」

　問われた兵士たちが慌あわてて振り向き、首を激はげしく横に振ってみせる。それを見る限り、上うわ辺べだけの取り繕つくろった態度には思えない。当の少女としても、彼らに冷たくされた覚えはまったくないのだ。むしろ出発からこの方、不自由がないよう何かと気を遣つかわれている自覚がある。

　子供だからと軽んじられているわけでもない。もとよりその出自と容姿と、そして何より本人の振る舞いによって、彼女はそうした侮あなどりを跳はね除のける存在だった。この幼さにして、少女にはすでにある種の風格が備わっている。大人おとなびている──などという表現では到とう底てい追いつかない、イグセムとして生まれついた者ならではの揺ゆるぎない威い厳げんが。

「あ──こ、ここを左に！　本当にもうじきですので！」

　兵士たちの後に続いて、少女も行き当たった十字路を左に折れる。それが久しぶりに目的地へ近付く選せん択たくだと、彼女は頭の中の地図で確認した。後はまっすぐ進めば目的地に着くはずだ。予定では西側から入るはずのところが、ぐるりと百八十度回り込んだために、正反対の東側からの進入になりそうだが……。

　朝日を背にして街かい道どうを進むこと、さらに十分ほど。じきに到着という頃ころになって──少女はふと、視線の先におかしな光景を見つけた。

「…………？」

　道の上に、橋が架かかっている。そう表現するのが正しいかどうかはともかく、彼女には他ほかに呼びようがなかった。幅はばにして十メートル弱の道をまたぐ形で、綺き麗れいなアーチ状の建築物が組み上げられているのだ。あるいは一風変わった門の骨組みかもしれないが──このまま進めば、その下をくぐっていくことになるだろう。

　奇異に思いながらも少女がさらに近付いていくと、アーチの下に大勢の人々が集まっているのが分かった。軍服の人間に混じって、見たことのない白い衣服を羽は織おった面々も動き回っている。道の左右に伸びたアーチの袂たもとで、彼らは何らかの作業を行っているようだった。

「あれは──あの人たちは、なんでしょうか」

　先を行く兵士たちに、少女は尋たずねた。統一感のある簡かん素そな服装はアルデラ教の巡礼者を思い起こさせるが、それとはどこか雰ふん囲い気きが違っている。アーチのほうにしても、信しん仰こうを表すオブジェの類たぐいには思えない。自分の知識では説明のつかない「何か」を前に、彼女は首をかしげた。

「連隊ウチの連中です。もう準備が済んだ頃だと思うんですが……」

　背後に浮かぶ太陽にちらちらと視線をやりつつ、案内の兵士が言う。「準備？」と少女が重ねて尋ねた途と端たん、彼らは唐とう突とつに馬の足を止めて声を張り上げた。

「おぉーい！　来たぞー！」「ここでいいかー!?」

　アーチまでの距離は残り三十メートルほど。その下に集まった人々に、彼らは何やら確認を取っているようだった。ほどなく向こうからも「問題なし！」と元気な声が返ってくる。

　いったい何が始まるのか──少女がそれを尋ねようと口を開きかけた瞬しゆん間かん、三人の兵士たちが一いつ斉せいに右手を上げて、その人差し指でアーチの上の空間を指し示した。

「さぁ、ご覧らんになっていてください」

　兵士たちが笑顔で促うながす。怪け訝げんに思いつつも、少女は言われるままに彼らの指さす方向を眺ながめた。アーチの向こうに広がる晴れ渡った青空を見つめて──全すべては、その瞬間に始まった。

　アーチの各所から、小気味よい音と共に、青空に向かって水柱が立ち上がる。噴ふん出しゆつ孔こうに何らかの細工がしてあるらしく、噴ふき出した水は霧きり状じようになって辺りの空間に散っていった。陽ひの光を反射した無数の水滴が、少女の目にもきらきらと輝いて見え──

「──あ──」

　物珍しい仕掛けに見開いた深しん紅くの瞳ひとみが、続く瞬間、その真上の空間に釘くぎ付づけになった。

　いつの間にか──橋が、もうひとつ架かかっている。水を噴ふき出しつづけるアーチの上で、赤、橙だいだい、黄、緑──何色にも重なったそれが美しい弧こを描えがく。

　青空を渡る虹にじ。気まぐれな自然だけがもたらすと、彼女がずっとそう思い込んでいたもの。

　ヤトリシノ・イグセムという少女が、その人生で初めて目にした──七色の科学。

「─────」

　その輝きに目を奪うばわれながら、彼女は無言で馬を先に進めていく。あれの下をくぐってみたい──ほとんど無意識の部分で生じた好奇心が、手た綱づなを握にぎる彼女の手を動かしていた。

　彼女は未いまだ、虹を真下から見上げたことはない。それを成し遂とげた者の話を聞いたこともない。けれど、今なら。あのアーチが虹を作り上げているというのなら、あのアーチの下が、そのまま虹の下でもあるはず──。

　期待を膨ふくらませながら進んでいった、少女の視線の先で──すぅ、と虹が薄うすれて消えた。

「───あっ」

　彩いろどりを失った空から視線を下ろすと、そこはもうアーチの周りに集つどった人々の近くだった。残念な思いを表情にそのまま浮かべてしまいながら、軍服と白衣の出いで立ちが入り混じる彼らに向かって、少女は反射的に声をかける。

「消して、しまったの？」

　形式ばった挨あい拶さつでも自己紹介でもなく、その素そ朴ぼくな第一声を炎えん髪ぱつの少女に許したのは、まさしく虹の魔ま力りよくと言えたかもしれない。──と、群衆の中から、ふいに少女と同年代の黒髪の少年が歩み出てくる。アーチから噴き出す水しぶきで全身をずぶ濡ぬれにしながらも、そんなことは意にも介さない満面の笑顔で、彼は首を横に振った。

「ううん、消してなんていないよ。そこからじゃ見えない。後ろに戻ってみて」

「……？」

　首をかしげながらも、少女は言われたとおりにしてみる。手綱で指示を出して、体の向きを変えないまま馬を後退させていった。すると──ややあって、消えていた輝きが視界に戻ってくる。青空を渡る色とりどりの橋は、その姿を少しも損そこなうことなく同じ場所にあった。

「──これは、どういう」

「どういうことなんだろう。そう思った？」

　笑顔を急にいたずらっぽくして、少年が言葉を先取りした。少女は素直にうなずいてみせる。

「だったら、その疑問が君の入り口だ。答えが知りたければこっちに来るといい」

　手招きする少年。一いつ瞬しゆんで迷いを振り切ると、少女は跨またがっていた馬から潔いさぎよく飛び降りた。そのまま自分の足でアーチの下をくぐり抜けていく。途と端たんに水しぶきが降りかかり──その冷たさを頰ほおに感じた瞬間、彼女の周りで、少年を含む白衣の面々から一いつ斉せいに声が上がった。

「「「「「「「科学の世界へようこそ！」」」」」」」

　歓かん迎げいの意志もあらわに少女を取り囲んでいく白衣の人々。さすがの彼女も戸と惑まどいを思い出すと、それを見て取ったように、軍服姿のひとりが人ひと垣がきの外から声を上げた。

「あー、びっくりさせたらごめん。これでもウチ流の歓かん迎げいでね」

　人の群れをかき分けて近付いてくる男。少女の目から見た第一印象は、くたびれた中年男性以外の何者でもなかった。身長は高くも低くもなく、筋肉の付き方も凡ぼん庸よう。顔立ちは少しエラが張っていて、顎あごがやや横に広い。両目ともに白目がちで、まぶたの下がり具合がとぼけた風に見えた。

　あまり威い厳げんを感じさせる風ふう体ていではなかったが、その軍服に付いた階級章を見み逃のがすほど、少女も雰ふん囲い気きに吞のまれてはいない。彼女は背せ筋すじを伸ばして向き直り、相手に向かって敬礼した。

「本日より帝てい国こく陸りく軍ぐん全ぜん域いき鎮ちん台だいにて遊学の栄えいを賜たまわるヤトリシノ・イグセムです。連隊長のバダ・サンクレイ大たい将しよう殿どのとお見受けします。到着時刻が遅れたことについて、まずはお詫わびを」

「いや、それもこっちの都つ合ごうで遠回りさせたのよ。今朝けさになって噴ふん霧む器きがひとつ故障したもんで、それを直すための時間稼かせぎをちょろっとね。いやー、上手うまくいってよかった。さっきまで息子むすこが大おお慌あわてでさぁ」

「慌ててなんかいない！　……ちょっと急ぎはしたけど」

「下着までびしょ濡ぬれでよく言うなおまえ。──ま、それはともかく。家からここまでけっこう遠かったでしょ。お疲れさま、ヤトリシノちゃん」

　まるで自分の娘を迎むかえるように、優やさしい口調でバダは言った。それから視線を背後に向ける。

「そしてようこそ、我らが『旭日連隊グラ・メストエリ』へ。ここには息子を始め、きみが来るのを楽しみにしていた連中がたくさんいる。ちょっとうるさいかもしれないけど、ま、わずらわしくない程度に構ってやってくれると嬉うれしいね」

　そう言うと、バダ・サンクレイはにやりと歯を見せて笑った。さっき少年が浮かべたものと同じ、いたずらっぽい笑みが満面に浮かぶ。

「あと、これは自じ慢まんだけど。──ウチはたぶん、子供が遊びに来る場所としては、世界でいちばん楽しい軍隊のはずだ」
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　右手にサーベル、左手にマンゴーシュ。長さの異なる木剣を両手に、ふたつの影が対たい峙じする。

　両者の武装から、双方の用いる流りゆう儀ぎが同一であることは一いち目もく瞭りよう然ぜん。しかし、その光景を鏡写しと表現するには、両者の体格に開きがありすぎた。かたや身の丈たけ六尺しやく強、鍛きたえ抜かれた筋骨が鋼はがねじみた迫力を放つ壮そう年ねんの男性。対するは──まだ十歳にも満たないだろう少女なのだ。

「…………」「────」

　一いつ足そく一いつ刀とうの間合いでにらみ合うふたりを、高い位置の窓から差し込む朝の陽ひ射ざしが照らし出す。両者の繫つながりが剣の流儀に留とどまらないことを、燃え立つような炎えん髪ぱつが明かしている。

　向き合ったまま微動だにしないと見えて、その実、水面下で行われる駆かけ引きは熾し烈れつを極める。視線の動き、重心の移り変わり、構えの変化──それらを観察し、虚実を見極め、経験の蓄ちく積せきから攻防の正せい着ちやくを見通そうとする試み。ふたりが無言のうちに交わしているものこそ、悠ゆう久きゆうの年月を経て煮に詰つめられた「武」そのものだ。

　であればこそ、少女の不利は誰だれの目にも著いちじるしい。同じ流儀を修おさめた者同士なのだから、経験で勝まさる年長者の側の優位はどうあっても動かしがたい。圧倒的な体格差も彼女の劣勢に拍車をかける。──だが、

「…………」

　だとしても、対敵を見み据すえる少女の深しん紅くの瞳ひとみに、諦てい念ねんのような不純物は微み塵じんも存在していない。彼女は勝つためにそこにいる。目の前の相手を斬きり伏せ、越えていくために剣を取っている。──たとえ相手が、自他共に認める地上最強の生き物だったとしても。

　と、その刹せつ那な──男の目を陽射しが刺す。昇り始めの太陽と部屋の窓、そして男の顔面。それら三つが直線上に結ばれたことで、天の投じた直射日光が容よう赦しやなく視界を焼く。

「シッ──！」

　機を捉とらえ、少女が踏ふみ込んだ。同時に巧たくみな運うん足そくで構えの左右を交代。サーベルに代わってマンゴーシュを前に出した姿勢で、対敵の振り下ろす袈け裟さ斬りの一刀に立ち向かう。

　短い刀身が斬ざん撃げきと接した。伝わった威い力りよくに手首がみしみしと悲鳴を上げる。成長途上の体で受けきるには荷が勝ちすぎる一撃を、しかし少女は全身のバネを駆く使しして斜めに流すことによって凌しのぎ切った。手首の負荷が失われた瞬しゆん間かん、目もく論ろ見みが成ったことを少女は知る。右構えに対して放たれた男の一刀は、左構えにシフトした彼女の体たい幹かんを捉えていなかった。

　してみると、少女の位置はいまや男の右の足元。懐ふところに入ったと断言すべき距離。

「ハァッ！」

　間かん髪はつ容いれず攻撃に移る。先の一撃を受け流すために屈かがめていた全身の関節を一気に伸ばすと同時に、温存していた右のサーベルを相手の右みぎ脇わき腹ばらに向かって突き上げた。懐の深い男は至近距離の相手にサーベルを振り下ろせず、左のマンゴーシュで迎むかえ撃つにも角度に無理がありすぎる。

　必殺と呼びうる、少女の逆ぎやく襲しゆうの一撃を──男は表情ひとつ変えず、脇の下に挟み止めた。

「──ッ！」

　少女の目が驚おどろきに見開く。彼女が刺し突とつを繰くり出すと同時に、男は体たい捌さばきでそれを回避してのけていた。脇わきから胸を穿うがつはずだった一撃は腕と胴体の隙すき間まをすり抜けて空くうを切り、そのまま筋肉の締め付けに刀身を搦からめ捕られる。

　とっさの判断でサーベルを手離す少女。が、その対応が功を奏する前に、男のマンゴーシュの切っ先が首くび筋すじにあてがわれていた。

「……参りました」

　嘆たん息そくと共に、少女はそう口にする。それで決着とみなして、男も静かに剣を引いた。

「──好機とあらば殺とりにいく、その姿勢は悪くない。が、それ故ゆえに狙ねらいも読めた。致ち命めい箇か所しよを狙う前に、少なくとももう一工程挟はさむべきだったろう」

「はっ」

「踏ふみ込みまでは及第点。構えの変化を陽ひ射ざしに紛まぎれさせた、あの工く夫ふうは特に評価する。引き続き研けん鑽さんを積め」

　娘を見み据すえて、ソルヴェナレス・イグセムは端たん的てきにそう述べた。父の立つ場所が遥はるかな高みであることを再確認しつつ、ヤトリシノもまた気を引き締める。

　親子の仕し合あいは早朝稽げい古この締めくくり。これにて解散、というのがいつもの流れだったが──今日きように限っては、ソルヴェナレスはまだ、娘の前を立ち去らなかった。

「……？　どうされましたか、父とう様さま」

　奇異に思ったヤトリシノが声をかけると、数秒の黙もつ考こうの末、父は再び口を開く。

「お前に遊学の勧すすめが来ている。三か月ほどの期間だが」

　自分の語ご彙いにない言葉をかけられて、炎えん髪ぱつの少女は軽く首をかしげた。

「すみません、父様。ユウガクというのは？」

「ここではない別の場所に行って、そこで学ぶことだ」

「では、転属のようなものでしょうか」

　言い換えた娘に、ソルヴェナレスは軽くうなずいてみせた。軍事に関係する言葉から優先的に学んでいるせいで、この時点のヤトリシノの語彙には結構な偏かたよりがある。

「そう理解して問題ない」

「承知しました。命令とあれば、どこへでも」

　直立不動で敬礼する娘の姿に、しかし、父の側は表情を険しくする。ヤトリシノはその様子を珍しく思った。それが、この父が滅めつ多たに浮かべない困こん惑わくの面おも持もちだったからだ。

「命令ではない。本人の希望を尋たずねろ、と先方からは言われている」

「え？」

「お前が行きたければ行け、ということだ。私からの強制はない」

　ソルヴェナレスは馴な染じまない口調でそう言った。ヤトリシノも戸と惑まどいを顔に浮かべる。伝統的に軍隊を模もした形の家庭生活を営いとなむ彼らイグセムにとって、「行きたければ行け」という言い回しには、ほとんど他国の言語にも等しい違和感がある。

　炎えん髪ぱつの少女が答えられずにいると、提示した情報の不足に気付いて、父は言葉を継いだ。

「行き先は、東方アミバーラ州に駐ちゆう屯とん中の帝てい国こく陸りく軍ぐん独どく立りつ全ぜん域いき鎮ちん台だい。通称『旭日連隊グラ・メストエリ』である」

　その名前を聞いた瞬しゆん間かん、ヤトリシノは反射的に目を見開いた。

「バダ・サンクレイ大たい将しよう殿どのが指揮されている、あの精鋭部隊ですか？」

「然しかり。大将本人から話を受けている」

　付け加えられた情報に、少女はますます驚おどろかされた。そこに父が重ねて尋たずねる。

「して、どうする」

「もちろん、行かせていただきます」

　ヤトリシノははっきり答えた。事の経緯いきさつまでは分からずとも、それが得え難がたい学びの機会だと理解出来ない彼女ではない。父の口から出た話である以上、裏を疑う意味もなかった。

「軍事の最さい先せん端たんを行かれる方だと聞いています。お会いして学ぶことはたくさんあるでしょう」

「その点は間違いないだろう。が……」

　男は言葉を濁にごした。いつもの彼を知るものからすると、その様子はまったくらしくない。ヤトリシノが怪け訝げんに思っていると、やがて父もそれを察してか、小さくかぶりを振った。

「……いや。お前が希望するのなら、それで話は決まった。出発は早くて三週間後になる。よく学んで来い」

　そう告げると、ソルヴェナレスは身をひるがえす。稽けい古こ部屋から出ていく寸前、扉とびらから廊ろう下かに半歩進み出たところで、彼は最後に口を開いた。

「だが、何を学ぼうとも、自分がイグセムだということだけは忘れるな」





＊






　最後の言葉だけは、ヤトリシノには正直なところ、それを口にした父の意図がさっぱり分からなかった。獅し子しの子がまた獅子であるのと同様に、イグセムに生を受けた自分はイグセムでしかない。彼女はそう信じて疑わなかったから。

　だが──「旭日連隊」の駐屯地に着いたその日の昼には、彼女は早くも、父の困こん惑わくの一端を理解することになった。

「……サンクレイ大将殿」

「バダおじさんでいいよ。なんだい、ヤトリシノちゃん」

　呼び方にも呼ばれ方にも深刻な違和感を覚えたが、それはひとまず置いておいて、炎えん髪ぱつの少女は空を見上げたまま尋たずねた。

「あれは何をしているのでしょうか」

　ぱんぱんに膨ふくらんだ気き囊のうと、宙に浮かぶそれにロープでぶら下がった黒髪の少年。その真下には白衣の男女が十数人。地上を離れて五メートルほど昇った上空から、当の少年は、ヤトリシノたちに向かってぶんぶんと手を振っている。

「息子むすこを一匹飛ばしている」

　バダはしれっとそう答えた。しばらく言葉に迷ってから、ヤトリシノは慎しん重ちように口を開く。

「私が見たところ、あの球体は、キオカで使われている気球というものによく似ています」

「さすがに物知り。そう、それと原理は同じだよ」

「となると──気球の建造と運用は、帝てい国こくの法律で禁じられていたように思うのですが」

　あってはならないはずの光景が目の前に広がっている現実に、少女は戸と惑まどいを隠かくせない。その隣となりに立つ帝国軍きっての高級将しよう校こうは、しかつめらしく腕を組んで咳せき払ばらいした。

「ひとつ授業をしよう。えー、軍事的に定義される『気球』とは、揚よう気きを詰つめた気囊に、人が乗り込むためのバスケット等を取り付けたものである」

「そのように聞いています」

「だろう？　ところが目の前にあるアレには、反抗期の息子が一匹吊つり下がっているだけで、肝かん心じんの乗員用バスケットが付いていない。なのだから、あんな半はん端ぱなものを気球と呼んでは怒られてしまう。きみもそう思わないか」

「…………」

　ヤトリシノの眉まゆ根ねが寄る。その頃ころ、上空ではサービス精神を発揮した少年が様々なポーズを取ってみせていたのだが、会話に集中している彼女の目にはまったく映っていない。

「よってアレは気球ではない。気球ではないものを浮かべているのだから法には触ふれない。息子も安心して浮かんでいられるわけだね、うん」

　白々しい笑みを浮かべて空を見上げるバダを眺ながめつつ、少女はこめかみに手を当てて考え込んだ。今の説明に納なつ得とくするべきではないと思うのだが、その不正を端たん的てきに表す「詭き弁べん」という概がい念ねんを、八歳の彼女はさすがにまだ知らない。

「きみもやってみる？」

「え？」

「あれをさ。いくら優秀なきみでも、さすがに空を飛んだことはないだろう」

　息子を指さして、笑み混じりにバダが言う。ヤトリシノの返答は早かった。

「命令とあれば、やらせていただきます」

　宙に浮かぶ少年の姿をじっと見つめつつ、少女は怯ひるまず言ってのけた。それを聞いたバダが苦笑混じりに額ひたいを叩たたく。

「──なるほどなぁ。うん、きみはソルの娘だ」

「どういう意味でしょうか？」

「ソルの教育を少し甘く見ていたってことさ。何、こっちの問題だから気にしなくていい」

　そうこう話しているうちに、気き囊のうにぶらさがって浮かんでいた少年も、真下に待機していた白衣の人々にロープで引かれて地面に戻ってきた。ハーネスから体の固定を解ほどくが早いか、彼はヤトリシノとバダのほうにまっすぐ駆かけ寄ってくる。

「ふふん！　どうだい、すごいだろ？　今回はあのくらいだけど、その気になればもっとずっと高いところまで行けるんだよ。雲の上にだって昇っちゃうんだ！」

　興奮も冷めやらぬ様子でまくしたてる少年──同い年のイクタ・サンクレイに、ヤトリシノは真顔で敬礼してみせた。

「珍しいものを見せていただきました。つきましては、ひとつ質問が」

「ん、なに？　なんでも訊きいてよ！」

「あの気球……いえ、あの乗り物には、どのような用途を想定しているのでしょうか。実際的な運用方法を教えていただきたく存じます」

　文字通り「学びに来た」つもりのヤトリシノなので、さっそく大おお真面目まじめな質問を投げかける。それを聞いた少年は「ちょっと待って」と言い残して、すぐさま白衣の人々のほうに走り戻った。

「ちょっと、みんな！　この『昇しよう天てんくん七号』って何に使うの!?」

「うん？　そりゃ色々やれるんじゃないの」「どこでも高度が取れるんだから、軍事的には偵てい察さつとか哨しよう戒かいとか」「いやそれ教団からの突き上げで許可下りなかったし」「帝てい国こくだと戦場で飛ばすのはムリっぽいよ」「てことは民間利用か」「遠えん隔かく地ちへの物資の輸送とか？」「ペケ。量積めないしコスパ悪すぎ」「地図作る時に上空から俯ふ瞰かんできると楽じゃね」「地図はそれ自体が軍事機密だって知ってた？」「なんか地味ぃ」「もっと愉ゆ快かいな使い方ないのかよ」

　ひとつの質問を起爆剤に、白衣の男女が侃かん々かん諤がく々がくの議論を繰くり広げる。少年自身も参加したそれが数分でひと段落すると、今度は彼ら全員が一いつ斉せいにヤトリシノのもとに駆け寄ってきた。

「話し合ってるんだけど、なかなか決まらない。きみはどう思う？」

　まさか質問が返ってくるとは思わず、炎えん髪ぱつの少女は目を丸くする。ずらり並んだ彼らの表情はどこまでも真剣そのものだ。その雰ふん囲い気きに釣つられて、ヤトリシノも本気で考え込み、そして答えた。

「……高低差がある場所での物資の受け渡し、とか」

「「「「「「「「「「それだ！」」」」」」」」」」

　全員が一斉に両手を打ち鳴らし、たちまち少女の周りで喧けん騒そうが再燃した。

「縦の輸送は盲点だった」「人を乗せないなら教団もごまかせそう」「山さん岳がく地帯で需じゆ要ようがあるんじゃないかな」「シナークに売り込むか？」「この前調査に行ったばかりよ惜おしい」「やるなら北ほく域いき鎮ちん台だいの許可もないと」「鎮台にも売り込もうぜ。山さん岳がく戦せんへの備えって触ふれ込みで」「だから軍事利用はダメってさっきから」「あそこの司令長官バカだぞ」「つーか両方に軍事物資売るってどうなの」「おれ知ってる。それマッチポンプって言うんだぜ」

　てんでんばらばらの意見を述べながら、科学者たちは議論に花を咲かせ続ける。その様子に圧倒されながらも、ヤトリシノは彼らに向かって素そ朴ぼくな疑問を投げかけた。

「……もしかして。皆さんは、使い方が決まってもいないものを作っているのですか？」

「何に使うかではなく、何を作るか、何が分かるかのほうが重要なんだよ、彼らにとっては」

　隣となりのバダが肩をすくめて説明する。それを受けて、白衣の面々が満面の笑みを浮かべた。

「そう、何しろ我々は──」「「「「「科学者だからね！」」」」」

　誇ほこらしげな声が重なる。得意顔の彼らを前に、ヤトリシノはますます困こん惑わくを深めた。







　屋外で『昇しよう天てんくん七号』を見学した後、バダは一いつ旦たん席を外して、ヤトリシノはそのまま残りの面々と共に科学者たちの実験室に向かった。彼女はそこで、軍隊組織に混ざり込んだ「科学」という異物──その源げん泉せんとなった人物との対面を果たした。

「おおっ、お前さんがっ、噂うわさのっ、お客さんかっ、よくっ、来たのっ」

　しゃっきりと背せ筋すじの伸びた白衣姿の老人が、もうふたりの若い科学者たちと共に、ふたの閉じた鉄てつ鍋なべを忙せわしなく腕で上下させていた。ちゃぷちゃぷという水音と共に、何やら硬いもの同士がぶつかり合う音も派手に響ひびいてくる。かなり重いと見えて、三人とも汗だくの様子だった。

「わしはっ、アナライ・カーンとっ、いうものじゃっ。こいつら科学者のっ、まぁっ、代表みたいなもんじゃなっ。アナライ博士はかせと呼んでくれぃっ」

「ヤトリシノ・イグセムです。この度たびはお世話になります、アナライ博士」

　炎えん髪ぱつの少女が敬礼する。その頃ころ合あいで、アナライは鍋を振っていた両腕をだらりと下げた。

「ふぅっ、ふぅ……い、イクタよ、そろそろ替われぃ」

「ん、任せて！」

　抜けたアナライに代わってイクタが加わり、残るふたりと一いつ緒しよに再び鍋を揺ゆさぶり始める。体格が違う分だけ体全体を使わなければならなかったが、少年はその大仕事を懸けん命めいに続けた。

「それは何ですか？」

　作業の意味が読み取れず、ヤトリシノが反射的に尋たずねる。弟子でしたちが出してきた折りたたみ椅い子すのひとつに腰こし掛かけて、額ひたいの汗を拭ふきながらアナライは答えた。

「うむ。卵の黄身、牛乳、砂さ糖とう、シナモン少々──それらの混合液を一リットルばかり入れた容器が、塩を加えた氷水に包まれる形で中に入っておる」

　説明の通りに想像してみたヤトリシノだが、それでもやはり意味が分からない。混ぜものをした牛乳を冷やしてどうするのだろうか？　冷たくして飲みたいなら直接氷を入れれば済む話で、こんな大げさな手間をかける必要はない。

　その点を追及しようとした少女だったが、口に出す直前になって思い止とどまる。それより先に、彼女にはもっと根本的な疑問があったからだ。

「博士はかせ、ひとつ尋たずねてもいいでしょうか」

「さっそくじゃな。構わんよ、何でも言ってみなさい。──ああすまん、お前さんたち。少し離れたところで振ってくれるかの」

　がしゃがしゃと騒そう音おんを立てつつ鍋なべを振るっていたイクタたちが、そう言われて部屋の奥に場所を移す。彼らの姿を横目に、ヤトリシノは問いを投げた。

「では、お言葉に甘えて。──そもそも科学とは、何なのでしょうか」

　直球の質問を受けたアナライは、薄うすく笑って両手を膝ひざに置く。

「お前さんは、虹にじが出来る仕組みを知っておるかな？」

「いいえ。さっきのあれには驚おどろきました」

「うむ、わしも昔はそうじゃった。幼い時分のわしにとって、いつの間にか空に現れている七色の橋──あれは何度見ても不思議でならなくての。根元に辿たどり着こうと走ったことも一度や二度ではない。むろん、ただの一度も叶かないはせんかったが。

　そんな真似まねを繰くり返していると、もうな、ただ見ているだけでは満足出来んで。それがなぜ、どのように現れるのかを知りたくなったんじゃ。──お前さんなら、そんな時にどうする？」

「まずは、身近な大人おとなに尋ねます」

「賢けん明めいじゃ。しかし、周りの大人が誰だれも答えられなければ？」

　老人が柔らかい声で問いを重ねる。少し考えて、少女は再び口を開いた。

「……機会を見て、神しん官かんの方に尋ねます」

「わしもそうしたのじゃ」

　懐なつかしげな苦笑を浮かべつつ、アナライは軽く鼻を鳴らす。

「その時に当てにしたのは、辻つじ説せつ法ぽうの得意な神官でな。官位もそこそこ高く、地元の人間からはありがたがられておった。会うたびに説教を食くらうから、当時のわしは苦手じゃったがの。

　ともあれその男が、わしが交流を持てる範はん囲いでいちばんの識者であることは間違いなかった。この帝てい国こくで知識階級といえば、それはアルデラ神学を学んだ神官のことを指すからの。疑問をぶつける相手としてはうってつけのはずじゃった。が──」

　そこで言葉を一いつ旦たん止めて、老人はため息をつく。

「──そこで納なつ得とくいく答えを得られておれば、話は早かったのじゃが。わしの質問に対して、あの男はにこやかに微笑ほほえんでこう答えおった。『虹とは神の祝福である。主しゆ神しんの御み心こころが穏おだやかなる時、我らに向かって示される愛の形である』とな」

　深い知性を湛たたえたふたつの瞳ひとみが、ヤトリシノの顔を正面から見つめた。

「この説明に、お前さんなら納得がいくかの？」

　炎えん髪ぱつの少女はしばらく考えた末、ごく控ひかえめに、それでもはっきりと首を横に振った。

「どこか……問題がずれている、ような」

「その違和感を言葉に出来るのなら、あの頃ころのわしよりもよっぽど上等じゃ」

　くつくつと自じ嘲ちよう気味に笑って、アナライは視線を部屋の天井に向けた。

「幼い日のわしには、それが叶かなわなんだ。神しん官かんの返答にはびたいち納なつ得とくしかねたが、だからといって、何がどうおかしいのかを指摘することも出来なかった。むろん、それでも口は挟はさんだがの。当時のわしの経験上、虹にじを目にする時は、雨上がりに太陽を背にして見ることが多かった。はっきりした虹の外側に、ぼんやりともうひとつ虹が見えることもあった。他ほかにもいくつか手がかりとなりそうな共通項を見み出いだしておったので、それらも神官に言ってみた。わしなりにちゃんと準備して質問に臨のぞんでおったのじゃ。

　ところが神官の奴やつめ、わしの話を一通り聞いた後、またも自信満々にこう言い切りおった。『それらも全すべて、神の示される愛の形である』と！」

　膝ひざの上に置かれた老人のこぶしが震ふるえ始める。記き憶おくの奥底から、在ありし日の苛いら立だちが鮮やかに蘇よみがえっていく。

「それで耐え切れなくなってな、わしはとうとう叫んでしもうた──『じゃあ、その神ってやつを連れてきてくれ！』」

　室内にしゃがれ声が響ひびき渡った。それでさすがに感情の昂たかぶりを自覚すると、老ろう賢けん人じんはごほんと咳せき払ばらいして照れを誤ご魔ま化かす。そんなアナライに、ヤトリシノは固唾かたずを吞のんで尋たずねた。

「……叫んで、どうなったのですか？」

「しこたま殴なぐられたわい。後ろで両親も聞いておったから、晩ばん飯めし抜きのおまけつきじゃ」

　べぇと舌を出して、アナライは話にオチを付ける。少女もくすりと笑いを漏もらした。

「で、じゃ。その出来事を通して気付いたんじゃがな──神官どもが決まり文句のように口にする『神の御み業わざ』というやつは、なんとも腹立たしいことに、物事を説明する方法としては無敵じゃ。なにしろ奴やつこさんは万能らしいからの、どんな無理難題を押し付けたところで持て余すことがない。太陽が東から昇るのも月が空から落っこちてこないのも、隣となりの夫婦が毎日飽あきもせず喧けん嘩かしとるのも、みーんな神の御業と言っておけば丸く収まるってわけじゃ。ありがたくて涙が出るのう、まったく」

　指先で目め頭がしらを押さえてうつむきつつ、老人は低い声でさらに続ける。

「しかし、な。……それにどれほどの意味がある？」

「…………」

「全ては神の御業、なるほどよかろう。しかし、その先に何が続くというのじゃ。肝かん心じんの神を連れて来られないのなら、それはただ『何も分からん』を言い換えたに過ぎんのではないか。そのような思考停止に甘んじていて、いったい何の答えが得られようか。どうしてあの虹をこの手で作り出すことが叶おうか！

　神学に対するそのような憤いきどおりをはっきり自覚した時、わしはひとつの戒いましめを自分に課した。あらゆる事象の説明に際して神を用いないこと──簡かん単たんに言えば『神に頼たよるなカッコワルイ』じゃ。これがそのまま、わしにとっての『科学』の始まりとも言えよう」

　やおら椅い子すから立ち上がり、アナライは室内を行き来する弟子でしたちをぐるりと眺ながめ回す。

「わしら科学者は、この世に存在するあらゆる謎なぞに挑戦状を叩たたき付ける。神という万能の解法に頼らぬ代わりに、その他ほかのあらゆる手段を駆く使しして真理を追い求める。その過程で生み出される技術も多々あろうが、それすら究極的には副産物であり、次の真理へ至るための踏ふみ台に過ぎぬ。使い道は外野で勝手に決めるが良かろう。

　この眼まなこがひたむきに見み据すえるは、ただ『真理』の二文字のみ。果てなき探究こそ我らの悲願そのもの！　それこそがわしとこやつら、『アナライの弟子』の在あり方なのじゃ──おぅっ!?」

「ちょっと、博士はかせじゃま！　狭いんだから腕広げないで！」

　実験用の試料を抱かかえた科学者のひとりが、師の肩を押しのけて通っていった。決め台詞ぜりふを潰つぶされた老ろう賢けん人じんはしょぼくれた顔で彼女を見つめる。

「のぅ、ナズナ……いま、いちばん格好いいところだったんじゃが……」

「はいはい。博士の場合、自分で格好いいと思って喋しやべってる時ほど、聞いてる側は置き去りなのよね。いまもそう。相手の年齢、ちゃんと考えて話してた？」

　ナズナと呼ばれた女性が、はるか年上の師を遠えん慮りよなくたしなめる。我に返ったアナライが相手に視線を戻すが、炎えん髪ぱつの少女は気き遣づかい無用とばかりに首を横に振ってみせた。

「……いくつか知らない言葉はありましたが、お話の筋はおおよそ理解しました。まだ誤解があるかもしれませんが、科学とはつまり──神学においては『神の御み業わざ』の一言で説明されてしまう物事を、それ以外のやり方で厳密に解き明かそうとする学問なのですね」

　慎しん重ちように言葉を選んで、ヤトリシノは自分なりに要約した科学の定義を述べる。周囲の科学者たちが揃そろって目を丸くした。

「……こりゃ参った。賢かしこいわ、この子」

「うむ、わしも驚おどろいた」

　そうこうしているうちに、部屋の奥に移っていた三人が戻ってきた。最後の慎重さで床ゆかに鍋なべを置くと、ほとんど倒れ込むようにして、全員がその周りに腰こしを下ろす。

「ぜぇ、ぜぇ……そろそろいいと、思いますが……」

「おお、ご苦労じゃった。しかしバジンよ、お前さんいくらなんでも息切らしすぎじゃろ」

「途中で抜けたクセに何言ってるんですか！　こっちはかれこれ三十分以上やってるんですよ!?」

「疲れると変へん顔がおになるバジン兄にいのクセ、何とかならないかな。あれ見てると力抜けちゃって」

「イクタ、お前までそういうこと言うわけ!?　僕だってしまいにゃ泣くよ!?」

　兄弟子をからかいつつ、黒髪の少年は鍋を密封していた油紙と紐ひもを次々と取り去っていく。それを済ませてフタを開けると、中の氷はすでに六割がた解けていて、塩水の中には鍋なべよりずっと小ぶりな金属製の円筒が浮いていた。イクタはそれを両手でつかんで持ち上げる。

「……うん、中で動く感じがしない。これならたぶん……」

　開口部分の留とめ金を外して、少年は円筒の端はしをつかんだ指先にぐっと力を込める。ほどなくパコンと音を立ててフタが外れた。見守っていたヤトリシノの視界に中身の様子がちらりと覗のぞく。おかしなことに液体の気配はまるでなく、その代わりに得え体たいの知れない乳白色の何かが、円筒の内ない壁へきをすっかり覆おおう形で分ぶ厚あつく張り付いていた。

「いい出来じゃないか！　さ、取り皿とスプーンを用意して！　早く早く！」

　その要求に応こたえて、ナズナが近くの戸と棚だなから食器を出してきた。手渡された小皿を受け取ると、イクタはその上に、円筒からスプーンですくい取った乳白色のかたまりを盛もり付けていく。

「これで完成！　さぁ、君から食べてみなよ！」

　仕上げに小さなスプーンを添そえて、イクタが満面の笑顔で小皿を差し出す。それを受け取った姿勢のまま、ヤトリシノは皿の上の奇妙な物体をじっと見つめた。

「これは……氷菓の一種、でしょうか？」

「訊きくよりも口に入れたほうが早いって。まずは一口！」

　少年に再び促うながされたところで、彼女のほうでも覚かく悟ごを決めた。スプーンを手に取り、目の前の乳白色のかたまりに先せん端たんを刺し入れる。粥かゆよりもやや硬い程度の感かん触しよくを経て、一口分が簡かん単たんにすくい取られた。

「……いただきます」

　科学者たちの見守る中、いよいよヤトリシノはそれを口の中に運んでいく。氷菓特有のひんやりした感触が上うわ顎あごに広がり──次の瞬しゆん間かん、緊きん張ちようしつつ待ち構えていた舌の上に、とんでもなく濃のう厚こうな甘みがとろけた。

「…………っ!?」

　未体験の衝しよう撃げきが少女の口内を蹂じゆう躙りんする。ともなって鼻び孔こうを抜けていく乳とシナモンの風味。その香り味わいを存分に主張して解けきると、今度は愛あい撫ぶのように冷たく喉のどを滑すべり落ちていく。

「───っ───」

　しばらくの間、炎えん髪ぱつの少女は声も上げられなかった。何かを食べるという行いがここまでの感動をもたらすなどと、今日きようまでの彼女には想像も出来なかったことだ。

　長い時間をかけて一口目を味わい尽くすと、彼女は視線をそっと皿の上に戻して、その恐るべき物体に再びスプーンを刺し入れていく。二口目を舌に乗せた途と端たん、先の記き憶おくとも相まって、その味わいはいっそう鮮やかな輪りん郭かくを持ち始める。

　そこから先はもう、止まらなかった。甘い悦えつ楽らくの奔ほん流りゆうの中で、時間は光のように過ぎていく。ふと気が付くと、空からになった小皿を前にスプーンを止めて、ヤトリシノは半なかば放心状態でいた。

「──おかわり、いるかい？」

　円筒の中にスプーンを刺し込みながら、満面の笑みで少年が尋たずねる。白衣の老ろう賢けん人じんは勝ち誇ほこったように胸をそらして天を仰あおいだ。

「どうじゃ、神とやら！　この味はお前さんのレパートリーになかろう！」







　それから先も多くのサプライズを伴って基地の案内は続き、夜には歓かん迎げい会かいということで、屋外で丸焼きの豚ぶたを囲んで飲めや歌えの大おお騒さわぎになった。科学者たちのほかにも兵士たちが四十人ほど参加していて、彼らは階級も年齢もまちまちだったが、それぞれに場を賑にぎわせるための「持ち芸」を披ひ露ろうしてのけた。──なんでも、ネタの面白さで希望者をふるいにかけたらしい。

　全すべてが終わって宿舎に案内されると、明かりを消した個室の中でひとり、ヤトリシノは真剣に考え込まないわけにはいかなかった。──ユウガクというものは、予想していたそれとはまったく違うのかもしれない、と。




　そして翌朝。夜も明けきらぬ午前五時に目を覚ました彼女は、手早く身み支度じたくを済ませると、昨日きのう一日がかりでさんざんかき乱された自分の日常を取り戻しにかかった。

　革かわ袋ぶくろを担かついで部屋を出る。他ほかの女性兵士たちを起こさないよう慎しん重ちように廊ろう下かを進んで、そのまま宿舎の外に出ていった。太陽に炙あぶられる前の涼しい大気が頰ほおを撫なでていき、開けた視野には、各種建物が機能的に配置された基地の光景が広がっている。

「あら、おはよう」「朝が早いんだね。よく眠れた？」

「おはようございます。おかげさまでぐっすりと」

　歩ほ哨しようの任に就ついていた二名と挨あい拶さつを交わして、それから少女は丁てい寧ねいな口調で申し出る。

「ご迷めい惑わくでなければ、朝の稽けい古こをさせていただければと思います。この辺りに、なるべく人の寄り付かない広い場所はありますか？」

「そうねー……宿舎の裏でいいんじゃないかな？」「うん、いいと思う。仲間が行きそうになったらこっちで止めるから」

　ふたりに礼を述べてから宿舎の裏手に回り込むと、ヤトリシノは周囲の地形をざっと見渡し、その真ん中に立つと同時に革袋の封を解ほどいた。中から取り出したものは二本の木剣。右手にサーベル、左手にマンゴーシュを握にぎり、自然体のまますっと目を閉ざす。

「……屋外、乱戦、敵は七人──」

　誰だれにともなくつぶやき、意識を研とぎ澄すませ──その空間認識の中に、ロウソクを灯ともすようにして複数の敵影を出現させていく。ある者は剣を、ある者は槍やりを、ある者はボウガンを手に。少女を取り囲む布ふ陣じんを取って、それらは容よう赦しやのない殺気を放っている。

　実体なき敵が七人を数えた。途と端たん、槍を手にしたひとりが少女に向かって踏ふみ込んでくる。胸板を狙ねらった刺し突とつが繰くり出され、それを彼女が身のひねりでかわし、かくして早朝の乱戦が幕まくを開けた。

「シッ──！」

　イグセムが伝える修練技法のひとつに「想そう戦せん」と呼ばれるものがある。読んで字のごとく、自らの想像力によって生み出した実体のない敵と戦う行為だ。それ自体は多くの他流派でも取り入れているイメージトレーニングに過ぎないが、彼女らの場合は実じつ践せんのレベルが違う。

「想戦」はイグセムの剣術における基本であり、同時に彼女らを最強たらしめるために不可欠の奥おう義ぎでもある。その意義とはすなわち、常じよう在ざい戦場という概がい念ねんを、単なる心構えを超えて現実のものとする点にある。というのも、これを完かん璧ぺきに身に付けた者は、稽けい古こ相手の有ある無しにかかわらず実戦経験を積み重ねられるからだ。それはそのまま百ひやく戦せん錬れん磨まの戦士に繫つながる道といっても過言ではない。

「フッ……！」

　無論、それだけでは妄もう言げんの域を出ない。「想戦」によって常在戦場の理念を実現するためには、大前提として、自ら生み出す架か空くうの敵が真に迫った脅きよう威いである必要がある。都つ合ごうよく弱体化されたカカシも同然の相手では、どれほど打ち倒したところで何の意味もない。

　優すぐれた想像の下地となる要素は大きくふたつ。ひとつが、多くの武芸者たちの戦いを観察し、自ら立ち合いを重ねた経験。この点については不足がない。イグセムの家に生まれ育った彼女には、父が家に招しよう聘へいした武芸者たちと手合わせする機会が数え切れないほどあった。その蓄ちく積せきは今後も増えていき、ともなって想像される敵の精度も上がっていくことになる。

　もうひとつが──自分に対する甘えを断じて許さない、鋼はがねのような克こつ己き心しんだ。

「ハァァッ！」

　長剣による横よこ薙なぎの一撃をマンゴーシュで受け流し、すれ違いざまに敵の大だい腿たい動脈を斬きり抉えぐる。同時に背後から放たれた槍やりの一突きが脇わき腹ばらを掠かすめ、そこから燃え上がるような熱さが神経を駆かけ上った。苦痛をぐっと吞のみ込み動き続ける。──自分の痛みやダメージもまた、彼女は当然のように再現から外さない。

　包囲されないよう足運びを常に絶やさず、隙すきあらば射掛けてくるボウガンの射手にも意識を残しながら、ヤトリシノはひとり、またひとりと敵を斬り伏せていく。敵の手て強ごわさは現在の実力で撃退可能と思われるラインのやや上に設定されており、ひとつ打つ手を間違えればその瞬しゆん間かんに詰つみとなる。

「──フッ──！」

　五人目を斬り伏せた直後の隙を狙ねらって六人目が襲おそい掛かる。それをほとんど相打ちに近い形で返り討ちにしたヤトリシノは、手傷を負った脇腹とふくらはぎから滴したたり落ちる血ち潮しおを感じながら、十数メートル先でボウガンを構える最後の敵に狙いを移した。

　決着に向かう疾しつ走そうのさなか、敵射手の殺気が少女の全身を貫つらぬいていく。足に傷を負った現状ではその射撃を回避出来ないと直感して、彼女はとっさに左手のマンゴーシュで心臓を守った。射い損そんじれば自分がやられると知っている相手射手は、必然的にもうひとつの必殺部位──頭部を狙ねらってボウガンの射線を修正する。

　そうやって誘ゆう導どうした敵の一射を、ヤトリシノは瞬しゆん時じに横にしたサーベルの刀身で受け止めた。未いまだ「矢や払ばらい」の技を修おさめていない彼女だが、狙いを限定した上でなら、その真似まね事ごと程度はやってのける。弾はじかれた鏃やじりが頰ほおを掠かすめ去っていくのを感じつつ、少女は必殺の間合いに踏ふみ込んで斬ざん撃げきを繰くり出した。

「ハァァァッ！」

　一刀のもとに手首を断ち、返す刃で首くび筋すじを切り裂さく。力を失って倒れ込んだ敵のうなじに、父の教えに従って油断なくトドメの一撃を突き入れた。頸けい椎ついを切り割るごきりという感かん触しよく。それで決着を確信して、ようやく彼女は動きを止めたが──その意識に、突とつ如じよとして八人目の敵影が浮かび上がった。

「……ッ!?」

　苛か烈れつな自己暗示によって実戦同様の臨りん戦せん態勢にある彼女は、とっさに状況の矛む盾じゆんに気付けない。仕留め残した敵がいると単純に判断し、その気配に向かって迷わず斬きりかかる。

「え──？」

　相手は抵てい抗こうの素振りひとつ見せず、代わりにとぼけた声を発した。その瞬間、決定的な違和感を覚えたヤトリシノの意識が全身の駆く動どうにブレーキをかける。筋肉がねじ切れるかと思うほどの衝しよう撃げきを経て、相手の首筋に届く寸前のところでサーベルは止まった。

「いや──ごめん。僕、ちゃんばらは苦手で」

　霧きりが晴れるように戦場の気配が消え去っていき、深しん紅くの両目に現実の光景が立ち戻る。──昨日きのう会ったばかりの少年が、助命嘆たん願がんする捕ほ虜りよよろしく両手を上げてそこに立っていた。







「──申し訳ありません」

　自分の過失を認識した炎えん髪ぱつの少女は、すぐさま木剣を腰こしに差して佇たたずまいを正し、深く頭を下げて謝しや罪ざいを述べた。そんな彼女を前に、イクタは目を丸くして首をかしげる。

「へ？　えっと、何謝ってるの？」

「修練に没頭する余り、あなたに怪け我がをさせてしまうところでした」

「修練……あ、そっか。君の家は剣が強いことで有名なんだっけ。だったらこっちこそ邪じや魔ましちゃったかな」

　少年はバツが悪そうに頭をかき、それから再び少女に目をやってぎょっとする。

「……っていうか！　腕とかお腹なかとか、君のほうが怪我してるじゃん！」

　体のあちこちに浮かんだ赤黒い斑はん紋もんを指さされて、ヤトリシノは軽く首を横に振った。

「ああ、これは大したことでは。痣あざのようなもので、時間が経たてば消えていきます」

　想そう戦せんの最中に受けたダメージの名残なごりだった。少女のイメージの水準が高すぎて、体のほうでも傷を負ったと錯さつ覚かくしているのだ。イクタはいぶかしげに首をかしげる。

「そうなの……？　でも、見てて痛そうだし。薬塗ぬりなよ、ほら」

　そう言うと、少年はポケットから小さな丸い木製のケースを取り出し、そのフタを開けて少女に手渡した。

「ウチ特製の軟なん膏こうだから、効き目は折り紙つきだよ。木から落ちた時とか、僕もよくお世話になるんだ」

「そうですか。では、ありがたく」

　親切を素直に受け取って、ヤトリシノは指ですくった膏薬を体の痣あざに塗り付けていく。そんな彼女を興味深く眺ながめつつも、イクタは口元を曲げてうなった。

「その言葉遣づかい、なんとかならないかなぁ……。君って僕とトシ同じでしょ？」

　言われた瞬しゆん間かん、軟膏を塗る手をぴたりと止めて、炎えん髪ぱつの少女はまっすぐイクタを見返す。

「私の言葉遣いはおかしいですか？」

「おかしくはないけど、堅かたい。焼き煉れん瓦がよりもカッチカチ。いくら君が礼れい儀ぎ正しい人間でも、立場の近い相手にはもっとくだけた話し方をするもんじゃないの？」

　問われたヤトリシノは、途と端たんに険しい表情になってうつむいた。

「……実はこれまで、立場や年の近い相手というものに会ったことがなくて」
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「友達と遊んだりしないの？　っていうか君、普段はどんなことして過ごしてるの？」

「剣術を始めとした白はく兵へい技術を修おさめるほか、軍事に関連する分野を日夜学んでいます」

「剣を振って勉強して……それ以外には？」

「むろん、鍛たん練れんと学習の間には、食事と睡すい眠みんを効率的に挟はさんでいます」

　当たり前と言わんばかりに答えたヤトリシノの様子に、イクタはむむむとうなって腕を組んだ。

「……その生活がまったく想像出来ないけど、君が冗じよう談だんを言ってないことだけは分かる」

「事実だけを話していますので」

「だと思った。となると……ようするに君は、遊ぶってことを知らないんだね」

　相手の性格をそう捉とらえると、少年はにっと笑って少女を見つめた。

「じゃあとりあえず、僕といっしょに遊ぼうよ」

「それは『遊学』の内容に含まれる行為ですか？」

「含まれる……と思うよ、たぶん。ちゃんと『遊』って入っているんだし」

「では、提案を受じゆ諾だくします。しかし、具体的に何をすれば」

「うん、それだけど、実は親父おやじからこんなものを預かってて」

　懐ふところから取り出した四つ折りの書類を広げつつ、イクタは眉み間けんにシワを寄せる。

「君が来たせいかな。今日きようの仕事は、けっこう厄やつ介かいなのが多いんだ」







「……これは一体、何をしようと？」

「指令書にある通りだよ。任務その１、『グイハン少しよう佐さを穴にはめろ』」

　少年の案内で連れて来られた先で、ヤトリシノは彼と一いつ緒しよに、なぜか道みち脇わきの茂しげみに身をひそめていた。

「……穴にはめる、というのは何かの──」

「シッ！　少佐が来た！」

　鋭い声が少女の質問をさえぎる。彼らの視線の先で、士官用の宿舎と見える建物から中年男性が姿を現した。入り口の前で大きく伸びをして、それからふたりのほうに歩いてくる。

「きっちりした人でね、この時間には必ず体を動かしに外に出てくるんだ。服を脱ぬぐと腹筋が六つに割れてるんだよ、すごくない？」

　笑い混じりにそう説明してから、さて、と少年は目つきを変えた。

「もう仕掛けは済ませてあるから、今回はお手本だと思って見ててよ。……ちょっと緊きん張ちようするな」

　言われたヤトリシノが生き真面目まじめに視線を戻すと、その先では今まさに、地面の異常に気付いたグイハン少佐が足を止めたところだった。

「……む？　これは……」

　土の色が変わっている部分の手前で立ち止まって、少しよう佐さはふむと唸うなった。

「……イクタの坊ぼう主ずめ。性しよう懲こりもなくイタズラに来おったな」

　なんと一目で見抜いてしまった。性懲りもなく、ということは何度もこんな真似まねをしているのかと、ヤトリシノは隣となりの少年を横目で窺うかがう。

「だが、土を掘り返した跡あとが見え見えだ。つまり、ここを避よけて歩けば安全──」

　左に迂う回かいする形で歩みを再開したグイハン少佐だが、最初の一歩を踏ふみ下ろすことなく、そのまま目の前の地面を蹴けり上げた。

「──と見せかけて、本命はこっちだろう！」

　表面を覆おおっていた土が舞い上がり、その下に木の枝と木の葉の仕掛けが覗のぞく。二重の罠わなを見破った快感に、少佐は腰こしに手を当てて大笑した。

「はっはっは、思った通りだ！　この私に似たような手が二度通じると思うなよ！　──そら、今も見ているのだろう！　観念して出てこい！」

　周囲に向かって声を張り上げる少佐。茂しげみの中にひそんでいたイクタが素直に腰を上げた。

「──あーぁ、見抜かれちゃったか。今日きようもいけると思ったのになぁ」

「そこにいたか！　ははは、年長者を甘く見るでないわ！」

　勝ち誇ほこる相手のほうに、イクタは唇くちびるを尖とがらせながら近付いていく。その足取りが鈍のろいので、グイハン少佐も無意味に力こぶを誇こ示じしながら歩いてきたが、

「さてさて、覚かく悟ごは出来ていような？　罠を見抜かれた以上、今日は朝の運動にみっちりと付き合ってもらうぐほぉっ！」

　言葉の途中で、その体が腰まで地面に埋うまった。少年がこぶしを突き上げる。

「いよし、計算通りっ！」

「な……なっ!?　なんだとぉー！」

「今日も僕の勝ち！　二重でダメなら三重に仕掛けるだけさ。この僕がまったく同じ罠を二度使うなんて思わないでよね！」

　そう言って誇らしげに胸をそらすと、今度は膝ひざを曲げて地面に屈かがみ込み、懐ふところから取り出した紙とペンを相手に差し出した。

「さ、少佐、ちゃっちゃと署しよ名めいしちゃって。もう四度目だから慣なれたもんでしょ」

「ぐぬぬぬぬ……！」

　悔くやしさに歯は嚙がみしながらも、敗者の従順さで少佐が求めに応じる。署名された紙を受け取った少年は「ありがと！」と短く言って踵きびすを返し、その足でヤトリシノのところに戻ってきた。

「ってなわけで、第一の任務達成。やー、うまくいってよかった。初しよっ端ぱなからしくじってちゃ格好つかないからさ」

　そう言われても、炎えん髪ぱつの少女にはコメントの返しようがなかった。相手の困こん惑わくをよそに、イクタはますます調子に乗って言葉を続ける。

「こんな感じの任務があと四つ。なんとなく勝手は分かった？　次からは君にも手伝ってもらうからね！」







「初めに言っておくよ。この任務はリスクが高い」

　次にヤトリシノが連れて行かれたのは、基地の中央に近い場所にある、厨ちゆう房ぼうと食堂が一いつ緒しよになった建物だった。ふたりでその裏手に回り込むと、すぐにイクタが声をひそめて話し始める。

「やることはシンプルで、厨房から指定の食材を盗ぬすみ出すだけ。……でも、ここには恐ろしい守しゆ護ご神しんがいる」

　高い位置にある窓を見上げながら少年が告げる。周りにあった木箱を壁かべ沿ぞいに積み上げて、それに乗っかる形で、彼らは建物の中を覗のぞき込む。がっしりと骨太の体格をした老ろう婆ばが、親の仇かたきをにらむような表情で鍋なべをかき混ぜていた。

「見えるね。あの人が炊すい飯はん長ちようのマリバン・スサ、通称マリ婆ばあ。連隊ウチのおっかない人ランキングだいたい三位。自分の厨房ナワバリを荒らす相手にはとにかく容よう赦しやがなくて、つまみ食ぐいが見つかっただけで往復ビンタ＋二時間正座の刑くらいは当たり前。まして食材の持ち出しなんてバレた日には──」

　そこで言葉を止めて、イクタは立てた親指で首を搔かっ切る仕草をしてみせた。

「──僕たちが朝ごはんにされかねない」

　口調が真に迫っていたので、ヤトリシノも知らず息を吞のむ。厨房の中に視線を戻しながら、彼女からも疑問を投げかけた。

「……そもそも、ここで管理されている物資を勝手に持ち出していいのですか？」

「もちろんオッケー。元を辿たどれば親父おやじの悪ふざけなんだし」

「連隊長殿どのの命令ということなら、それこそ堂々と食材を要求すればいいのでは」

「君、分かってないな。いいかい、厨房を出るまでバレなければ問題ないよ。でも、そこまでにバレちゃダメなんだ。見つからなければ任務達成だけど、見つかってしまえば任務なんて最初からなかったことになる。誰だれにも秘密でやり遂とげなきゃいけない、そういう種類の仕事ってあるだろ？　確か軍隊でもさ、ないちょう……じゃなくて、ないほう、でもなくて──」

「内部諜ちよう報ほう任務？」

「そう、それ、そんな感じ。とにかく僕たちは食材を盗み出さなきゃいけない。朝ごはんをおいしく食べる側に回るか、おいしく食べられる側に回るか──僕たちの運命はふたつにひとつなんだ」

　マリ婆の視線が彼らのほうを向きかけたので、ふたりは慌あわてて窓の下に首を引っ込めた。その体勢のまま、イクタは隣となりの少女と会話を続ける。

「……せっかくだから、連隊に来たばっかりで警けい戒かいされてない君の立場を活用しよう。見学とか何とか口実をつけて厨ちゆう房ぼうに入って、しばらくマリ婆ばあの気を引き付けておいてよ。その間に僕が食材を盗ぬすみ出すから」

「陽動役ということですね。作戦は分かりました。が……失敗時のリカバリーは？」

「その時はまぁ、僕が主犯で、君を無理やり巻き込んだってことでマリ婆を説得するよ。君ひとりなら大目に見てもらえる、と思う……たぶん」

　自信なさげに請うけ合うイクタだが、炎えん髪ぱつの少女は静かに首を横に振った。

「それは投降して捕ほ虜りよとなった後の段取りです。私が訊きいているのは、作戦が予定通りに運ばなかった時にどうフォローすべきかということです」

　少女はまっすぐ相手を見つめて誤解を訂正した。少年がきょとんとした顔で彼女を見返す。

「……そんなこと訊かれたの、初めてだよ」

「仲間を見捨てる判断は、それ自体がひとつの敗北。父とう様さまにそう教わっています」

　ヤトリシノは迷わずそう告げた。毅き然ぜんとした主張を受け止めて、少年もまた真剣な面おも持もちでうなずく。

「うん、ごめん、君の言うとおりだ。……でも、どうしたらいいかな。僕の姿が見つかったらそこでアウトだからフォローのしようがないにしても、目当ての食材をいくつか運び出し損そこねることは考えられるね」

「では、その場合は私が残りの食材を運びます。あなたは速すみやかに敵の哨しよう戒かい範はん囲いから離脱してください」

「ショウカイハンイってなに？」

「敵の……この場合はマリ婆という人の目の届かないところまで逃げる、ということです。事後の集合場所も決めておきましょう。私はまだ基地内の地理に明るくないので、あなたに指定してもらえればと」

「ん、分かった。じゃ、ここから東の一番奥に見える建物──あれの裏側に集合ってことで」

　集合場所の建物を指さしながら、イクタは懸け念ねんを顔に表した。

「……でも、本当に大だい丈じよう夫ぶ？　僕が持ち出し損ねた食材を運ぶっていっても、君はまず警けい戒かいされないようにマリ婆の気を引かなきゃいけないんだから、カバンや袋ふくろなんかは厨房に持ち込めないんだよ。そんなのあったら食べ物を盗みに来たって教えるようなものだしね。身ひとつで入るのが一番いいんだけど、そうなると……」

　ヤトリシノの服装を眺ながめつつ、少年はうーんと首をかしげる。へその上までの丈たけしかない上衣に、体にフィットする素材で作られた膝ひざ上うえまでの下衣。屋外を動き回るには都つ合ごうのいい反面、何かを隠かくし持つスペースは皆かい無むに近い。どう見ても窃せつ盗とうじみた任務には向かない服装だった。

　腕を組んで唸うなるイクタをよそに、炎髪の少女は周囲を見回しつつ口を開く。

「──この辺りに厩きゆう舎しやはありますか？」

「厩うまや？　あっちの方にでっかいのがあるよ。なにせ基地だし」

「では、この建物の周りは、これから人通りが増えますか」

「んー……ここは厨ちゆう房ぼうの裏手で、食堂とは逆方向だしなぁ。朝食までしばらく時間があるし、人はまず通らないと思うけど」

　それで必要事項の確認が済むと、少女は木箱から軽やかに飛び降りる。

「でしたら、厩きゆう舎しやで藁わらを調達しましょう。なるべく多めがいいかと思います」







「──ん？　なんだいアンタは」

「おはようございます。この基地にて、昨日きのうより遊学の栄えいを賜たまわっているヤトリシノ・イグセムです」

　湯気の立ちこめる部屋の中に、しわがれた老ろう婆ばの声とよく通る少女の声が響ひびき渡る。──厩舎に向かって準備を整えた後、ヤトリシノは予定通りに厨房へ踏ふみ込んで、その主あるじたるマリ婆ばあと物もの怖おじせず向き合っていた。

「ああ、噂うわさのお客さんかい。昨日からアナライの爺じいさん方がはしゃいでたっけね。……で、厨房ここに何の用だい？」

「炊すい事じの様子を見学したいと思って来ました。邪じや魔まにならないようにしますので、お許しいただけますか」

「ふぅん？　そんなのが見たいなんて、変わった子だねぇ」

　珍しい来客に首をかしげつつも、その存在をあまり意に介さず、マリ婆は慣なれた手つきで鶏とりをさばいている。彼女の意識がその作業に戻ったのを見て取ると、厨房の入り口からイクタが忍しのび足で侵しん入にゆうしてきた。作戦はもう始まっている。

「何も面白いことはないよ。もうじき腹を空すかせた兵士どもがやって来るからね。あいつらのための料理を手早く、大量に、おいしく作るだけのことさ。そんなもんでいいなら好きなだけ見ていきな。ただし──」

　ドン、と音を立てて出で刃ば包ぼう丁ちようが鶏の首を断ち切った。血と脂あぶらがてらてらと光る刀身を掲げて、厨房の主は低い声で言い置く。

「──つまみ食ぐいは、しないように」

　獄ごく卒そつじみた老婆の迫力に、ヤトリシノが固唾かたずを吞のんでうなずく。その視線をちらりと背後に向けると、厨房に侵入したイクタはすでに仕事を始めていた。さっそく彼女のほうでもサポートに回る。

「今日きようの朝食は鶏料理ですか？」

「豚ぶたや魚には見えないだろう。つっても、これは士官の分さ。下したっ端ぱ兵士どもの飯は、ほれ、あっちの鍋なべの中。手を付けないと約束出来るならフタを開けてみな」

　ヤトリシノが会話でマリ婆の気を引き付けている間に、イクタは厨房の中をてきぱきと動き回り、指定の食材を次々と回収していく。そんな彼の姿を横目に捉とらえつつ、炎えん髪ぱつの少女はぐつぐつと煮にえる鍋なべの中身を覗のぞき込む。

「煮込み料理ですね。見たところ、色々な部位が入っていますが」

「内臓も一緒に煮込んであるのさ。見てくれは悪いけど、これがうまいんだよ」

　笑みを浮かべてマリ婆ばあが説明する。その間も、手元の作業にはまったく淀よどみがない。

「コツはシメたての鶏にわとりの新鮮な内臓で作ること。それに香こう辛しん料りようの使い方でね。何でもかんでも鍋にぶち込めばいいってもんじゃない。最初に油で炒いためて香りを出すのさ」

　言いながら、切り分けた鶏とり肉にくを再びまな板の上に載せていく。肉の山が出来上がった。

「それだけじゃ味が尖とがるからね、そこで野菜の出番だ。あたしの場合はタマネギをよーく炒めて……おや、塩がない」

　味付けに入ろうとした手を止めて、マリ婆は小さな壺つぼの中を覗き込む。その瞬しゆん間かん、会話の流れから危険を察したイクタが調理台の下に隠かくれた。直後、厨ちゆう房ぼうの主あるじがおもむろに身をひるがえす。

「あたしとしたことが、補充を忘れていたね。さて塩の備び蓄ちくは、と……」

「私が取りにいきます。正面のあの棚たなですか？」

　室内を歩き回られてはイクタが見つかってしまう。マリ婆を同じ場所に釘くぎ付づけにするために、炎髪の少女は自らフォローに回った。

「ああ、そう、そこだよ。表に『塩』と書いてある包みがあるだろう？」

「塩……はい、ありました。これですね」

　部屋の反対側まで歩いていったヤトリシノが、棚の一角から塩の袋ふくろを持ち出してくる。そのまま戻っていく途中、彼女のアシストに助けられたイクタが、調理台の下から親指を立ててみせた。

「ありがとうよ。あんたは動きがハキハキしていて、見ていて気持ちがいいねぇ！」

　礼を述べつつ、マリ婆は袋から壺に塩を注いでいく。その作業の途中で、ふと思い出したように口を開いた。

「そういえば、この基地にはもうひとり、あんたとちょうど同じ年とし頃ごろの子供がいるよ。イクタって名前の悪ガキなんだけどさ。あんたもう知ってるかい？」

「サンクレイ大たい将しよう殿どののご子息ですね。昨日きのう、大将殿と一いつ緒しよにお会いしました」

「そう、そいつだよ。あっちは動きがハキハキしてるってよりチョコマカしててねぇ。ちょっと気を抜くと悪さをしてくるから油断ならなくって」

　ふんと鼻を鳴らして、手に取った塩を鶏肉にすり込み始める。

「ちっこいくせに大人おとな顔負けで知恵が回るから性質たちが悪い。あれは父親譲ゆずりだね。あんたも気をつけな、気を抜いてるとたぶらかされちまうよ」

　ヤトリシノが何とも答えかねていると、ふいに彼女の傍かたわらで、さっきの煮込み料理の鍋がふきこぼれ始めた。

「ととと！　ちょいと竈かまどの火が強いね、薪まきを何本か取り出さにゃ」

　身を屈かがめたマリ婆ばあが、手にした火バサミを竈の中に突っ込んでいく。そうやって彼女が火の調整に集中している間に、イクタも再び食材の調達に走ろうとしたが、その思おも惑わくはあえなく反故ほごになった。ひとりの兵士が厨ちゆう房ぼうに乱入してきたのだ。

「マリ婆さん、鶏にわとりの羽むしりと野菜の皮むき、やっと全部終わったよ」

「どんだけ時間かかってんだい！　さっさとこっちの手伝いに入りな！」

　へいへい、と食材を手に兵士がやって来る。別室で単純作業に明け暮れていた調理当番の者だ。人口密度の増えた厨房がにわかに賑にぎやかさを増し、それで隠かくれ続けることに限界を覚えたのか、イクタが忍しのび足で厨房を出ていく。

「…………」

　脱出の寸前、自分が隠れていた場所を少年が指さしたことを、炎えん髪ぱつの少女は見み逃のがさなかった。さりげない動きでそこまで近付くと、案の定、一枚の紙片が残されている。手に取って眺ながめてみると、それは目当ての食材のリストだった。調達済みのものには爪つめで目印が付けてある。

　まだ確保が済んでいない食材を確認して、その残りがたった三つと認めると、ヤトリシノは鷹たかのように目つきを鋭くした。

「いくらなんでも遅すぎだよ。まさかパートナーに全部やらせたんじゃないだろうね」

　まずはタマネギ。さりげない動きで食材のもとまで辿たどり着くと、籠かごの中からひとつを手に取り、ふたりの目を盗ぬすんで窓の外に放り投げた。続けざまに二個、同じように投とう擲てきする。

「んなわけねぇよ、単に包ほう丁ちようの切れ味が悪いんだって。いいかげん研とぎに出さねぇと」

　次に干しマンゴー。これは見つけるのに少し苦労した。が、さっき塩を見つけた棚たなの奥に干果ドライフルーツをまとめた一角を認めると、その中から橙だいだい色いろの果肉もすぐに見つかる。ひとつひとつが薄うすく切られているので、投げる分には少々頼たよりない。ヤトリシノは数秒考えた末、乱暴を承知で何枚かを折り重ね、ひとかたまりにして窓の外に放り投げた。

「そうかい。じゃ、状態の悪いものを昼までにまとめておきな」

　最後にかぼちゃ。これは棚の一番下ですぐに見つかったが、いかんせん大きかった。いちばん小ぶりなものを見み繕つくろっても子供の頭ほどあって、しかもずっしりと重い。

　それでも炎髪の少女はためらわなかった。マリ婆と調理当番の兵士が同時に背中を向けた瞬しゆん間かん、その隙すきを狙ねらって行動に移る。彼女はかぼちゃを右手に抱かかえ持つと、円えん盤ばん投げの要領でぐるりと体を二回転し、その勢いのまま窓の外に放り投げた。

　どすん、と外から重い音が響ひびいてくる。それを聞いたふたりが「ん？」と背後を振り向くが、すでにヤトリシノは何なに食くわぬ顔で調理器具なんかを眺めている。

　食材の調達が済んだことで、後はもう撤てつ退たいするだけとなった。少女はマリ婆のもとに歩み寄って声をかけた。

「とても参考になりました。厨ちゆう房ぼうも混こんできたようなので、私はこれで」

「ああ、ご苦労さん。またいつでも来な」

　気難しい老ろう婆ばに気さくな笑顔を向けられて、罪ざい悪あく感かんにちくりと胸が痛む。その一方で、こそ泥どろじみた「任務」の達成に対する不思議な高こう揚ようも、この時の少女の胸の中にはあった。

「…………？」

　未経験の心境に首をかしげつつも、その正体を摑つかめないまま、ヤトリシノは厨房を出ていった。







　正面の入り口から建物の外へ出ると、彼女は再びその裏手に回った。

　高い位置で開いた窓。そこからやや距離を置いたところの地面に、分ぶ厚あつく藁わらが敷しいてある。が、その上にはすでに何も載っていない。少年が回収したのだと見て取って、ヤトリシノは集合場所に向かって走り出した。

「上手うまくいったようですね」

　倉庫らしき建物の前で相手の姿を見つけて、少女は足を緩ゆるめつつ話しかける。そんな彼女を、イクタは感かん嘆たんの表情で見つめ返した。

「その通りだけど……すごいなぁ、君」

　言いながら、少年は足元を見下ろす。大ぶりな麻あさ袋ぶくろにぎっしりと食材が詰つまっている。

「どの食材も、しっかり藁の上に載ってたよ。あれ全部、マリ婆ばあたちの目を盗ぬすんで厨房の中から投げたんでしょ？」

「特に困難なことは。軟らかい食材は、そちらで優先的に持ち出してくれましたから」

「いや、僕じゃ同じ真似まねは無理だよ。まず窓枠にぶつかる。それをクリアしても、あの藁の位置にはとても狙ねらって落とせないな。だって窓が高すぎて向こう側が見えないんだもの」

「食材の重さと形を把は握あくすれば、ある程度の距離までなら、力加減で一定の放物線を描えがかせることが出来ます。外から覗のぞいた時に距離は確認していましたので、あとは簡かん単たんな弾だん道どう学がくの実じつ践せんです」

　そう説明する少女の口調は、自分でも意識しないうちに、少しだけ誇ほこらしげなものになっていた。イクタは少し焦あせった様子で腕を組む。

「……むむむ。なんだか、すごい仲間が出来ちゃったみたいだぞ」







　こうした「任務」をいくつかやり遂とげた後、太陽が天頂に差し掛かった頃ころ合あいで、ふたりは基地の中心にある一いつ軒けんの家に向かった。

「ここ、僕んち」

　玄関の前に立って家を指さし、イクタがそう言った。ヤトリシノが首をかしげる。木材と日干しレンガからなる一いつ軒けん家やで、全体の造りはしっかりしているものの、基地の中央にあるという点を除けば、ありふれた民家以外の何物でもない。

「……私が入ってもいいのですか？」

「逆に訊きくけど、なんでダメなのさ？　──母さん、ただいまー！」

　扉とびらを開けて、少年が元気よく帰宅を告げる。家の中から控ひかえめな声が出で迎むかえた。

「イクタ、おかえ、り。──あ、れ？」

　現れた女性の姿を見た瞬しゆん間かん、ヤトリシノは感動の中で言葉を失った。

　漆しつ黒こくの清流のように一切の淀よどみなく流れる長い髪、大粒の縞瑪瑙オニキスにも喩たとえられる黒い瞳ひとみ。それらとは真逆の白さを放つ、眩まぶしいまでの玉の肌はだ。身にまとっているのは異国風の長なが上じよう衣いで、滑なめらかな薄うす手での布地がぴったりと体を包んでいる。その裾すそから伸びた手足は優ゆう美びかつ繊せん細さいで、指先から覗のぞく爪つめの丸みを眺ながめているだけでため息がこぼれた。

　どれほど若くとも三十代には差し掛かっているはずだが、年齢を感じさせる要素は何もない。そこまで考えてから、いや──と少女は訂正する。絶世の美び貌ぼうさえ、おそらく表面に過ぎない。この女性の美しさには、本質的に年齢を論じる意味がないのだと。

　長い沈ちん黙もくの後、自分が礼を失していることに気付き、彼女は慌あわてて敬礼の姿勢を取った。

「や──ヤトリシノ・イグセムです。サンクレイ大たい将しよう殿どのの指示に基づき、ご子息と行動を共にしています」

「──そう。私、ユーカ、イクタのお母さん。……息子むすこと遊んでくれて、ありがとう」

　口元をほころばせたユーカが、相手の流りゆう儀ぎに合わせて敬礼してみせる。それだけで彼女の優やさしい性格が伝わってきて、ヤトリシノは心が温かくなるのを感じた。

「親父おやじの注文通り、いろいろ持ってきたよ。ヤトリがいてよかった。今日きようは重くてさ」

　言いながら、麻あさ袋ぶくろから取り出した食材をイクタがテーブルに載せていく。ユーカは嬉うれしそうにそれらを手に取って眺めた。

「たべもの、いっぱい……」

「お昼、たくさん作ってよ。僕もヤトリも朝から動きっぱなしでさ、お腹なかぺこぺこなんだ」

「いえ、私は遠えん慮りよします。そこまでお世話になるわけには」

　ヤトリシノが反射的にそう述べると、少年は心底から驚おどろいた様子で振り向いた。

「え、食べていかないの？　なんで、ありえないでしょ？　だって母さんの料理だよ？　おいしいよ世界一だよ？」

　その選せん択たくの愚おろかしさを全身で主張するイクタの隣となりで、彼の母親も悲しそうにうつむいた。

「ヤトリは、食べてくれない、の……？」

「……いえ、ありがたくいただきます」

　濡ぬれた瞳に上うわ目め遣づかいで訴うつたえられては、断ることなど誰だれにも不可能だった。炎えん髪ぱつの少女が観念してうなずくと、ユーカは嬉うれしそうに顔を輝かせる。

「すぐ作る、から……出来るまで、イクタと遊んで、て」

　そう言い残して、ユーカはとてとてと台所に走っていく。それで話が決まったのを見て取ると、イクタが居い間まの棚たなから将しよう棋ぎ盤ばんを持ってきてヤトリシノの前に置いた。

「君、将棋指せる？」

「はい。将しよう校こうのたしなみとして教わりました」

「じゃ、一局やろう。平打ちでいい？　君とはハンデなしで指してみたい」

　少女にも異存はなかった。互いの駒こまを並べてからコインを振り、それで先攻後攻が決まる。

「ん、僕が先手だ。──よし、いくよ」







「──お待たせ。ごはん、出来た。……ん？」

　一時間ほど経たって、食事の用意を済ませたユーカがふたりの子供を呼びに来る。ところが、居間では将棋盤を挟はさんで、イクタとヤトリシノが真剣極まりない表情で考え込んでいた。

　──６─３風ふう銃じゆう兵へい、６─７焼しよう撃げき兵へいと叩たたいてから右う翼よくで戦力合流……いえ、一手足りず凌しのがれる……だったら３─８衛えい生せい兵へいに足を延ばさせて……その場合、持ち駒との連れん携けいは──。

　──前線を無視して８─２から奇き襲しゆう……ダメだ、５─５の焼撃兵が効いてる……攻めの手駒が足りない……いっそ囲いを崩くずして？　でも、６─３から攻めてきた時のためにも……。

　沈ちん黙もくの中から、そんな両者の思考が漏もれ聞こえてくるようですらあった。あまりの集中ぶりに声をかけるのをためらったユーカだが、作った食事が冷めてしまうのは忍しのびない。やがて意を決して口を開く。

「ふたりとも。ごはん、出来た……よ？」

「………………」「………………」

　返事どころか、ふたりの子供は視線すらよこさない。それから四回続けて無視を決め込まれた辺りで、女の肩がぷるぷると震ふるえ始めた。

「……ごはん、出来た……」

　目に涙を浮かべて、少しだけ大きな声でユーカが訴うつたえる。盤上に没入していたふたりの意識も、それでようやく現実に引き戻された。

「あ……!?　ご、ごめん母さん、読みに集中してて……！　いま行くから泣かないで！」

「も、申し訳ありません！　すぐにそちらへ」

　それぞれの言葉で謝りながら、ふたりは慌あわてて食卓に着く。と、その頃ころ合あいで、もうひとりの人物が玄関を抜けて家に上がり込んできた。バダ・サンクレイだ。

「ふー、今日きようも無事抜けてこられた。ただいまー」

「おかえり、バダ。ごはん、ちょうど出来たとこ、ろ」

「あー、もう腹ペコだー。──お、来たねヤトリシノちゃん。息子むすこよ、今日きようの任務は達成出来たか？」

「出来たには出来たけど、けっこう危なかったよ。ヤトリは今回が初めてなんだから、もっとやさしい内容にしろよバカ親父おやじ」

　父親とはいつもこんな調子なのか、イクタの言葉には遠えん慮りよがない。バダは肩をすくめた。

「それだと彼女が退たい屈くつしそうでさぁ。──あ、将しよう棋ぎ盤ばん出てる。ふたりで指したの？」

「ごはんが出来たから中断。今んとこ百二十二手目で止まってる」

「どれどれ……あー、こりゃすごい、相あい矢や倉ぐらの大接戦じゃないか。まだまだ続くなこりゃ」

　感心したようにそう言って、バダも妻と並んでテーブルに着いた。四人揃そろったところで食事が始まるが、開始早々、目の前に置かれた箸はしにヤトリシノが面めん食くらう。それに気付いたユーカが慌あわてて立ち上がった。

「ヤトリ、ごめん。こっちのフォーク、使って」

　手になじんだ食器をありがたく受け取りつつも、炎えん髪ぱつの少女は目の前の箸に視線を戻す。

「この二本の棒で……食べるのですか？　皆さんは」

「指の間に挟はさむんだよ。ほら、こんな感じ。使い慣なれてくると意外に便利だよ」

　イクタがかちかちと箸を開け閉めしてみせる。未知の文化に目を丸くしつつ、ヤトリシノは食しよく卓たくに並んだ料理に目をやった。その光景も目新しい。複数の小こ鉢ばちにそれぞれ一人分の料理が入っていて、主食も薄うす焼やきパンではなく、器うつわに盛もられた雑ざつ穀こく粥がゆのようだ。

　少し悩んだ末に、彼女はまず手前の吸い物に手を付けてみた。薄いべっこう色に色づいた汁しるが口に入ると、ほのかな魚ぎよ介かいの風味が鼻を抜けて、口の中にじんわりとうまみが広がる。

「……これは……」

「お吸い物、どう？　ちょっと薄味、かも」

「いえ……美味おいしいです。香こう辛しん料りようは入っていないのに、なんだか味に奥行きがあるような……。これは、魚のスープ……ですか？」

　その感想を聞いた途と端たん、ユーカは両手を合わせて喜びを表現した。

「……嬉うれしい。ヤトリ、分かってる。初めてなのに、煮に干ぼしの出汁だしの良さ、分かってくれる」

「だし……？　にぼし、というのは？」

「魚を煮て干した、もの。そのまま保存食にもなる。けど、これを水に浸つけておくと、じんわり味が染しみ出す。それが出汁……スープに仕立てると、こうなる」

　そこで席を立って、ユーカは台所から煮干しの現物を持ってきた。麻あさ袋ぶくろを開けると、中にはカラカラに乾かん燥そうした小魚がぎっしり詰つまっている。一匹を手に取って、ヤトリシノはそれを興味深く眺ながめた。

「一口目でよく分かるなぁ、ヤトリちゃん。おれにはさっぱりだった」

「……そう。最初に作ってあげた時の、バダの反応、よく憶おぼえて、る。バダ、一口飲んですぐ言った──『これ、塩を入れ忘れてるよ』、って」

「親父おやじの舌、バカだからね。チーズって言って石せつ鹼けんを渡しても食べるんじゃないかな」

「こっちの台詞せりふだ息子むすこ。おまえ、ユーカの作ったものなら石鹼と分かってても食べるだろ」

「食べるね。母さんの作ったものだもん。大皿いっぱいでもおいしくいただくね」

「ヤトリちゃん、ヤトリちゃん、マザコンって気持ち悪いな」

　斜はす向むかいの少女に向かってバダが囁ささやく。彼らのやり取りに頰ほおを緩ゆるめつつ、和なごやかな食しよく卓たくの空気に甘えて、ヤトリシノは気になっていたことを尋たずねてみた。

「サンクレイ大たい将しよう殿どのは、ここにご家族といっしょに住んでおられるのですか？」

「うん、家族を置いて転勤を繰くり返すのが嫌いやでね。おれの連隊は全ぜん域いき鎮ちん台だいだから、必要とあれば帝てい国こくのどこにでも駆かけ付けなきゃならない。ならいっそ妻と子供も連れてっちまえ、と思ってさ。結果、こんな感じにやってる」

「僕がいれば母さんは大だい丈じよう夫ぶだから、安心してどこへでも行ってよ親父。シバおじさんやリカンおじさんにばっかり国中を走り回らせてないでさ」

「分かってないな息子。ボスってのは本ほん陣じんにデーンと構えてなけりゃならんのさ。でなきゃクバもハザも帰る場所が分からなくなるだろ。大体おまえだって本音じゃ、この父がいないと寂さびしかろ？　そうなんだろ？　ん？」

　父と子が憎にくまれ口を叩たたき合い、その様子を母が微笑ほほえましく見守っている。彼らのかもし出す温かい空気に包まれながら、ヤトリシノはとても安らいだ気持ちになっていた。

「食べ終わったら……かぼちゃのきんつば、みんなで作ろうね。ふたりがいろいろ、もらってきた分。マリバンにお返ししないと、だから」

　ユーカがぽつぽつと口にする言葉に、ヤトリシノは笑顔でうなずく。見目美しいばかりでなく、初対面の相手でも身近に感じさせてしまう不思議な空気を、この女性は身にまとっている。

　吸い物を口に含みつつ、ユウガクに来てよかったと、少女は素直に思っていた──。
















　幸せな夢はそこで途切れ。薄うす暗ぐらい天てん幕まくの中、ヤトリは快適とは程ほど遠とおい目覚めを迎むかえた。

「ヤトリシノ中ちゆう佐さ殿どのに報告いたします！　ヨルンザフ大たい将しよう殿どのの部隊が帰き還かんなされました！」

　兵の声が響ひびき渡る。すぐさま寝台から起き上がって身み支度じたくを整え、腰こしのポーチにパートナーの火ひ精せい霊れいシアを収めて、彼女は天幕の外に足を運んだ。

　ヤトリが姿を見せると、野営中の兵士たちが続々と立ち上がって敬礼の姿勢を取る。それに微笑ほほえみで応こたえながら、彼女は部下たちの状態を冷静に見て取った。指揮官の前では気き丈じように振る舞っているが、行軍に次ぐ行軍は確実に彼らの体力を削けずっている。クーデターの落着点が見えていない現状を踏ふまえれば、彼らの運用には慎しん重ちようを期す必要があった。

　兵士たちの集団を抜けていくと、ほどなく見知った隻せき腕わんの老将に出くわす。衛えい生せい兵へいの手で右手に包帯を巻かれながら、帝てい国こく陸軍名めい誉よ大将ヨルンザフ・イグセムがそこに立っていた。

「すまねぇ、しくじった」

　苦い表情でそう言って、老将は負傷した片手を掲げてみせる。

「レミオンの坊ぼう主ずにしてやられてな、前線から追い返されちまった。皇こう帝ていは旭日の連中に取られちまった可能性が高い。情けねぇことに、連れてった騎き兵へい部隊もほぼ全ぜん滅めつだ」

「そうですか。……生還されて何よりです。詳くわしい経けい緯いを教えていただけますか」

　ヤトリにそう求められると、ヨルンザフもうなずいて説明を始めた。ダフマ州の南側で起こった三勢力の争い──皇帝の所在に繫つながるその顚てん末まつを、炎えん髪ぱつの少女は厳おごそかに聞き届ける。

「……陛へい下かが本当にその隔かく離り施設にいたとすれば、旭日連隊の捜そう索さく隊たいによってすでに確保されていると見るべきですね。しかし、勝者を告げる玉ぎよく音おん放送は未いまだに流れていません」

「あそこも空から振ぶりだった可能性はゼロじゃねぇ。だとすりゃ進展なしだが、狐きつねが土ど壇たん場ばになって話をこじらせている可能性もある。皇帝を人ひと質じちに取って立てこもってるとかな」

「確認の必要がありますね。元気な兵に先行させて偵てい察さつを命じることも出来ますが……」

「やめとけやめとけ。あんだけ小さな集落だ、とっくに周囲は隙すき間まなく固めてあるだろうよ。忍しのび込ませようとしたところで見つかって捕ほ虜りよにされるのがオチだ。斥せつ候こうどもには距離を開けての見張りを命じとけ」

「同感です。となると──内情を知るためには、やはり我々が直接向かう以外にありません」

　ヤトリは決然とそう言う。相手から異論がないことを見て取ると、彼女は話題を変えた。

「こちらからも報告がふたつ。先日、レミオン派のルシーカ・クルツク中ちゆう佐さ率ひきいる部隊と交戦し、これを撃破。行動を共にしていた第一皇おう子じ殿でん下かを保護しました」

「ほぉ、取り返せたのか。そいつは悪くねぇ。体制側のイグセム派としちゃ、皇こう族ぞく不在の状態からようやく格好がついたってとこだな」

「は。それともうひとつ──レミオン派捜そう索さく隊たいの本隊が、後方で足取りを鈍らせています。総指揮を執とっていたクルツク中ちゆう佐さの戦死が主な原因と思われますが、兵に探らせたところ、それ以外にも混乱の理由があるようです。どうも内部から離反者が出たようだと」

「離反者ぁ？　あんだけ腹ァ決めてクーデターを起こした連中が、ここに来て仲間割れってか。本当だとすりゃお粗そ末まつ極まりねぇが……珍しいことじゃないにしろ、ちと腑ふに落ちねぇな」

　ヨルンザフが眉まゆ根ねを寄せる。自分たちにとって追い風になり得る情報だが、素直に喜ぶには不可解さが勝まさった。ヤトリも同様に思いながら、視線を南の方角に移す。

「なんにせよ、今は南に下るしかありません。一時間後に大休止を切り上げて出発する予定です。大たい将しよう殿どのの部隊についてはどうされますか。再編するのなら兵を見み繕つくろいますが」

　その確認に、隻せき腕わんの老将は鼻を鳴らして顔をそむけた。

「そうしてぇのは山々だが、一本しかねぇ腕がこの有あり様さまじゃ、さすがに前線指揮は務つとまらねぇ。部隊の再編はナシだ。残りの騎き兵へいもそっちで引き取りやがれ」

「承知しました、その通りに。──では、我々の今後の方針について、何かご意見は？」

「俺おれからの意見はひとつだけだ。──総指揮を代われ、ヤトリシノ。剣も振れねぇ馬にも乗れねぇ有様じゃ、今の俺が旗ァ振っても兵どもの士気は上がらねぇ。皇おう子じを取り返して手て柄がらを示した直後ってんならタイミングもいい。敗残のジジイは引っ込むからよ、ここで交代だ」

　ため息混じりにヨルンザフは告げた。それを聞いたヤトリは一いつ瞬しゆんだけ目を丸くしたが、相手の本気を酌くみ取ると、佇たたずまいを正して粛しゆく々しゆくとうなずいてみせる。

「……承うけたまわります。しかし、少し驚おどろきました。大おお叔父おじ様の口からそんな言葉が出るとは」

「悪かったな、これでもちっとはヘコんでんだよ。……これまでにも負け戦いくさがなかったわけじゃねぇが、こういうのは初めてでな。なんつーか一気に三十年分くらい老ふけ込んだ気分だ」

　別人のように覇は気きのない口調で老将がぼやく。いつもより小さく見える大叔父に向かって、思い切ってヤトリは尋たずねた。

「トルウェイ・レミオンの部隊は、強かったですか」

「ああ。おかげで死にぞこなった」

　返答はどこか恨うらみがましい響ひびきを帯びていた。ヤトリが複雑な思いでいると、それを知ってか知らずか、ヨルンザフのほうで話を変える。

「お前めェが殺したルシーカ・クルツクだが、確かレミオン家付きの教育係だ。あの坊ぼう主ずにとっては縁が深い相手だったろう。訃ふ報ほうを聞けば気合を入れ直してくるかもしれねぇ。戦やるんなら気を付けろや」

「…………はい」

「俺からはそんだけだ。正式な引き継ぎは後でいい。兵どもの管理はメグの奴やつに任せて、お前ェは出発まで休めや。寝てるとこ起こして悪かったな」

　最後にヤトリを気き遣づかうと、ヨルンザフは身をひるがえして彼女の前を去っていく。その背中を敬礼で見送ってから、炎えん髪ぱつの少女は曇どん天てんを仰あおいだ。……数日前からまるで変わらず、晴れ間の見えない空だった。
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　皇こう帝ていの身み柄がらを追い求めた三つの勢力が押し寄せる、ダフマ州の南方。森の奥にひっそりと佇たたずむ、顧かえりみる者とてない最さい果はての集落。

　その深しん奥おうとも言うべき淀よどんだ闇やみの底で、イクタとシャミーユ殿でん下かは、帝てい国こく史上最悪の佞ねい臣しんと対たい峙じしていた。

「よくもまぁ、ここまで馬ば鹿かげた企くわだてを実現させたもんだ」

　肩をすくめて少年は言った。その視線の先で、狐きつねの両目がぎょろりと蠢うごめく。

「──はてさて、いったい何のことやら？」

　トリスナイはお約束のようにとぼけてみせた。イクタが淡々と言葉を続ける。

「……イグセム派とレミオン派、そして僕たち旭日連隊。帝国軍から分ぶん裂れつした三つの勢力が皇帝を巡って相争う三つ巴どもえの戦況。この構図が作り出されるまでの経けい緯いは、今にして思い返せばむせ返るほどの作為の臭においに満ちていたじゃないか。

　第一に、ヒオレド鉱こう山ざん奪だつ還かんの勅ちよく命めい──あれを出したのはお前だったな、トリスナイ。結果、北ほく域いき動どう乱らんの傷も癒いえきらぬうちに次の戦争が始まった。旧東とう域いき鎮ちん台だいの兵を中心に攻略軍が編成され、僕たち『騎き士し団だん』も再び戦場に駆かり出された。……それだけでもじゅうぶん、うんざりする話だったっていうのに」

　一いつ旦たん言葉を切って、少年は姫君と逆側の腕を軽く回す。無む駄だな力みをほぐしたかった。

「あの時期の高級将しよう校こうたちの立場に立てば、兵士たちの士気を上げるために僕たちを利用する判断それ自体は納なつ得とくがいく。僕たちは最初からそういう目的で『帝てい国こく騎き士し』にさせられたわけだし、北域での働きで不本意にも名を上げてしまったからな。戦意高こう揚ようの材料としてはもってこいだったろうさ。

　けれど、さらに限定して、イグセム元げん帥すいやレミオン大たい将しようの判断としてはどうか──そう考えると腑ふに落ちない点が多々ある。まず元帥であれば、僕たちはともかくお姫さんを前線に回したりはしない。皇こう族ぞくの身を危険に晒さらすことはあの人がもっとも避けるところだから、もし編成に含めるとしても後方支援要員に回したはずだ。というより、実力よりも参戦の名目それ自体が重視される僕たちみたいな部隊を扱う場合、そのほうがやり方としては定じよう石せきとさえ言える。

　次にレミオン大将。僕たちの中にトルウェイが含まれる以上、あの人の場合は違和感がさらに分かりやすい。クーデターを開始する前に、本当なら彼は息子むすこを手元に呼び戻したかったはずだ。派は閥ばつの長としては味方が多いに越したことはないし、親心のほうは言うまでもない」

　分ぶん析せきと推察を並べていくにつれて、思考が回り始めるのをイクタは感じた。まずは自分のペースを作ること。淀よどみない弁べん舌ぜつはそのまま主導権の獲かく得とくに繫つながる。

「以上の理由から、ヒオレド鉱こう山ざん攻略軍の編成における僕たちの扱いは、イグセム元げん帥すいとレミオン大たい将しようの意に沿うものではなかったと見て取れる。じゃあ、どうしてふたりは不本意な選せん択たくを強しいられたのか？　この問題はこう言い換えたほうが分かりやすい。──天下に並ぶものなき帝てい国こく軍の二大巨頭。そのふたりをして判断をねじ曲げさせるほどの権けん威いとは何か、と」

　違和感をひとつの問いに集約した上で、イクタはその答えを相手に投げつける。

「答えはひとつ、皇こう帝ていしかない。その威を借りた狐きつねの企たくらみでしか有あり得ない。──なぁ、トリスナイ。お前が出したヒオレド鉱山奪だつ還かんの勅ちよく命めいには、かなり直接的な文もん言ごんで、『騎き士し団だん』とお姫さんの扱いまで含まれていたんだろう？」

　その指摘を受けてもなお、仮面じみた笑みに変化はない。佞ねい臣しんは両手をすり合わせながら口を開いた。

「そのような口出しをしたところで、私に何の益えきがあると？」

「お前の物差しがまともな形をしてない以上、利益の有う無むを論じることに意味はない。僕が指摘しているのは、その勅命が現在いまのふざけた状況を作り上げたっていう事実だけだ」

　相手の発言を早々に潰つぶした上で、イクタはさらに言葉を並べていく。

「ヒオレド鉱山の奪還はお前が命じたものだった。そして、そのための攻略戦の開始直後にレミオン大将はクーデターを起こしている。帝国内におけるイグセム派の兵力が、鉱山への出兵によって目減りしたのを好機と見て取ったんだろう。──お前のお膳ぜん立だてに乗せられて、な」

　弁舌で現実を掘り下げる。彼の振るう分ぶん析せきの刃やいばが、企くわだての全ぜん貌ぼうを明らかにしていく。

「出兵を望んだのも命じたのもお前で、しかも反乱勃ぼつ発ぱつ後ごのしたたかな振る舞いを見るに、クーデターの発生が最初から織り込み済みだったことは明らかだ。ここまでくれば疑う余地もない。──レミオン大将の蜂ほう起きは、お前が確信的に誘ゆう導どうしたものだ」

　積み重ねた推論から導みちびかれる、それがひとつめの結論。反応がないことは見越した上で、イクタはふたつめの準備に取り掛かった。

「……しかも、話はそれだけに留とどまらない。

　今にして思うと、僕たちを海軍に預けた判断は、イグセム元帥が勅命に反さないギリギリのところで采さい配はいしてくれたものだろう。『最前線に投入しろ』がお前の指示だったのなら、陸路を進んでいく限り、僕たちも道中での戦せん闘とうに参加しないわけにはいかなかったはずだ。けれど海路を進むなら、少なくとも移動の間は必然的に『お客さん』の扱いになる。名目上は前線にいながら、良くも悪くも危険からは遠ざけられるってわけだ」

　ふんと鼻を鳴らしつつ、少年は額ひたいに手を当てる。

「まぁ、僕たち自身の出しゃばりもあって、その采配は結果として裏目に出たわけだけど……なんにせよ、僕たちは無事に鉱山まで辿たどり着くことが出来た。その頃ころには敵てき陣じんの包囲もとっくに完了していて、こっちに回される任務にも目立ってリスクの高いものはなかった。北ほく域いきでのことを思い出せばずっとマシな状況だ。そう思いながら、キオカの白イケメンと腹の探り合いを始めたわけだけど……そんな矢先に、クーデターの勃ぼつ発ぱつを知ることになった」

　紡つむぐ言葉が苦みを帯びていく。狐きつねの笑みが心もち深まった。

「いつか起こることと知っていたから、僕のほうにも多少の準備はあったさ。でも、それはあくまで僕の手が及ぶ範はん囲いに限っての話で、大局的には受け身に回らざるを得ないと思っていた。──でも実際に起こってみると、これが出来すぎなくらいの有あり様さまでね。権けん威い面での後ろ盾だてとなる第三皇おう女じよがそばにいて、攻略軍の司令長官は昔馴な染じみのシバ少しよう将しようで、その部下の多くは旧『旭日連隊』を出自に持つ士官たちだった。いやまったく、まるで僕に独立勢力を立ち上げろと言わんばかりだったよ。

　これを単なる偶ぐう然ぜんや幸運と捉とらえるには、僕には決定的に信心ってものが足りなすぎる」

　明確な敵意を込めた視線で、イクタは目の前の元凶を射い貫ぬく。

「断言してやる。レミオン大たい将しようのクーデターと同じく、僕による『旭日連隊』の再招集もまた、お前自身が望んでお膳ぜん立だてしたものだ。──踊らせてくれたな、狐」

　焼けつくような怒りを腹の底に感じながら、黒髪の少年がふたつめの結論を示す。ややあって、トリスナイがすり合わせる両手の動きが拍手に変わった。

「ふ、ふふ、ふふふふふ……！　いい、いいですよ、そうでなくては……！」

　含み笑う声が闇やみの中に反はん響きようする。仮面じみた狐の笑みは、そこに血の気を得たことでいっそうのおぞましさを放ち始めた。繫つないだ右手を通して、シャミーユ殿でん下かの震ふるえが少年に伝わる。彼女の恐れを打ち消すように握にぎる力を一いつ瞬しゆん強めて、それからイクタは再び口を開いた。

「……サフィーダ中ちゆう将じようの軍事裁判で顔を合わせた時点で、お前に素す性じようを見抜かれることは覚かく悟ごしていた。サザルーフ少しよう佐さを隠かくれ蓑みのにしたところで、そこを隠しきるには僕自身、いくらなんでも目立つ立場にあり過ぎたからな」

「ええ、ええ。──あの少佐が語る戦後処理の提案からね、匂においがしました。懐なつかしいあの男の匂いが。それだけは嗅かぎ逃のがしませんとも。……いまのあなたから立ち上るものとまったく同じです」

「香水のひとつも付けてくればよかったか？　あいにくと、お前を相手にめかし込む気はさらさらない。鼻をつまみたいのはこっちのほうだからな」

　言いながら、少年は実際に鼻をつまんでみせた。そんな反応すら、トリスナイはさも愉ゆ快かいそうに笑って眺ながめるばかり。なにか妖よう魔まの類たぐいと話しているようだ──非科学的な話と知りながら、イクタはそう思うことを止やめられなかった。

「なんにせよ……お前の企くわだて通り、帝てい国こく軍は三つに分かれて相争う羽は目めになった。おまけに皇こう帝ていが行方ゆくえ不明だと知れた時点で、もう誰だれにも事態の先を読むことは難しくなった。僕たちがこの場所に一番乗りで辿たどり着ける可能性は決して高くなかったはずだ。だからお前にも、今のこの局面まで読み切っていたとは言わせない」

　その指摘に対して、狐きつねはすんなりと首を縦に振ってのけた。

「ええ、読み切ってなどいませんとも。私はね、ただ望み続けただけです。戦場という鍋なべをかき混ぜながら期待しただけです。あなたならば、ひょっとしたら。あのバダ・サンクレイの忘れ形がた見みならば、あるいは──とね」

　今は亡なき英雄の名前が出た途と端たん、トリスナイの表情に得え体たいの知れない執しゆう念ねんが覗のぞいた。それを分ぶん析せきすることさえおぞましくなって、イクタは悪お寒かんを振り払うように声を発した。

「その無責任な調理の結果がこれだ。煮にえ湯の中でのたうち回る僕たちを見られて満足か？」

「ふふふふ……！　ええ確かに、思ったより食材の活いきがよくて。鍋から飛び出されても困るので、もう少し火加減を強めようかと案じていたところですよ」

　そのやり取りを最後に、互いをにらみ合ったまま言葉が絶える。両者の舌ぜつ戦せんがこう着したことを見て取り、そこにシャミーユ殿でん下かが勇気を振り絞って割って入った。

「……相も変わらず一流の道どう化けぶりであるな。しかし事こと此処ここに至っては、その振る舞いの意義もとうに薄うすれておろう。韜とう晦かいは切り上げて本心を明かすがいい。そなたの望みは何だ？」

　問われた瞬しゆん間かん、細長い目がぎょろりと姫君を向いた。新しい獲え物ものを見つけて喜ぶように。

「ふふ……？　それは私にではなく、ご自分の胸に訊きかれたほうがよろしいでしょう。シャミーユ・キトラ・カトヴァンマニニク第三皇おう女じよ殿下」

「……どういう意味だ？」

「とぼけてはいけません。この局面にあって、本ほん懐かいを遂とげるべきはあなたということです。お分かりでしょう？　そのための条件は目の前に出で揃そろっているのだと」

　そう言って、トリスナイは両腕を広げる。露ろ骨こつな誘ゆう惑わくに、シャミーユ殿下は眉まゆをひそめた。

「……追い詰つめられたと見て、今度は余よの籠ろう絡らくにかかるのか？　そなたの腐くさり果てた性しよう根ねは弁わきまえていたつもりだが、それにしてもずいぶんと節操のないことであるな──我が叔父上よ」

　その単語を聞いた瞬間、イクタの視線がちらりと姫君に向けられた。トリスナイをにらんだまま、少女が淡々と説明を始める。

「宮中でもしばしば噂うわさされたことだ。……トリスナイ・イザンマは中流貴族の家を出自に持つ人物だが、その経歴を素直に辿たどると、齢よわいにして五十を越えた母親から誕生したことになる。有あり得ぬほどの高齢出産とまでは言わないが──その当時の話を聞き集めるに、この男の母親とされるハタリファ・イザンマ、彼女に妊にん娠しんの兆ちよう候こうがあったとは思われない」

　姫君の紡つむぐ一言一言を、狐は黙だまって聞いている。話が自身の出生に及んでもなお、その余裕は少しも揺ゆるがない。

「加えて、この男がどのようにして皇こう帝ていに取り入ったのかにも謎なぞが残る。文官として目立った功績を挙げた記録はないというのに、トリスナイと今きん上じようとの付き合いは、本人の官位が今より遥はるかに下だった頃ころから続いているのだ。賄わい賂ろの多た寡かでは説明がつかぬ。当時のイザンマ家の財力は高く見積もっても中の上に過ぎず、財力で勝まさる貴族は他ほかにいくらでもいたのだから」

　そこで一いつ旦たん言葉を切って、シャミーユ殿でん下かは視線をトリスナイの隣となりに──包帯だらけの姿で寝台に横たわる、この国の皇こう帝ていに移した。

「……未いまだ帝位に至らず、数いる皇おう子じのひとりでしかなかった頃ころ。心より信ずべき何者も周囲にはいないという点で、そこに眠る男──若き日のアルシャンクルト・キトラ・カトヴァンマニニクは孤独な男だったはずだ。これは全すべての皇こう族ぞくに共通して言えることだが、打算を抜きに付き合える人間という存在が稀け有う極まりない。市し井せいの者であれば家族がそれに当たるのだろう。しかし皇族にとって、同じ血を分けた兄弟姉妹ほど油断ならないものはない。宮きゆう殿でんでの生活とはすなわち、帝位継承を巡る兄弟姉妹間の争いを指すものであって──それはしばしば殺し合いにまで発展するのだから」

　当事者でもある少女が実感を込めて語る。皇族が生きる環かん境きようの歪いびつさを、彼女自身が誰だれよりもよく知っている。

「そんな抜き差しならない環境で生き続ければ、その男の孤独感は否いやが応にも高まったろう。際限なく肥大する猜さい疑ぎ心しんと共に、心許せる誰かをそばに置きたいという衝しよう動どうも果てしなく強まっていったはずだ。そして──そこにひとりの例外が現れたとしたら？　自分と同じ血を引きながら、その立場は後ろ盾だてのない一いつ介かいの下級官かん吏りに過ぎず、帝位争いには決して関かかわることが出来ない宿命を背負っている。そんな相手に出会ったとしたなら、手元に置きたいと考えるのは自然な流れではないか」

　孤独とは付け入る余地でもある。話の流れを把は握あくした上で、イクタが静かに言葉を挟はさむ。

「……では、その例外の男は、永霊樹カトヴアンマニニクの血統に生まれながらも皇族ではなかったと？」

「皇帝とは完全な存在でなければならない。その血脈もまた無む謬びゆうでなければならない。貴種という幻げん想そうが始まりから孕はらむ矛む盾じゆんだ、ソローク。──それを損そこなうと判断された者がどうなるか。一目でそうと分かる欠陥をもって生まれてしまった皇族がどう扱われるか、そなたにも想像はつくだろう」

　温度のない声でそう前置いて、姫君は目の前の相手をはっきりと指さした。

「なかったことにされるのだ。この男がそうであったように」

　トリスナイのまぶたが細められる。彼は喜んでいた。我が子の成長を目にした父のように。

「その聡そう明めいさこそ、貴たつとき血統を受け継ぐ紛まぎれもない証あかしです。賢かしこいシャミーユ──可か愛わいい私の姪めいよ」

　視線が集まる中、カーキ色の上着と肌はだ着ぎに手をかけて、狐きつねは迷わずそれをめくった。その中身を目にした瞬しゆん間かん、少年と姫君が同時に息を吞のむ。骨格がおかしい。胸から腹にかけての肋ろつ骨こつが何本も歪ゆがみ、もしくは欠けつ損そんしていて、胸の中央部は特に大きく落ち窪くぼんでいる。

　極めつけは心臓だった。胸きよう骨こつの奥に手て厚あつく守られているべきそれが、彼の場合、薄い肉のすぐ下でどくどくと脈打っているのだ。

「最初から隠かくすつもりなどありません。これはひとえに帝てい室しつがひた隠しにすべき秘密であって、私自身にとっては何の弱みでもない。他ほかならぬあなたに血縁を認めてもらえたことには喜びすら覚えます」

「その血を引くことに喜びを感じるか。……やはり、そなたとは理解し合えぬな」

　姫君の感想を軽く受け流して、トリスナイはまくっていた服を元に戻す。そうすると骨格の違和感は完全に隠かくれた。体のラインを補おぎなうために、どうやら上着には詰つめ物がしてあるようだ。

　暴あばかれた真相を前に、シャミーユ殿でん下かは深く息を吐つく。

「今までは推論の域を出なかったが、こうして裏付けも取れた。この男は先せん帝ていの第二子──今きん上じようのすぐ下の帝てい弟ていとして生まれた人間なのだ。……とはいえ、今からでは決して取り返すことの叶かなわぬ出自ではあるが」

「皇こう籍せきの回復は有あり得ない、ということですか？」

「いかなる手段をもってしても不可能だ。全すべての皇こう族ぞくは、誕生からひと月の間に皇こう帝ていの傍そば付つき精せい霊れいと対面することが帝てい室しつ典てん範ぱんに定められており、その手続きを経て皇籍を付与される。これには一日の遅れも許されない。しかし、トリスナイはその機会を与えられなかった。不ふ祥しよう事じを起こした皇族に対する皇籍剝はく奪だつの処置などとはわけが違う。最初から数えられていない者には、権利の回復もあり得ない」

　その記き憶おく力りよくにかけて姫君が断言する。イクタもうなずいて狐きつねを眺ながめた。

「ということは……その帝てい国こく宰さい相しようの立場がお前の出世の限界点ってわけか、トリスナイ。それが嫌いやなら自分で別の王朝を立ち上げるくらいしかないけど、まさかそんなことが目的とか言わないだろうな？」

　皮肉と本音が半々で込められた少年の発言が、ここで大きな異変を呼び起こした。トリスナイが眉根を寄せたのだ。その表情は紛まぎれもなく、噓うそ偽いつわりのない彼の遺い憾かんの意を表明していた。

「不ふ遜そんな口を利きかれるな、サンクレイ殿どの。なぜそのようなことを？　誰だれの目にも自明ではありませんか。この世のどこを見渡しても、永霊樹カトヴアンマニニクのほかに正統を称するべき王朝などありはしません。この世界にあって、帝国以外の全ての国は、取るに足らないまがい物に過ぎないというのに」

　熱のこもったトリスナイの主張に、今度は少年が眉まゆ根ねを寄せる番だった。

「……支配権力の正統性を語るっていうのか？　自分の手で皇帝を傀かい儡らいに貶おとしめて、借り物の権けん威いでもって国を滅め茶ちや苦く茶ちやにかき乱してきたお前が？」

「その言われ様は心外というもの。噓偽りなく、私ほど帝国を愛してやまない人間は他におりません」

「おい。何を話してもいいけど、せめて僕に理解出来る言語で話してくれるか」

　お手上げと言わんばかりにイクタが鼻を鳴らす。彼との会話をそれで切り上げて、狐は姫君に視線を移した。

「時にシャミーユ殿下。先ほどあなたは、この私を指してなかったことにされた皇族と呼ばわりましたが──ご自分もそうなりかけたことはご存じでしたか？」

　細い両目の奥で、ふたつの瞳ひとみが不ふ吉きつに輝く。無意識に後ずさりながら、姫君が問い返す。

「……何の話だ？」

「殿でん下かがご誕生あそばした頃ころの話です。今きん上じよう陛へい下かの十四人目の御お子ことして生を受けられた当時、あなたは第五皇おう女じよとして数えられておりました。それから三年も経たたないうちに上の姉君がふたり亡なくなり、そのために御おん身みの立場が第三皇女まで繰くり上がったこともご存じでしょう。実に恐ろしい話だとは思いませんか？」

「……帝位を巡る兄妹きようだい間の争いが、その当時から激はげしかったことは聞き及んでいる。亡くなった姉ふたりは肖しよう像ぞう画が以外で顔を見たこともない。が……両名ともまともな死に方ではなかったことは人づてに教えられた」

「上の姉君は閨ねやで何者かに首を絞められて、下の姉君は食事に混ぜられた毒に悶もだえ苦しんで、それぞれ亡くなりました。同時期に皇おう子じもひとり行方ゆくえ不明になっております。何の誇こ張ちようもなく、当時の宮きゆう殿でんはそのような場所だったのです。謀ぼう殺さつの危険に怯おびえず日々を過ごせる皇こう族ぞくなど皆かい無むでした」

「であろうな。だとすれば、余よにも同じ運命を辿たどる危険があったことは否定出来ない」

「いえいえ、そのような意味ではございません。あなたにとっての最初の危機は宮中での生活ですらなく、それよりも前──この世に生まれ落ちた直後に訪れたのです」

　語り口が暗い迫力を帯びる。聞くべきではないと分かっているのに、それでも姫君は耳を澄すませずにいられない。

「あの当時、熾し烈れつさを増す一方の実子たちの争いに、陛へい下かは心を病やんでおいででした。そこには後ろ盾だてとなる有力貴族たちの利権も大きく関かかわっており、いかに皇こう帝ていの立場からでも、やめろと言ってやめさせられるものではなかったのです。親の諫かん言げんを聞き入れる度量さえ皇子たちからは失われて久しく、もはや血を分けた彼らの顔を見るのもうんざりするばかり──陛下の心理がそんな痛ましい状態にある一時期に、あなたは生まれてしまいました」

　悲ひ嘆たんをにじませてトリスナイが言う。芝しば居いがかったその仕草を苦々しく眺ながめながら、イクタは察した。この男が見てきた過去、かつて宮中で起こった無数の悲喜劇の中に、シャミーユ殿下の出しゆつ生しようもまた含まれているのだと。

「皇子も皇女もこれ以上欲しくはない。そう思いながらも夜よ毎ごと、閨に女を呼ぶことをやめられなかったのは、実にこのお方らしい。後こう宮きゆうの女たちを意のままに支配し弄もてあそんでいる間だけが、陛下にとってはご自分の絶対性を実感出来る時間であらせられましたから。言い換えれば、そこに陛下が求めていたのは、一から十まで女との交わりのみであり──行為がもたらす結果には何の関心もなかった。いえ、むしろ疎うとましささえ覚えていた」

　話の途中でこれはまずいと直感して、イクタは姫君の後ろに回り込んで彼女の両耳をふさいだ。それを見たトリスナイは薄うすく笑い、声量をより大きくした。

「だからこそ、あなたの誕生をお伝えした瞬しゆん間かん、このお方は顔をしかめてこうおっしゃった」

　首に両手を当てて、べぇと舌を出し。ありったけの悪意を込めて、狐きつねはその言葉を口にする。

「『もう要いらぬ。縊くびって捨てろ』とね！」

　耳をふさぐ少年の両手を貫かん通つうして、シャミーユ殿でん下かの全身を衝しよう撃げきが突き抜ける。彼女がまともな思考を取り戻すのを待たず、トリスナイはなおも拷ごう問もんを続行した。

「あの言葉を吐はいた時、陛へい下かは確かに本気でいらした。本来であれば、あなたが産うぶ湯ゆから上がる前にご意志を実行されていたことでしょう。──しかし、殿下がこの場に生きて立っていることからも明らかなように、現実にはそうならなかった。ねぇ、それは何故なぜだと思いますか？」

　姫君の頭を抱だきしめて、イクタが「黙だまれ」と叫ぶ。それすら喝かつ采さいとして、狐は高らかに揺うたう。

「私がご注進を奉たてまつったのですよ。癇かん症しようを収め、御み心こころを鎮しずめて皇おう女じよの誕生を受け入れられるよう、短たん慮りよに駆かられる陛下を懸けん命めいに説得したのです。──お分かりですか？　あなたはぼくに救われてそこに立っているのだと！」

　恐きよう慌こうを通り越して真っ白になった姫君の頭に、受け入れがたい情報が次々と押し寄せる。

「可か愛わいいシャミーユ、賢かしこいシャミーユ。ぼくがあなたを助けたのはね、その一度きりじゃない。でなければ、親にすら疎うとまれた幼おさな子ごが、あの地じ獄ごくのような環かん境きようをどうして生き延びられたと思いますか？　あなたがご兄妹きようだいの手にかからぬよう、はたまた貴族たちの傀かい儡らいに貶おとしめられぬよう、当時のぼくはあらゆる手を尽くしました。キオカに身み柄がらを預けたのもその一環です。政略上の人ひと質じちとして存在価値を与えると同時に、帝位を巡る争いから遠ざけて差し上げたのです」

　自らの献けん身しんをひたすらに説きながら、トリスナイは熱ねつ烈れつな視線で姫君を見つめる。その両目にはもはや慈いつくしみに似た何かすら宿っていた。

「もう理解されたでしょう？　ぼくにはあなたを籠ろう絡らくする意志などありません。そんな真似まねをするまでもなく、ぼくはあなたの唯ゆい一いつ無む二にの保ほ護ご者しやであり、あなたもぼくの想おもいを酌くんで応こたえてくださるはずです。当然でしょう、ぼくはこんなにもあなたに尽くしてきたのだから！」

　シャミーユ殿下の体ががくがくと震ふるえだす。その全身を強く抱きながら、イクタは憤いきどおりの限りに奥歯を嚙かみしめた。

「……どいつもこいつも……どうして寄ってたかって、この子に呪のろいをかけようとする？」

　姫君を抱きしめる腕は緩ゆるめず、ただ両目だけを敵に向けて、彼は言葉を撃ち出した。

「おい狐。無む駄だだと思うが、お前にひとつ常識を説いてやる。──目の前で危険に晒さらされている子供がいれば、それを助けるのは大人として当たり前だ。重ねて言えば、その行為に対してはいかなる代価も求めるべきじゃない。そこを履はき違えている時点で、お前の言い分には何の重みもない。──あとな……」

　言葉を重ねるほどに、感情の抑えが利きかなくなっていく。腕の中の少女を苛さいなみ続けた数多あまたの理り不ふ尽じんを思って、イクタは腹の底から言い放った。

「……この子をただ生かすことしか出来ず。その心の傷を膿うむに任せて放置し続けた人間が、どの口で保ほ護ご者しやを気取ってやがるんだッ！」
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　その咆ほう哮こうが、室内に淀よどんだ闇やみを揺ゆるがし──それを境に、姫君の震ふるえが少しずつ収まっていく。彼女の心を侵おかそうとした狐きつねの言葉を、それ以上に力強い温ぬくもりが打ち払っていった。

　顔面から初めて笑みを取り去って、トリスナイはふたりをじっと見み据すえる。

「──なるほど。今はあなたが保護者というわけですか、イクタ・サンクレイ」

「そのための資質が十全でないことは承知の上だけどな。お前よりはよっぽどましだ」

「……ふふふふふ！　それはそれは、私もよくよく嫌きらっていただけたものです」

　瞬しゆん時じに道どう化けぶりを取り戻しつつも、狐はふと困ったように眉み間けんに指を当てる。

「……いけません、いけませんね。あなた方との語らいは刺し激げき的てきすぎる。私としたことが、これ以上続けていると時間を忘れてしまいかねません。そうなる前に本題へ移るとしましょう」

　イクタは身構えた。ここまでの言葉の応おう酬しゆうすら、実質的には単なる牽けん制せいに過ぎない。

「今きん上じよう皇こう帝ていアルシャンクルト・キトラ・カトヴァンマニニクの信しん託たくを受けし宰さい相しようトリスナイ・イザンマの号令の下もと、本日この時より帝てい室しつ会議を開かい催さいすることを宣言いたします。列席されている皇こう族ぞくはただおひとり──第三皇おう女じよシャミーユ・キトラ・カトヴァンマニニク」

　陶とう然ぜんとした面おも持もちでそう告げると、トリスナイは恭うやうやしくその場にひざまずいて頭こうべを垂れた。

「おめでとうございますシャミーユ殿でん下か。いまあなたは、紛まぎれもなく帝位に王手をかけておられる。長き雌し伏ふくの時に耐え、悲願の成じよう就じゆは目の前にまで迫りました」

　嬉き々きとして語る宰さい相しよう。そのペースに乗せられることを嫌きらって、少年が続く言葉をさえぎった。

「先走るなよ狐きつね。彼女以外にも皇こう族ぞくは存命しているし、それ以前にこの場で即そく位いの話をする意味はない。……そこの皇こう帝ていが突然ぽっくり逝いった時のために、お姫さんの帝位継承順位を最上位まで引き上げる。保険としちゃそれでじゅうぶんだ。今の皇帝が生きている間は譲じよう位いまでしなくてもいいし、そもそも実務的には摂せつ政しようを置けば事足りる」

　腕の中の少女に帝位などという重荷を背負わせる気は、イクタにはさらさらなかった。現皇帝が急死した場合の一時的な処置としてはやむを得ないにせよ、仮にそうなったとしても、状況が安定を見たところで別の皇族に譲位するまでのこと。そうやって姫君の心を守ることは、他ほかでもない炎えん髪ぱつの少女との約束でもあるのだから。

「分かったらさっさとやれ。仮にも皇帝の名みよう代だいを気取ったんだ、帝位継承順位を入れ替える程度の権限はあるんだろう？」

「その点については言われるまでもありません。ここまで辿たどり着いたのがシャミーユ殿でん下かただひとりである以上、その他の有う象ぞう無む象ぞうに帝位を譲ゆずる意思など絶無です。チャンスは平等に与えて差し上げたというのに、それでも彼らは永霊樹カトヴアンマニニクの血統を示せなかった。なんたる無ぶ様ざま、なんたる愚ぐ劣れつ……！　そのように不完全な者どもは、ただちに皇こう統とうから排除されなければならない！　なかったことにされなければならない！」

　叫ぶ声に怨おん念ねんがにじんだ。それすら一いつ瞬しゆんで収めて、トリスナイは満面の笑みを姫君に向ける。

「ゆえに、次代を担になう有資格者はただおひとり。シャミーユ殿下──帝てい国こく宰相たる私には、あなたに至し尊そんの地位を授ける準備がございます。摂政などという回り道は無用と進言いたしますが、あなた自身がどうしても望まれるならそれもよろしいでしょう。どのみち結果に大きな差はございません。

　雲うん上じように霞かすむ頂いただきまで、残すところ後一歩。──そこに至るために私が提示する条件は、後にも先にもたったひとつ」

　亀き裂れつじみた笑みがいっそう深まる。仮面の奥の魔ま性しようを垣かい間ま見せて、トリスナイは告げる。

「イグセムを滅ぼしなさい。勅ちよくの後押しを受け、レミオン派の勢力を糾きゆう合ごうし、帝国軍の正統を称する炎髪の元げん帥すいらを賊ぞく軍ぐんとして完かん膚ぷなきまでに蹂じゆう躙りんするのです。その流血をもって最後の禊みそぎとなし、あなたは完全無欠の絶対者へと上り詰つめるがよろしい！」

「な──」

　冷たい手で心臓を鷲わしづかみにされたように、シャミーユ殿下の呼吸が止まる。イグセムを滅ぼせという狐の言葉が、彼女にはこう聞こえてならなかったのだ──ヤトリを殺せ、と。

「はしゃぎ過ぎたな、狐」

　少年の口が凍いてつく声を吐はき出した。背後に待機させていた風ふう銃じゆう兵へいたちに目め配くばせし、その銃口を佞ねい臣しんに向けさせる。

「生かしておく理由が完全に消えた。もう何も喋しやべらなくていい。お前はここで死ね」

　無感情にそう言って、イクタは両腕で包み込むように姫君の頭を抱だきしめた。今度は耳だけでなく、しっかりと両目もふさぐ。その心がこれ以上、余計な傷を負わずに済むように。

　全すべての責任を自分が負う覚かく悟ごで、少年が発はつ砲ぽうを命じようとした──その間ま際ぎわ。

「──権限者への攻撃行為を察知。侵しん害がい者しやへ警告する。権限者の死亡確認は当とう該がいＡＥシリーズに課せられた人類援助規定の内、現存する統一国家単位『カトヴァーナ帝てい国こく』に関する項目の初期化スイッチに設定されている」

　寝台の上で、一体の精せい霊れいが喋しやべり始めた。皇こう帝ていのパートナーたる傍そば付つき精霊が。

「その実行は、同国家単位に所属する人類全ての生存コストを十倍以上に上昇させる。法と倫りん理り、及び費用対効果を熟じゆく慮りよの上、攻撃行為の中止を勧かん告こくする。──侵害者に警告を繰くり返す。権限者の死亡確認は当該ＡＥシリーズに課せられた人類援助規定の内──」

　全身が総毛立つほどの凶兆をそこに感じ取って、理解を待たず、イクタは脊せき髄ずい反射で叫んだ。

「──銃を下ろせ！」

　引き金に指をかける寸前だった兵士たちが、その指示に慌あわてて銃身を下げる。背中に冷たい汗が流れるのを感じつつ、黒髪の少年は乾いた声で問う。

「……それは何だ、トリスナイ」

　撃ち殺されかけたというのに眉まゆひとつ動かさず、帝国宰さい相しようは寝台の縁ふちにそっと手を置いた。

「聞いての通り、あなた方に向けた精霊たちの最後通告ですよ。よく分からない言葉も混じってはおりますが、それでもおおよその意味は把は握あく出来たでしょう？」

「……お前の死が、カトヴァーナ帝国に住む人間全てに多大な悪あく影えい響きようをもたらす。いきなり耳がおかしくなったんじゃなければ、僕にはそう聞こえた」

「理解の早さはさすがでいらっしゃいますね。ええ、その解釈で間違いはございません。何の比ひ喩ゆでも誇こ張ちようでもなく──私を殺せば、あるいはそれに準ずる行いをすれば、この国から四大精霊の恵みは永久に失われるのです」

　両腕を大きく広げて、トリスナイはそう告げた。悪お寒かんが強まるのを感じながらも、努めて平静を保ちつつイクタが問う。

「大きく出たな。それは一体、どこから湧わいて出た妄もう言げんだ？」

「ラ・サイア・アルデラミン」

　誰だれもが知る国の名前をひとつ、狐きつねは口にした。それを合図に解説を始める。

「あなたが北ほく域いきで相手取った軍隊の大おお本もとです。あの一戦以来、軍事的には一いつ旦たん足を止めて、キオカと連れん携けいしつつ大アラファトラ山脈で機をうかがっているようですね。とはいえ──国家間の外交まで完全に絶えていると考えていらしたなら、それはあなた方の早はや合が点てんというもの」

　嘲あざけりを込めて狐が言う。イクタの口元がゆがんだ。この狐の暗躍ぶりを正確に把握しきれていた者など、帝国内のどこを探しても存在しない。

「お忘れかもしれませんが、この身は文官の長たる帝国宰相。政治の場こそが本来の戦場です。なればこそ、ひとたび出征の機会を得たのなら、何の手て柄がらも持ち帰らないなどという無ぶ様ざまは決して許されない」

　力強い口調でそう前置きし、トリスナイはすっと自分の胸に手を当てた。

「そして、私の勝ち取った戦果がこれです。すなわち大司教神官位──教きよう皇こうに次ぐ神職者としての立場。今の私には四大精せい霊れい、ひいては主しゆ神しんの加か護ごがある。それが分かったのなら、この身に銃を向ける行いの罪つみ深ぶかさを知りなさい！」

　大上段からぴしゃりと言い放つ。その物言いに怯ひるむことなく、少年は首を横に振った。

「お前が大だい司し教きようだから、お前が死ぬと精霊たちは帝てい国こくを見放す？　──ふざけたデタラメもいいところだ。高位神しん官かんの地位にそれほどのご利り益やくがあるっていうなら、アルデラ本ほん部ぶ国こくはとっくの昔に帝国をねじ伏せていなきゃならない」

「ご指摘の通り、あの国にそのような権限はありません。母体であるアルデラ教団が持ち合わせないのだから当然です。そもそもにして、精霊に対して『人間を見捨てろ』と命じることは誰だれにも出来ない。人の営いとなみを助けることこそ、全すべての時代を通じて揺ゆるがぬ彼らの本能なのですから」

「言い分が矛む盾じゆんしてるぞ。だったらどうして、お前ひとりの死が精霊の恵みを失わせる？」

「最大多数の最大幸福──その理念に基づく傍そば付つき精霊の権限拡かく張ちようですよ。傍付精霊は皇こう帝ていのパートナーであり、玉ぎよく音おん放送の発信がそうであるように、もとより多くの特別な権能が授けられています。しかしながら、本当の意味でどこまでのことが出来るのか──それを正しく知っている人間はひとりもいません。私はそこに追求すべきテーマを見み出いだしました。すなわち、傍付精霊を発信源とする他ほかの精霊への干かん渉しよう、これはどのレベルまで可能か？

　早々に答えを言いましょう。対象を帝国内の精霊に限るなら、発動の条件次第では全個体の強制停止すら可能、というのが私の結論です。お分かりですね。彼らの恵みが失われる、というのは具体的にそういうことですよ」

　さすがのイクタも即そく応おうしかねて、話を分ぶん析せきするために黙だまり込んだ。その間にも、狐きつねはさも誇ほこらしげに語り続ける。

「現在の私は皇帝の代理人たる帝国宰さい相しようの立場にあり、この身に害が及ぶことは帝国全体の不ふ利り益えきに繫つながります。私が死ぬことでより大勢が死ぬ──事実はさておき、ここにいる傍付精霊はそう考えてくれているのです。だから私の死にペナルティを設ける。あなた方が凶行に及ばぬよう、結果としてより多くの人間が幸せに暮らせるように！」

「…………ッ」

「特定個人の死にここまで大きなペナルティを伴わせたのは、歴史を遡さかのぼってもおそらく私ひとりでしょう。もちろん説得にはそれなりに苦労しましたよ。わざわざ大司教神官位をもぎ取ってきたのも、この国における私という存在の重みを上乗せするためです。帝国の未来のためには何があっても私を死なせてはならず、その殺害に対しては抑止力として極大のペナルティを設定する必要がある──この論理を納なつ得とくしてもらうのに、実に一月以上を要しました」

　そこまで聞いた瞬しゆん間かん、少年はついに、帝てい国こく宰さい相しようが為なしたことの本質に思い至った。

「……論理矛盾ロジツクパラドツクスを利用した、精せい霊れいの思考の誘ゆう導どうか……！」

「そう。あなた方が火ひ精せい霊れいに『揚よう気き』を出させる時に用いる手法、あれと原理は同じですよ。ご存知かと思いますが、精霊というのは私たちよりも思考がいくぶん不器用です。それでいて目の前の問題を放置することが出来ず、提示された条件の中で懸けん命めいに融ゆう通ずうを利きかせようとする。実に健気けなげで愛らしいではありませんか。その献けん身しん的てきな在あり方が、今こうして私の身を守ってくれているのだから尚なお更さらです」

　寝台から傍そば付つき精霊を抱だき上げて、その体を高く掲げてみせながら、帝国宰相は嗤わらう。

「この話を聞いてもなお、私を殺すというのであれば──構いません、どうぞおやりなさい。先ほどご覧らんに入れたように、この胸に刃やいばを突き立てることはあまりに容易です。ただしその時は……帝国に住まう二千万の臣しん民みん、彼らをことごとく虐ぎやく殺さつする覚かく悟ごが要いりますよ？」

　この脅きよう迫はくに対して、イクタもシャミーユ殿でん下かも戦せん慄りつを禁じ得なかった。四大精霊の恩恵が本当に失われるとしたら、それによって生じる損そん失しつは計り知れない。帝国に住まう人々の大半は精霊ありきで生活を送っているのだ。

　降雨量の少ない土地を安心して拓ひらいて来られたのは、水みず精せい霊れいが清潔な飲み水を保障してくれたから。活動時間を日没の後まで延ばせたのは、光ひかり精せい霊れいが灯あかりを提供してくれたから。煮に炊たきする度たびに一から火を起こさなくてもよかったのは、火精霊が種たね火びを用意してくれたから。キオカとの間で戦争が成り立ってきたのは、風かぜ精せい霊れいが銃身に収まっていてくれたから。その全すべてが一いつ斉せいに取り上げられたなら、帝国民の生活水準は良くて数百年前まで後退する。

　問題は実用面だけに留とどまらない。人々の生活に根差してきた精霊たちの存在は、アルデラ教における位置づけとも相まって、国民の精神的支柱でもあるのだ。その消失は帝国社会にとてつもない混乱を呼ぶだろう。神に見放された国として、帝てい室しつの権けん威いも失しつ墜ついすることになる。

　万が一にでも、そんな事態が現実になったとすれば──先に待つものは、破は滅めつでしか有あり得ない。

「……仕切り直しだ」

　劣勢を見て取ったイクタが、シャミーユ殿下の手を引いて身をひるがえす。足早に去っていこうとするその背中に、トリスナイは厳しい声を投じた。

「すでに帝室会議は始まっています。この厳げん粛しゆくな催もよおしの最中に、まさか途中退室が許されるとお思いですか？」

　一いつ旦たん足を止めて、少年は横目で鋭く相手をにらみ返す。

「許されなかったらどうする。中座のペナルティにお姫さんから帝位継承権を剝はく奪だつでもするか？　──有り得ないな。それがお前にとって本末転倒の結果なのは分かり切ってる。脅おどしにもなりやしない」

　その切り返しに即そく答とう出来ず、狐きつねが口を閉ざした。イクタは鼻を鳴らして歩みを再開する。

「そこで即座に別のペナルティを提示出来ないってことは、お前の持ち札もそこまで潤じゆん沢たくってわけじゃないな。──つべこべ言わず大人おとなしく待ってろ。そう慌あわてなくても、ご自じ慢まんの保身の殻からはちゃんと引っぺがしてやる」







　薄うす暗ぐらい半地下の部屋から地上に戻ったふたりは、待っていた仲間たちと一いつ緒しよに集落の外周に設しつらえた野営地まで足を運んだ。ハロの指示でまずは全員が着替え、手洗い、うがいを済ませ、さらには消毒液を含んだ手ぬぐいで全身を拭ふき清めることになった。

　装よそおいを新たにした上で、イクタは再び「騎き士し団だん」の面々に招集をかけた。士官用の天てん幕まくに全員が揃そろうと、彼は第一声で仲間たちに確認する。

「みんな、念入りに消毒はしたね？　うがい、手洗いもちゃんとやった？」

「しっかり済ませたよ、イッくん」「あれだけしつこく言われりゃな」

「わたしは当然として、殿でん下かは特に念入りに清めて差し上げました。ご安心ください！」

　仲間たちの返事に、イクタは微笑ほほえんでうなずく。が、マシューの表情はもうひとつ晴れない。

「……でも、これくらいで疫えき病びようを防げるものなのか？　ひとりでも伝染うつされたら大変だぞ？」

「兵の大半は集落の外に待機させているし、中に踏ふみ入る兵士には僕たちと同様に身を清めさせている。適当に済ませる者がいるとまずいから二人一組でね。加えて、ここの住人に近寄らない・近寄らせないことはもちろん、吐としゃ物や排はい泄せつ物ぶつに近付かないこと、両方の風かざ下しもに可能な限り立たないことも徹てつ底ていさせている。もちろん、それでもリスクをゼロには出来ないのは事実だよ。ただ……」

　言葉を途中で切り、ややためらった末、イクタは複雑な表情で口を開く。

「……気を抜いて欲しくないから、話すかどうか迷ったけど。おそらく現時点で、この集落に凶悪な流行はやり病やまいの患者はいないと思う。ハロ、それらしい人は見当たった？」

　人数分の湯飲みにお茶を注ついでいたハロが、そう問われて首を横に振る。

「……近くで診みたわけじゃありませんから、確かなことは言えませんけど。表を出歩いている人たちの症状は、私の知る限り、特別な伝染病のそれじゃありません。あと……そういった病気が猛もう威いを振るっているなら、この集落の状況はもっとひどいことになっているはずです」

「そ、そうなのか？　じゃあ、あの見るからに不健康な人たちは……」

「疫病患者じゃない。あえて言うなら、伝染うつることを恐れられてしまう病の持ち主、かな」

　ため息混じりにそう言ったところで、湯気の立つお茶が目の前に置かれた。それをすすって一息ついてから、少年は再び話し始める。

「前提として、この五十年の間、ダフマ州で重大な疫病の流行は報告されてないんだ。これはお姫さんに確かめたから間違いない。まぁ常識的に考えて、帝てい都とに近い州でそんなものが流行れば、それこそ大おお騒さわぎになっていないとおかしいよ」

　そう聞いて安あん堵どの表情を浮かべる仲間たちとは対照的に、イクタの表情は暗くなる。

「……ここから先は、少し嫌いやな話になる。疫えき病びようはそう頻ひん繁ぱんに流行はやるものじゃないけれど、にもかかわらず、この手の隔かく離り集落に送り込まれる人々がいなくなることはまずない。というのも、その病気が伝染ったら嫌だと周りの人々に思われるだけで、患者を隔離する理由には足りてしまうからなんだ。たいていの場合、本当に伝染うつるかどうかは問題じゃない。

　そう簡かん単たんには伝染しないにもかかわらず、かかってしまえば村むら八はち分ぶの扱いを受けることになる病やまい──その多くは、特徴的な症状が目に見える形で現れるものだ。代表的な病名を、君たちもいくつか知っていると思う」

　重々しい表情で四人が黙だまり込む。彼らの様子を眺ながめつつ、黒髪の少年は静かにうなずいた。

「要するに、平時のここは疫病患者が最さい期ごを迎むかえる場所じゃなく、難病を抱かかえた被ひ差さ別べつ民みんが送り込まれる隔離集落なんだ。この集落が長期に亘わたって維い持じされているという事実それ自体が、疫病の流行を待たず、そう低くない頻度で住人の供給があることを示している。……あの狐きつねも、その辺りを見越した上で潜せん伏ぷく先さきに選んだんだろう。ここに危険な病人はいない、隠かくれ潜ひそむには打ってつけだ、とね」

　苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情でそう言って、イクタは軽くかぶりを振った。

「ごめん、話が脇わきに逸それすぎたね。──疫病感染のリスクが低いとはいえ、うがい・手洗い・消毒はこの先も必ず徹てつ底ていしてくれ。今の状況だと、風邪かぜひとつもらうだけでも厄やつ介かいなことには変わりない」

　聞いた全員がうなずきを返す。それを見届けると、黒髪の少年も話題を変えた。

「じゃあ、そろそろ本題に移ろう。トリスナイ・イザンマと皇こう帝ていについて」

　闇やみの底で交わされた話を、シャミーユ殿でん下かの過去にまつわる部分だけを伏せて、少年が淡々と説明する。たちまち空気が張り詰つめていった。

「……なんだそりゃ。あの宰さい相しよう、帝てい国こくの精せい霊れいと国民の全すべてを人ひと質じちに取ったっていうのか？」

　とても信じられないという顔でマシューが言った。その心情に共感しつつ、イクタが口元をへの字に曲げる。

「鵜う吞のみにするならそういうことになるけどね。まず九割がたハッタリだ」

　力強く言ってのけた少年に、ハロが目を丸くする。

「そ、そうなんですか？」

「当然さ。帝国内に存在する全精霊の強制停止──もし本当にそんな真似まねが出来るっていうなら、見せしめとして小さい規き模ぼでやってみせたはずだ。まず僕のクスを止めるとかね。それだけで話の真実味は格段に増すのに、あいつは理り屈くつの説明だけで何ひとつ実行しなかった。この時点でまずおかしい」

　不ふ審しん点てんを指摘する彼に、トルウェイもうなずいて同意を示す。

「うん、そこはぼくも不自然に思ったな。出来ると主張していることと実際にやっていること、ふたつの間に差がありすぎる。だったら張り子の虎とらを疑うのが妥だ当とうだと思う」

「そう。要するにあの言い分は、『私を殺せば神しん罰ばつが下るぞ！』と喚わめいているのと大して変わらない。一字一句同じなら鼻で笑ってやってもよかった。──けど厄やつ介かいなのは、限りなく疑わしい神の実在なんかと違って、精せい霊れいは目の前に確かに存在しているってことでね」

　シャミーユ殿でん下かを除く四人が、それぞれ膝ひざの上に抱だいた精霊をじっと見つめた。

「この子たちが身の内に有している機能の多くは、僕たちにとって巨大な未知の術理ブラツクボツクスだ。日常的にその恩恵に与あずかりながら、この子たちがどうやってそれを実現しているのか、理り屈くつの大半を僕たちは知りえない。クスが光を生み出す仕組み、サフィとツゥが風を呼び起こす仕組み、ミルが何もないところから水を生じさせる仕組み──どれひとつ取っても謎なぞのまま見過ごされている。『アナライの匣はこ』の中にすら、仮説の域を超えるものはない」

　畏い敬けいの念すら込めてその事実を示しつつ、イクタは指先でクスの頭を撫なでる。

「まして皇こう帝ていの傍そば付つき精霊ともなれば、その神秘性には強きよう烈れつに拍車がかかる。あの個体が他ほかの精霊たちとは一線を画する権能を有していることは確かな事実だ。玉ぎよく音おん放送の発信、皇こう籍せきの付与、皇こう統とうに関連する一部知識の普ふ遍へん化か──これらは全すべて、実在する破格の特権なんだから」

「だとすれば、全精霊の強制停止という御み業わざもまた、そこに並ばないとは断言出来ない。……そういうことであるな」

　姫君の補足に少年がうなずく。マシューが腕を組んでうなった。

「九割がたハッタリなのは分かる。でも、その裏付けは状況証しよう拠こしかない……ってわけか」

「そこを承知で突っ切るには、課せられたリスクが大きすぎる。精霊なくして人々の生活は成り立たないからね」

　苦々しい面おも持もちでイクタが言う。ハロが思いつめた表情で指の爪つめを嚙かんだ。

「……どうしましょう。殿下が摂せつ政しよう位いに就つくための条件として、『イグセムを滅ほろぼせ』って宰さい相しようさんは言ってるんですよね？　そんなこと絶対に、絶対に出来るわけありません。私たちはクーデターの調停に来たんですし……それに、あっちにはヤトリさんが」

　場の空気が重く沈んでいく。その流れを危ぶんだトルウェイが率そつ先せんして声を上げた。

「みんな、落ち込んでいても仕方ない、ひとまず状況をまとめよう。

　皇帝陛へい下かと宰相はぼくたちが確保した。その権限を使ってクーデターの調停に入るつもりが、トリスナイが土ど壇たん場ばになって実行不可能な条件を提示してごね始めた。彼を排除しようとしたら、今度は帝てい国こく内の精霊と国民全員を人ひと質じちに取っていると主張してきた。その内容は九割がたハッタリだと分かるけど、状況証拠しかないから完全に否定は出来ない。……ぼくたちの現状はこんな感じじゃないかな」

　青年なりの状況説明を聞き届けて、黒髪の少年がこくりとうなずいた。

「ん、過不足ない。……でも、そうか。お前もついに、自分からまとめ役を買って出るようになったか」

「あ……ごめん、出しゃばったかな」

「馬ば鹿か、それでいいんだっての。お前が出しゃばらずに誰だれが出しゃばるっていうんだ。このクーデターの後に来るのがレミオンの時代だってこと、まさか忘れたわけじゃないだろうな？」

　戒いましめを込めたイクタの言葉に、トルウェイは力強いうなずきで返す。そんな彼らの様子に反射的な対抗心を燃やして、小太りの少年が勢いよく手を挙げた。

「お、おれから提案がある！　えーと、その……トリスナイのことはひとまず無視して、とにかくレミオン派と合流しちまうのはどうだ。問題の棚たな上あげに聞こえるかもしれないけど、よく考えたら、そっちは別にいま相手にしなくてもいいだろ？　皇こう帝ていの身み柄がらを確保してあるってだけで、ほかの勢力との交こう渉しようで優位に立つにはじゅうぶんなはずだし」

　彼がそう言った瞬しゆん間かん、イクタがぽかんとした顔を向けてきた。マシューが焦あせりを覚える。

「あ、あれ……？　おかしなこと言ったか、おれ？」

　自分の言動を振り返る彼の前で、黒髪の少年はゆるゆると首を横に振った。

「……完全無欠に正しいことを言ってくれた。君の言うとおりだ、我が友マシュー」

　起伏のない声でそう言うと、イクタは右手のこぶしで自分の頭を小突いた。

「いけないな……どうやら僕は、自分で思っている以上に冷静じゃない。今すぐあの狐きつねをどうにかしなけりゃと、そればかり考えて、大局観ってものが頭からすっぽり抜け落ちていたらしい」

　自分自身の不調を分ぶん析せきする彼に、ほかの面々から気き遣づかわしげな視線が集まる。マシューが腑ふに落ちた様子で口を開いた。

「疲れてんだよ、おまえ。ヒオレド鉱こう山ざんを出発してからこっち、最高司令官としてずっと働き詰づめだろ？　振るう采さい配はいのひとつひとつにしても、今までとはプレッシャーが桁けた違ちがいだろうし。下したっ端ぱ中ちゆう尉いの立場からいきなりそれじゃ、誰だって調子が狂う」

　言葉にしてみれば、それは本当に当たり前のことだった。ハロもその意見にうなずく。

「……そうですね。わたしたち、イクタさんに無理をさせすぎていたと思います。状況が予断を許さないことは分かっていますけど、それでも──いえ、だからこそ、ここで少し休んでもらうのはどうでしょうか」

「ぼくも賛成するよ。イッくんの状態をベストに保つことは、そのまま目標達成への近道だと思う。ぐっすり眠って元気になって、イッくん。その間はぼくたちが受け持つから」

　揺ゆるぎない口調で請うけ合って、トルウェイが自分の胸をどんと叩たたく。黒髪の少年は苦笑混じりにうなずいた。

「……否定の材料がないや。分かった、みんなの気持ちに甘える。今から半日ほど休みをもらうよ」

「半日と言わず、せめて丸一日ぐっすり寝ろよ。おまえってやつは本来なら、人の何倍も怠なまけなけりゃ息が出来ないような男だろ？　……そうと決まったら、ほら、とっとと出ていけ」

　マシューに追い立てられて、イクタが素直に椅い子すから立ち上がる。その際に、隣となりに座っていたシャミーユ殿でん下かの手を取った。困こん惑わくした瞳ひとみが少年に向けられる。

「あ……ソローク？」

「当然、あなたも一いつ緒しよです。ろくに寝てないのはお互い様、疲れてないとは言わせませんよ」

　有う無むを言わさず姫君を立たせて、彼女と手を繫つないだまま、イクタは歩き始めた。







「はい、僕は向こうを向いてます。荷物はそこなんで、寝ね巻まきに着替えるならご自由に」

「え──？」

　連れて来られた別の天てん幕まくの中、シャミーユ殿下はきょろきょろと周囲を見渡して、ほどなくある由ゆ々ゆしき事実に気が付いた。この空間の中には、どう見ても寝台がひとつしかない。

「い、一緒って──一緒に寝るのであるか!?　ここでそなたと同どう衾きんしろと!?」

「その動どう揺ようは三年早いです。いいからさっさと着替えちゃってください」

「い、いや、しかし……！」

「ああー、こうしている間にも減っていくー。貴重な休きゆう暇かがー、かけがえのない安息の時間がー」

　間延びした嘆なげきの声に追い立てられて、姫君は寝巻と寝台の間で何度となく視線を行き来させる。激はげしい葛かつ藤とうの末、彼女はごくりと唾つばを飲み、そっと衣服のボタンに手をかけた。

　自分の立てる衣きぬ擦ずれの音が、少女にはやけに大きく響ひびいて聞こえた。何度も後ろを確認しながら、いつもの倍近い時間をかけて、やがて彼女は寝巻に着替え終わった。

「……き、着替えた、ぞ」

「じゃ、はい、お先にどうぞ」

　振り向いたイクタが寝台を指さす。その指示に応こたえるためにも、少女は並なみ々なみならぬ勇気を必要とした。さんざん迷った挙あげ句く、シャミーユ殿下は寝台の端はしっこにちょこんと横たわる。

「……ふ、ふたりで使う分には、せせ、狭いのではないか？」

「僕は慣なれてます。相手がお姫さんならむしろ広いくらいで」

「最低だ！　そなた、いまの発言は二重の意味で最低だ！　考えうる限りの下衆げすの極みだ！」

「あーもう、やかましいなぁ」

　上着を脱ぬいで近くの椅子にかけると、少年も遠えん慮りよなく寝台に横たわった。

「汗くさいかもしれませんが、それは我が慢まんしてください。水浴びなんて求められる状況じゃないので」

「言うなっ！　そ、そんなのは余よも同じで……だから、何も並んで寝なくとも……」

「ご冗じよう談だん。あんなふざけた出来事の後で、丸一日も放っておけるわけないでしょう」

　強い口調でそう伝えて、イクタは有う無むを言わさず相手を引き寄せた。寝返りで落ちそうだった体を中央にずらしてやって、金髪を優やさしく指で梳すく。心音の激しさが臨りん界かい点てんを迎むかえかける姫君の耳元で、少年はそっと囁ささやいた。

「眠りに落ちて、それで全すべてお忘れなさい。あなたは何も抱かかえなくていい、何も背負わなくていい。どんな過去もあなたの未来を縛しばりはしない」

「────」

「お休みなさい、お姫さん。できれば良い夢を。あなたが眠るまで傍そばで見守っています」

　姫君の両目にじわりと涙が浮かぶ。こわばっていた体が、少年の指先に触ふれられた部分から融とけていく。

「知っていますか？　──全ての子供にはね、夢を見る権利があるんですよ」
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　明け方の水面に浮かぶ一艘そうの小こ舟ぶね。その上に、釣つり竿ざおを握にぎるふたりの子供の姿があった。

「…………」「────」

　緑色に濁にごった水中をにらみつけたまま、イクタとヤトリは微動だにしない。変化といえば時たま水筒を回し飲みするくらいで、その間さえ視線は糸の先から移さなかった。呆あきれたことに、すでに一時間以上もそうしている。

　ふと──イクタが握っている竿の先で、水面のウキが一いつ瞬しゆんだけ沈み込んだ。

「…………！」

　竿の先せん端たんが二度、三度と続けてしなりを見せる。彼の緊きん張ちようが伝わってきて、ヤトリも小舟の上で身をよじった。ややあって、少年の両手にかかる負荷が一気に激はげしさを増す。

「かかった──！」

　何物かと繫つながった糸が水面を切って突っ走る。その様子を一目で当たりと見て取り、ヤトリは即そく座ざに自分の竿を投げ出して立ち上がった。

「ちょ、なにこれ、ちから強つよっ！　ほんとに魚!?　体ごと持ってかれそう！」

「しっかり腰こしを落としなさい！　近くの水面まで上げれば何とかするわ！」

　小舟から浮き上がりそうになる少年の腰を、少女がベルトをつかんで引き戻す。針はりも糸も竿も、この事態に備えて特別ごついものを使用しているが、さすがに体重を増やすわけにはいかなかった。ひとりでは持て余す獲え物ものに、彼らはふたりで立ち向かっていく。

「ぐぐぐぐぐ……っ！」

　渾こん身しんの力を込めて竿を持ち上げるイクタ。ややあって、目の前の水面にゆらりと巨大な影が浮かんできた。少年は力みすぎて顔を真まっ赤かにしている。その奮ふん闘とうが長くもたないだろうことは、両腕の震ふるえから明らかだった。

「あと十秒でいいわ、耐えなさい！」

　そう伝えた直後、ヤトリは傍かたわらに置いてあった糸切り用のナイフを手に取って、迷わず水中に飛び込んでいった。落水の衝しよう撃げきに一拍遅れて、ぬめりを帯びた魚体の感かん触しよくが腕に伝わってくる。水中の獲物に組み付いたのだ。

　そんな彼女を振り切ろうと、獲物も必死で暴れまわる。猛もう烈れつな抵てい抗こうに全身を揺ゆさぶられながら、それでも少女は決して腕の力を緩ゆるめない。それどころか、相手の動きが鈍った一瞬の隙すきを突いて、右手のナイフを頭部に突き立てた。骨の感触を突き抜けて、切っ先が深く潜もぐり込む。

「───ぷはっ！」

　まだ息が続くうちに、ヤトリは余裕をもって水面に上がった。彼女の視点からは高い位置にある小舟の上に、浮力と上半身のバネを使って軽々と帰き還かんする。

「間違いなく深手を負わせたわ！　感かん触しよくはどう!?」

　問われた少年が息を荒げながら竿さおを引く。その手に伝わってきた抵てい抗こうは、さっきまでの勢いと比べて、あまりに弱々しかった。







「獲とった獲った！　獲ったどー！」

　基地の中に勝ち鬨どきが響ひびき渡る。獲え物ものを載せた台車を背後に、黒髪の少年が誇ほこらしげに胸を反らしていた。隣となりのヤトリもまんざらでもない顔でいる。そう時間を置かず、声を聞きつけた兵士たちがぞろぞろと集まってきた。

「なんだ、どうしたイクタの坊ぼう主ず？　──ってうわぁっ！　ほんとに何だこりゃ！」

「うおっ、でけぇな！　俺おれたちの身長くらいあるぞ」

「お前らふたりで仕し留とめたのかよ、これ？　よくやるなぁ」

　感心の声を上げる兵士たち。彼らに続いて様子を見に来たマリ婆ばあも目を丸くした。

「おや、何かと思えばガーじゃないか。あんたら、よくこんなお化けみたいなのを獲ってきたもんだね」

「マリ婆、この魚知ってるの？」

「だからガーだよ。大きい川やら湖やらの流れが緩ゆるいところに棲すんでて、長生きするとでっかくなるんさね。たまにこうやって大物が上がるんだ。若い頃ころに何度か見たことがあるよ」

　老ろう婆ばは懐なつかしげに語る。その内容を聞いて、周りにいた兵士たちが顔を見合わせた。

「マリ婆さんの若い頃っていうと……」「何代前の皇こう帝てい陛へい下かの御み代よだろうな？」「軍ぐん閥ばつ時代より以前なのは間違いないとして」「もっと人を呼べ。時代の生き証人から貴重な話を聞けるぞ」

「はっはっは！　──生き急いだね、あんたたち！」

　軽口を叩たたいた兵士たちが慌あわてて逃げ惑まどう。不届き者どもに強きよう烈れつなげんこつを炸さく裂れつさせた後、マリ婆は両手の骨を鳴らしながら戻ってきた。

「それにしても、どうすんだいこれ。いくらでかくても使い道がないよ」

「えっ、食べられないの!?」

「そりゃ仮にも魚だから、食くって食えないこともないけどさ。うまいものに仕上げてやれる自信はないねぇ。こいつはちょっと体のつくりが独特なんだよ。この鱗うろこ、手で触さわってみな」

　言われるまま、ふたりはガーの体表を触ってみる。両者ともすぐに違和感に気付いた。

「この鱗、剝はがれない……？」「ほんとだ。ぴったり身にくっついてる」

「魚より、ワニなんかの皮を思わせるだろう。口は鮫さめみたいに馬ば鹿かでかいし、何度見ても妙ちきりんな生き物さ」

　肩をすくめてマリ婆が言った。巨大魚を前に会話を続ける彼らのもとに、やはり騒さわぎを聞きつけたのか、今度は白衣の科学者たちが大挙して押し寄せてくる。

「聞いたわよ、沼ぬまの主ぬしが上がったって？」「わっ、これか！　こりゃ大物だ！」

　先頭を歩く若い男女が声を上げた。ナズナとバジン──数いるアナライの弟子でしの中でも、特にイクタと付き合いの長いふたりだ。

「獲とったはいいけど、使い道に困ってる。ナズナ姉ねえ、バジン兄にい、何かアイディアはない？」

「いらないの？　だったら私たちで引き取らせてもらおうかな。大型魚類の食性には分からないことが多いし、この機会に解かい剖ぼうして内臓を見てみたいのよね」

　好奇心に目を輝かせてナズナが言う。それを聞いたイクタは隣となりの少女に目め配くばせした。

「ヤトリもそれでいい？」

「構わないわよ。獲ったものを役立ててもらえるなら幸いだわ」

　持ち前の潔いさぎよさで、炎えん髪ぱつの少女はあっさり首を縦に振ってみせる。──このひと月の間で、主にナズナを始めとする女性研究者の言葉遣づかいを参考にして、日常の場面におけるヤトリの口調は一新されていた。ガチガチの軍隊言葉で話していた時期が、今となっては懐なつかしく思えるほどだ。

「よし、それじゃあ『沼の主を釣つれ！』の任務はこれで完了だ。さっそく次に──」

「待ちな」

　すぐさま別の行動に移ろうとするふたりを、マリ婆ばあが襟えり首くびをつかんで引き留とめる。

「あれを引き上げる時に無理したんだろう。全身びしょ濡ぬれの上に泥どろ臭くさいよ、あんたたち」

「ん……そうかな？　これくらいなら、日に当たってるうちにすぐ乾くけど」

「あんたひとりならそれでもいいけどね。忘れなさんな、今は相棒にレディーを連れてるんだ。将来いっぱしの男になりたけりゃ、隣の女に汚きたない格好をさせて平気でいちゃいけないよ」

　少年をまっすぐ見つめて、老ろう婆ばは丁てい寧ねいに言い含める。イクタはむむむと唸うなって腕を組んだ。

「……それはそうかも」

「分かったなら水浴びを……いや、どうせなら風ふ呂ろだね。それならちょうどいい。イクタ、あんたの家には備え付けの湯船があるじゃないか」

「あるけど狭いよ？　みんなが使う大浴場のほうが好きだけどな、僕」

「あっちは温泉だからね、ちょうどいい温度まで水で埋うめるのに手間がかかる。あんたたちふたりのためだけに、大勢の兵どもを働かせられないだろうさ」

　さりげなく分別を教えつつ、マリ婆はサンクレイ家に向かってふたりの背中を押してやった。

「とにかく行ってきな。それと、ユーカ奥様にも言こと伝づてを頼たのむよ。この間の差し入れ──キンツバって言ったかい？　厨ちゆう房ぼうのみんなでいただいたけど、うまかったって」

「ん、伝えとく！」

　元気よく請うけ合うと、イクタはヤトリと共に基地の中央へ向かって駆かけていく。やれやれと漏もらして腰こしに手を当てつつ、老婆は彼らの小さな背中を見送った。







「……びしょびしょ」

　玄関から上がってきた子供たちの姿を見るなり、ユーカは端たん的てきにそう述べた。今の彼らに必要なものが何であるか一目で理解すると、彼女はすぐに行動へ移る。

「お隣となりから風かぜ精せい霊れい、借りてくる。ヤトリのパートナーにも手伝ってもらって、いい？」

「もちろんです。シア、お願いするわ」

「ありがとう。湯船に水、張っておいてもらえる？　ポンプの使い方は、前に教えた、通り」

　ふたりのやり取りも、ヤトリがサンクレイ家に通い詰つめるうちにずいぶん馴な染じんでいた。ユーカに言われた通り、ふたりは井戸から汲くみ上げた水を湯船に満たしていく。湯を沸わかす火の管理は風精霊と火ひ精せい霊れいが受け持ってくれるので、彼らの仕事はそれだけでいい。

　居い間まで将しよう棋ぎ盤ばんを挟はさみつつ待っていると、数十分後、風ふ呂ろ場ばのほうから彼らを呼ぶ声が響ひびいた。

「お湯、わいた。着替えは用意しておく、から、ゆっくり入って」

　ユーカの用意した籠かごに濡ぬれた服を入れてしまうと、イクタとヤトリは湯気の立ちこめる風呂場に足を踏ふみ入れた。かけ湯をして泥どろ汚よごれを落とし、それから浴よく槽そうの中に足を下ろしていく。

「「…………ふ───っ…………」」

　狭い湯船に並んで肩まで浸つかった瞬しゆん間かん、ふたりの口から同じため息がこぼれた。

「……この家に、湯船があるとは思わなかったわ」

「……あー、うん。こんなちっちゃいやつ、よそにはあんまりないよね」

　少年の顔に苦笑が浮かぶ。湯船の縁ふちに手をかけて、彼はこの浴室の由来を説明した。

「ここはね、親父おやじが母さんのために造ったんだ。母さんはお風呂が大好きなんだけど、人の多いところがあまり得意じゃなくて。大浴場じゃいっつも落ち着かない様子だった。それをアナライ博士はかせたちに相談したら、こんなのが出来ちゃったのさ。その時は母さんも大喜びだったよ」

　ふと思いついたように天井を見上げて、イクタがぽつりとつぶやく。

「そういえば──君が来てから、母さんがいつもより明るい気がする」

「そうなの？」

「うん。僕が君と遊んでるのが嬉うれしいみたいだ。僕、普段からあんまり同じくらいの年の相手と遊ぶことがないから、そのせいなのかな」

「そういえば、今日きようまでにたくさんの人たちを紹介してくれたけど、同い年の相手は他ほかにいなかったわね」

「ここが基地だからってこともあるけど……僕自身、博士たちと遊んでいるほうが楽しくて。年の近い知り合いもいるけど、なんていうか、踏み込んだところで付いて来てくれないんだよね。僕が楽しくなってきた辺りで、たいてい向こうはぽかんとしちゃってて」

　不満げにそう言って、少年は口元をへの字に曲げる。が、次の瞬間には機き嫌げんを取り戻して、隣のヤトリに視線をやった。

「君ともそうなるかと心配したけど、そこは嬉うれしい誤算だった。付いて来てくれるどころか、油断すると僕が置いてかれそうになる」

　その評価を聞いて、炎えん髪ぱつの少女も少しだけ胸をそらす。

「任務に主体性をもって取り組むのは当然のことよ。言われるままに動いているだけでは、いつまでたっても一人前の指揮官になれないもの」

「指揮官、かぁ……。それもいいけど、いっそ君も科学者にならない？」

　藪やぶから棒にイクタが提案する。ヤトリはきょとんとして彼を見返した。

「……科学者、に？」

「そう、科学者に。僕たちと一いつ緒しよに世界中の不思議を解き明かして回るんだ。君と僕で組んで挑いどめば、きっと一生退たい屈くつしないよ」

「具体的には、何をするの？」

「何でもさ。北の新大陸に未知の生き物を探しに行ったり、東の海に沈んでいるとされる太古の遺い跡せきを調査に行ったり。この世界は数えきれないほどの謎なぞに満ちているんだ。それを放っておくことなんて出来るかい？　いいや、僕には出来ない！」

　熱を込めて語り、少年は湯の中から両腕を突き上げる。少女は眉まゆ根ねを寄せて考え込んだ。

「……なんだか、うまく想像出来ないわね」

「そう？　僕には想像出来るよ。例えば調査に入った洞どう窟くつの中で巨大な怪物に襲おそわれるだろ、僕と君は力を合わせてそいつを撃退するんだ。カチカチに硬い体には矢が通らない。でも暗いところで生きてきたやつだから光が弱点だと見抜く。光ひかり精せい霊れいの凝集光ハイビームで怯ひるませつつ、陽ひの光を浴びせるために出口までおびき寄せる！」

「どこに光精霊がいるのよ。あんたは精霊持ちじゃないし、私のパートナーは火ひ精せい霊れいよ」

「その時までに契約しておけばいいさ。他ほかにも、例えば東の海に向かう船の上で不気味な怪物に襲われるだろ。僕と君は力を合わせてそいつを追い払うんだ。船体に巻き付いてくる触しよく腕わんを君が剣でばっさばっさと切り払い、それで怯んだところにとっておきの砲ほう弾だんをぶつける。揚よう気きの爆発力を利用した砲撃の威い力りよくに、怪物はひとたまりもない！」

「どこに行っても怪物に襲われてばかりじゃない。他のパターンはないの？」

「他の？　うーん……相手が巨人とか竜りゆうとかだと、僕的にはあんまり科学的じゃない気がするんだけど……」

「襲ってくる相手のことはもういいわよ。そうじゃなくて、知らない世界に飛び込んだなら、もっと色々な発見があるはずでしょう。不思議な衣服を着た通じない言葉を話す人々だとか、見たこともない形をした建築だとか……」

　この基地を訪れて間もない頃ころを思い出しながら、ヤトリがぽつぽつと例えを並べる。それを聞いたイクタも顔を輝かせた。

「ほらやっぱり、君にだってちゃんと想像出来てるじゃないか。どう、そういうものを実際に見てみたくはない？」

　そう言われて、少女は未いまだ見ぬ光景を思い描えがこうとする。が──その寸前で自制が働き、彼女は強引に思考を打ち切った。

「……考えても意味がないわ。私が進むのは軍人の道と、最初から決まっているのだから」

「えぇーっ？　それはおかしいよ。大事なのは君がなりたいかどうかじゃないの？」

「おかしくはないのよ。鷹たかの子がまた鷹であるように、獅し子しの子がまた獅子であるように、ね。イグセムとして生まれた自分がどう在あるべきなのか、私は最初から知っている。それだけのことだもの」

　淡々とした、それでいて揺ゆるぎない口調でヤトリは言い切った。相手の言い分に対する不満の表明に、イクタは湯の中でぶくぶくと気き泡ほうを吐はく。

「……納なつ得とくいかない」

「あんたが納得する必要はないのよ」

「必要ありありだよ。君がいないと、僕は怪物に食べられちゃうかもしれないのに」

　そんなことをぼやいて、少年は拗すねたように唇くちびるを尖とがらせる。隣となりで少女がかすかに笑った。

「そうそう出くわすものなのかしら？　──体、先に洗わせてもらうわね」

　体が温まったところでヤトリは湯船から上がって、手て拭ぬぐいと石せつ鹼けんで体を洗い始める。それからもしばらく、イクタは湯船の中で押し黙だまっていたが、やがて洗い場の彼女に視線を向けて──その瞬しゆん間かんから、雷かみなりに打たれたように両目を見開いていった。

「……ヤトリ。なんていうか、君は、すごくきれいな形をしていると思う」

　高度な均整のもとに連結した骨格と筋肉、うっすらとまとった脂し肪ぼう、水滴を弾はじいて輝くすべらかな肌はだ──。それらを見て抱いだいたままの感想を、ひとかけらの修しゆう辞じも挟はさまず、少年はそのまま口にしていた。体を洗う手を止めて、炎えん髪ぱつの少女はきょとんとした顔で彼を見返す。

「……そういうことは初めて言われたわね。まだ成長期だし、体つきの女性らしさでは、ユーカおばさまの足元にも及ばないと思うのだけれど」

「そりゃもちろん、母さんは世界一きれいだけどさ。……君の印象はまた、ぜんぜん違う。頭からつま先まで余すところなく鍛きたえられているのに、こわばった感じはどこにもなくて、しなやかで力強くて。なんていうか……」

　後に続く言葉を求めて、少年は長いこと迷った。さんざん時間をかけて考え抜いた末に、ようやくひとつの喩たとえをすくい上げて、そっと口にする。

「……丁てい寧ねいに研とぎ上げられた剣けん、みたいだ。見ていると、なんだか──泣きそうになる」

「泣かれても困るわよ。ほら、あんたも湯船から上がりなさい。背中くらい流してあげるわ」

　相手の感動を知る由よしもなく、ヤトリは少年を手招きして目の前に座らせた。泡立てた手拭いで背中をこすられながら、イクタはぽつぽつと言葉を紡つむぐ。

「……知ってるかな。鉄はそれ単体だと脆もろくて、混ぜ物があることでより強きよう靭じんになる」

「何の話？」

「君の話だといいなと思ってる。僕の話でもあれば、もっといいんだけどね」

　照れたように目を伏せて、イクタはそれきり口を閉ざす。何を言わんとしているのか、ヤトリには意味を解しかねたが──彼女の戸と惑まどいをよそに、彼の中の想おもいがはっきりと形を成したのは、この時が最初だったかもしれない。







　その日の午後、基地では軍人と科学者を交えた意見交換の場が設けられた。総司令官の方針で、旭日連隊ではこの手の催もよおしがよく開かれる。ヤトリは当然のように参加を希望し、それが受け入れられると、これまた常連のイクタと並んで議論の席に着いた。

「今日きようは古戦場の考察じゃ。風ふう銃じゆう兵へいの参入初期に起こったガシュナクの戦い。この一戦を対象に、帝てい国こく軍の兵力の運用を見つめなおすこととする」

　進行役を務つとめるアナライが、カツカツと音を立てて黒板に戦場図を描かいていく。参加者たちの視線がそこに集中した。

「当時の主力兵科であった槍そう兵へいに対して、中距離からの戦せん闘とう開始時における風銃兵の優位を証明したとされる遭そう遇ぐう戦せんじゃな。帝国側の槍兵部隊千に対して、当時の敵国・ガルーム王国側の銃兵は半数の五百。地形は全長八百メートル・幅はば五十メートルの平へい坦たんな一本道。二百メートル弱の距離を開けて互いを視認し、そこから両軍同時に攻撃に移った。結果は帝国側の惨ざん敗ぱいじゃ。ガルーム側の損そん害がいが部隊全体の二割程度だったのに対して、帝国側の部隊は実に五割以上が戦死──軍事的には全ぜん滅めつと判断される損害をこうむったわけじゃが」

　数字を書き込む手を止めて、博士はかせは参加者たちに顔を向ける。

「なぜガルームの風銃兵が勝ち、帝国の槍兵が負けたか？　勝敗を引っくり返す方法はあったのか？　ひるがえって、この戦いが持つ戦史的意義は？　諸君にはそれらを論じてもらいたい」

　そう促うながされた瞬しゆん間かん、ヤトリが真っ先に手を挙げた。アナライがうなずきを返すと、彼女も立ち上がって喋しやべり出す。

「ガシュナクの戦いにおける帝国側部隊の敗北には、大きくふたつの原因があると考えています。ひとつめが風銃兵を相手取った経験の不足、ふたつめに槍兵部隊の士気の不足です」

「ふむ？」

「横おう列れつ展開した銃兵から一いつ斉せい射撃を浴びる。この経験があるとないとでは、指揮官と兵の対応はまったく違ってきます。彼らは戦列銃兵の脅きよう威いを肌はだ身みで知らなかった──当然のことながら、この点を敗因から除くわけにはいきません。

　記録によれば、この戦いで槍兵部隊の指揮を執とったのはリルギン・カデ大たい尉い。射撃を受けて二の足を踏ふむ前列の兵士たちに向かって、彼は弾の届かない最後方から突撃の命令を下し続けたと聞きます。将しよう校こうとして間違った姿勢ではありませんが、このスタンスはおそらく、劣勢の局面で矢や面おもてに立つ部下たちに士気の低下を招いたことでしょう」

「あー、それ分かるわ」「安全なところから命令だけ出されちゃサガるよな」「あんたがお先にどうぞって言いたくなるね」

　科学者たちの間から、やけに気さくな感想がこぼれた。軍人たちは同意を込めてうなずいたり、逆に「分かってない」と言いたげにかぶりを振っていたりする。その渾こん然ぜんとした雰ふん囲い気きに戸と惑まどいながらも、炎えん髪ぱつの少女は言葉を続けた。

「最前列に打って出ろとは言わないまでも、せめて戦列の半なかばまで体を張って進んでいれば、兵士たちの戦意は少なからず盛もり返したはずです。また士気の不足に関しては、このような現場での采さい配はいに留とどまらず、さらに遡さかのぼってそれ以前の実戦──あるいは兵士たちの教練課程にまで原因が求められるかもしれません。

　結論を言えば、彼らには勇気が不足していた。叩たたきつける銃弾の中を二百メートル走りぬくための勇気が足りていなかった。それを兵士たちに備えさせられなかったことが、後世の軍人としてガシュナクの戦いの敗北から見て取るべき反省点だと、私はそう考えます」

　そうまとめて、ヤトリは発言の締めくくりとした。他ほかの参加者からの反応を待っていると、彼女の予想に反して、すぐ隣となりからその声が上がる。

「僕はそれ、違うと思うな」

　少女の意見に真っ向から異を唱えて、イクタ・サンクレイが席から立ち上がる。アナライが目め配くばせで発言を促うながすと、大勢の大人おとなが居い並ならぶ中、彼は堂々と喋しやべり始めた。

「勇気が足りないから負けた──そこは事実かもしれないけど、反省点として取り上げるなら別の部分だよ。っていうのはさ、これは単純に、帝てい国こく側に風ふう銃じゆうがなかったから負けただけの話じゃないかな。不足が招いた敗北って意味じゃ変わらないけどさ」

　少年の言葉が途切れたタイミングで、ヤトリが再び手を挙げた。博士はかせの許可を得て反論する。

「待ちなさい、それは穿うがち過ぎだわ。ガシュナクの戦いは帝国の槍そう兵へい対ガルームの風銃兵という条件で始まっているのよ。古戦場の考察ということなら、その枠の中で可能だった対応を模も索さくするべきじゃないかしら？」

「それはつまり、『これだから負けた』や『こうすれば勝てた』を議論するってことだよね？　僕にはそこから異論がある。だってさ、これって負けてよかった戦いじゃないの？」

　根本的に異質な意見を示されて、少女は眉まゆ根ねを寄せた。イクタがさらに言葉を続ける。

「僕には知識が足りてないから、推測を挟はさみながら進めるよ。これが風銃兵の参入初期に起こった戦いってことは、帝国での風銃兵の導入はガルームに後おくれを取っていたと見ていいんだよね。で、この戦いでの敗北を機に、帝国内でも風銃を重要な兵装のひとつとして扱い始めたっていう経けい緯いがある。ここまでは間違いない？」

「……おそらく、その通りね。槍兵が風銃兵に敗北した象徴的な一戦として扱われている以上、それが兵装を見直す契機になったと見なすのが自然だわ」

「だとしたら、僕は逆に考えてみる。もしこの戦いに勝っちゃってたら、帝てい国こくにおける風ふう銃じゆう兵へいの導入はずいぶん遅れたんじゃないかって」

　そう主張した上で、少年は黒板に描かかれた戦場図に視線を戻した。

「ガシュナクの戦いで、リルギン大たい尉いは派手に負けた。幸いにして惨敗してくれたんだ。仮にこれが圧勝だったり辛しん勝しようだったり、あるいは──ええと……」

　うろ憶おぼえの単語が出てこないイクタに、アナライがぼそっと助け舟ぶねを出す。

「惜せき敗はい、かの」

「そう、たぶんそれ。セキハイだったりしたなら、兵装を根っこから見直すほどの契機にはならなかったはずだ。次の誰だれかが手ひどく負けるまでの間に、結果としてより多くの損そん害がいを生む結果になったかもしれない。負けるべき時期に負けてくれた、そうは言えないかな？」

　言いながら、少年が隣となりのヤトリに向き直る。彼女は迷わず首を横に振った。

「一面の事実でないとは言い切れないけど、うなずくことは決して出来ないわね。それは単なる結果論よ。およそ全すべての戦争において、敗走を装よそおった計略のようなケースを除けば、負けるべき局面というものは存在しない。これは軍事における大原則。少なくとも、いち前線指揮官の立場に過ぎなかったリルギン大尉に、勝利以外に目を向けることは許されていなかったわ」

「それはそうかもしれない。だとしても、現場指揮官のリルギン大尉ばかりを責めるべきかな？　もし彼が勇ゆう猛もうな将しようだったとしても、この戦いに勝つことで得られたのはむなしい勝利だけだった。風銃兵の本格導入という未来には決して繫つながらない、ね。その点を反省しなきゃならないとすれば、当時もっと上の立場にいた人たちじゃない？」

「上の立場って……ちょっと待ちなさい。あんた、どこまで遡さかのぼって批ひ判はんする気？」

「どこまででも。現役の帝国陸軍大たい将しようとかいうやつに、僕は毎日文句を言ってるよ」

　鼻をふくらませてイクタは言ってのけた。その不ふ遜そんな様子に、炎えん髪ぱつの少女はため息をつく。

「……下された命令の中で任務を達成する、それが全ての軍人に求められる普ふ遍へん的てきな在あり方よ。その点を無視して上官の判断ばかりを批判するのなら、怠たい慢まんとして罰ばつせられても仕方ないわ」

　ヤトリの厳しい批判に、少年はむっとして口元を曲げる。

「あいにくと、僕は科学者であって軍人じゃない。だいたい君だって縛しばられなくてもいいだろ。まだ軍人になっちゃいないし、そうなると決まったわけでもないんだから」

「決まっているわ。説明したでしょう、イグセムとして生まれるのはそういうことだと」

「イグセムなんて知らないもんね。僕はヤトリと話してるんだ」

　反論の内容が子供っぽさを増す。ヤトリもカチンときて語勢を強めた。

「だいたいあんた、軍人ってものを何だと思ってるの。前線指揮官の立場を思えば『負けてよかった』なんて言葉は死んでも出てこないはずよ。戦史における位置付けがどうなされようと、戦いの中で兵士たちが傷付き血を流したことに変わりはない。その結果が敗北であったのなら、自分の力不足を悔くやまない指揮官はどこにもいないわ」

「それが間違った姿勢だなんて言わない。でも、その誠実さの陰かげに隠かくれて、いちばん反省しなきゃならない連中が見み逃のがされるのはおかしいよ。だいたい勇気の不足ってなんなのさ。戦列の後方に留とどまり続けたリルギン大たい尉いが臆おく病びようだっていうなら、戦線の後方から勝手な命令を飛ばし続けるお偉えらいさんたちは臆病じゃないの？　どうしてそっちは責められないわけ？」

「前線指揮官と高級将しよう校こう、それぞれに求められる資質が違うことは当たり前でしょう！　あんたが非難する位の高い軍人だって、過去に下級士官として前線で働いた経歴を必ず持っているわ。そこで挙げた成果を評価されたからこそ高級将校として抜ばつ擢てきされているのよ。司令官という立場だけをもって勇気の不足を指摘するには当たらない！」

「建たて前まえはそうさ！　でも高級将校まで上り詰つめた人間は、一度そうなったら最後、そう簡かん単たんに部下へポストを譲ゆずったりしないんじゃないの？　次々に死んで入れ替わるのは位の低い士官ばっかりで、そうやって彼らの頑がん張ばりに頼たより続けた挙あげ句く、帝てい国こく軍って組織はどんどん上の無能を下が補おぎなう軍隊になっちゃうんだよ！」

　言葉を交わせば交わすほど、互いの感情がヒートアップしていく。それぞれの主張を掲げて一歩も譲らない子供たちを前に、他ほかの参加者たちは半なかば観客と化して囁ささやき合った。

「すげぇ、火花散る激げき論ろんだぜ」「わたしたち完全に置き去りよね」「とても割って入れねぇ。見てるだけで若さに焼かれるっつーか」「なんてハイスペックな子供同士の口げんかなんだ」「勝ち負けで賭かけない？　あたしヤトリちゃんに五百」「面白い、ぼくはイクタに五百いっとこう」「議論の勝敗って判定どーする。言い負かしたほうの勝ちか？」「もうどっちが先に息切れするかで賭けたほうがいいんじゃねぇの」「でなきゃ最初に嚙かんだほうが負けとか」

　科学者の面々から不ふ謹きん慎しんな提案まで出始める。もちろん当人たちはそんな雑音など耳に入らず、額ひたいをぶつける寸前まで顔を突き付け合っていた。

「組織の内情もろくに把は握あくしないで、知ったようなことを……！」

「君だって立場はそんなに変わらないくせに、悟さとったようなことばっかり……！」

　取っ組み合いのけんかに発展しそうな剣けん幕まくだったが、それでも決してそうならないのは、ふたりの矜きよう持じの現れだった。論争の最中に手を出せば、自分から負けを認めたのと同じこと。子供ながらにそう弁わきまえた上で、イクタとヤトリは互いの主張だけを全力でぶつけ合う。

「──えーと、うん。とりあえず、おれが批ひ判はんされまくってるのは分かったけど」

　その興奮の渦か中ちゆうに、のんびりとした掠かすれ声が割って入った。人々の視線が一いつ斉せいに部屋の入り口を向く。引き戸の端はしに手をかけて、バダ・サンクレイがそこに立っていた。

「アナライの爺じいさん、今日きようの講義ってそういう内容だったっけ」

「ガシュナクの戦いを題材に議論するはずじゃったんじゃがの。そのテーマから飛躍的な論ろん旨しの発展を遂とげて、なんでか今はこうなっとる」

「白々しいなぁ。流れに修正入れる気もなかったんでしょ、どうせ」

「冷静になれない部分を自覚してもらわんと、冷静な議論など出来んからの」

　しれっとした顔で言いながら、老ろう賢けん人じんは自分の立ち位置をバダに譲ゆずった。アナライに代わって教きよう壇だんに立った旭日連隊の総司令官は、机に行ぎよう儀ぎ悪く両りよう肘ひじを突き、口元でにやりと笑う。

「ポストにしがみ付く老害扱いされちゃった手前、ちょっとだけ口を挟はさもうか。主張の内容としちゃ、ヤトリちゃんにもバカ息子むすこにも理はある。ヤトリちゃんは前線指揮官の立場から戦術面の間違いを指摘して、息子は神をも恐れぬ科学者様の立場から戦略面の間違いを指摘した。いちおう補足しておくと、戦術ってのは現場での戦い方で、戦略ってのは戦争全体の進め方だね、大ざっぱに言えば。

　この主張の違いはそのまま、ふたりが持つ視点の違いでもあると言えるけど──じゃあ、どちらの視点が正しいかと言うと、これが実に悩ましいところでさぁ」

　がりがりと頭をかきむしりながら、バダは炎えん髪ぱつの少女に視線をやる。

「軍人としてのスタンスで考えるなら、正しいのは間違いなくヤトリちゃんだ。なにしろ下したっ端ぱってのはいつだって上からの命令に従って動かなくちゃならない。日常的に死の危険がある任務に就つかせるわけだから、命じる側と命じられる側の上下関係が揺ゆらぐと組織そのものが動かなくなる。上官への批ひ判はんが許されなくなるのもそういう理り屈くつ。今も昔も、軍隊ってのは極きよく端たんな縦割り構造の組織なんだね。うちのバカ息子はそういう基本が分かってないから、まったくもう鼻息の荒いこと荒いこと」

　続いて息子を眺ながめて、バダはため息混じりに肩をすくめた。少年から何か言い返される前に、彼はさっさと言葉を継いでしまう。

「でも──おれ自身が前線指揮官として走り回っていた頃ころ、いちばん苦しめられたのも、この下の者が上の者に対して何も言えないっていう軍隊組織の体質でね。

　このシステムの中だと、上が無能だった場合、下の人間が丸ごと割を食くうんだよ。しかもそれは上が間違いを認めるまで続く。たいていは現場の兵士がさんざん死んだ後だね。この点に関しちゃ息子の言う通りで、高級将しよう校こうって連中はえてして自分の間違いを認めたがらない。作戦立案には相応の責任が伴うんだけど、いかんせん成否を判断しづらいのがネックでね。せっかく修正意見が上がってきても、『そんなものはいらん。戦況はこれから盛もり返す』って突っぱねられちゃうことがザラなんだよ。……いやホント、あのアホ大たい佐さ、早めに階段で足とか踏ふみ外せばよかったのに」

　ついつい恨うらみ言が漏もれてしまう。咳せき払ばらいひとつでそれをなかったことにして、バダはなおも続けた。

「今だから言えるけど、どうやって上からの指示を無視するか、その言い訳づくりに明け暮れたような戦争も少なくなかった。これが本当に面倒でさぁ、正直叫びたかったよ、もういいから黙だまって現場に全部任せろって。だっていうのに、おかしな命令ってのは来る時は来るもんでねぇ。三日分しか糧りよう食しよくの備び蓄ちくがない状況で要よう害がいをひと月守れ、なお補給の予定はない、とか……なにそれ、土？　土食えっていうの？　馬ば鹿かなの？　死ぬの？」

　その言い回しに、軍人たちから苦み混じりの失笑がこぼれた。過去に強しいられた苦く闘とうをつぶさに思い返しながら、バダは深くため息をつく。

「上の無茶振りに応こたえ続けるのが下したっ端ぱの仕事、と言ってしまえばそれまでだ。でも、おれはそんな立場が心底イヤだったし、自分の部下に同じ思いをさせたくもなかった。だから自分の連隊を持ってからは好き勝手にやるって決めたんだ。この場を設けているのもそれが理由さ。──ほら、一目見て分かると思うけど、清すが々すがしいくらい節操のない面子メンツだろ？」

　室内に居い並ならぶ面々を示してバダが言う。その言葉に違たがわず、この場の軍人たちの顔ぶれは、下士官から高級将しよう校こうまで分け隔へだてのないものだった。軍人ですらない白衣の科学者たちまで堂々と顔を連ねている。旭日連隊の在あり方を象徴するような光景がそこにあった。

「これはね、軍議じゃなくて意見交換会。あらゆる立場の人間に、その立ち位置から忌き憚たんなく意見を聞かせてもらうための場なんだ。だからヤトリちゃんの意見も息子むすこの意見も同じようにあっていい。議論のマナーさえ守れるなら、上官への批ひ判はんもこの場でだけは解禁だ」

　そう言ってバダは笑う。すぐには納なつ得とくしきれず、炎えん髪ぱつの少女は声を上げる。

「……そんな越権を許して、本当に軍隊組織が成り立つのですか？」

「マイナス面がないわけじゃないけど、今日きようまでは成り立ってきた。なんで、明日あしたから先も頑がん張ばって続けていこうと思う。それがおれの望む『風通しのいい』軍隊の在り方ってわけ」

　気負いを感じさせない口調でまとめてから、バダは口角をさらにつり上げた。

「でもまぁ──こんな大人おとなの口出しで矛ほこを収めるには、ヤトリちゃんも息子も若すぎるってもんだろうから」

　黒い瞳ひとみでふたりの子供を正面から見つめて、彼はおもむろに言い放つ。

「勝負しなさい、ふたりとも。遠えん慮りよはいらない。何にだって白黒つけなきゃ気が済まないのは、愛すべき若者の性さがだ」







「ふたりが論じていたのは、現場指揮官と司令官の職務遂すい行こう能力に関する問題──ひとまとめに言えば部下の使い方だ。その実態を知るには、自分で集団を運用してみるのがいちばんいい」

　意見交換会の場からイクタとヤトリを連れて外に出ると、そんな風に前置きして、バダは広場に兵を集め始めた。事前に根回しがあったと見えて、あっという間に頭数が揃そろってしまう。

「というわけで、きみたちには一個大隊を貸し出そう。今後の『任務』は彼らを使って達成するように」

　隊列を組んでずらりと並んだ六百人を前に、ふたりの子供は呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。数秒経たって我に返ったヤトリが、やや焦あせり気味に口を開く。

「これは……いくらなんでも、連隊の運営にとってご迷めい惑わくなのでは？」

「兵員にはちゃんと予備人員から希望者を募ったから、そういうことは気にしなくてよろしい。それにね、子供の求めに全力で応こたえてあげるのが大人おとなの甲斐かい性しようってものだよ」

　バダがあっさりと言ってのける。炎えん髪ぱつの少女は難しい面おも持もちで考え込んだ。

「……今の時点で、私に運用経験があるのは歩兵小隊までですが」

「うそぉ、イグセムではそこまで実地で学ばせてるの？　……ま、だとしても今回に関して言えば、用意したおもちゃの大きさではおれが一歩勝まさったわけか。ふふふ、今度ソルに自じ慢まんしよう」

　悪童じみた笑い声を上げる父親に、そこで息子むすこが問いを投げた。

「六百人ってことは、僕とヤトリで三百人ずつ分けて指揮するの？」

「いや、そうじゃない。さっきも言ったけど、ふたりが知るべきなのは現場指揮官と司令官、それぞれの立場で求められる能力とその違いについてだからね。この六百人を指揮するに当たっては、ふたつの役職を任務ごとに交代で受け持ってもらう」

「今日きようの任務は僕が司令官、明日あしたの任務はヤトリが司令官、みたいな感じ？」

「その通り。ただし一日で終わる任務とは限らないから、同じ役職を数日に亘わたって受け持ってもらうこともある。もちろん機会は平等に回すけどね」

　説明を聞いた少年が思案気にうなった。彼に続いてヤトリが質問する。

「司令官の役割は、課された任務の達成に向けた作戦立案・部隊編成・兵へい站たんの整備などと見て間違いないでしょうか」

「おおむねそうだけど、あんまり肩かた肘ひじ張らなくていいよ。地味ぃで面倒なルーチン部分はこっちで引き受けるからさ。基地での生活に関しては今まで通りで、ふたりに実質的な指揮が任されるのは、任務開始後の拠きよ点てん出発から帰き還かんまでの間と考えてくれればいい」

「立てた作戦通りに部隊を出発させた後、司令官役のほうはそのまま基地で待ってるの？　それってちょっと退たい屈くつじゃない？」

「そうは問とん屋やが卸おろさない。現場には司令官役もちゃんと付いていってもらう。ただし、部隊運用の権限を現場指揮官役へ完全に委ゆだねた上でね。つまり──目の前で何が起ころうと、それに対しての手出し口出しは一切許されないってこと」

　それを聞いた途と端たん、イクタとヤトリは同時に押し黙だまった。ふたりの心情を見抜いたバダがにやにやと笑う。

「お、ふたりとも想像したな？　そう──立てた作戦の良いところ悪いところ、自分の命令がもたらした結果を、きみたちは余すところなく特等席で見届けることになるわけだよ。現場で間違いに気付いても後の祭り、ブーたれる兵どもを見ながら身を縮めている以外にないってわけ。六百もの人間が自分の責任で泣いたり笑ったりする。これはキくぞー」

　挑発的に言ってのけてから、彼はふたりの子供の顔を順番に覗のぞき込んだ。

「あれれ、もしかして怖気おじけづいた？　ここまで来て怯ひるんじゃった？　だったらやめとく？」

　小こ馬ば鹿かにするように笑うバダの顔を、イクタとヤトリが両目に力を込めてにらみ返す。

「そんなわけ──」「──ないでしょう！」

　息の合った返答を満足げに受け止めて、バダは一度大きくうなずいた。

「それでこそ若者だ。ではさっそく最初の任務を与えるとしよう。──覚かく悟ごはいいかな？」







　この時を境に、イクタとヤトリの間で、長い勝負の日々が幕まくを開けた。

　出だしから容易ではなかった。両者ともに、最初のうちは毎日どころか毎時間、下手へたをすれば毎分のように問題に突き当たった。まず、作戦とは予定通りに進まないものだという事実をふたりは知った。進軍の速度は天てん候こうひとつで左右されて、半日の遅れを回復しようと兵士に無理をさせれば、その分の疲れが何日にも亘わたって尾を引いた。

「あれれ？　たしか今回って、二十キロ先まで行って帰って来ただけだよね？　なのにどうして、こんなに兵たちが疲れているのかなぁ」

　初日の終わり、帰き還かんした兵士たちが肩を上下させている姿を眺ながめて、バダはにやにや笑いながらそう言った。司令官として進軍プランを考えたイクタも、現場指揮官として直接指揮を執とったヤトリも、共にうつむいて奥歯を嚙かみしめている。

「……僕のプランに無理があったんだ。地形の変化や高低差をろくに考えずに、ほとんど距離だけで必要な時間を見積もっちゃった。道が細くなるといちいち隊列を組み替えなきゃならなくて、そのための浪ろう費ひも思った以上だったし……」

「いえ、私の指揮能力が不足していました。地形が変わった時の対応に時間をかけ過ぎて、そのロスの積み重ねが日程全体を圧迫してしまった。……集中豪ごう雨うによる地面のぬかるみ、視界の悪化も予想以上でした。途中、悪天候の中を道に迷ったことで、兵士たちの疲労は心身ともに倍増したでしょう」

「ふーん。じゃ、次はそうならないようにしないとね」

　両方の説明を聞き終えても、バダはとぼけた顔でそう言っただけだった。特にアドバイスもないまま次の任務をふたりに与えて──そうして迎むかえた翌日の夜、基地へ帰り着いた一個大隊を前に、バダはきょとんと首をかしげる。

「えーと、帰還が予定よりすっごく遅れた上に、なんか兵士たちの腹の虫が大合唱してるんだけど……これは？」

　失敗点の開かい帳ちようを促うながす彼の問いに、イクタとヤトリは歯を食くいしばりながら答えた。

「……途中の渡と河が点てんが、昨日きのうの大雨で増水してて。そこを渡る時に、水に浸つかった糧りよう食しよくの半分以上がダメになっちゃって……」

「……迂う回かい路ろには、近きん隣りんの橋を指定してあったのですが。その実行の判断基準を、私の計画書では『増水によって渡河不能と見られる場合』と定めてあり……。現実には『腰こしまで浸かれば渡れなくもない』状況だったので、指揮官のイクタとしては渡河を強行せざるを得ず……」

「ははぁ。それで糧りよう食しよくをびしょ濡ぬれにした挙あげ句く、兵たちにろくな飯めしを食わせてやれなかったって？　──あっはっは！　ダメダメだなぁ、ふたりとも」

　バダの言葉がふたりの胸にぐっさりと突き刺さる。黙だまっていることに耐えられず、少年と少女は同時に口を開いた。

「ヤトリの計画は悪くない！　渡と河がの前に僕のほうで気を利きかせて、背はい囊のうの中の糧食をいちばん上に積み直させればよかったんだ！」

「イクタの指揮に責任はありません！　元はといえば、渡河に伴う損そん害がいに糧食のことを含めて考えなかった私の落ち度です！」

　責任の所在を巡って、両者の言い分が見事に対立した。その事態に一いつ瞬しゆんぽかんとした後、ふたりは血相を変えて互いをにらみつける。

「僕が悪いって言ってるじゃないか！　ヤトリは黙っててよ！」

「あんたこそ黙ってなさい！　私の反省点にまで出しゃばらないで！」

　自分が悪いと主張してどちらも譲ゆずらない。そんなふたりの争いの様子に、バダはこらえ切れず噴ふき出した。

「あっはっはっは！　──なぁ、息子むすこ。自分の立場に自負があると、こういう時に相手を責めるのは難しいもんだろ」

「…………っ」

「なぁ、ヤトリちゃん。君はまっすぐだから、他ほかの誰だれよりも、司令官としての自分の落ち度を責めずにはいられないんだよな」

「…………ッ」

「まったく……気高い子供たちだ、本当に。でも、だからって反省点を自分だけで独占しちゃいけないな。それはふたりにとって共通の財産なんだから、きちんと等分に分け合わなくちゃ」

　子供たちの肩にぽんと手を置いて、旭日連隊の総司令官は穏おだやかな声で言い含める。

「相手の失敗は明日あすの我が身。そのことをよくよく踏ふまえて、次の任務に挑いどみなさい」

　イクタとヤトリが再び押し黙る。彼らの背後に回ったバダが、その背中を手で押した。

「っていうか──ふたりとも、まずは風ふ呂ろ。妻が用意してるから、早く入っちゃって」







　湯気の立ちこめる風呂場の中。ふたり並んで肩までお湯に浸つかって、少年と少女は長いこと黙っていた。

「……昨日きのう、今日きようときて、互いの役割が一巡したわけだけど」

「……そうね。とりあえず、反省点を整理しましょうか」

　互いに異存はなかった。二度の失敗の原因を求めて、ふたりは意見を交わし始める。

「まず司令官側から。私とあんたに共通して言えるのは、現場が見えていないってこと」

「悔くやしいけど同感。計画を立てる段階では隙すきがないように考えてるつもりなのに、いざ実じつ践せんとなると穴だらけなのが分かっちゃうんだ。昨日きのう一日の間に、顔から火が出そうな場面が何度もあったよ」

「そうね。でも正直、私たちの経験不足を思えば、計画に穴が残ることについてはどうしようもない面もある。進軍中に陥おちいる苦境を予想しようにも、遭あったことも聞いたこともない状況を想定することは出来ないもの」

「だよね……。じゃあ結局、計画そのものの精度は、これから少しずつ上げていくしかないのかな」

　湯の中で膝ひざを抱かかえつつ、イクタはそう結論する。話が行き詰づまったことを感じ取ると、彼は素早く目先を変えた。

「もう一方の、現場指揮官側についてはどう思う？」

「経験不足に悩まされている点では同じね。隊列の組み方ひとつ取っても、下士官のアドバイスがなければ苦しいような有あり様さまなのだし」

「うん、それはその通り。でも──この役割に関して言えばさ。僕にしろ君にしろ、本当はもう少し上手うまくやれたんじゃないかと思うんだ」

　ヤトリが視線で意図を尋たずねると、少年もすぐに言葉を継いだ。

「君も気付いてるだろ？　今日きようと昨日──どっちの任務でも色んな場面で、司令官役の立てた予定が行動の足かせになっていたってことは」

「行動計画に不備が多いということなら、それはさっきの話に戻るんじゃないかしら」

「いや、そうじゃないんだ。なんていうか、プランが穴だらけなのはもう仕方ないとして……その穴をよけるための裁さい量りようまで、計画のほうに縛しばられていなかったかな、って」

　そこで一いつ旦たん言葉を切って、イクタは思案気に天井を見上げる。

「例えば昨日の任務だと、僕が設定したルートとタイムスケジュールに従わされたせいで、君はすごく動きづらかったと思うんだ。僕は地図上の最短経路を選んだつもりだったけど、実際には細い道や高低差の激はげしい坂道がたくさん含まれていた。あれじゃむしろ時間と手間のかかるルートを指定してしまったと思ってる。そこは君も途中で気付いただろ？」

「……そうね。地図と目の前の地形を見比べながら、指定されたルートよりも適切な道のりがあったかもしれない──何度かそう考えたことは否定しないわ」

「だよね。それは今日の僕にしても同じでさ。計画の縛りさえなければ、あの渡と河が地点は素直に迂う回かいしたかった」

「……ええ。あの時は私も、口出し出来ないことが悔しかったわ。確かに腰こしまで浸つかれば渡れたけれど、流れもかなり速かったから、思わぬ事故が起こることも考えられた。糧りよう食しよくのことを抜きにしても、大事を取って迂回しておくべきところだったのよ」

　そこまでの意見が一いつ致ちを見たところで、ふと両者が同じ結論に至った。彼らは顔を見合わせる。

「そうさ。要するに……昨日きのうと今日きよう、両方のケースについて言えるのは」

「現場指揮官には正しい判断が出来たかもしれない、ということね」

　ふぅ、と同時に息を吐つく。長いこと湯に浸つかっていたせいで、ふたりとも思考がぼんやりしてきた頃ころ合あいだった。完全にのぼせる前に湯船から上がると、彼らはそれぞれ体を洗い始める。

「司令官役は、計画の穴を埋うめようとするよりも……むしろプラン全体の制約を緩ゆるめたほうがいいのかしら」

「僕もそう思う。完かん璧ぺきなプランが有あり得ないんだったら、いっそ現場指揮官に任せちゃったほうがいい。『状況に応じて現場で判断』──計画書にはこの指示をもっと増やすべきなんだ」

「それは怠たい慢まん……と言いたいところだけれど、たぶん正解ね。ただでさえ計画者として実力不足なのに、現場の人間から工く夫ふうの余地まで削けずってしまっては、それこそ本末転倒だもの」

　桶おけに汲くんだお湯を互いの体に浴びせて、イクタとヤトリは間近で見つめ合う。

「計画の穴は埋めきれない。だとしても、穴がありそうな局面には目星がつくでしょうから」

「その穴埋めを現場の判断に任せられるよう、計画書には、あえて余裕を残しておけばいい」

　方針が決まった瞬しゆん間かん、ふたりの口元に、にやりと不敵な笑みが浮かんだ。







　反省の甲斐かいあって、それから二日の間、イクタとヤトリは課せられた行軍任務を大きな失敗なく果たした。計画書で指示すべき部分と、現場の判断に任せるべき部分──まだ荒削りではあったが、このバランスを考え始めたことが吉きちと出ていた。

「──なるほど。どうやら、当初のダメダメ状態からは脱出したらしい」

　帰き還かん後もじゅうぶんに体力を残している兵士たちの姿を眺ながめて、バダはふたりの進歩をそこに認めた。それでも相変わらずのふてぶてしさで、彼は子供たちの前に立ちふさがる。

「そういうことなら、こっちも遠えん慮りよなく任務をレベルアップさせていくとしよう。ふふふ、ガキんちょどもに付いて来られるかなー？」

　その宣言通り、ふたりの能力向上に比例して、課される任務も日増しに難易度を高めていった。意地悪さを増していった、と言い換えてもいい。

　ある任務では、片道にして一日の距離にある森まで、櫓やぐらの建築に使う木材の調達のためにイクタたちを向かわせた。後日に控ひかえた工期に間に合うように取ってこいという時間制限付きだ。この時はヤトリが司令官、イクタが現場指揮官のポジションで、目的地への到着までは何事もなく運んだのだが──問題は、伐ばつ採さい作業の開始直後から現れた。

「イクタの坊ぼう……いや、隊長殿どの！　この木はどうにも厄やつ介かいだぞ！」

　斧おのを振るう兵士たち間で、口々に苦戦の呻うめき声が漏もれていた。刃が思うように木き肌はだへ食くい込んでいかないのだ。ハッとしたイクタが自ら斧を手に試してみたところで、その原因は明らかになった。

「この木、繊せん維いがみっしり詰つまっていて、すごく硬い……！　これじゃ切り倒すまでに、予定よりずっと時間がかかっちゃう！」

　バダから調達を命じられたのは、イスノキと呼ばれる堅かた木ぎの一種だった。硬度と密度の高さで知られる品種なのだが、建材として優すぐれる反面、伐ばつ採さいにも加工にも結構な手間がかかる。

「しかも重いし……。これを運ぶとなると、帰り道の速度あしにも響ひびくだろうなぁ」

　考えれば考えるほど、予定通りの帰き還かんを果たすことは難しくなる見込みだった。プランの修正を迫られたイクタは、その場で計画書の内容を思い返して、やや離れた位置から作業を見守るヤトリにちらりと目め配くばせする。

「……木を伐採・運うん搬ぱんする時の采さい配はいは現場指揮官に一任、だったね。工く夫ふうさせてもらうよ！」

　そう決めたイクタは、その瞬しゆん間かんから休ませていた兵士たちを交代要員として駆かり出し、斧おのを振るう手が疲労のせいで止まらないように努めさせた。それでどうにか日没までに木材の切り出しを終えると、三十分の小休止を挟はさんで慌あわただしく帰路に就ついた。

「本当にいいのか、坊ぼう主ず。今のお前の先導じゃ、夜道を無理に進んでも迷うぞ」

「道が分からなくなるぎりぎりまで進んで、そこで野営するんだ。夜明けを待って出発するよりも距離が稼かせげると思う。木材が重くて速度あしが上がらないから、どうしても無理をさせることになっちゃうけど……」

　速度の不足を夜間の強行軍で補おぎなって、兵士たちはひたすら足を進めた。が──そこまで無理をしてもなお、翌日には進行の大おお幅はばな遅れが明らかになり、イクタは頭をかきむしった。

「ああもう、ダメだ、これじゃ絶対に予定時刻には着かない！　もう遅刻を覚かく悟ごでいくしかないのかなぁ……！」

　悔くやしさに地じ団だん駄だを踏ふんでいた彼だが、ふと視線を感じて背後を振り向く。

「ヤトリ……」

　紅くれないの瞳ひとみが、じっと少年を見ていた。状況に対して一切の手出し口出しを許されない立場で、それでも焦あせりや苛いら立だちを見せることなく、ヤトリシノ・イグセムは凜りん然ぜんと佇たたずんでいる。

　諦あきらめないで、まだ手はある──彼女の視線がそう告げている気がして、イクタはとっさに懐ふところから計画書を引っ張り出した。

「……何か忘れていないっけ、何か……」

　進軍の順路、日程、目的──現状の打開策を求めて、計画書に記されている内容をひとつずつ確認しなおす。すると、紙面の中ほどまで文章を辿たどったところで、以前は気にも留とめなかった一文が目を引いた。

　──調達した木材の用途：基地の外周に三基新設する櫓やぐらのための建材。作戦完了予定時刻と同時に着工し、工期五日間で全基完成の予定。作戦の日程は指定された工期から逆算したもの。

「……櫓の建設」

　そう小さくつぶやいた直後、イクタの頭にひとつの発想が浮かんだ。







「──おやぁ？」

　その日の夕方、帰き還かん予定時刻とほぼ同時に帰り着いたイクタたちを、旭日連隊の司令長官はわざとらしい困こん惑わくの表情で出で迎むかえた。

「調達してきた木材はこれっぽっちなの？　この倍は要求したはずだけど」

　二十台余りの台車に載せられた丸太を指さして、バダは遠えん慮りよなくけちをつける。その挑発を真っ向から受け止めて、黒髪の少年が前に進み出た。

「……途中の集落で、半数はデポしてきた。全部運んだら重すぎて、とても今日きよう中じゆうになんて帰れなかったから」

「だから半分だけ持ってきたって？　判断は分からなくもないけど、それじゃいいとこ五十点だな。この量の建材じゃ三基の櫓やぐらはとても造れない。これからまた取りに行くにしても、工期は確実に延びちゃうよ」

　辛からい評価が突きつけられる。それでも怯ひるむことなく、イクタはまっすぐに父親を見返した。

「もちろん取りには行く。でも工期は延ばさないで済むよ、親父おやじ」

「うん？　どゆこと？」

「ここにある分の建材で、今すぐ着工しちゃえばいいんだ。残りの木材の到着を待たずにさ。三基同時に基き礎そ部分から造り始めれば、もう半分が届くまでの間に時間のロスはないはずだよ。もちろん僕たちも、ここにある建材が使い切られる前に残りを持ってくる」

　バダはむむっと唸うなって息子むすこを眺ながめた。少年も声に力を込めて説明を続ける。

「今回の任務で、親父は最初に工期を示しただけだった。だから、それに間に合わせられる範はん囲いで作戦の日程を決める権限はヤトリにある。ほら、ちゃんと計画書の備考にも書いてあるよ──『部下と自身の身の安全、及び工期の順守を目的とする場合に限って、現場指揮官には作戦計画からの逸いつ脱だつを許可する』ってね」

　鞄かばんから取り出した書類を見せつけつつ、少年は不敵に鼻を鳴らした。

「……っていうかさ。突っ込ませてもらうと、切り出したばっかりの生なま木きを建材には使わないでしょ。任務を難しくしたかったのは分かるけど、今回の設定はちょっとリアリティに欠けるよ、親父」

　追い打ちにそう言われて、しばらく考え込んだ末に、バダは苦笑して肩をすくめた。

「……一本取られた、ことにしといてやるか。どうも計画立案の段階から、ヤトリちゃんには先の展開を読まれていたようだし」

　黒い瞳ひとみがちらりと少女のほうを向く。ヤトリは微笑ほほえんで首を横に振った。

「そんなことはありません。ただ、台車の破は損そんや紛ふん失しつなど、全すべての木材を一度に運べなくなるパターンはいくつか考えられました。ひとつひとつのケースを想定していてはきりがないので、司令官の私としては、現場の判断でなるべく多くの状況に対応出来るように計画を立てたまでのことです」

「ご賢けん察さつ。それにしても、まさか工事のやり方までふたりに意見されるとは思わなかったな。……でも、その提案をしりぞける理由も見当たらない。なにしろ理に適かなってるからね。下から上への建設的な意見具ぐ申しんは、他ほかの軍隊でならともかく、旭日連隊ウチではアリだ。アリアリだ」

　それを聞くなり、イクタとヤトリは互いの右手を打ち合わせる。その様子を笑って眺ながめつつ、バダは再び口を開いた。

「さて、一本取られたところで、そろそろ訊きいてもいい頃ころかな。──どうだい、ふたりとも。司令官の立場と現場指揮官の立場。両方を交代で経験してみた今、総合的にはどっちが勝っていたと思う？」

　問われたふたりが顔を見合わせる。当初の目的は、だいぶ前に彼らの意識から外れていた。

「言われてみると、これって勝負だったわね」「僕たちが自分で評価するの？」

「そりゃそうだ。ふたりが納なつ得とくしなけりゃ意味がないんだから」

　そう促うながして、バダは真顔で腕を組む。何秒か見つめ合った後、子供たちは順番に答えた。

「……じゃあ、そうさせてもらうけど。正直、勝ち負けなんて争えるレベルじゃなかったよ。下士官に頼たよらないと何も出来なかったし」

「互いの失敗を突き付け合って吟ぎん味みして、どうにか部隊運用の体てい裁さいを整えていました。あの中で競い合っているような余裕は、とても」

　異口同音にそう答える。積み重ねた失敗の数を思い出して、少年と少女は同時に苦笑した。

「──だと思った。それはね、おれも同じ」

　子供たちの回答に口元を緩ゆるめて、バダはふたりの背後に並ぶ兵士たちに目をやる。

「部下に頼らないと司令官なんてやってられないし、司令官が能無しじゃ部下はやってられない。そこまで分かれば上出来。要するにさ、現場でも後方でも、自分ひとりで戦争してると思ってるバカがいると始末が悪いってこと」

　大切な教訓が伝わったことを喜びながら、帝てい国こく軍きっての名めい将しようは西日を背負って微笑ほほえむ。

「覚えておきなさい。戦争ってのはね、軍師とか猛もう将しようとか天才とかがやるもんじゃなくて、みんなでやるもんなんだ」







　先日の任務完了を区切りとして、ふたりが任務に明け暮れる日々はひとまず終わりを告げた。が、その間に他のことが出来なかった反動で、今度は基地のほうぼうから引っ張りだこにされ始めた。彼らが退たい屈くつを感じる暇ひまはまるでない。

　この日もまた、バジンとナズナを始めとする科学者たちの誘さそいに応じて、イクタとヤトリは近場の環かん境きよう調査に出かけていた。年齢も性別もまちまちの七人組が、荷物を背負わせた馬と並んで荒野を進んでいく。

「……なんか、久しぶりだね。ぞろぞろ兵士を連れないで歩くのって」

「そうね……。あれだけやった後だと、さすがに背中が軽く感じるわ」

　自分たちを取り巻く環境のギャップに、ふたりは軽い戸と惑まどいを覚えていた。その違和感を修正しようと、科学者たちも率そつ先せんして話しかける。

「ふたりが毎日のように任務ばっかりで、こっちは少し寂さびしかったよ」

「そうね。イクタもヤトリちゃんも急に付き合いが悪くなるんだもの。もう飽あきられたかと思っちゃった」

「心配をかけてすみません」「だから、ぜんぶ親父おやじが悪いんだって」

　そうこう話しているうちに、七人は調査の基点となる観測所へ到達した。観測所とはいっても、見晴らしのいい丘おかの上に設けられているだけの粗そ末まつな小屋だ。摩ま耗もうした藁わらぶき屋根、薄うす手での板を張り合わせただけの壁かべ──どこを見ても簡かん素そ極まりないもので、七人が横になる程度のスペースは辛かろうじてあるが、それ以外は雨風を凌しのげるかどうかも怪しいレベルだった。

　とはいえ、彼らもそれを見越して野営道具を準備してある。もとより二泊三日の調査なので、泊まる場所にこだわる必要はあまりない。最初に扉とびらの建てつけを確認した上で、彼らは次々と荷物を運び込み始めた。──が、

「……あれ？　測量道具がないわね。ねぇバジン、まだ外に荷物って残ってる？」

　背はい囊のうの中身をチェックしながらナズナが尋たずねる。その後ろで水を飲んで一休みしていたバジンが、一いつ瞬しゆんおいて「え？」と顔をこわばらせた。

「……今回の調査って、地形周りもやるんだっけ？」

「当たり前でしょ、最初に言ったじゃない。──ってことはあんた、まさか！」

　女科学者の顔が急速に険しくなる。その追及から逃のがれられないことを悟さとると、バジンはおそるおそる彼女に向き直り、

「き、基地に忘れてきちゃった。──てへっ」

　無用なアクションを付け加えたばかりに、同どう僚りようの手による五十センチ定じよう規ぎの一撃を、頭部に思いきり受ける羽は目めになった。







「──あーあ。バジン兄にいのおかげで丸一日、手持ち無ぶ沙さ汰たになっちゃったなぁ」

　格こう子し窓まどから外を眺ながめつつ、ため息混じりにイクタがぼやく。小屋の中には彼とヤトリ、火ひ精せい霊れいシアと、それに科学者たちが残していった光・水の精霊が二体いるだけ。他ほかの面々は全員、重い荷物だけを置いて基地へとんぼ帰りしてしまった。「すぐに帰ってくるから留守るす番ばんしてて」──ふたりの子供にそう言い残して。

「今回の主な目的は動植物の生態調査なんでしょう？　私たちだけで先にやっておけることはないの？」

「ないこともないけどね、先に観察を始めていればいいわけだから。──ただ、ほら。周りを見れば分かるように」

　気乗りしない声で話しつつ、イクタは窓の外に広がる光景を目で示す。草木のまばらな荒野が広がっているばかりで、生命の気配はどこにも薄うすい。

「ここのところ日照り続きでさ。今回の調査は、この辺りの動植物が『どれだけ減っているか』の確認が主なんだよね。干からびた葉っぱを一枚一枚数えるような作業が多くて、僕としてはあんまりアガらないっていうか」

「気の進まない仕事なら、なおさら早いうちに済ませたほうがいいじゃない。──さ、外に行くわよ。調査する生き物の種類は把は握あくしてるんでしょう？　私にも教えなさい」

「えー」

　ヤトリの行動力に衰おとろえはない。彼女に引っ張られて、仕方なくイクタも小屋の外に出ていく。

「待った、待った。調査に出るのはいいけど、その前に今夜の分の薪まき割わりを済ませておこうよ。さんざん歩き回った後に斧おのを振り回すのもイヤでしょ」

「それもそうね。薪はどこにあるの？」

「ここの裏手に積んであったはず。僕が先に行って準備しておくから、君は斧を持ってきてよ。小屋の中に入ってすぐ右側の壁かべに掛かってるから」

　そう伝えた上で少女と一いつ旦たん別れて、イクタはその足で小屋の裏手に向かった。建物を回り込むと、そこに積んである薪がすぐに目に入る。が、作業台となる切り株が見当たらない。

「あれ、ここに切り株があったと思ったんだけどな？」

　きょろきょろと辺りを見回しながら歩いていると、ふいにつま先が硬いものにぶつかる。地面を見下ろせば、砂に埋うもれた切り株の輪りん郭かくが一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「なんだ、埋まっちゃってたのか。……掘り出さないと使いにくいな、これ」

　手足を使って切り株の周りから砂をよけていく。その作業を続けていると、ふいに後ろから砂地を踏ふみしめる音がした。ごく自然にヤトリが来たものと考えて、少年は口を開く。

「ちょっと待って、切り株が埋まっちゃっててさ。もうすぐ──」

　切り株の前にしゃがんだまま、イクタは後ろに顔を向け──そして、同じ高さで目が合った。口こう腔こうに長く鋭い牙きばを覗のぞかせる、全身を灰色の体毛に包まれた四し足そく獣じゆうと。

「──掘り出せるん、だけど」







「いくらなんでも錆さびすぎでしょう、これ」

　赤茶けた錆さびに覆おおわれた手斧の刃を眺ながめつつ、ヤトリはため息をついた。

「薪まき割わり専用だって刃物は刃物なんだから、少しは手入れをしないと……。ここ、砥と石いしは置いてないのかしら？」

　斧おのを床ゆかに置き、ヤトリはごそごそと周囲を確認する。無む駄だに物の多い小屋だし、砥石のひとつぐらいはどこかにあるのでは──彼女がそう考えていたところに、小屋の裏手から声が響ひびいた。

「オオカミだ！」

　聞こえた瞬しゆん間かん、少女は間かん髪はつ入れずに立ち上がって小屋を飛び出していった。右手にはしっかりと斧を握にぎっている。単なる冗じよう談だんの類たぐいでないことは、声に帯びた緊きん張ちようから明らかだった。

　駆かけ足で小屋の裏手に回ると、顔をこわばらせたイクタの正面で、一頭のオオカミが激はげしく唸うなっていた。少女が息を吞のむ。後ろ脚あしの筋肉に見て取れる力みは、獲え物ものに飛び掛かる寸前のそれだ。

「シッ！」

　とっさの判断で、ヤトリは右手の斧を投げつける。彼女の奇き襲しゆうにオオカミが慌あわてて飛び退のき、その意識が逸それた隙すきを突いてイクタが離脱した。そのままふたりは全速力で小屋の表に駆け戻り、滑すべり込むようにして開けっ放しの扉とびらに飛び込む。

「はぁっ、はぁっ……！　び、びっくりしたぁ」

　扉を閉じて鍵かぎをかけながら、イクタは荒れた呼吸を整えようとする。その間にヤトリは格こう子し窓まどに駆け寄り、そこから油断なく外の様子をうかがった。

「この辺りにオオカミが出るとは知らなかったわね」

「僕だって聞いたことない。だってここ、基地から歩いて半日の場所だよ」

　窓に目をやりながら少年は言った。その瞬間、外を見ていたヤトリが表情を険しくする。

「……やっぱり、か。相手が相手だから、一頭だけの可能性は低いと思っていたけど」

　不ふ吉きつな言い回しを聞いて立ち上がり、イクタは少女の隣となりから外の様子をうかがった。そして息を吞む。──二、三、四頭。窓から見える範はん囲いだけで、実に四頭ものオオカミが小屋の周りをうろついているのだ。

「これは──ちょっと、まずいことになったかも」

　口元を引きつらせて少年がつぶやく。その隣で、少女も口元をきつく引き結んだ。







　二時間と少し。ふたりが小屋に立てこもってから、すでにそれだけの時が経たとうとしていた。だというのに、彼らを取り囲むオオカミの群れは一向に去っていく気配がない。

「そう簡かん単たんに諦あきらめてくれそうにはないわね」

　窓まど際ぎわに立ったヤトリがつぶやく。緊急事態を見て取って、その腰こしにはすでに二刀が差してあった。彼女の心構えはとっくに臨りん戦せん態勢だったが、イクタのほうは今ひとつ腑ふに落ちない顔でいる。

「……おかしいなぁ。オオカミは本来、積極的に人を襲おそう動物じゃないはずなんだ。人間の気配がする場所には基本近寄って来ないし、たまに襲しゆう撃げきが起こるのだって、こっちから縄なわ張ばりを侵おかした時ぐらいなんだけど……」

「どの個体も瘦やせているように見えるわ。ここしばらく日照りが続いているし、飢うえのあまり獲え物ものを求めて人里に……といったところかしら」

　見える範はん囲いの情報からそう推測して、ヤトリは少年に顔を向ける。

「とにかく、向こうが去ってくれない以上、対策を考える必要があるでしょうね。この小屋はお世せ辞じにも造りが頑がん丈じようとは言えないから、脆もろい部分が破られてしまうことも有あり得る。それに、このまま立てこもり続けたとしても……」

「……うん、分かってる。それだと明日あした、ここに戻ってくるバジン兄にいたちが危ない」

　今までで最大の危機感を込めてイクタが言った。ヤトリも硬い表情でうなずく。

「バジン兄たちは五人。対してオオカミのほうは、これまでに確認出来た個体が六頭。数の上でもオオカミのほうが多い。このまま明日まで粘ねばられたなら、新しく現れた人間を獲物とみなすかもしれない」

「オオカミの狩かりでは時に、同じ獲物を何日も追い続けると聞くわ。明日までには諦あきらめて去ってくれる──なんて楽観は捨ててかかるべきね」

　少女の帯びる気配が鋭さを増す。そんな彼女をじっと見つめて、イクタは真剣に尋たずねた。

「ヤトリ。いちおう訊きくけど、今までにオオカミと戦ったことは？」

「ないわね。父とう様さまは多くの武芸者を家に招いてくれたけれど、さすがに獣けものは含まれなかった。相手が一頭ならどうにか出来る自信はあるけれど、今回は少なくとも六頭……それに」

　窓の外に視線を戻しつつ、ヤトリは言葉を続ける。

「オオカミたちの中に、ひときわ大きい個体がいるのよ。たぶん群れのリーダーだと思うのだけれど──あの一頭は、他ほかと毛色が違うわ。ベテランの戦士のような落ち着きと風格がある。戦えば手て強ごわいでしょう」

　戦士の目から為なされた敵戦力の分ぶん析せきに、けれどイクタは軽く笑ってみせる。

「……ちょっと安心したかも。今から外に出て一頭残らず斬きり伏せてくるとか、君、本気で言い出しかねなかったから」

「そこまでの自信はないわ。期待を裏切って悪いわね」

「だから安心したんだって。僕にも出番があるってことだろ？」

　軽い口調でそう言うと、雑然とした部屋の中を、少年は改めて見回し始めた。

「こっちの武器は……まず君の二刀と、小屋に置いてあった狩しゆ猟りよう用ようのボウガンが一丁ちよう──軍用じゃないから短たん槍そうはなしだね──それ用の矢が十七本。他には建物の補修用の木材と、使い方次第で役に立ちそうな日用品が色々、ってとこかな」

　所持している物資の種類と数量を把は握あくし、そこから出来ることと出来ないことを簡かん単たんに想像した上で、イクタは炎えん髪ぱつの少女に向き直る。

「『小屋を包囲するオオカミ全頭の撃退』。これを今回の任務として、僕と君でその遂すい行こうに当たりたいと思う。目的はバジン兄にいたちの安全確保。ここと基地の往復にかかる時間から逆算して、期限は明日あしたの朝九時。ここまでに異論はある？」

　その方針を少年から提示してきたことに驚おどろきつつも、ヤトリは迷わず首を横に振る。

「──ないわ。作戦を立てるとしましょう」







　内臓を引き絞るような空腹感に苛さいなまれながら、獣けものたちは小屋を取り囲んでいた。

　群れには緊きん張ちようがあった。一見してヒトの領域と分かる場所に長なが居いするのは、本来なら彼らにとっても得策ではない。恐れ知らずの若い個体はともかく、リーダーを務つとめる年長のオスに限れば、ヒトという生き物の脅きよう威いをじゅうぶんに知っていた。──牙きばも爪つめも持たず、それでいて、あらゆる手段で自分たちを狩かり立てる狡こう猾かつな相手だということを。

　鉄の筒から飛び出す鉛なまり弾だまに撃ち殺された兄、毒どく餌えさを食くらって兄弟もろとも息絶えた母。思い返せば全身の毛が逆立つような記き憶おくの数々は、同時に彼という獣を今日きようまで生かしてきた知恵にも繫つながる。ヒトやヒトの囲っている獣に手を出してはならない、さもなくば後で手痛いしっぺ返しを食らうことになる──他ほかでもない彼自身が、群れの仲間に厳しく守らせてきた戒いましめだ。

　しかし──だ。相手がどれほど恐ろしい生き物でも、他に食うものがない状態ではやむを得ない。

　長きに亘わたる日照りは、ここ一帯の土地で、彼らの獲え物ものとなる草食動物の数を激げき減げんさせていた。雨が降らなければ草木は枯れていき、それを食って生きる動物たちも当然のように飢うえていく。食物連れん鎖さの上位に位置するオオカミたちも、その因果からは決して逃のがれられない。五日前に獲とった一匹のウサギが、彼らの口にした最後の食事だった。

　どうにかしなければならなかった。群れのリーダーに求められる最低条件は、仲間を飢えさせないことだ。

　他の群れとの衝しよう突とつさえ覚かく悟ごして、彼らは広い縄なわ張ばりのさらに外へ赴おもむいた。それでも満足な成果が得られないと知ると、禁を破って人里近くまで足を運んだ。先頭を行く一頭がヒトの子供と出くわしたのは、そんな矢先だ。

　すぐに獲物を仕し留とめられず、小屋の中に逃げ込まれる結果になったが、それは責められない。オオカミの狩りとは元来、慎しん重ちようの上に慎重を期すもの。単体の獲物を群れの全員で狩り立てるスタイルが彼らの常道だ。そこに求められるのはチームワークに基づく確実な戦果であって、一頭きりで敵に立ち向かう蛮ばん勇ゆうではない。

　ぎしぎしと牙を擦こすり合わせつつ、リーダーは考えていた。──殻からに閉じこもった獲物を、自分たちはどうやって狩かり出すべきか？

　相手はヒトの子供が二匹。漏もれ聞こえてくる物音から察するに、小屋の中に年長の個体が隠かくれているということはない。しかし、一度の遭そう遇ぐうを経て、獲え物ものはこちらに強く警けい戒かいしている。

　このまま取り囲んでいても、成果が挙がるようには思えない。そう結論したリーダーは、血気に逸はやる仲間たちを吠ほえ声で諫いさめて、自分を含めた全頭を小屋の周りから下がらせた。どう攻めるにせよ、まずは相手の油断を待つ一手だった。







　やがて夜が訪れた。周辺の起伏や岩いわ陰かげに潜ひそみ、小屋の様子をうかがう獣けものたちの視線の先で、ふいに灯あかりが点ともる。リーダーは知っていた──それはヒトと共に行動する小さな生き物が放つ光だと。

　ヒトは自分たちほど夜よ目めが利きかない。その代わりに、あの小さな生き物が灯りを用意する。ほかにも、火とかいう恐ろしいものを焚たくこともある。暗くら闇やみを利して攻め込むつもりなら、そのことを忘れるわけにはいかない。

　警戒を強めるリーダーの視界で、その時、小屋の一角から白い灯りが漏れ出した。

　────ッ！

　一いつ斉せいに立ち上がりかける仲間たちを鋭い一いち瞥べつで制し、彼らの興奮を抑えながら、リーダーは粘ねばり強く不動を保つ。──ようやく獲物が隙すきを見せたかもしれないのに、ここで焦あせっては全すべてが台無しだ。

　扉とびらが開いた。それは事実としても、問題はここからだ。獲物は外に出てくるだろうか？　こちらが諦あきらめて去ったと見ればそうなるかもしれない。だとすれば、小屋から離れたところを全員で襲おそって仕し留とめられる。

　あるいは、今はまだ扉の隙間から様子をうかがっている段階かもしれない。小屋に設けられている窓は小さく、あの分だと、屋内からは限定された視界でしか外を眺ながめることが出来そうにない。それでは安全確認がじゅうぶんではないと考えて、薄うすく開けた扉のほうから視界を確保しているのかもしれない。

　いずれにせよ、獲物の警戒は未いまだに色いろ濃こい。今はまだ待ちの一手だ──彼がそう判断しかけた瞬しゆん間かん、目に飛び込んでくる灯りが一気に眩まぶしさを増した。

　────ッ!?

　リーダーの予想に反して、小屋の扉が全開になったのだ。しかもそのまま閉じる気配がない。仲間たちの間にざわめきが広がり、ややあって、彼らの視線が一斉にリーダーへ向けられた。──これは絶好のチャンスではないのか、と。

　そんな仲間たちとは反対に、リーダーは状況の不ふ審しんさを疑っていた。誘さそい込まれているようにしか思えなかったからだ。しかし、若い仲間たちにそれを理解させるのは難しかった。ヒトの狡こう猾かつさを肌はだ身みで知っているのは、この群れの中で彼とその妻だけだ。

　お預けを食くらい続けた仲間たちの我が慢まんにも、そろそろ限界が近付いていた。闇やみの中に血走った目がぎらぎらと輝く。食うや食わずやの日々が長く続いたことで、彼らの理性は確実にすり減っている。

　目の前のチャンスを座して見送るほどの冷静さを、今の仲間たちに求めるのは難しい──そう結論したリーダーは、やむなくリスクを吞のみ込む決断を下した。







「──気配が近付いて来たわ」

　臨りん戦せん態勢に入った小屋の中、扉とびらに向かってすぐ左側の壁かべを背に、ヤトリが小声で警告した。反対の右側にしゃがみ込んだイクタも、それを聞いて緊きん張ちようの面おも持もちでうなずく。

「足を速めた。──来るわよ！」

　疾しつ走そうの勢いのまま、一いち番ばん槍やりのオオカミが屋内に駆かけ込んでくる。が、扉の内側に作られたバリケードがその侵しん入にゆうを阻はばんだ。出鼻をくじかれた一頭が障害を前に足を止める。

「ぃしょっ！」

　その瞬しゆん間かん、イクタがタイミングを見計らって手元のロープを引いた。途と端たんに即そく席せきの吊り上げスネア罠トラツプが発動し、引き絞られたロープの輪が後ろ脚あしを拘こう束そく。たちまち一頭が宙吊づりになる。

「寄ってきたやつを撃て、ヤトリ！」「了解！」

　罠わなにかかった仲間を助けようと駆けつけた別の個体に、ヤトリが容よう赦しやなくボウガンの矢を射掛けていく。苦痛の吠ほえ声が闇の中に響ひびき渡り、二頭がその被ひ害がいに遭あったところで、警けい戒かいを強めたオオカミたちは正面から近付いて来なくなった。最初の波が引いたことを見て取って、炎えん髪ぱつの少女が戦果を報告する。

「二頭に一発ずつ命中！　ただし致ち命めい部位ではないわ！」

「リーダーの個体は!?　そこから姿が見える!?」

「確認出来る範はん囲いに三頭いるけど、見たところリーダーの姿は──」

　ヤトリの報告の途中で、ふいに小屋の裏手の壁が激はげしく軋きしみを上げた。ふたりが血相を変えてそちらを振り向く。

「あっちの壁を破りに来てる！」「まさか、こっちは陽動ってわけ!?」

　一いつ旦たん持ち場を離れて、イクタは攻撃を受けている裏手の壁のほうに向かう。ヤトリもそれに続こうとしたが、身をひるがえしかけた瞬間、ふと気配を感じて扉のほうを再び注視した。

「────」

　父に学んだ暗視法を駆く使しして、闇の奥に目を凝こらす。すると──わずかな月明かりの下もと、小屋より十メートルほど離れた位置から、ひときわ大きなオオカミが走り出すのが見て取れた。最大の体格を誇ほこる群れのリーダーだ。

「──ッ!?　それが本命──！」

　扉とびらの手前まで一息に走り抜けると、先行していた仲間の背中を踏ふみ台に、リーダーはその場で跳ちよう躍やくした。直前の一いつ瞬しゆん、その襲しゆう撃げきがバリケードの高さを上回ることを予期して、ヤトリの踵かかとが内開きの扉を蹴けり戻す。刹せつ那なの英断だった。閉じた扉に阻はばまれる形で、リーダーの侵しん入にゆうは辛かろうじて食くい止められた。

「危ないところ……！　イクタ、そっちの壁かべは大だい丈じよう夫ぶ!?」

「応急処置だけど、突とつ貫かんで補強してるよ！　思った以上にガタが来てるなぁ、この小屋……！」

　金かな槌づちを振るいながら少年が叫ぶ。それを聞いたヤトリが正面に視線を戻すと、ふいに閉じた扉の向こうから重い足音が響ひびいた。宙吊づりの一頭が縛いましめから逃のがれたらしい。彼女が扉を蹴った時に吊り上げ罠スネアトラツプの基点が巻き添ぞえを受けて壊れたので、この結果だけは仕方がなかった。

　ややあって、小屋の外に長い吠ほえ声が響き渡る。それを境に、彼らを押し包む獣けものたちの圧力が薄うすれていった。

「気配が遠ざかっていく……。ひとまず撤てつ退たいするようね」

　窓から外をうかがいつつヤトリが言う。最初の山を越えたと知ると、ふたりは大きく息を吐ついた。──時間にしてわずか数分。だというのに、想像をはるかに超えて濃のう密みつな戦いだった。







　やはり罠わなだった。矢傷を負った二頭の姿を眺ながめて、群れのリーダーは牙きばを軋きしませた。

　リスクを承知で襲撃に及んだ以上、彼とて反撃を受けることは覚かく悟ごしていた。だが、そのやり口が予想を超えて周到だった。扉の内側にもうひとつ壁を用意し、立ち止まった個体を罠で吊るし上げた上で、それを助けようとする仲間を狙ねらって射掛ける──一連の流れを思い返すたびに、ヒトという生き物の狡こう猾かつさを、彼は改めて思い知らされる。

　だが惜おしくもあったのだ、と彼は思う。扉と反対側の壁に獲え物ものの注意を引き付けて、その隙すきに自分自身が正面から突っ込んでいく──あの策はあと一歩で実っていた。助走を始める瞬間まで、小屋の中の二匹は自分の狙ねらいに気付いていなかったのだから。

　だが走り出した瞬間、二匹のヒトのうち、赤髪のほうが素早く反応した。彼が仲間を踏み台に飛び込んでいくことまで一目で読み切って、迷わず扉を蹴って閉じたのだ。ヒトがあんな風に敏びん捷しように動けるものだと、彼は思ってもみなかった。のろまを狡猾さで補おぎなっている生き物──それが人間に対する彼の認識だったから。

　獲物は予想よりも手て強ごわい。事ここに至っては、彼もその事実を認めないわけにはいかない。その認識は同時に厳しい決断を彼に迫った。この標的にこだわらず、諦あきらめて他ほかの獲物を探すべきだろうか、と。

　背中を射掛けられた仲間のうち、傷の浅かった一頭は幸運にも矢を抜き取ることが出来た。が、もう一頭には深く刺さったままだ。あるいは死ぬまで抜けないかもしれない、彼の兄がそうだったように。でなくとも、傷がはらわたまで達していれば、もはや先は長くない。

　仮にあの獲え物ものを仕し留とめられたとしても、その時には今以上の犠ぎ牲せいを出している可能性がある。なら、ここは諦あきらめて別の獲物を探すほうが賢けん明めいか──と、リーダーの思考が安全策に傾きかけた、その時。

　──ひゃん。

　弱々しい鳴き声が耳を打ち。全身に冷水を浴びせられた思いで、彼は背後を振り向いた。

　彼より二回り小さな一頭と、それよりもずっと小さな一頭が、そこに並んでいた。妻と子だ。共にこれ以上ないくらいに瘦やせこけて、胴体にくっきりと浮いたあばらの輪りん郭かくが痛々しい。

　子育てを終えたばかりの妻と、乳離れが済んだばかりの息子むすこ。何を差し置いても守らなければならない家族に、いま自分は極限の飢うえを強しいているのだ──その事実を思い出した瞬しゆん間かん、彼は一頭のオスとして焼かれるような苦しさを覚えた。

　頼たよりない足取りで寄ってきた息子が、父の前まえ脚あしへ、甘えるように鼻先を押し付けてきた。その顔を優やさしく舐なめてやりながら、彼はついさっきの自分が下そうとした決断を激はげしく否定する。

　今の群れの中で、彼の血を受け継ぐ子供はこの子だけだ。ほかの子供たちは皆、大人おとなになる前に死ぬか、さもなければ独り立ちして別の群れを率ひきいるようになった。妻の老いを考えれば、この子が彼にとって最後の息子になることは間違いない。

　生かさなければならない。さもなければ群れの中で血が絶える。自分亡なき後に群れを率いる者が、自分と妻の子孫ではなくなってしまう。その結末だけは受け入れられない。それは彼にとって生しよう涯がいの大半を否定されるに等しいのだ。

　ふと視線を感じて、彼は妻に顔を向ける。そして見つけた──彼女の瞳ひとみに、同じ想おもいが宿っていることを。

　二頭が共有した意志は群れの全員に伝わり、彼ら自身の運命を決めた。







「あれで諦めてくれると思う？」

　破は損そんしたバリケードの補修に金かな槌づちを振るいつつ、イクタは隣となりの相手にそう訊きいた。

「こちらに戦う準備があること、手を出せばただでは済まないことは、さっきの一戦で相手に伝わったはずよ。後は……オオカミたちの性格と、あちらの飢えの程度で決まるでしょうね」

　同じ作業を続けながらヤトリが答えた。少年は鼻を鳴らして木材に釘くぎを打ち込む。

「貴官のエイダンを期待する、ってやつかな。群れのリーダーはすごく賢かしこい個体みたいだったけど」

「だからこそ油断ならないのよ。あれでも諦めないとしたら、次はどんな手を打ってくるか──」

　警けい戒かいを込めて少女がそう口にした瞬間、広いとは言えない室内に、ふたり分の腹の虫が盛せい大だいに鳴り響ひびいた。

「……そういえば、昼から何も食べていなかったわね」

「ごはんにしよう。あっちに合わせてお腹なかを空すかせることはないよ」

　うなずき合うと、ふたりは荷物の中から食べ物を取り出す。香こう辛しん料りようの効いた焼き肉を薄うす焼やきパンでくるんでかじりつきながら、ふとイクタは思い付いたことを口にした。

「……この小屋にも備び蓄ちくはあるし。食料には余裕があるんだよね、こっちには」

「次の罠わなで利用を考えてみる？」

「それもそうだけど……なんか、少しもどかしくてさ。僕らの分を除いても、オオカミたちが飢うえを凌しのぐ分くらいはあるのになぁって」

　足元に並んだ食料を見下ろして、少年は言う。ヤトリは迷わず首を横に振った。

「……分け与えたところで、かえって調子づかせるだけだと思うわ。この小屋の中に、私たち以外にも食べ物があることを確信させてしまうもの」

「うん、もちろん分かってる。でもさ──言葉の通じる相手だったら話し合いが出来たんだ。無む駄だな血を流さずに、互いにとって幸せな落としどころを探れたのに」

「同感だけれど、野生動物にそれを求めるのは無理な話ね。大体、相手が言葉の通じる人間だったとしたら、それはそれでまずかったわよ。風ふう銃じゆうや火で攻められたら吞のん気きに立てこもってもいられなかった。早々に打って出る覚かく悟ごを決めることになったんじゃないかしら」

　あくまでも冷静に、炎えん髪ぱつの少女は現実を語る。イクタも納なつ得とくしてうなずいた。

「それもそうだね。……結局、知恵があろうとなかろうと、飢えに追い詰つめられた動物の取る行動は同じってことかな」

「人間同士の戦争ですら、互いの弾が尽きて矢が尽きて、それからようやく言葉が交わされる。この順番は決して逆にならないと、いつか父とう様さまが言っていたわ」

　その言葉を重く受け止めつつ、少年はそっと顔を上げて窓の外を見る。

「この戦いも、オオカミたちの牙きばが折れるまで続くのかな」

「ほかに終わりがあるとすれば、私たちが力尽きた時だけね」

　竹を割るようにヤトリは答えた。それを聞いた途と端たん、イクタは手に持った食事にかぶりつき、口いっぱいの肉とパンを力強く咀そ嚼しやくして吞のみ込む。ごくりと盛せい大だいに喉のどが鳴った。

「そればっかりはごめんだ。──しょうがない、あいつらの牙を折ろう」







　東の空が白み始めた午前五時過ぎ。獣けものたちの視線の先で、小屋の灯あかりがふっと消えて──それと同時に、正面の扉とびらが軋きしみを上げて開いた。

　仲間たちと目め配くばせを交わすと、リーダーは地面に伏せていた体を起こす。何も考えずに突っ込もうとする者は、さすがにもういない。前回の失敗から得た教訓を肝きもに銘めいじて、幼い一頭だけを残し、彼らは全周から忍しのび足で小屋に近付いていく。

　小さな生き物の発する灯あかりがなくなったことで、窓や壁かべの隙すき間まからは中の様子がまったく窺うかがえなくなっていた。開いた扉とびらを通して遠くから覗のぞき込んでも、ただ真っ黒な暗くら闇やみがあるばかり。姿を隠かくし通せるぎりぎりの距離で足を止めて、オオカミたちは耳を澄すませるが、それでも物音ひとつ聞こえてこなかった。

　無論、二匹のヒトが眠っているなどとは誰だれも考えない。暗闇と静せい寂じやくが下りたことで、その中から漂ただよう危険の臭においはむしろ濃のう密みつさを増している。

　全身の毛がざわめくのを感じながらも、リーダーはやがて意を決して、仲間たちと共に小屋の包囲を狭せばめていった。

　正面の扉には二頭を残して、別の二頭を小屋の裏手に回し、リーダー自身は妻と共に両方のペアが見渡せる位置に留とどまる。戦力を分けて用いるやり方は前回と同じ。彼にはその方法で多くの狩かりを成し遂とげてきたという自負がある。

　一頭でも中に侵しん入にゆう出来れば自分たちの勝ちなのだと、リーダーはそう考えていた。ヒトの道具──弓矢や鉄の筒は、彼の経験上、離れた距離から使われた時にこそ脅きよう威いとなる。こちらの牙きばが届く間合いなら恐れることはない。第一撃で足首を嚙かみ砕いて引き倒し、第二撃で柔らかい首くび筋すじに牙を突き立てて、それで事は済む。まして今回の獲え物ものはヒトの子供なのだ。

　あるいは、自分たちが侵入を果たした時点で、怯おびえた獲物は小屋の外に逃げ出すかもしれない。それならそれで構わない。広い大地こそ自分たちの本来のフィールドだ。遮しや蔽へい物ぶつのない場所で一いつ斉せいに襲おそい掛かれば、足の遅い二匹の獲物を仕し留とめるのに時間はかからない。

　勝利への道筋を思い描えがくリーダーの視界で、続く瞬しゆん間かん、仲間の額ひたいに矢が突き立った。

　────ッ！

　最初に犠ぎ牲せいとなったのは、小屋の裏手に回った二頭のうちの一方だった。体重を支えていた四よん脚きやくが力を失い、瘦やせた体がぐったりと地面に崩くずれ落ちる。

　仲間が息絶える光景を目まの当たりにした途と端たん、極限の空腹すらリーダーの意識からは消し飛んだ。彼は腹の底から咆ほう哮こうし──人と獣けものの決戦は、ここに最後の火ぶたを切って落とした。







「──頭に命中。一頭仕留めたわ！」

「了解。残り五頭！」

　真っ暗な小屋の中に、緊きん張ちようを帯びたふたりの声が響ひびき渡る。壁に穿うがった小さな穴を通して、ヤトリの放ったボウガンの一撃がオオカミを仕留めていた。

　夜明けと同時に光ひかり精せい霊れいの周照灯ランタンを消したことで、屋内と屋外の明暗は夜の間と逆転している。オオカミたちには小屋の中が見えないが、イクタとヤトリには外の様子がよく分かるのだ。覗き窓から敵を狙ねらい撃つには絶好の条件だった。

「もう一頭が壁かべ際ぎわまで寄ってきたわ。こっちは次弾を装そう塡てん中ちゆう、正面の二頭はどう!?」

「扉とびらのほうには寄って来ない！　背中に矢の刺さったやつが、いま壁に向かって走って……うわっ！」

　どしん、と小屋全体が衝しよう撃げきで揺ゆれた。尻しりもちをついたイクタが慌あわてて立ち上がる。

「壁に突進してきた！　強引に突き破るつもりだ！」

　状況を報告しながらも、少年は慌てず覗のぞき穴から様子を窺うかがう。すると──予想通り、大量の釣つり針ばりが付いた糸でがんじがらめになって、突っ込んできたオオカミは壁際で動きが取れずにいた。自由を失った獣けものの口から苦しげな呻うめき声が上がる。

　壁の薄うすい部分が狙ねらわれることを読んで、彼が夜のうちに仕掛けておいた罠わなだ。成果を見届けて鼻を鳴らすと、イクタは錆さびたナイフと棒を組み合わせた武器──急造の槍やりを手に取った。

「当然、読み筋だけどさ……！」

　覗き穴から槍を突っ込んで、半ば手探りでオオカミの胴体を狙って刃先を突き込む。何回も空から振ぶりしたが、繰くり返すこと十数回目で手て応ごたえを得た。痙けい攣れんする肉の感かん触しよくが握にぎりしめた柄え越ごしにも伝わり、つんざくような吠ほえ声が壁を突き抜けてくる。

「……んっく……！」

　発作的にこみ上げた吐はき気を、イクタはどうにか吞のみ込んでこらえた。……鶏にわとりや羊ひつじの屠と殺さつなら基地で何度も見たし、自分で挑戦したこともある。が、それとはまったく別の体験だった。

「……軍人になったら……君は、こんなことばかりしなきゃならないの？」

　背後の少女に向けて、少年は思わず口にしてしまった。生活のために行われる殺しと、殺し合いの中で為なされる殺害──ふたつの性質の違いをまざまざと思い知らされていた。

「二射目、外したわ！　矢は残り九本！　──いま何か言った!?」

「……何でもない！　こっちも一頭仕し留とめた、残り四頭だよ！」

　思考を乱す感傷を振り切って、イクタは急造の槍を握る手に力を込めた。オオカミの胴体を貫つらぬいた刃先が地面に突き刺さり、そのまま深々と土に埋うまっていく。さらには手元の柄を近くの柱とロープで結んで固定すると、哀あわれな一頭は串くし刺ざしのまま死を待つばかりになった。







　二頭目が罠にかかった姿を目にした直後、リーダーもまた妻と共に駆かけ出していた。

　被ひ害がいの激はげしさを見るに見かねて、仲間を助けに向かった──のではない。獲え物ものの意識が正面と裏手に引き付けられたことを見て取って、その隙すきを突くために走ったのだ。彼らだけが離れた位置に待機していたのはそのためだった。

　先行した妻が、辿たどり着いた小屋の壁に前まえ脚あしから押しかかる。だがリーダーは止まらない。彼女の背中を踏ふみ台にして、昨夜と同じように渾こん身しんの跳ちよう躍やくに及んだ。

　長年連れ添そった妻との連れん携けいが、前回にも増して跳躍の飛距離・高度を押し上げる。一いつ瞬しゆんの滞たい空くうを経て、伸ばした前まえ脚あしの爪つめが手掛かりを得た。それを頼たのみに這はい上がると、リーダーの全身は見事に小屋の屋根の上へ立っていた。

　軽かる業わざの成功にほっとする間もなく、すぐさま彼は粗そ末まつな藁わら葺ぶき屋根の上を動き始める。傷みの激はげしい場所に目をつけて、朽くちかけた藁束の隙すき間まに鼻先を突っ込んでいった。──昨夜の戦いの最中、扉とびらの隙間から小屋の天井を見上げた一いつ瞬しゆんに、彼は気付いていた。どの壁かべにも増して、この建物は天井がいちばん脆もろいのだと。

　藁の中にねじり込んでいった鼻先が、ふと抵てい抗こうを失い──その刹せつ那な、リーダーの背せ筋すじを悪お寒かんが駆かけ上る。彼が反射的に体を引くのと、さっきまで頭を突っ込んでいた部分から鏃やじりが飛び出してくるのは、タイミングにしてほとんど同時だった。







「屋根に乗られたわ！　頭上に警けい戒かい！」

　天井にボウガンを向けたままヤトリが警告する。机の上の光ひかり精せい霊れいに周照灯ランタンを点つけ直させつつ、視界が戻った小屋の中で、イクタは今度こそ驚おどろきに目を剝むいた。

「噓うそでしょ!?　動物が跳とび乗れるような高さじゃないよ！」

「おそらく群れのリーダーのしわざよ、昨夜も軽業じみた真似まねをしていたわ！　──イクタ、ボウガンこれを持ちなさい！」

　押し付けるようにしてボウガンを預けると、ヤトリは腰こしに差した二刀に手をかけた。イクタが大急ぎで弦つるを巻き上げる間も、炎えん髪ぱつの少女はじっと天井をにらみつける。

「乗り込んでくる──！」

　分ぶ厚あつい藁を押しのけて顔を出し、続く瞬間、巨きよ軀くのオオカミが小屋の中に躍り込んだ。着地を待たずにイクタへ襲おそいかかる。

「シィッ──！」

　すかさずヤトリが少年を引き倒し、襲いかかった牙きばから紙かみ一ひと重えで逃のがれさせる。そこで瞬時に腰の二刀を抜いて、唸うなりを上げるオオカミと真っ向から対たい峙じした。

「早く起きなさい。でも下手へたに動かないで。私の背中を離れたら……たぶん、死ぬわよ」

「……うん、分かってる」







　赤髪の少女と間近に対峙した瞬間、リーダーは直感した。──こいつは強い。ヒトのくせに牙を持っている。

　その評価は、相手が両手に握にぎったサーベルとマンゴーシュを指してのものではない。より本質的な部分、小さな体に秘められた底知れない実力を見て取ってのものだ。

　迂う闊かつに仕掛けては返り討ちに遭あう。武という概がい念ねんを持たない獣けものでありながら、彼はその事実を疑わなかった。彼にそう確信させるほど、目の前の少女にはおよそ隙すきというものがない。

　場所が狭い屋内であることも、彼にとって不利に働く。こうした強敵は素早い動きで翻ほん弄ろうしてから攻め込むのが手て堅がたい攻略法だが、この限られたスペースでは満足に走り回れない。下手へたに動いても足を詰つまらせるだけだ。それでは逆に隙を晒さらすことになってしまう。

　下手に仕掛けられないのは少女も同じのようで、じりじりと立ち位置を変えつつも、戦況はにらみ合いの局面で止まっている。が、だからといってリーダーは焦あせらない。時間を味方に付けているのは自分だと知っているからだ。

　小屋の正面と裏側の壁かべから、木材を嚙かみ割る音がべきべきと響ひびいてくる。生き残った仲間たちが屋内への侵しん入にゆうを試みているのだ。

　二匹のヒトをここに釘くぎ付づけにしている以上、そう時を待たずして彼らの目的は叶かなうだろう。決着を目前に、リーダーは胸中で誓ちかっていた──八つ裂きにしてやる。お前たちの血と肉でしか、湯気の立つはらわたでしか、この飢うえと悲しみを癒いやすことは出来ないのだ。

　仲間が飛び込んでくる瞬しゆん間かんを今か今かと待っていた、そんな彼の視界の端はしで──少女の背後にいた少年が、頭上から垂れ下がっていた一本のロープを引いた。

　────ッ!?

　途と端たんに、天井から梁はりが一本落ちてきた。リーダーは寸前で飛び退すさって直撃を避けたが、二匹のヒトもその隙を突いて走り出す。

　彼らが向かった先には、壁沿いに大きな机が横倒しになっていた。その側面と上部に板が張ってある。こうした事態に備えた緊きん急きゆう避難所だった。たったひとつ設けられた小さな入り口に二匹が飛び込むと、すかさず内側からフタが閉められてしまう。

　一拍遅れてリーダーも走り寄るが、中からつっかえ棒でもしてあるのか、そう簡かん単たんにはこじ開けられそうにない。獲え物もののしぶとさに呆あきれつつも、彼は冷静に一歩引いて、仲間たちとの合流を待つことにした。







「……じゅ、準備しといてよかった」

　手狭な暗くら闇やみの中、動どう悸きの治まらない胸に手を当てながら、イクタはそうつぶやいた。

「動物にここまで追い詰められるなんて……。あのリーダーのオオカミ、もしかしたら話が通じるんじゃないかな。そのくらいは賢かしこいよ間違いなく。博士はかせがサンプルに欲しがるかも」

「あんた、余裕がなくなってくると口数が増えるのね」

「そういうのは冷静に指摘しないで欲しい。泣いちゃうよ僕」

「まぁ、気持ちは分かるわよ。正直私も怖いもの」

　ため息混じりに本心を吐と露ろして、少女は手元に置かれた板の感かん触しよくを指でなぞる。

「残りの策はひとつきり。……ここで失敗すれば、さすがに後がないわね」

「やることはシンプルだけど、それだけに勇気がいるなぁ……」

「遺い書しよを書くなら今のうちよ？」

「書きたくてもペンがないよ、おまけに紙もない。っていうか僕死なないし。万一死んでも母さんのところに化けて出るから遺書いらないし」

「なんでちょっと弱気なのよ。あと最後さりげなく非科学じゃないの」

「僕と母さんの生死を超えた科学的な絆きずなには疑う余地がない。以上、証明終わり」

　開き直った少年の言い分に、ヤトリはくすりと笑みをこぼし──それを境に、胸の内で鋼はがねのような覚かく悟ごを固めた。

「……安心しなさい。私の命に代えても、あんたは絶対に生きて帰すわ。これでもイグセムの末まつ裔えいよ。刺し違える覚悟なら、オオカミの四頭くらい何とかしてみせる」

　国家の守しゆ護ご者しやたるイグセムの家系に生を受けた者として、彼女は揺ゆるぎなくそう告げた。が、それを聞いたイクタのほうは、かつてないほどに顔をしかめて少女を見返す。

「──なにそれ。特攻ってやつ？　そんなの作戦にないよ」

「最後の最後、それ以外にどうしようもなくなった時の話よ。ふたりとも死ぬよりは、ひとりでも生き延びるほうがいい。その程度の理り屈くつはあんたなら分かるでしょう？」

　たしなめるような口調でヤトリは語る。それでいよいよカチンときて、少年は感情のままに声を荒げた。

「──違う！　ふたりとも無事に帰るのが目標で、それ以外の結果はぜんぶ同じように最悪だ！　そんな簡かん単たんなことも分からないの!?　だったら君はばかだ！　ばかの中の大ばかだ！　このばかヤトリ！　ばーかばーかばーか！」

「なっ──ばかはあんたでしょう！　被ひ害がいを最小で済ませるためには、時に厳しい判断が必要な場合だってあるじゃない！」

「はん！　いざとなったら自分ひとりが捨て身で何とかすればいいなんてね、そんなのは厳しい判断じゃなくて安易な判断って言うんですー！　っていうか勝手に僕の保護者を気取らないでよね！　君だって同い年のくせにさ！」

「あんたこそ駄だ々だをこねているだけでしょう！　これまでの任務から何を学んだのよ！」

「そんなの決まってるじゃないか！　僕が親父おやじの任務から学んだのは、たったひとつ──」

　狭い闇やみの中、手探りで少女の両肩をつかんで、イクタは続く言葉に全ぜん霊れいを込めた。

「──僕と君で一いつ緒しよにやれば、どんな状況も何とかなるってことじゃないか！」

　その力強さに、炎えん髪ぱつの少女はとっさに言葉を失った。肩をつかむ手の力をゆるめず、少年はなおも強硬に言い募る。

「約束して、ヤトリ。どんなに追い詰つめられても君ひとりで戦おうとしないって。僕たちはふたりしかいないんだよ。生きて帰りたければ戦力の分散なんて有あり得ない」

「…………」

「正直、オオカミたちは手ごわい。ひとりとひとりで挑いどんでもきっと勝てない。だから、ふたりでひとつのものになって挑むんだ。右手と左手のように、右足と左足のように、右脳と左脳のように。──僕たちは別々の生き物じゃなく、同じ意志の下もとに動く一いつ対ついの器官になろう」

　そう言って、自分と相手の手を重ねる。その繫つながりの大切さを訴うつたえるように。

「だから、片方を犠ぎ牲せいに片方が生き延びる、なんてことは絶対に有あり得ない。分かってくれるよね」

　反論を思いつくことが、ヤトリには出来なかった。

　気が付けば、彼女もまた望んでしまっていた──そう在りたいと。彼の言葉を信じて戦い、共に勝利をつかみたいと。そんな風に思ってしまった時点で、炎えん髪ぱつの少女はもう、少年の示した可能性に乗っていたのだ。

「……そこまで言うからには、結果を出せるんでしょうね」

「当然さ。君はどんな時でも、僕という左手の存在を前提に動いてくれればいい」

　確信を胸にイクタはうなずく。その声の心地よさに、ヤトリはほぅと息をつく。

「……保ほ護ご者しやを気取ったことは謝るわ。思えば最初から、私とあんたは対等の間あいだ柄がらだった」

　生まれて初めてのね──と小声で言い添そえて、目の前の少年に応こたえるように、炎髪の少女は口角を不敵につり上げる。

「私が右手だというなら、左手には釣つり合った動きをしてもらうわよ」

「任しといて。こっちが利きき腕だと思ってくれても構わない」

　互いの顔は見えずとも、どんな表情をしているかは手に取るように分かっていた。全すべての弱気が拭ぬぐい去られた心境で、ヤトリシノ・イグセムは数分前とは別の覚かく悟ごを固める。

「だったら両利きね。──確かに、それなら負ける気がしないわ」







　裏手の壁かべが破れると、外にいたオオカミたちは次々と小屋の中に乗り込んでいった。

　初めは獲え物ものの姿がないことに困こん惑わくした彼らだが、リーダーが目の前の箱に追い込んでいることを知った途と端たんに安心して、すぐさま室内の物色に走った。食料の匂においを嗅かぎつけたところから漁あさって回り、やがて干し肉の貯蔵に辿たどり着くと、揃そろって歓かん喜きの咆ほう哮こうを上げる。

　本能のまま肉にかぶりつこうとした彼らだが、リーダーが鋭く吠ほえてその不注意を戒いましめる。──きちんと臭においを確かめてから食くえ！　そう警告されて、若い仲間たちは慌あわてて鼻先を肉にくっつけた。臭いで食べ物とそれ以外を区別するのは彼らの本能だが、人間の用いる毒が分かりやすい悪あく臭しゆうを放っているとは限らない。それを踏ふまえた上で、彼は仲間たちに厳重な注意を促うながしたのだった。

　注意して嗅いでも、妙な臭いはしない──仲間たちが視線でそう伝えてくると、リーダーもようやく許可を出す。途端、オオカミたちは我先にと乾いた肉にかぶりついた。思うまま腹を満たしていく彼らを背中に、けれどリーダーは生なま唾つばを飲み込みながらも不動を保つ。仲間たちと違い、目の前の箱に閉じこもった獲え物ものを仕し留とめるまで、彼は油断する気になれなかった。

　さっきまで中から漏もれ聞こえていた声や物音も、今はすっかり止やんでいる。さしもの奴やつらも、打つ手をなくして観念したのかもしれない──リーダーがそう考え始めた頃ころ合あいで、小屋の外からかすかに物音がした。

　────ッ!?

　彼がぎょっとして振り向いた瞬しゆん間かん、小屋の裏手の壁かべに穿うがち抜いた穴が、外からの立て板で塞ふさがれた。馬ば鹿かな、二匹はこの箱の中にいるのに──混乱しながらも、他ほかのどの個体よりも素早く、リーダーは退路を塞ぐ立て板に突進していく。

　全力で頭を叩たたきつける彼だが、それでも立て板を押し戻すには至らない。無理もなかった。土を掘り進めて腐ふ食しよくの激はげしい部分を嚙かみ破ったせいで、穴の位置それ自体がひどく低い。外側のヒトは体全部を使って立て板を押さえられるが、内側のオオカミたちには不十分な体勢から、前まえ脚あしと頭で板を押し返すことしか出来ない。しかも立て板の下半分しか押せないために、どれだけ力を入れても、ベクトルの大半が地面に受け止められてしまう。

　完全に閉じ込められた──リーダーがそう察した瞬間、彼の背後でまたしても物音が響ひびく。小屋の正面側、オオカミたちが作業途中で放置していた壁の穴にまで、油断なく外から立て板が施ほどこされたのだ。

　この分だと、外には最低でも二匹のヒトがいることになる。いったいなぜ？　まさか新あら手てが現れたのか？　混乱の極まる中、リーダーはふと思い付いて壁沿いの箱に走り戻り、その外壁にぴったりと耳を当てた。

　音が、しない。息いき遣づかいさえも聞こえない。それを確認した瞬間、彼は状況を完全に理解した。──この中から壁を貫いて外に出たのだ。二匹とも室内にいるという思い込みを利用された。木材を切り抜く物音さえしなかったということは、昨晩のうちに脱出路まで用意してあったのだろう。

　外と内の関係は今や逆転し、オオカミたちは四頭全すべてが小屋に閉じ込められた形となった。度たび重かさなる屈くつ辱じよくに唸うなり声を上げながらも、リーダーは努めて冷静に考える。──自分たちを室内に閉じ込めて、獲物は一体どうするつもりなのか？　この後には何が起こる？

　続く展開を待ち受けるリーダーの視界に、数秒置いて、赤々とした火の粉が落ちてきた。







「焼しよう撃げき開始！」

　屋根に向かって火ひ種だねを投じた直後、全身で立て板を押さえながら、ヤトリは小屋の裏手でそう叫んでいた。建物を挟はさんだ反対側でも、イクタが同じように体全体で壁の穴を塞いでいる。

　鼻の奥で焦こげ臭くささを感じ取り、ふたりは固唾かたずを吞のんで頭上を見上げた。長い日照りの間に乾かん燥そうしきった藁わらぶき屋根──そこに投げ込まれた小さな炎が、空恐ろしいほどのスピードで燃え広がっていくのが分かる。

　数分も経たたないうちに、早くも屋根が落ち始めた。オオカミたちの吠ほえ声が重なって上がる。いまや小屋に出口はなく、それでいて室内は炎のエサとなる可燃物で満ち溢あふれている。どれほど頭の鈍い個体でも、これから始まる責め苦を想像することはたやすい。

　小屋の中で始まった獣けものたちの狂きよう騒そうを、イクタとヤトリは壁かべ越ごしに聞き届けた。しゃにむに壁を引っかく物音、意味もなく走り回る足音──二頭の若い個体からは、もはやリーダーの判断を待つ分別さえ失われているのかもしれない。ヒステリーじみた吠え声が絶え間なく響ひびき渡る。それはもはや誰だれの耳にも絶叫でしかなかった。

「掃そう討とう、実行──」

　だが、惨さん劇げきは未いまだ始まりに過ぎない。内部の狂乱がピークに達した頃ころ合あいを狙ねらって、ヤトリが立て板を取り払う。焦しよう熱ねつ地じ獄ごくに穿うがたれた一点の風かざ穴あな──もはや罠わなを疑う余裕もなく、その出口を目指してオオカミたちが殺到する。

　たまたま近い位置にいた若い一頭が最初に辿たどり着いたが、壁の穴は一頭が辛かろうじて通れる程度の大きさしかない。後続の仲間を押しのけながら、彼は我先にと頭を穴に突っ込んでいき、

「シィッ──！」

　無防備に突き出したその顔面に、少女の握にぎるサーベルの切っ先が突き込まれた。刺し突とつは眼がん窩かを突き抜けて脳にまで達し、抵てい抗こうはおろか後退の余地すら与えず一頭の命を奪うばい去る。

「残り三頭！」

　よく通る声が戦果を告げた。穴に頭を突っ込んだまま息絶えた仲間の姿に、後に続こうとしたオオカミが怯おびえて足を止める。そこを通る者に与えられる運命を見てしまった以上、もはや先に進むことは出来なかった。

　穴からじりじりと後退した一頭が、ぎゃん、と甲かん高だかい悲鳴を上げる。後ろ脚あしにボウガンの矢が突き刺さっていた。小屋の正面側の覗のぞき穴からイクタが撃ったものだ。

「よし、なんとか当てられた……！」

　立て板を背中で押さえ直しつつ、少年は再び弦つるの巻き上げを始めた。──オオカミたちに撤てつ退たいが望めないと分かった今、自分たちが生き残るためには群れを全ぜん滅めつさせるしかない。それを承知の上で戦いに臨のぞんでいる以上、ふたりの取る行動には一片の容よう赦しやもなかった。

　やがて小屋の中が煙で満たされ、外のふたりからは様子をうかがうことが出来なくなった。熱気が強すぎて立て板を押さえていることも厳しくなっていく。彼らは慎しん重ちように壁から背中を離して、一メートルほどの間合いで引き続きオオカミたちを待ち受けた。

「…………」「────」

　が、いつまで待っても逃げ出してくる気配がない。すでに煙に巻かれて動けなくなっているのかもしれない、とイクタは思う。屋根から下りていった炎が壁へと燃え移り、もはや小屋そのものが焼け落ちるのも時間の問題だった。室内はとっくに火の海だ。

　徐々に決着を意識し始めた、ふたりの耳を──その時、突然の破砕音が激はげしく叩たたいた。

「「……っ!?」」

　イクタが見張る小屋の表側でも、ヤトリが見張る裏手でもなく、建物の正面に向かって右側の壁かべからその音は響ひびいてきた。ふたりがすぐさま様子を見に走ると、先行したリーダーの個体に続いて、もう一頭が割れた壁を突き抜けてくるところだった。

　毛皮のあちこちが焦こげて黒ずんだ二頭の姿に、ふたりは今度こそ舌を巻く。──あの絶体絶命の状況下で、用意された偽いつわりの出口に飛びつくことなく、この獣けものたちは炎によって小屋の建てつけが緩むのをじっと待っていたのだ。焼け落ちる瞬しゆん間かんが近付けば近付くほど建物は脆もろくなる。熱と煙に耐えながらぎりぎりまでチャンスを待ち、ここぞと見込んだタイミングで、もっとも歪ゆがみの激しい部分に突撃していったのだろう。そうして彼らは見事に生せい還かんしてのけた。

　極限の憎ぞう悪おを宿した瞳ひとみが二に対つい、人の子らに向けられる。殺気に背せ筋すじが粟あわ立だつのを感じつつ、炎えん髪ぱつの少女と黒髪の少年もそれぞれの武器を構えた。







　よくもここまで──。灼しやく熱ねつ地じ獄ごくから間一髪で脱出を果たしたリーダーは、憤ふん怒ぬを込めて目の前の敵をにらみつけ、それから背後の小屋に意識をやった。

　妻に続いて、もう一頭の仲間が出てくる様子は──ない。無む闇やみに動き回っていたせいで、煙に巻かれるのが早かったのだろう。今からでは助けに戻ることも出来ない。同どう胞ほうを救えなかった悔くやしさに、彼は全身を震ふるわせて唸うなった。

　ここまでに四頭もの仲間が果て、今や彼は妻と二頭きりになってしまった。無む惨ざんといえば、これほどの無惨もほかにない。だが──と、同時に彼は思った。たったひとつ幸運なことがある。それを為なした怨おん敵てきが目の前にいるということだ。

　飢うえを満たすという当初の目的さえ超えて、彼らの殺意は最大限に純化されていた。ゆえに──もはや威い嚇かくのための吠ほえ声すら挟はさまず、二頭のオオカミは各おの々おのの獲え物ものを仕し留とめに走った。

「わわっ……！」

　背を向けて逃げ出した黒髪のヒトを、すかさず妻が追っていった。その背中を横目に、リーダー自身は微動だにせず赤髪のヒトと対たい峙じする。この強敵に背中を向ける選せん択たく肢しが有あり得ない以上、夫婦の分担は最初から決まり切っていた。

　身構えた少女が、手にした二刀の切っ先を向けてくる。それらをかいくぐって相手の首筋に牙きばを突き立てるために、リーダーの四足が地を蹴けった。







「はっ、はっ……！　よし、追ってきた……！」

　ボウガンを抱かかえて逃げる少年の背中を、一頭のオオカミが追ってくる。その殺意のプレッシャーを嫌いやというほど感じながらも、ポケットから取り出したクルミ大の何かを口に放り込んで、イクタは燃え盛さかる小屋の裏手に全力疾しつ走そうで回り込んでいった。

　追つい跡せきから逃げ切るつもりなら、それはあまりに儚はかない抵てい抗こうだ。子供の足と成せい熟じゆくしたオオカミの足とでは速さが違いすぎる。案の定、十メートルも走らないうちに距離が縮まっていった。

「っ……うわぁっ！」

　息いき遣づかいを間近に感じて、彼がとっさに振り向いたその刹せつ那な──飛び掛かってきたオオカミの前まえ脚あしが、少年の体を一いつ瞬しゆんにして組み伏せていた。野生の俊しゆん敏びんさと力強さを前に、人間の子供は余りにも無力だ。

　殺意に燃えるふたつの瞳ひとみがイクタを見下ろし、その顎あごがおもむろに開かれる。死んでいった仲間たちの無念を込めて、怨おん敵てきの体に牙きばが突き立てられようとした──その寸前。少年は口の中で容器を嚙かみ割り、その中身をオオカミの鼻先に吹きかけた。

「グォッ!?」

　鼻っ面つらを強きよう烈れつに一撃でもされたように、少年を組み伏せていたオオカミが一気に体を引く。その隙すきを突いて、イクタ自身も刺し激げきにむせながら起き上がった。口に含んでおいた香こう辛しん料りようの粉末を吹きかけたのだ。嗅きゆう覚かくの発達が著いちじるしいオオカミに対して、その攻撃は有効極まる。

「けほけほっ……！　さ、さすがにもう種たね切ぎれ……！」

　稼かせいだ時間はほんの数秒。その隙を逃のがさず、落とした武器を拾い上げてイクタは走った。小屋の裏手を抜けて、反時計回りに建物の側面へ。

　曲がり角を過ぎたところで一度身をひるがえし、なおも追ってくる相手にボウガンを向けてけん制する。射撃を警けい戒かいしたオオカミが慌あわてて飛び退のいた。それでさらに数秒を稼ぎつつ、ついに彼は小屋を一周してスタート地点に辿たどり着き、

「戦力合流だ、ヤトリ──！」

　リーダーの個体と対たい峙じする炎えん髪ぱつの少女に向かって、腹の底からそう叫んでいた。







　背後から響ひびき渡った少年の声に、その刹那、リーダーは心臓が凍りつくような戦せん慄りつを覚えた。

　なぜ奴やつが戻ってくるのか！　奴が無事なら妻はどうした!?　まさか、まさか彼女まで──！

「シッ──」

　怖おそれと動どう揺ようが生んだその隙を、彼と対峙する少女は見逃さずに踏ふみ込んだ。妻の安否に気を取られたリーダーの対応がわずかに遅れる。──その一瞬が彼の運命を決めた。

　斬ざん撃げきを避よけようと身を引いた直後、右前脚の関節に灼しやく熱ねつが走る。途と端たんに体勢がぐらりと傾き──彼がその原因を知る前に、炎髪の少女が傍かたわらを走り抜けた。

　────ッ。

　呆ぼう然ぜんと振り向いたリーダーの視線の先で、まるで事前に約束された流れのように、二匹のヒトが背中合わせに立っていた。それを目にした瞬しゆん間かん、彼の胸中を言い知れない絶望が覆おおう。遅れて戻ってきた妻もまた、敵の威い圧あつを前に足を止めざるを得なかった。

　二匹の発する揺ゆるぎない戦意に気け圧おされながら、リーダーはおそるおそる自分の体を見下ろす。──右みぎ脚あしが半なかばから、ない。自重を支える脚の一本が欠けていた。切断面からは鮮血が絶え間なく滴したたり落ち、乾いた大地を赤く染めている。

　激げき痛つうに顔をゆがめつつ視線を戻せば、赤髪の少女と黒髪の少年は、いまや二体で一いつ対ついのものとしてそこに在あった。……いや、それは最初からそうだったのかもしれない。自分の前脚が斬きり落とされた理由について、皮肉にもリーダーは正しい理解を得ていた。

　一頭と一頭に分かれて戦おうとした彼と妻に対して、二匹のヒトは一見別々に行動しているように見えながら、実際には互いの存在を前提とした連れん携けいを行っていた。黒髪の少年が妻に追われて走り去った後も、赤髪の少女は片割れが帰ってくることを信じて待ち続けていたのだ。

　いや──とリーダーは訂正する。今にして思えば、少年は最初から逃げてなどいなかった。妻を振り切って小屋を一周してくれば、その瞬間には自分との間で二対一の状況が成立する。少年はそのために動き、少女は彼の意図を酌くんで機を待った。きっとそうなのだろう。

　彼らと同じことが、リーダーには出来なかった。逃げたと思っていた少年が戻ってきて声を張り上げた瞬間、彼はとっさに妻の身を案じたのだ。彼女を信じて待つのではなく、彼女のもとに駆かけ付けたいと考えてしまった。かつてない強敵を前にしながら、戦う以外の雑念を抱いだくという愚ぐを犯した。

[image: ]

　その隙すきを逃のがさず、赤髪の少女は彼の脚あしを一本奪うばっていった。この負傷では辛かろうじて立っているのが精いっぱいで、もはや俊しゆん敏びんな動きなど望むべくもない。──しかし、その負傷すら決定打ではなかった。それとは別のところで、彼の戦意はすでに挫くじかれていたのだ。

　片割れを信じた彼らと、信じきれなかった自分。二匹のヒトの強さに、揺ゆるがぬ結びつきに、彼は絶望した。その在あり方が、自分と妻のそれに勝まさることを認めざるを得なかったから。

　──自分たちでは、このつがいに勝てない。

　そう敗北を認めた瞬しゆん間かん、もはや保ちようもなく、リーダーの両眼からは戦意の光が消え去っていった。







　小屋を一周してきたイクタがヤトリと合流を果たし、二頭のオオカミとの戦況が再びこう着を見た頃ころ合あいで、誰だれも予想しなかった存在が戦いの場に乱入した。

　──ひゃん！

　幼いオオカミだった。乳離れを済ませたばかりの年頃で、そのサイズは中型犬と大差ない。両親の危険を察して飛び出して来たのだろう。甲かん高だかい鳴き声で果か敢かんに威い嚇かくしてくるその姿に、少年と少女は眉まゆ根ねを寄せる。

「……新あら手て、と見るべきかしら」

「……まぁ確かに、僕ひとりで取っ組み合ったら負けるかもだけど」

　判断に迷うふたりをよそに、前脚を一本失ったリーダーの個体が、覚おぼ束つかない足取りで幼いオオカミに歩み寄った。身を挺ていして我が子の前に立ち、向かい側の妻にも目め配くばせしてから、彼は改めて人間たちに向き直る。

「────」

　そんなリーダーとの間で、ヤトリは数秒ほど視線を交わし──そこに込められた意志を見て取ると、ため息と共に二刀を下ろした。

「……終わった、みたいよ」

「え？」

　言われたイクタがきょとんとする間もなかった。リーダーが空に向かって一声吠ほえると、それを合図に、オオカミたちが一いつ斉せいに踵きびすを返したのだ。

　脚を失った夫の右側には妻がぴったりと寄り添そい、左側の胸には子供が鼻先を擦こすり付ける。そうやって互いを慈いつくしみ、支え合いながら、三頭のオオカミが西に向かって去っていく。

　──オオォン。

　朝を迎むかえた熱帯の大地に、リーダーの吠え声が遠く響ひびき渡る。丘おかを越えて消えていく彼らの姿を、イクタとヤトリは無言で見送った。ふたり並んで、いつまでも、いつまでも──。







「よかった。あなたたちも無事ね」

　短い足でよちよちと歩み寄ってきた水みず精せい霊れいと光ひかり精せい霊れいを抱だき上げて、ヤトリはほっと安あん堵どの息をつく。小屋に火が放たれる前に、壁かべにあらかじめ開けておいた小さな脱出口から外へ逃のがれていたのだ。彼らの『魂こん石せき』はかなりの高熱にも耐えるが、体ごと無事でいて欲しい気持ちはまた別の問題だ。

「あーあー。分かってたけど、こりゃもう手の付けようがないね」

　ごうごうと燃え盛さかる小屋を前に、肩をすくめてイクタは言う。朽くちかけた建材と屋内の可燃物全すべてをエサにして、立ち上る炎の勢いは激はげしさを極めていた。水も道具もない状態で、子供ふたりに出来ることは何もない。ヤトリも隣となりで小さくうなずいた。

「やむを得なかったとはいえ、軍の施設をひとつ焼いてしまったわ。……バダ大たい将しようにも科学者のみんなにも、どう謝ったらいいのか」

「君と僕がこうやって無事でいるのに、謝ることなんて何もないでしょ。もともと廃はい墟きよ一歩手前のボロ小屋だったし、建て替えのいい機会だよ」

　何の負い目もない口調で少年は言い切った。それから明け方の地平線に視線を移す。

「──さて。この煙はバジン兄にいたちにも見えてると思うけど、迎むかえが来るまではもう少しかな」

　そう言いつつ、イクタは全身のポケットをごそごそと漁あさり、その中から一切れの干し肉を取り出した。ふたつに裂さいて、片方をヤトリに差し出す。

「はい、はんぶんこ。ほかはみんな焼けちゃったから最後の一個だ。味わって食べよう」

　少女が受け取ると、彼らはどちらからともなく背中合わせでその場に座り込み、それぞれの干し肉を口に運び始める。

「……あのオオカミたちは、これからどうなるのかしらね」

「群れはほぼ壊かい滅めつで、リーダーも大けがを負った。先は厳しいんじゃないかな」

　イクタは思ったことを素直に口にした。それを聞いて、ヤトリは手の中の干し肉をじっと見つめる。

「彼らの肉を食べているようだわ」

「うん。同じことを考えてた」

　そう言うと、少年は口の中の干し肉を丁てい寧ねいに嚙かみしめて、やがて喉のどの奥に吞のみ込んだ。

「ねぇヤトリ。それを想像出来る君には、やっぱり、軍人以外の生き方があると思う」

「…………」

「答えを急ぐこともないし、ゆっくり考えてみてよ。今日きよう、僕がこう言ったことを憶おぼえておいてくれるだけでもいいや。これだけ強きよう烈れつな思い出とセットなら、絶対に忘れないだろ？」

　燃え盛さかる小屋を横目にイクタは笑う。その言い分がおかしくて、ぐるりと周囲を見渡しながら、炎えん髪ぱつの少女は口元を緩ゆるめる。

「確かに、どうやっても忘れられそうにないわね──」







　その後、煙を見て駆かけ付けた科学者の面々と合流したふたりは、すっかり燃え尽きてくすぶる小屋の残ざん骸がいを尻しり目めに事情を説明し、その武勇伝でバジンやナズナたちを大いに驚おどろかせた。が、滞たい在ざいのための設備が大方焼けてしまったので、環かん境きよう調査という当初の目的は何ひとつ果たせないまま、全員で基地に帰ることになった。

　うかつな行動で子供ふたりを危険な目に遭あわせた事実に、科学者たちは大いに責任を感じていた。彼らから事情を聴きいたバダも、「おれの考えが足りなかった」と自分の無む思し慮りよを恥はじた。それからしばらく、放任と無責任の境界について、彼らは頭を悩ませることになった。

　ところが、そんな大人おとなたちから謝られると、イクタとヤトリは逆に憤ふん慨がいするのだった。自力で窮きゆう地ちからの生せい還かんを果たした事実は、彼らにとって誇ほこるべき勲くん章しようだった。「謝るくらいなら褒ほめてよ」とイクタは口に出して言い、ヤトリも表情で同じ気持ちを伝えた。

　結果として、このオオカミによる襲しゆう撃げきの一件が、ヤトリの遊学のクライマックスを飾かざる出来事になった。そこから先は大きな波乱もなく穏おだやかな日々が過ぎていき、やがて三か月の滞在期間にも終わりがやって来た。ささやかな、とは到とう底てい言えないほど趣向に満ちた送別会が開かれて、そうして炎髪の少女は、多くの人々に別れを惜おしまれながら送り出される運びとなった。







「今日きよう、家に帰ります。長い間、本当にお世話になりました」

　東向きの窓から朝の陽ひ射ざしが差し込む、司令官用の執務室の中。絵筆を握にぎって佇たたずむ部屋の主あるじを前に、ヤトリはそう告げた。途と端たんにバダはいぶかしげな顔になって、キャンバスに向けていた視線を少女に移す。

「帰る……？　ヤトリちゃん、きみはうちの子じゃなかったっけ」

「これ以上ここにいると、私も勘かん違ちがいしそうなので。今のうちに帰ることにします」

　相手のとぼけ方にもすっかり慣なれていたので、ヤトリは難なく自然体で受け答えた。そんな彼女の姿をじっと見つめて、バダは盛せい大だいにため息をつく。

「惜しいなぁ……。せっかくいい感じに柔らかくなってきたところだったのに」

　心から残念そうに彼はつぶやいた。それに微笑ほほえみで応こたえつつ、相手の目の前のキャンバスに、炎髪の少女は視線を向ける。

「絵が趣味でいらしたんですね」

「下手へたの横好きさ。今日までに間に合わせようと思ったんだけど、あいにく時間切れだ」

　そう言って、彼は傍かたわらの作業机に絵筆を置く。四人が並んで描かかれていると見える人物画は、今の時点では誰だれが誰とも分からない。完成までには多くの工程を残しているようだった。

　キャンバスから相手に視線を戻し、少し悩んだ末に、ヤトリは思い切って口を開く。

「ひとつお訊ききしていいですか。バダおじさまとしては、この遊学にどのような意味を求めてらしたのですか？」

「ん？　そりゃもちろん、ソルの娘を悪い子にしてやろうと思ったんだ。帰宅したきみを見て目をひん剝むくくらいにね。でも、きみは思った以上にいい子だった。予想よりもずっと手ごわくて、おれの陰いん謀ぼうは三か月費ついやしても道半なかばだよ」

　肩をすくめてバダは嘆なげいた。黒い瞳ひとみをじっと見返して、炎えん髪ぱつの少女は重ねて尋たずねる。

「おじさまは──イクタの才能に、気付いておられますよね」

「生なま意い気きな息子むすこで困ってるよ。あの年で頭が回りすぎるのも考え物だ」

「軍人として育てて、ご自分の後を継がせる気はないのですか」

　核心の問いが投げられる。それを聞いて、バダはきょとんとした表情で首をかしげた。

「なぜだい？　わざわざこんな世界に入らなくても、楽しい生き方はほかにいくらでもあるじゃないか。科学者でも冒険家でも、あの子のやりたいようにやればいい。きみにだってまったく同じことが言えるんだよ、ヤトリちゃん」

　机に置いた絵筆と目の前のキャンバスを順番に眺ながめて、男は自じ嘲ちよう気味に口元をゆがめる。

「その生き方が、おれには出来なかった。絵筆を握にぎって生きたかったのに、気が付けばいつのまにか武器を握って生きていた。……どうせ生きるなら、才能や家いえ柄がらに振り回される人生なんてつまらないと思わないか？　そんなものに縛しばられず、ただただ自分の心の望むままに何かを追い求めて、大切な人と共に生きる──その先にどんな結果が待つにせよ、それがいちばんだとおれは思う」

　自ら手にしえなかった自由への憧しよう憬けいが、すなわち彼の答えだった。太陽のように力強い笑顔を浮かべて、バダ・サンクレイは目の前の少女に光を授ける。

「ひとつ憶おぼえておいてよ、ヤトリちゃん。おれの持論の中でさ、これだけは絶対に譲ゆずれない。

　──全すべての子供には、夢を見る権利があるんだ」







　彼女が建物を出たところで、ちょうど中に入ろうとしていた女性と鉢はち合あわせした。まっすぐで滑すべらかな黒髪と透けるように白い肌はだの、瞳に優やさしい光を湛たたえた、決して見間違いようのない相手だった。

「ユーカおばさま」

　少女が親しみを込めて呼ぶ。旅たび支度じたくのすっかり整った彼女の姿に、サンクレイ家の母は寂さびしげに目を伏せた。

「ヤトリ──ほんとうに、行っちゃうん、だ」

「……はい。長い間、本当にお世話に──」

　それ以上は言わせず、ユーカは身をかがめて少女の体を抱だきしめた。

「やっぱり……行かせ、ない。うちの娘だもん。もう……うちの子供、だもん」

　耳元で囁ささやきながら、背中に回した手に力を込める。目を閉じて抱ほう擁ようを受け入れつつ、少女はそっと口を開いた。

「──おばさま。きっとご存じだと思いますが、私は母親の顔を知りません」

「…………」

「生まれて間もなく──私が二歳になる前に亡なくなったそうです。それまで元気な人でも、産後の経過が悪いとそうなってしまうことがあるのですね。以来、私は父のもとで育てられて来ました。乳母うばはいましたが、父の教育方針もあって母親代わりというわけではなく。思えば──私は長いこと、母というものを知らずにいた気がします」

　さらさらと流れる髪が少女の頰ほおをくすぐる。かすかに漂ただよう甘い香りが、自分のものではないはずの郷きよう愁しゆうをかきたてる。

「この遊学で、それを知ることが出来ました。……温かくて、柔らかくて、包み込むように優やさしくて。いつまでもその中に留とどまっていたくなる、陽ひだまりのような女性ひと」

　抱かれた胸の温ぬくもりに心を溶かされたように、ヤトリは最初で最後の我わが儘ままを口にする。

「最後にひとつ、お願いがあります。頭を──撫なでていただけませんか」

　ささやかな娘のおねだりを、母は微笑ほほえんで叶かなえた。頭からうなじを、うなじから頰を、細くしなやかな指先がゆっくりと撫でていく。その感かん触しよくを、炎えん髪ぱつの少女は胸に刻みつける。

「ありがとう、ユーカおばさま。この温もりを……ずっと、憶おぼえています」

　長い抱擁の離れ際ぎわ、ふたりはもう一度、互いを強く抱きしめた。







　基地の東とう端たんまでヤトリが歩いていくと、そこには例の虹にじを作り出すアーチが未いまだに立っていた。彼女の歓かん迎げいのために作られたものだが、どうやら地元の名物として残すつもりらしい。白衣の面々の無む邪じや気きな笑顔を思い出しながら、口元を緩ゆるめつつ足を進める。

「そこにいるのは知ってるわよ」

　少女が言い放つと、ため息を挟はさんで、アーチの袂たもとの陰かげからイクタが姿を現した。

「お別れなんてするまでもないと思ったんだ。だって、どうせまた会うだろ？」

「次にここへ来るのがいつになるかは分からないわよ。私も忙いそがしい身だもの」

「だとしても同じさ。言っただろ、君と僕はふたりでひとつのものだって」

　寂さびしさの感情を少しもにじませず、確信に満ちた面おも持もちで少年は言った。それを心地よく受け止めて、ヤトリも同じ表情で相手を見つめ返す。

「次に会った時、今より貧弱になってたら承知しないわよ」

「僕を舐なめちゃいけない。君をがっかりなんてさせるもんか」

　胸を張ってそう言いながら、イクタは相手に向かって右手を上げる。ヤトリもそれに応じて、ふたり同時に腕を振った。重なった手のひらがぱしん、といい音を立てて離れる。

「楽しみにしてるわ。──またね、イクタ」

「楽しみにしといて。──またね、ヤトリ」

　それ以上の会話はなく。再会の意志だけを共有して、ふたりは反対の方向に歩み去った。










　遊学を終えたヤトリがイグセムの家に戻ってから、さらに数か月後。

　日常に戻り、忙せわしない毎日を送っていた少女のもとに、ひとつの報しらせが届いた。

「──え？」

　ある日の早朝鍛たん錬れんの後、父は娘にこう告げた。

　帝てい国こく陸軍大たい将しようバダ・サンクレイが、勅ちよく命めいを無視した部隊の運用によって、戦犯として裁かれる運びになった──と。

「そんなこと、あるわけが」

　何かの間違いだと、ヤトリは最初そう思った。だが、彼女の混乱をよそに、坂を転がり落ちる石のように、事態はひたすら悪化の一いつ途とを辿たどった。

　裁判の終わりを待たず、多くの謎なぞを抱かかえ込んだまま、バダは独り獄ごく中ちゆうで果てた。詳くわしい死因すら明かされることはなく。頭を失った旭日連隊は分解し──時を同じくして、サンクレイ一家の残るふたりもまた行方ゆくえ知れずとなった。

「────なぜ───」

　どれほど焦あせりを募らせても、親子を救いたいと願っても、少女に出来ることは何もなく。

　何重にも折り重なった謎の渦か中ちゆうで、ヤトリは痛つう烈れつな疑問に苛さいなまれ続けるしかなかった。

「────なぜなのですか、父とう様さま────！」

　何百、何千と問いを重ねても、返ってくるのは鋼はがねのような沈ちん黙もくのみ。

　大逆を犯したとされるバダを捕らえたのは、彼女の父、ソルヴェナレス・イグセムその人だった。
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　まぶたを開けると、視界がやけにクリアに感じられた。それだけで休息の効果を実感しながら、イクタは寝台の上で身を起こす。

「……ん……」

　視線を隣となりにやると、そこでは金髪の少女がすやすやと穏おだやかな寝息を立てている。安らかな寝顔に口元を緩ゆるめつつ、少年は枕まくら元もとの懐かい中ちゆう時計に手をやった。──午前七時。床に就ついたのが午後三時ごろなので、丸々一日とはいかないまでも、十六時間程度はぐっすり眠れたらしい。

「……よし」

　両りよう頰ほほを軽く手で叩たたき、それで完全に目を覚ますと、イクタは寝台から足を下ろした。椅い子すに掛けてあった上着を着なおし、パートナーのクスをポーチに収める。続けて少し迷った末、姫君に向かって声をかけた。

「お姫さん、お姫さん。もう朝です」

「……ん……ん？」

　ゆっくりとまぶたが開いていき、ぼんやりした寝ぼけ眼まなこが時間をかけて焦しよう点てんを結ぶ。まず黒髪の少年を、次に天てん幕まくの天井を、それから体の下の寝台を、最後に寝ね巻まき姿の自分を見て取るに至り、姫君は一気に赤面して寝台の上を後ずさりし──勢い余って転げ落ちた。

「あぅ……っ！」

「ありゃりゃ、大だい丈じよう夫ぶですか。起き抜けは寝ぼけるタイプでしたっけ？」

　歩み寄ったイクタが笑って手を差し出す。彼に引き起こされながら、シャミーユ殿でん下かはますます頰ほおを赤くして押し黙だまった。

「じゅうぶん休んだので、僕はもう復帰します。お姫さんはどうしますか？　本格的に移動するわけじゃないので、まだ寝ていたいなら構いませんよ」

「……余よも起きる。ずいぶん眠った気がするが、今は何時なのだ？」

「午前七時です。お互い贅ぜい沢たくをしましたね」

　言いつつ、少年は腰こしに手を当てて上体を反らす。そんな彼の姿をぼんやり眺ながめつつ、姫君はふと炎えん髪ぱつの少女のことを思った。

「……ヤトリは、きちんと眠れているであろうか」

「僕より楽が出来ている、ということはないでしょうね。ヨルンザフ・イグセムが負傷したことで、その分の負担は彼女に回っているはずですから」

　言葉を飾かざらず、イクタはざっくりと答えた。それを聞いた少女が落ち込む前に、彼の手のひらがぽんと背中を叩く。

「さ、早く着替えて行きましょう。この馬ば鹿かげた内乱も、いいかげん終わらせる頃ころ合あいです」







　前回の轍てつを踏ふまえて、今度の対決はひとりで臨のぞむことを選んだ。シャミーユ殿でん下かを騎き士し団だんの仲間たちに預けると、部下から六人の護ご衛えいを引き連れて、少年は再び闇やみの底に下り立った。

「待たせたな、狐きつね」

　イクタが声をかけると、トリスナイはお決まりの仮面じみた笑顔を向けてきた。すでに何日にも亘わたって日の光を浴びていないはずだが、傍はた目めには少しも弱っている風には見受けられない。

「おや、今日きようはひとりでお越しですか。第三皇おう女じよ殿下はいかがなされました？」

「二度と連れて来る気はない。子供の教育によくない毒を垂れ流すヤツがいるからな」

「ふふ、それはそれは。……しかし、この催もよおしが帝てい室しつ会議であることをお忘れですか？　皇こう族ぞくが不在では議事の進めようもなし。なんら実りのない不毛な集つどいとなってしまいますが」

「言ってろ。何が不毛ってな、お前のペースに乗せられるのがいちばん不毛だ。だからこれでいい。帝室会議だの何だの、そんな馬ば鹿かげたことを言ってるのは最初からお前だけだった」

　これまでの話の流れをばっさりと切って捨てて、少年は目の前の狐を冷たく見下ろす。

「帝位継承に関するお前の戯言たわごとにはもう付き合わない。この場でその問題を論じる理由がこっちにはない。いま必要なのは、クーデターを収めるに足るだけの材料──要するにお前と皇こう帝ていの身み柄がらだ。帝位の行方ゆくえを云々うんぬんするまでもなく、それはここにある」

「慎しん重ちようにご再考なさいませ。今きん上じよう陛へい下かはこの通り、いつお隠かくれ遊あそばすとも知れぬご容体です。この帝室会議が合議を見ないままそうなってしまえば、従来の継承順位に従って、第一皇おう子じが次代の皇帝となられるほかにありません。今、あなたの手元におられるのは第三皇女のみ。みすみす他ほかの勢力に勝ちを譲ゆずってもいいのですか？」

「どうかな。ひとつだけ言えるのは、お前自身にその引き金は引けないってことだ。帝てい国こく宰さい相しようと大だい司し教きよう神しん官かん位いの合わせ技で傍そば付つき精せい霊れいを説得したなら、皇帝の存在は保身を成り立たせるために不可欠の要素だろう。皇帝が死ねば、その代理人としてのお前の立場は確実に揺ゆらぐはずだ。である以上、お前自身が皇帝を手にかけることは不可能と言っていい」

「他ならぬ私自身が陛下を害するなどと……。あなたに指摘されるまでもなく、そのような思おも惑わくは露つゆほどもございません。私が危き惧ぐしておりますのは純粋に陛下のご容体です。玉ぎよく体たいを蝕むしばむ病やまいに対して、この細腕はあまりに無力であって……」

「本当に病なら、そうだろうな」

　相手の言葉をさえぎって、少年はふんと鼻を鳴らす。

「皇帝のそれは病じゃない。お前が長年かけて薬を飲ませ続けた結果だろう」

「いったい何の根こん拠きよがあって、そのような根も葉もない疑いを？」

「根拠はお前自身の抜け目のなさだよ。そもそもの話、皇帝の容体はお前のコントロール下になければおかしい。稀き代だいの佞ねい臣しんトリスナイ・イザンマが、この状況下でいつ病死するとも知れない人間を自己保身の支柱に据すえるはずがない。お前はお前自身を守るために皇こう帝ていを生かさなければならなかったし、それは今も同じなはずだ。違うか？」

「ふぅむ……。妙な形で信しん頼らいされたものですね」

「皇帝を診みればもっとはっきりするはずだ。薬物の中毒症状に関する知識は僕にも多少あるし、看かん護ご学校出身の仲間だっている。上手うまくいけば使われた薬の特定まで出来るかもしれない。……どうだ、トリスナイ。お前が潔けつ白ぱくだっていうなら、僕たちにその許可を出せるか？」

「もってのほかです。侍じ医いでもない人間が陛へい下かの御お体からだに触ふれようなどと」

　狐きつねは大おお仰ぎように肩をすくめる。その返答にかぶせるようにして、イクタは声を張り上げた。

「聞け、傍そば付つき精せい霊れい！　皇帝をその有あり様さまにしているのはトリスナイ・イザンマ本人だ！　その男は君主に毒を飲ませて操り人形にし、自らの思うままに国政をねじ曲げてきた！　こいつを守ったところで国民は救われない！　より多くの人間が不幸になる結果を呼ぶだけだ！」

　大声で名指しされて、寝台の上の傍付精霊が身じろぎする。その前に悠ゆう然ぜんと立ち塞ふさがりながら、トリスナイは笑顔のままかぶりを振った。

「控ひかえていただきましょうか。傍付精霊は今きん上じよう陛下の御体の一部も同じ。あなたに陛下への直ちよく言げんを許した覚えはありません」

「そりゃ失礼。育ちが悪いもんでね」

　貴人への礼節など路ろ傍ぼうの石ころほどにも顧かえりみず、少年は淡々と言葉を続ける。傍付精霊の説得がそう簡単に叶かなうとは彼も思っていない。トリスナイの暴挙を間近で傍観し続けている事実からも分かるように、精霊の思考には独特の律りち義ぎさと不器用さがある。倫りん理り的てきな正解と必ずしも一いつ致ちしない政治の複雑さを弁わきまえた上で、あえて一歩引いた立場を取っているのかもしれない──傍付精霊の現状について、そんな風にイクタは推測した。

「なんにせよ、その守りを切り崩くずすのには時間がかかりそうだ。だったら状況が落ち着いてからじっくりやるさ。今はじっとレミオン派との合流を待つ。勅ちよく命めいが出せずとも、玉ぎよく音おん放送を流せずとも、お前と皇帝さえ確保してあるなら僕たちの優位は動かない。違うか、狐」

　強い視線が狐の顔面を射い貫ぬく。仮面の笑みをそのままに、トリスナイは声を返した。

「レミオン派がここに来ると、どうして言い切れるのですか？」

「……何？」

「言い方を変えましょう。レミオン派はどうして未いまだ、ここに来ていないのだと思いますか？」

　少年は答えない。その沈ちん黙もくを喜んで、狐は謡うたうように告げる。

「答えは単純です。離反者が出たのですよ。捜そう索さく隊たいの一部が裏切って後方に回り込み、補給や伝令をかく乱しているのです。そのために今の彼らは身動きがままならない状況にあります」

「まるで見てきたような口ぶりだな。背はい水すいの覚かく悟ごでクーデターに臨のぞんだレミオン派の面々から、この期ごに及んで離反者だって？　仮にそうだったとして、どうしてお前がそれを──」

　反論の半なかばでイクタの口元がこわばる。相手の気付きを見透かして、トリスナイの笑みがひとつ深まった。

「クーデターの発生を、私は事前に知りえた。答えはその理由と同じです」

　その返答から状況の全すべてを理解して、少年は両のこぶしを握にぎりしめる。

「……帝てい室しつ直属、内ない諜ちよう部隊か……！」

「ご存知でしたか。そう、この私が独断で、それも内々に動かせる唯ゆい一いつの武装勢力です。かつてはごく少数の人員からなる御お庭にわ番ばんに過ぎませんでしたが、今きん上じよう陛へい下かのお傍そばを許されてからというもの、私はこの組織の拡充と有効活用に努めてきましてね。その結果──と言っては何ですが、帝てい国こく軍の内情については、常よりも多くの知見を得られるようになりました」

　イクタは舌打ちする。自国の軍にスパイを潜もぐり込ませていた──狐きつねはそう言っているのだ。とはいえ、それ自体は珍しいことでもなく、少年にとっても想定の内に過ぎない。問題なのは、展開されている人員の規き模ぼを見誤っていたことだ。

「レミオン派の捜そう索さく隊たいにも、彼らは少なからず紛まぎれ込んでいます。そうなるように前々から采さい配はいしておきました。固い結束を誇ほこる集団であるほど、内側からの予期せぬ裏切りには脆もろいもの。後方のかく乱による進軍の停てい滞たい、これは最低条件として──それ以上の成果を、私は部下たちに期待しております」

「……お前の馬ば鹿かげた企くわだてに、よくそこまで大勢を引き込めたもんだ」

「そこはそれ。帝室の熱ねつ烈れつな信しん奉ぽう者しやというのはね、いつの時代でも少なからずいるものです。彼らを教育して無敵の尖せん兵ぺいに仕立て上げることは本当にたやすい。帝国がいかに素晴らしく、皇こう帝てい陛下がいかに偉い大だいで、帝室がいかに神聖にして不ふ可か侵しんか──耳に心地よい情報だけを与えて、それ以外の全てを遮しや断だんすればいい。同じことを二年も続ければ、誰だれの目にも立派な帝室原理主義者の完成です」

「クーデターの計画に当たって、レミオン大たい将しようは組織の内部調査を徹てつ底ていしたはずだ。お前の言う立派な原理主義者たちに、まとまった数でその網あみを逃のがれることは可能だったのか？」

「そんなもの、網を持つ側に人を仕込んでおけばたやすいことです。もっとも、万全を期すために何人かは生いけ贄にえとして差し出しましたがね。それで掃そう除じを済ませたと思ってしまうのですから、レミオン大将はつくづく人が好よい」

　狐の口からくつくつと含み笑いが漏もれる。その首を両手で絞め上げてやりたい衝しよう動どうを、イクタはかろうじて自制する。

「付け加えさせていただくと。あなた方が他ほかの二勢力に先んじてここへ辿たどり着くという現在のパターンにおいて、私が部下たちに命じたのはレミオン派の妨害のみです。イグセム派にも相応の人員は仕込んでありますが、今の時点では何ら手を出させていない。この意味がお分かりですね？」

　少年に分からないはずがなかった。相手の理解を察して、トリスナイは高らかに告げる。

「そう、ここへやってくるのはレミオン派の捜索隊ではありません。足止めを受けている彼らよりもずっと早く、イグセム派の軍勢が押し寄せてくるのですよ！」

　待ちわびた演目の開始を間近に控ひかえた観客のように、トリスナイは顔を輝かせる。それとは反対に感情の温度を氷点下まで落として、イクタは低い声で言い返す。

「……だからどうした。イグセム派に追い付かれたところで、こっちに皇こう帝ていの身み柄がらがあることに変わりはない。話し合う順番が前後するだけのことだ」

「ええ。ですので、その余地も奪うばわせていただきます」

　きっぱりと言い切って身をひるがえし、狐きつねは寝台の上の傍そば付つき精せい霊れいに視線を向けた。

「──勅ちよくである！」
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「──勅である！」

　響ひびき渡った声に、兵士たちの足が止まる。隔かく離り集落を目指して南下を続けていたイグセム派捜そう索さく隊たいの面々は、突然の事態に驚おどろきを隠かくせないまま、精霊たちの口を通した雲うん上じよう人びとの託たく宣せんに耳を傾けた。

「カトヴァーナ帝てい国こく皇帝アルシャンクルト・キトラ・カトヴァンマニニクの信託を受けし宰さい相しようトリスナイ・イザンマがここに至上の命を発する。帝国軍の正統を任ずる者どもよ。その職責に自負あらば、ダフマ州南方の隠れ里にありて朕ちんを脅おびやかす逆徒どもを成せい敗ばいせよ。帝てい室しつの大権を侵おかさんとする罪つみ深ぶかき一党を誅ちゆう殺さつせよ。

　彼奴きやつらの無法と傲ごう慢まん、断じて許すまじ。仮令たとい我が身しん命めいを盾たてに取られようとも、九百年を刻む帝室の威い信しんを守り抜くべし。朕の命運ここに尽きるは覚かく悟ごの上。故ゆえにこの日この時より、汝なんじらが奉ほうじる皇こう族ぞくを我が後の皇帝と定めおく。さあれば次代を血けつ子しへと託し、我が魂たましいは主しゆ神しんの御み許もとより汝らを永遠に見守らん」

　隊列の中ほどで、全体指揮を受け持つ炎えん髪ぱつの少女が表情を険しくする。彼女のパートナーであるシアの口から、玉ぎよく音おん放送はなおも続く。

「この命に従わずば、汝らもまた賊ぞく軍ぐんである。逆徒どもの無法に屈くつした忠ちゆう義ぎなき忘ぼう恩おんの徒である。さあらずんば敵を討て。我が身を顧かえりみず、全ぜん霊れいをもって逆賊どもの叛ほん意いを挫くじけ。それのみが唯ゆい一いつ絶対の大義と知るべし。

　今一度繰くり返す。カトヴァーナ帝国皇帝アルシャンクルト・キトラ・カトヴァンマニニクの信託を受けし宰相トリスナイ・イザンマがここに至上の──」
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「──きさ、ま……」

　イクタの全身が憤ふん怒ぬにわななく。トリスナイは嬉き々きとして彼を振り向いた。

「イグセム派に大義とチャンスを与えました。あなたたちを討てば官軍、討たずば賊ぞく軍ぐんというわけです。はてさて、いかがでしょう──彼らはこの状況で話し合いに応じると思いますか？」

「……ふざけるな。お前の都つ合ごうで内容がコロコロ変わる勅ちよく命めいを、今さら誰だれが真に受けるもんか。僕たちにはイグセム派を討てと言っておいて、イグセム派には僕たちを討てと命じる。同士討ちをさせたい意図が見え見えだ！」

「もちろんあなたは従わない。レミオン派にしても同様でしょう。しかしイグセム派は違う。それに従い続けてきたのが彼らという人々なのです。想像してもごらんなさい──反乱勢力に囚とらわれた皇こう帝てい陛へい下かが、我が身を顧かえりみずに逆賊を討てと求めておられる。己おのれ一個の命よりも帝てい国こくの威い信しんを守れと命じているのです。その姿勢はまさしく君主の鑑かがみそのもの、これに従わずして何の忠ちゆう道どうでしょうか！」

　何の迷いもなく狐きつねは断言する。その受け入れを拒こばんで、少年はかたくなに首を横に振った。

「本気で国を守るつもりなら、いまもっとも優先するべきは国内勢力の再統合だろうが！　ここで僕たちを潰つぶせば戦力の絶対値が目減りして、キオカの侵しん攻こうに対抗する力が失われる結果になる。そんなことはイグセム派だって当たり前に弁わきまえているはずだ！」

「そこは見込みが甘いと言わせていただきましょう。まずもって、あなたがここダフマ州まで連れてきた兵力は多くとも三千程度のはず。クーデターの主戦場はあくまでも中央ですからね、あちらに主力を残さないわけにはいきません。よって、あなたたちを全ぜん滅めつさせた場合の国内戦力のマイナスは最大で三千ほど。必要な犠ぎ牲せいとして吞のめない数字ではありません」

「馬ば鹿か言え！　戦せん闘とうが起これば損そん害がいは両方に出る。それが吞める数字に留とどまってくれる保証はない上に、今回に限れば失われるのは兵士たちの命だけじゃない。時間もだ。キオカが攻め込んでくるまでのタイムリミットは残りわずかだぞ！」

「その両方とも、速すみやかにあなたを討てば済む話ではありませんか」

　トリスナイはさらりと言ってのける。イクタの表情が一気にゆがんだ。

「新生『旭日連隊』はあなたの存在によって成り立っている。これは誰の目にも明らかです。必然、あなたが死ねば多くのものが失われることになる。戦略構想、人望、士気──そもそもの戦う理由さえもね。そうなって途と方ほうに暮れた兵士たちは、イグセム派に帰順を促うながされれば従うほかにないでしょう。──かように、あなたを討つことこそ勝利への近道なのですよ」

「そう簡かん単たんに討たれてたまるか！　僕たちの粘ねばり強さは北ほく域いきで証明済みだ、三千も兵がいれば何か月だって持久してやる！　イグセム派もそれくらいは重々承知しているはずだ！」

「ええ──承知しているからこそ、です。あなたの思考を知り尽くした名めい将しようがいれば、あなたを敵に回しても早期の攻略が見込める。そして幸運にも、イグセム派にはそれを可能とする世界で唯ゆい一いつの人材がいるではありませんか」

　その指摘に胸を撃ち抜かれたように、少年の呼吸が止まる。狐きつねは容よう赦しやなく言葉を継いだ。

「遠くない未来、他ほかでもない父親から、ヤトリシノ・イグセムはこう命じられることでしょう。指揮下の全兵力をもって速すみやかに、逆ぎやく賊ぞくイクタ・サンクレイを討とう伐ばつせよ──とね！」

　見開いたイクタの両目に、かつてない感情の揺ゆらぎが現れる。それを見て取ったトリスナイが笑みを限界まで深くした。

「ふ、ふふふふふ──青ざめましたね。二千万の国民を人ひと質じちに取られてさえ動じなかったあなたが、今は隠かくしようもなく血の気を失っている。そんなにも恐ろしいのですか、彼女と戦うことが。これまで最大の味方であった存在を敵に回すことが！」

　少年には反論出来ない。その事態に対する彼の恐怖の大きさは、余よ人じんに想像が及ぶものですらない。狐が期待した以上の衝しよう撃げきに精神を揺さぶられて、イクタは慄りつ然ぜんと立ち尽くす。

「レミオン派が機能不全に陥おちいっている今、ダフマ州内における最大勢力は紛まぎれもなくイグセム派です。ここまでの損そん耗もうを視野に入れても、州の内外から兵を呼び集めたなら、最終的な動員兵力は五千に届く。重ねて言いますが、あのヤトリシノ・イグセムがそれを指揮するのです。──いかがでしょうか。ここまでの事実を踏ふまえた上で、まだ先ほどと同じ大言が放てますか？　何か月でも持久してみせると？」

「…………ッ」

「喜びなさい、もはやあなたは戦うしかない。持てる智ち謀ぼうの全すべてを尽くして、自軍に倍する戦力で押し寄せるイグセム派の攻勢を退ける以外にない。その戦いくさこそ、本当の意味で帝てい国こくの今後を占う決戦となるでしょう。それに勝利した暁あかつきにこそ、あなた方は名実ともに帝国軍の正統に成り代わるのです！」

　佞ねい臣しんが高らかに謡うたう。もはや隠しようもない狂気の光を瞳ひとみに宿して、トリスナイ・イザンマは目の前の少年を闘とう争そうに駆かり立てる。

「何を躊躇ためらわれます。相手を討てば勝利に近付くのはあなたも同じこと、だったら迷わずおやりなさい。四千や五千の屍しかばねを積み上げたところで、それが何だというのです？　あなたが軍のトップに立ちさえすれば巻き返しはいくらでも可能です。守りきれない領土を一時的に奪うばわれる結果になったとしても、そんなものは後から取り戻せばいいだけの話。イクタ・サンクレイの神しん算さん鬼き謀ぼうをもって臨のぞめば造ぞう作さもないことなのだから！」

　殺し合いを促うながす言葉は、狐の腹の底からいくらでも湧わいて出る。その一言一言のまとわりつくような不快さに、イクタは肩を震ふるわせて後ずさる。

「そして何より、あなた自身にもイグセムを討つ理由はある。──ねぇ、忘れたわけではないのでしょう？　かつてイグセムにどんな仕打ちを受けたか。そのために父と母を失った過去を、過ぎし日々の嘆なげきを！　全てなかったことにしてなどいないのでしょう！」

　その言葉が最後の一線だった。対たい峙じし続けることの限界を見て取って、少年は身をひるがえして地を蹴けった。駆け足で去っていく彼の背中を、トリスナイはなおも声で追う。

「これは福ふく音いんです、イクタ・サンクレイ。受け入れる者は天に昇り、拒こばむ者は地を舐なめるのみ」

　もはや一言も耳に入れまいと、イクタは二段飛ばしで階段を駆かけ上がる。そうまでしてもなお、声は最後まで彼を追ってきた。

「それを弁わきまえた上で──ゆめゆめ、父親と同じ過あやまちは犯されるな」
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「や……ヤトリシノ中ちゆう佐さ。今の勅ちよくは」

　ヤトリのかつての上官であり、いまはその補佐を務つとめるヌーダッカ・メグ少しよう佐さが、引きつった面おも持もちで彼女を見る。部下たちの視線が集まる中、炎えん髪ぱつの少女は冷静にかぶりを振った。

「……慌あわてないで。まだ従うと決まったわけではありません。何者かによる強制や脅きよう迫はくが背景にある場合、その勅命は効力を持たないと定められています」

　ヤトリはそう言って少佐の動どう揺ようをなだめた。あれほどの爆弾が投じられた直後でも、彼女の知性の冴さえは揺ゆるがない。

「今の勅がそうであるかどうかは、私たちではなく元げん帥すい閣かつ下かの判断することです。皇こう帝てい陛へい下かの身み柄がらが他勢力によって確保されている見込みの高い現在、この場の総兵力をもって決戦に及ぶことは、捜そう索さく開始前に命じられた『必要な戦い』の定義から逸いつ脱だつするでしょう。その基準を曲げる命令が下されない限り、私たちの行動方針は何も変わりません」

　そう断言した上で、彼女は目的地と逆の方向──本ほん営えいのある北の方角に視線をやった。

「飢き餓が城じようから早はや馬うまを全力で走らせたとして、伝令の到着は最短で四日後。その前に『旭日連隊』の捜索隊に追いつく必要がある。──進軍を再開しましょう」

　総指揮を務める彼女が揺らがなかったことで、兵士たちの動揺もひとまずは収まっていった。中断していた行軍が再開し、整然とした隊列が南に向かって下り始める。

　が──その矢先、先を行く炎髪の背中に駆け寄って、メグ少佐がひそめた声で耳打ちした。

「中佐殿どの。ひとつ尋たずねてよろしいか」

「何ですか、メグ少佐」

　視線を向けないまま、横顔だけでヤトリは応じた。少しためらった末、メグ少佐は問う。

「元帥閣下は……お父上はさっきの勅を受けて、どう判断されるとお思いか？」

　返答までには長い間があった。慎しん重ちように言葉を選んだ上で、炎髪の少女は答え始めた。

「──勅の内容が反乱勢力に利するものだったなら、父は迷わず無視するでしょう。けれど、さっきの内容はそうじゃなかった。むしろ私たちを後押しするものとさえ言えました。その一方で、従えば官軍、従わずば賊ぞく軍ぐんとあからさまな脅迫を含んでもいる。私たちから選せん択たくの余地を奪うばって同士討ちに追い込みたい──それがトリスナイ・イザンマの意図なんでしょう」

「…………っ」

「父にもそれは分かっている。この勅ちよくに従えば宰さい相しようの企たくらみに乗せられて、決戦による死傷者が膨ぼう大だいな数に昇ることも理解している。……けれど、それでも悩むでしょう。正規軍の立場から見た時、『旭日連隊』は一いつ介かいの反乱勢力に過ぎず、皇こう帝てい陛へい下かの身み柄がらは彼らの手中にある。その状況から発せられた『我が身を顧かえりみずに逆ぎやく賊ぞくを討て』という勅命には、悔くやしいけれど強力な大義があります。これに従わないとすれば、私たちは不当に侵おかされかけている帝てい国こくの威い信しんを守らないことになる。その弱よわ腰ごしを、正規軍にあるまじき不ふ忠ちゆうとみなす国民も多いでしょう」

　無意識の動作で、二刀の柄つかに手がかかる。自らの家系に委ゆだねられた責任の重さを知るからこそ、彼女は父親の葛かつ藤とうを我が事のように思い浮かべられた。

「父がどんな決断をするか、私にも読み切れない。──今は、待つしかないわ」
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　士官集会所の天てん幕まくを目指して駆かけ抜けながら、いっそ叫び出したいほどの焦しよう燥そうの中、少年は絶え間なく思考を回し続ける。

　完全にしてやられた──。トリスナイと対たい峙じした結果を思い、イクタは唇くちびるを嚙かみしめた。

　レミオン派との合流を果たすまで、建たて前まえとして条件を吞のんでみせるべきだったか──一いつ瞬しゆんそう後こう悔かいしかけて、それも無意味だと思い直した。その場合でも結局、あの狐きつねは似たような勅を出して同士討ちを促うながしていたに違いないのだ。戦力合流を許す気など最初からない。三つ巴どもえの安定を巧こう妙みように崩くずしつつ、旭日連隊とイグセム派が正面衝しよう突とつするしかない状況を作り上げる──それがあの男の目的なのだと受け止めるしかない。

「くっ……！」

　冷静さを取り繕つくろう余裕もなく、イクタは険しい表情のまま天幕に飛び込んでいく。その途と端たん、中で待っていた仲間たちが青ざめた顔を向けてきた。

「イクタさん……！」「おい、さっきの玉ぎよく音おん放送は──！」

　ハロとマシューの言葉に短くうなずいて、少年は机に置かれた地図をにらみつける。

「その通りになる可能性がある。──トルウェイ、現時点でのイグセム派本隊との距離！」

「最後に捕ほ捉そくしたのが四日前だから、おおよそで推測するしかないけれど……今の時点で百二十キロはないと思う。遅くても三日後には追い付かれる見込みでいたから」

「ヤトリが指揮を執とっていることを含んで考えると、もう二日あるかないかってとこか……。くそ、時間がない！」

　両手を机に叩たたき付けて、少年はその姿勢のまま黙もつ考こうし──数秒の後、決然と声を上げた。

「今すぐここを出発する！　みんな、それぞれの部隊に準備させてくれ！」

「え──ちょ、待てよ！　出発っても、ここを出てどこに向かうつもりだ!?」

「決まってない、とにかく南下するしかない！　この集落に留とどまっていたら後がないんだ。ここだと火攻めに対処しようがない！　皇こう帝ていの安否を度外視して攻められれば、一日と保もたずに陥おとされる……！」

　無計画を承知でイクタは叫んだ。この隔かく離り集落は小しよう規き模ぼな森の中にあるため、外からの火攻めに対して抵てい抗こうの手段がない。皇帝の安否を気き遣づかわない相手に対しては軍事的に無意味なのだ。燃え盛さかる森の中で焼け死ぬか、炙あぶり出されたところに襲しゆう撃げきを受けて全ぜん滅めつするか──どちらにせよ、ここに残ることは破滅だけを意味する。

「南下しつつ防衛線に向いた地形を探して、見つかればそこに陣じん地ちを設定しなおす。場当たりもいいところだけど、いまはほかに手がない……！」

「あ、あの！　レミオン派との合流を待つ話は──」

「トリスナイの仕込みに潰つぶされた。あっちは内部から離反者が出たせいで足止めを食くってる。ヤトリたちの到着のほうが一日以上早ければ、合流する前に各個撃破されて終わりだ。ここに留とどまると高い確率でそうなる」

　少年の紡つむぐ一言一言が、仲間たちに事態の深刻さを共有させる。息をするのも苦しいほど緊きん迫ぱくした空気の中、シャミーユ殿でん下かが震ふるえる声を上げた。

「そ、ソローク……それはつまり……ヤトリと戦う、ということであるか……？」

「こっちが容易に攻め落とせる状態なら、彼女もそう判断せざるを得ないかもしれません。だから場所を移す必要があるんです」

　最後に残った余裕で口調を和やわらげて、イクタは姫君にそう説明する。怯おびえる彼女の頭を撫なでて落ち着かせつつ、少年はほかの仲間たちに厳しい視線を向ける。

「こうしている一分一秒すら惜おしい。急いでくれ、みんな！」
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　飢き餓が城じよう六階の司令室。緊張に息を吞のむ将しよう校こうたちと共に、帝てい国こく軍元げん帥すいソルヴェナレス・イグセムもまた、精せい霊れいたちの口を通して下された勅ちよくを聞き終えていた。

「……い、いかがされます、元帥閣かつ下か」

「このような形で勅ちよつ許きよが与えられるなどとは、夢想だにせず……」

　ややあって、大机を囲んで居い並ならぶ面々から反応が上がり始める。弱よわ腰ごしになって元帥の判断を仰あおぐ者もいれば、より積極的な意見を口にする者も出始めた。

「……私は、反対です。これがトリスナイ・イザンマの企くわだての一部であることは火を見るよりも明らか。そんなものに乗ったところで、良い結果に繫つながるとは思えません」

「自分も同感です。それ以前に決戦のリスクが高すぎます。旭日連隊……第二反乱軍の捜そう索さく隊たいを率ひきいる将は、かの名将バダ・サンクレイの息子むすこだという。その出自が蟷とう螂ろうの斧おのでない証しよう拠こに、北ほく域いき方面戦争では目覚ましい戦果を挙げています。若じやく輩はいとはいえ侮あなどれる相手ではありません」

　幕ばく僚りようの中で比較的若手のふたりが、その立場から勇気を振り絞って慎しん重ちよう案あんを提示する。途と端たんに年長の高官たちから反論が上がった。

「貴き様さまら、ここで臆おくしてどうする！　国こく威いを守れと命じる勅ちよくに従わずして何が軍人か！」

「左さ様よう。レミオン派の横よこ槍やりが入らぬうちに皇こう帝てい陛へい下かを奪だつ還かん、ないし第二反乱軍の将しようを仕し留とめられる状態にあるなら、その機会を活いかさぬことこそ愚ぐの骨こつ頂ちよう。短い日数──六日から七日以内での完かん遂すいが可能な場合という条件付きで、討とう伐ばつの命令を下すべきであろう」

「うむ。第一皇おう子じを奪還されたことに加えて、あの『氷の女』──ルシーカ・クルツクの戦死という事実もある。頭を失ったレミオン派の捜そう索さく隊たいはさぞや混乱しているだろう。ダフマ州における三つ巴どもえの安定はすでに崩くずれている。……ならば、この隙すきを突かぬ手はない」

　続けざまの同調意見で強硬派が勢いづく。危機感を覚えたひとりが席から立ち上がった。

「待ってください、あまりに軽けい率そつです……！　決戦に臨のぞんだところで勝てる保証もなく、戦いが長期に及べばキオカに攻め込まれる恐れもあるというのに！」

　激はげしく反論しながら、いっそ攻めてきてくれればいいのに──と、若い将しよう校こうは倒とう錯さくした願いを抱いだいてしまった。

　伝でん書しよ鳩ばとを伴って走らせた斥せつ候こう部隊からの報告によって、少なくとも数日前の時点で、キオカの大軍が旧東とう域いきに踏ふみ込んでいないことは分かっている。その事実がクーデター鎮ちん圧あつのタイムリミットを上方修正させていて、目の前の将校たちを強気にさせる要因になっているのだ。あと半月程度の猶ゆう予よはあるのだから、数日で攻め落とせるのなら強硬策もありだ、と。もし国境近くまで攻め寄せられていたなら、彼らの意見もまた違っていただろう。

「進軍の報しらせこそ未いまだに届きませんが、侵しん攻こうに向けて大兵力が動き出しているのだとすれば、半月後にはどうなっているか……。もし全すべてが上手うまく運んだとしても、同どう胞ほうの亡骸なきがらを積み重ねる結果だけは変えようがない。もはやここは力ずくの解決策を諦あきらめて、他勢力との交こう渉しように入るべき局面ではありませんか……!?」

「貴様、反逆者に媚こびるつもりか！　帝てい国こく軍の誇ほこりを何と心得る！」

「何とでも言ってください！　たとえ敵に媚びてでも、私は国を守りたい！　同じ軍の仲間を守りたい！　それこそが軍人の務つとめだと信じて、今日きようまで戦ってきたんだ……！」

　意見の異なる将校たちの間で議論が白熱し、しだいに罵ば詈り雑ぞう言ごんが飛び交い始め、ついにはつかみ合いの喧けん嘩かにまで発展しかける。そんな部下たちの様子を眺ながめやり、いよいよ収拾がつかなくなりかけた頃ころ合あいで、炎えん髪ぱつの将は重々しく口を開いた。

「静せい粛しゆくに──せよ」

　その一言で、乱らん闘とう寸前だった室内の空気は一気に沈静化された。牙きばを抜かれた獣けもののように大人おとなしくなった将校たちは、その代わりに元げん帥すいの発言を待ちわびて、爛らん々らんと瞳ひとみを燃やしている。

「………………」

　炎えん髪ぱつの将しようは重く押し黙だまった。熟じゆつ考こうに費ついやしている時間はないが、拙せつ速そくが許される局面では有あり得ない。決断に至るまでの葛かつ藤とうに、男は魂たましいを削けずるようにして猛もう然ぜんと思し索さくを重ねた。

　戦略面と戦術面における諸条件を網もう羅ら、戦局を場合分けして決戦の合否を選せん択たく。──そこまでは順当に進んだ。伝えられた限りの情報から軍事的解答を導みちびき出すことは叶かなった。問題はその先だった。彼の内側の目に見えない部分が、誰だれ知らぬまま凄せい絶ぜつな軋きしみを上げていた。

　元げん帥すいの脳裏に多くの記き憶おくがよぎる。娘の顔、失った盟めい友ゆうの顔、その息子むすこの顔。ともなって応こたえるべき義、果たすべき責任が整然と列挙されていく。残ざん酷こくにも、どれひとつとして無視出来るものはない。そこに並ぶのは、男が人生を賭として守らねばならない全すべての価値だ。

　だが──達成を巡って相反するそれらは、炎髪の将の人格の中で致ち命めい的てきな矛む盾じゆんをきたす前に、二刀の執行によって容よう赦しやなく峻しゆん別べつされる。一切の余分が刈かり取られ、削り落とされ──男の目の前には、イグセムとして選び取るべき道だけが残される。

「……結論を、述べる」

　その道を進む決断を、彼は口にする。──盟友にはもはや、詫わびることすら出来なかった。
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　本音を明かせば。当てもない出発を強しいられた時点で、少年には行き詰づまりが見えていた。

　ヤトリ率ひきいるイグセム派の捜そう索さく隊たいは、イクタたちを追って刻々と南下を続けていると予想される。彼女らから逃のがれようにも、北に戻れば正面から鉢はち合あわせし、東か西に逃れても、まもなく平原の真っただ中で追いつかれる。逃げ道は消去法で南しか有り得ず──その唯ゆい一いつの選せん択たく肢しさえ、希望を感じさせるものとは程ほど遠とおかった。

　隔かく離り集落に辿たどり着いた時点で、彼らはすでにダフマ州の南なん端たん近くまで下っている。よって、さらに南下していけば否いや応おうなく州境に差し掛かる。そこに待ち受けるものは、地図さえまともに読めるなら、誰の目にも明らかだ。

　歩みを進めるほど、視界を占める緑の色合いが減っていく。草地の代わりに砂と石の地面が目立ち始めて、それも越えていくと、今度は多くの岩が足を取るようになる。それらの岩は加速度的に大きさを増していき、ついには人の背せ丈たけを超えるものがざらになり──そうした地形の変へん遷せんの極限に、彼らはひとつの終末的な光景を目にする。

　乾ききった岩々の連なり。草の根すら入り込むことを拒こばんで隙すき間まなく鎮ちん座ざし、物言わぬそれらは一帯の地面を灰はい褐かつ色しよくに染め上げている。生命の気配が希き薄はくな大地の上を、砂混じりの風だけがびょうびょうと吹き抜ける。

　クグロサエボの岩石地帯。そう呼ばれる不毛の地が、彼らの前に荒涼と広がっていた。

「……ここを、越えていくんですか……？」

　命あるものを突き放すような地形を前に、不安げな声でハロが言う。その隣となりで、トルウェイが力なく首を横に振った。

「無理だよ。この先には集落も何もない。水は精せい霊れいにも頼たよれるけど、後続の輜し重ちようも含めて、手持ちの食しよく糧りようは節約して七日分……補給のない状態で踏ふみ入るなんて自殺行為だ」

　誰だれの耳にも明らかな正論だった。マシューが岩の上にぺたんと腰こしを下ろす。

「じゃあ、どうすんだよ……」

　即そく答とう出来る者は誰もいなかった。誰もが口を閉ざし、彼らの間に重い沈ちん黙もくが下りる。……が、活路の見えない中でも、それを見み出いだすためのきっかけを待っている少年はいた。

「──来たか」

　ひとり反対の北側を眺ながめていたイクタが、そこに目当てのものを見つけて声を出す。

「我が友マシュー。途と方ほうに暮れるにはまだ早い」

　その言葉で、騎き士し団だんの面々が一いつ斉せいに北側を振り向くと──数百メートル先で、馬に乗った兵士たちが岩場に手こずりながら進んでくるのが見て取れた。迎むかえに走った仲間と一いつ緒しよに、やがて彼らはイクタたちの前までやって来る。

「報告いたします！　レミオン派捜そう索さく隊たいからの伝令が到着しました！」

「ダイオ・ナガ曹そう長ちようであります！　イクタ・サンクレイ殿どのとトルウェイ・レミオン殿にお目通りを願いたく！」

　名指しされたふたりが応対に出る。相手の顔を見て、トルウェイの表情が少し明るくなった。

「ナガ曹長、あなたが来たんですか！」

「は、中ちゆう尉い殿。先日の助勢について、改めて感謝を。あの戦いくさぶり、記き憶おくに新しいですぞ」

　年配の下士官が歯を見せて笑う。それに微笑ほほえみで応じつつ、青年は仲間たちに彼を紹介した。

「あ、この人は兄にい様さま──サリハスラグ少しよう佐さの部下だよ。訓練生時代の先任曹長って言ったほうがいいかな。父さんの部下だった時期もあって、経験豊かで頼れる人なんだ」

　立場の上では、イクタにおけるスーヤのような存在らしかった。働きのいい下士官は軍が重ちよう宝ほうする人材で、新人士官の補佐に付けられることが多い。レミオンとの縁の深さは本人の素す性じようの確かさを証明しているとも見て取れる。黒髪の少年も納なつ得とく顔がおでうなずいた。

「ん。この状況だと、伝令に信しん頼らい出来る人間を送ってもらえるのはありがたいな。ナガ曹長、さっそくで悪いけど、そっちの状況を詳くわしく報告してもらえるか」

「は。言いにくいのですが、我が方の捜索隊は混乱しております。将しよう校こうや兵の一部から離反者が出たためです。全体の指揮を奪うばわれるほどではありませんが、伝令や補給などのかく乱によって、合流しかけていた兵力が散ってしまいました。今は総指揮を代行するサリハスラグ少しよう佐さの下もとに、命令系統を再構築している段階ですが──」

「え──兄にい様さまが？　待ってください、そちらの総指揮は確か──」

　不ふ吉きつな予感を覚えたトルウェイが声を上げる。ナガ曹そう長ちようは悔くやしげに目を伏せた。

「……まことに残念ながら、ルシーカ・クルツク中ちゆう佐さ殿どのは戦死されました。イグセム派の襲しゆう撃げきを受けた際に、第一皇おう子じ殿でん下かをお守りしようと、自ら部隊を率ひきいて離脱した先で……」

　その訃ふ報ほうが耳に飛び込んだ瞬しゆん間かん、翠すい眼がんの青年は顔色を失って立ち尽くした。

「先生、が……死ん、だ……？」

「……は。ご遺い体たいを、この目で確認しました」

　トルウェイの肩がかすかに震ふるえる。動どう揺ようする彼を横目に、代わってイクタが話を続けた。

「それはつまり、第一皇子の身み柄がらをイグセム派に奪うばわれた、と受け取っていいのか」

「残念ながら、その通りです。……こちらからもお尋たずねしますが、あなた方の移動に皇こう帝てい陛へい下かは伴っておられますか？」

「ああ。隔かく離り集落を出る時に連れ出して、いまは宰さい相しようと一いつ緒しよにあっちの馬車にいる」

　近くに止まった馬車を指さしつつ、少年はさらに言い添そえる。

「直接目で見たいなら、武装解除の上でひとりを行かせてくれ。こっちの兵の監かん視し下かになるけど、確認を許可する」

　そう言われたナガ曹長が、すぐさま仲間を振り向いて目め配くばせする。イクタも部下を呼んで、確認の際のおおまかな段取りを伝えた。

「話を戻すけど、サドイケメン……もといサリハスラグ少しよう佐さは、どの程度まで部隊の統制を取り戻しているんだ？　進軍の再開に目め途どはついているのか？」

「全兵力の合流にはまだ時間を要しますが、少佐殿としても、こちらに戦力を回すことを最優先に考えておいでです。各個撃破を恐れずに済み、かつ、イグセム派に対して威い圧あつを示すことが出来る最低数──兵三千を確保した上で駆かけ付けられるでしょう」

　曹長がそう言ったのを聞いて、小太りの少年が慌あわてて口を挟はさんだ。

「え──援軍が来るのかっ！　いつだ、いつ来てくれるんだ!?」

「あなた方がどこで我々を待つかにも左右されますが……仮にこの場所だとしたら、おそらく四日後には」

　その数字を聞いて、希望を取り戻しかけていたマシューの顔から、再び血の気が失われる。

「四日後……？　噓うそだろ、明日あす明後日あさつてにはヤトリたちに追い付かれるってのに！」

「その数字をさらに縮めることは……申し訳ありませんが、私の立場からでは請うけ合いかねます。四日でも相当な強行軍を前提にしているのです。なお早くするとなると、兵の招集を三千未満で切り上げるか、さもなければ多数の脱落者を出すことが前提の『速すぎる』進軍となってしまい、本末転倒の結果を呼びかねず……」

「だからって、おれたちにそれまで耐えしのげっていうのか？　二倍近い数のヤトリたち相手に？　無茶言うなよ、こっちは砦とりでに籠こもれるわけじゃないんだぞ！」

　両腕を広げて周りの荒涼とした光景を示しつつ、小太りの少年は力を込めて叫ぶ。

「いまのおれたちに動き回れる範はん囲いじゃ、どれだけ南に下ったって防衛拠きよ点てんになるような施設はない！　川もなければ山もない、谷もない！　ひたすら岩場が続くばっかりなのに、こんな地形でどうやって持久しろっていうんだよ……！」

　悲鳴に近いマシューの言葉に、ハロはうつむき、ナガ曹そう長ちようは答えかねて押し黙だまった。

「……五日、待とう」

　場の雰ふん囲い気きが悲観に傾いたところで、イクタが毅き然ぜんと声を上げた。懐ふところから出した地図を広げる彼に、全員の視線が集中する。

「プラス一日だ、ナガ曹長。僕たちはここからさらに一日かけて南へ下る。そして、地図上のこの辺り──岩石地帯の北寄りに陣じんを敷しいて、そこでイグセム派の攻撃に耐えながら援軍の到着を待つ。陣地の正確な位置までは指定出来ないけど、三日目からは合図に狼煙のろしを焚たくから、君たちはそれを見て全速力で駆かけ付ける。そういう段取りでいいかな」

「わ、我々のほうは問題ありませんが……本当に凌しのげるのですか、あなた方は」

「何とかしてみせる。だから君たちも一秒でも早く援軍に来てくれ。──いいかい。一秒でも早く、だ。何の誇こ張ちようでもなく、その一秒の差が持久の成否を分けるかもしれない。僕たちはこれからそういう戦いをする。それだけはいちばん最初に、いまここで理解しておいてくれ」

　勘かん違ちがいから状況を楽観されないように、少年は努めて切迫した口調で言い含めた。ナガ曹長のほうでもその意図を酌くんで、相手の目を見返して粛しゆく然ぜんとうなずく。

「──承知しました。一字一句漏もらさず、サリハスラグ少しよう佐さ殿どのにお伝えします」

「うん。頼たのんだよ」

　話はそれで終わった。上官に伝えるべきメッセージを受け取ると、ナガ曹長は仲間と共に馬を引いて去っていった。その背中を眺ながめながら、黒髪の少年は苦笑気味にため息をつく。

「……夢にも思わなかったな。あのサドイケメンの助けを待つ日が来るなんて」

　誰だれにともなく独り言ごちる。そんな彼の考えがまったく読み取れず、ハロとマシューが同時に声を上げた。

「し、凌げるんですか？　ここで五日間……」

「本気かよ！　防衛それ自体は四日間だとしても、あのヤトリが相手なんだぞ……!?」

　ふたりの不安をなだめるように、イクタは軽く両手を上げてみせる。

「落ち着いて、ふたりとも。見方を変えれば、ここで岩石地帯に入るのは悪くない。イグセム派の主力である騎き兵へいの活動を制限出来るからね。平原で真っ向からぶつかるよりは百倍ましだよ」

「だとしても、向こうにはこっちと同数以上の風ふう銃じゆう兵へいもいるんだぞ!?　ろくな遮しや蔽へい物ぶつもないこんな場所じゃ防衛線だって張りようがない！　一度ぶつかれば最後、数に押されてひとたまりも……！」

　小太りの少年の懸け念ねんに、イクタは首を横に振ってみせる。

「早とちりだよマシュー。僕はさっき岩石地帯で戦うとは言ったけれど、ここで戦うとは一言も言ってない。どう戦うにせよ、まずは南に下るところからだ」

　そう告げた上で、少年は南の方角に視線を戻した。

「進軍を再開しよう。岩石地帯に入ったといっても、まだここは入り口に過ぎない。さらに奥へ踏ふみ入れば、岩はさらに大きく、地形はより複雑さを増していく。──トルウェイ、ぼーっとするな。お前の眼めの良さが頼たよりなんだ」

　恩師の訃ふ報ほうを受けて自失状態にある青年を、イクタは強引に現実へ引き戻した。誰だれにも嘆なげいている暇ひまはない。現実から目を逸そらさせてでも、直面した課題に集中してもらうしかない。

「この地形は東西南北に幅はば広ひろい。だから、きっとどこかにあるはずだ。これから四日間の持久に耐えるだけの地形が。僕たちが生き残るために不可欠の戦場が──」





＊






　彼らを追ってダフマ州の南なん端たんに差し掛かったイグセム派捜そう索さく隊たいもまた、先行させた偵てい察さつ部隊の報告から、イクタたちの動向を把は握あくすることになった。

「どうやら向こうは岩石地帯に踏み込んだようだな。……州境を抜けて、さらに南へ逃のがれるつもりだろうか？」

「補給のない状態でそれは無む謀ぼうです。別の意図があると見るべきでしょうね」

　メグ少しよう佐さと言葉を交わしつつ、ヤトリは相手の行動について思索を巡らせる。が、結果としては考える必要もなかった。答えそのものが、伝令兵の口からもたらされたからだ。

「報告いたします！　南西六キロの位置にて、第二反乱軍捜索隊の布ふ陣じんを確認！」

　捕ほ捉そくした相手の現在地を目指して、歩きづらい岩石地帯の中、ヤトリたちは慎しん重ちように軍を進めていく。接近までにさほど時間はかからなかった。頃ころ合あいを見て手近な岩山に登り、彼女はそこから旭日連隊捜索隊の現状を眺ながめた。

「……これは」

　見渡す限り岩だらけの周囲一帯の中でも、さらに特徴的な地形がそこにあった。まず、広こう範はん囲いに亘わたって盛もり上がった岩場が、大きな灰色の丘おかを形作っている。それもひとつではなく、互いの距離を開けずに、同じような隆りゆう起きがいくつも並んでいた。大勢の兵士たちが、その上や周りを忙せわしなく動き回っているのが見て取れる。しばらく観察した後、ヤトリは口を開いた。

「突出した岩場が密集している場所を選んで、その上と合間に兵を入れることで防御陣地としているのね。おそらく岩場の上には光こう照しよう兵へいと狙そ撃げき兵へいが配置済み、全周からの攻勢に対して迎げい撃げき態勢を取っていると見るべきでしょう。兵たちが身をひそめる遮しや蔽へい物ぶつには……石を手作業で積み上げている、か」

「しかし、これは……こう言っては何ですが、よく条件に合う地形が見つかったものですな。百や二百の小勢ならともかく、二千人以上を容いれるとなると簡かん単たんには……」

　メグ少しよう佐さが腕を組んでそう言うと、炎えん髪ぱつの少女は首を横に振ってみせる。

「いいところ七割でしょう」

「は？」

「彼らが求めていた条件と、実際の地形の適合率。今はその差を必死に埋うめ合わせているところだもの」

　眼前の光景を広く眺ながめて、その軍事的な適性を、ヤトリは鋭く分ぶん析せきする。

「一見して分かる範はん囲いだと、それぞれの岩場の形にばらつきがありすぎるわ。斜面が急すぎて味方まで登りづらいところもあれば、緩ゆるすぎて敵への防衛力が危ぶまれるところもある。いくつかの岩場は標高の低さも問題ね。ある程度は工作で補おぎなうにしても、全すべての穴を埋めるには時間が足りない。最終的には兵を多く回すことで対応するしかないでしょう」

　強みと弱みを読み取って羅ら列れつする。視界に見て取れる全ての情報から、少女は相手の防衛力を正確に見積もっていく。

「必要とされる野や戦せん築ちく城じようの規き模ぼに対して、資材となる岩石の量、それらを運ぶ兵士の人数、作業に充あてられる時間──どれもじゅうぶんとは言えない。よほど運のいい場合を除けば、天然の地形を要よう害がいに仕立て上げるためには大きな手間がいるものだから」

　相手の現状をそう把は握あくすると、隣となりのメグ少佐を振り向いて、彼女は今後の方針を述べた。

「兵力を三つに分けた上で、あの陣じん地ちの西北西、東北東、南の三面に置きます。不足し出した岩石を陣地の外から運び込んでいるようだから、それだけで作業に対するけん制になるでしょう」

　その指示にうなずくと、中年の将しよう校こうはすぐに周りの部下を呼び集めた。細かい采さい配はいは彼に一任して、相手の陣地に視線を戻すと、ヤトリは軽くため息をつく。

「……でも、ここまで、ね。あちらの工事を妨ぼう害がいする手は色々と思いつくけれど、それを実行してしまうと、望まずして戦せん端たんを開く結果になりかねない」

　つぶやく声には不安の成分が含まれていた。──どれほど多くの弱点が見て取れたとしても、実際にそれらを突くような展開にはなって欲しくない。岩場のどこかで防備の強化に走り回っているだろう騎き士し団だんの面々を想像して、ヤトリは胸を襲おそう痛みに目を伏せた。

「ヤトリシノ中ちゆう佐さ殿どの」

　ふと、その背中に声がかかる。彼女が予感を覚えて振り向けば、そこには深刻な表情で佇たたずむ数人の部下たちの姿があった。

「飢き餓が城じようの司令部より……伝令が、到着しました」

　どくん、と心臓が脈打つ。皮一枚で平静を装よそおいながら、動きたがらない唇くちびるを、彼女は強引に動かす。

「命令書を渡しなさい」

　促うながされると、兵士のひとりが丁てい寧ねいな所作で、革のバインダーに入ったそれを差し出した。両手で受け取って慎しん重ちように封を解ほどき、紙の一部が視界に映ったところで、ヤトリは思わずまぶたを閉じる。

「…………」

　書面を確認するだけのことに、かつてないほどの勇気を精せい錬れんする必要があった。費ついやすこと一分近く、どうにかそれに成功して、彼女が再びまぶたを開けると──その瞬しゆん間かん、見み慣なれた父親の文字が、彼女の視界に容よう赦しやなく飛び込んできた。

　──国こく体たいの護ご持じを最優先として、常に我らは行動せねばならぬ也なり。

　最初の一文を読んで、ヤトリはうなずいた。言われるまでもなく、その通りに違いない。

　──カトヴァーナ帝てい国こくの国体とは、皇こう帝てい陛へい下かが有される唯ゆい一いつにして至上の公権力の下もとに成り立つ、国民生活の秩ちつ序じよと安定也。

　再びうなずいた。皇帝権力の下に成り立つ臣しん民みんの平和、それが帝国の在あり方だから。

　──然しかるに、我々は皇帝陛下を主君と仰あおぎ、身しん命めいを賭かけて守護し奉たてまつる定め也。

　三み度たびうなずいた。今さら言われるまでもなく、帝国軍人はそのように在らねばならない。

　──されど現状のごとく、陛下の大権がまつろわぬ逆ぎやく賊ぞくの手によって侵おかされかけ、その独立性の維い持じが、陛下自身の身の安全と致ち命めい的てきに両立し得ぬ事態においては、

　まばたきを忘れて読み続けた。ここまでは分かる、分からないのはこの先だ。

　──皇帝陛下の存命に優先して、皇帝権力の健常な存続を企図するが、国体の守護者たる我らに託たくされた責務であると結論する物也。

「─────────────」

　全身が硬直した。記された文章の意味を理解するために、長い長い時間が必要だった。

　七度読み返したところで解釈が終わった。というより、ほかに解釈がないことを確認した。

　つまりは、こういうことだ。現在の皇帝陛下を見殺しにしてでも、国体の守護者たる帝国軍人は、皇帝権力の正常な独立性を保たねばならない。

「…………………………………」

　なおも繰くり返し考えた。論理の綻ほころびを必死に探した。だが、矛む盾じゆんは──おそらく、なかった。

　なぜなら──イグセムとは、帝国軍人とは、もとより人に仕えているのではない。

　人は必ず死ぬもの。対して、皇帝位とは死を超えて受け継がれるもの。

　前者と後者が同じ天てん秤びんに載ったのなら、軍人は否いや応おうなく、後者を守らなければならない。

　──ここに述べる責務の遂すい行こうは、他ほかならぬ皇帝陛下の勅ちよく命めいによって命じられし物也。

　それも確かだった。皇帝を傀かい儡らいに貶おとしめた宰さい相しようの出した勅命だとしても、そこに制度上の誤りがない限りにおいて、イグセムには否定することが出来ない。国家の基もといたる皇帝の大権、すなわち国こく体たいを守れという命令を、どうあっても無視出来る道理がない。

　──以上を踏ふまえて、独立捜そう索さく部隊の司令官たる者は、以下の要件を確認せよ。

　瞳どう孔こうが開くのが分かった。この先をこそ、自分は見届けなければならない。

　──第一に、皇こう帝てい陛へい下かを虜とりことし、その大権を私有せしめんとする勢力は其そ処こにあるか。

　ある、と言わざるを得ない。イグセムの価値観で判じる限りは。

　──第二に、該がい当とうする勢力に対して、現時点における自軍の戦力は勝まさっているか。

　勝っている、と言うしかない。二千数百に対して五千では。

　──第三に、この命令が届いてから六日以内に、武力をもってその勢力を降くだすことは可能か。

　可能だと……可能だとしたら、どうだというのだろうか？

　──これら三つの要件を肯こう定ていで満たす場合、帝てい国こく陸軍元げん帥すいソルヴェナレス・イグセムの名の下もとに、独立捜索部隊の司令官へ、以下の任務の遂すい行こうを命じる。

　だから、いったい何を命じると、




　──ただちに該当する反乱勢力を討とう伐ばつし、その首しゆ魁かいたる人物を誅ちゆう殺さつせよ。

　　　第二反乱軍においては、元帝国軍人イクタ・サンクレイが、その条件に該当する物也なり。




　一いち分ぶの疑問を差し挟はさむ隙すきもなく、答えはそこにあった。

　思考が消し飛んだ。視界が白くはじけた。手足から爪つま先さきまで、あらゆる感覚が失われた。

　崩ほう壊かいしていく世界の只ただ中なかに、彼女は浮かんでいた。ヤトリシノを律するものの全すべてが乱れ揺ゆらぎ、引き裂さかれた羽根枕まくらの中身のように、散り散りになって虚こ空くうへ散っていく。

「──中ちゆう佐さ殿どの!?」

　傍はた目めには、彼女はかすかによろめいて見えただけだった。だが、それだけでも部下たちが驚きよう愕がくして駆かけ寄るにはじゅうぶんだった。自失した彼女など、今この時を除けば、ほかのどこの時空にも存在した例ためしがない。

　彼らが話しかけても応答はない。パートナーのシアに呼ばれてさえ、ヤトリは何の反応も返さなかった。岩に穿うがたれた巨大な空くう洞どうに話しかけているようなものだった。

　五分以上が経たった頃ころ、動どう揺ようを極める軍人たちの前で、深しん紅くの瞳ひとみがかろうじて焦しよう点てんを結ぶ。だが、それでもほんのひとかけらを取り戻したに過ぎなかった。一切の血の気が失うせた顔には、まるで彫ちよう像ぞうのように何の表情も浮かんでいない。

「……………………」

　そんな状態でも、ヤトリは何かをしようとしていた。何かが彼女にそうさせていた。炎えん髪ぱつの少女の中に棲すむ鋼はがねじみた何かが、膝ひざから崩くずれ落ちる無ぶ様ざまを、頑がんとして少女に許さなかった。

「……………時間、を」

　口元がわずかに動き、言葉が紡つむがれる。瀕ひん死しの怪け我が人にんの呼吸にも似たその声に、周囲の部下たちは息を吞のんで耳を澄すます。

「時間を、もらう、わ」

　自制心の全すべてを費ついやしてそう言い終えると、ぎこちない足取りで身をひるがえし、ヤトリは先に見える天てん幕まくへと歩き出した。出っ張った岩に足を引っ掛けて、途中で何度もつんのめる。いつもの彼女なら絶対に有あり得ないその姿に、兵士たちは動どう揺ようを通り越して恐怖した。

「…………っ、……」

　よろよろと天幕に踏ふみ入ると、彼女はほとんど無意識の動作で腕を後ろに回し、入り口部分の布を下ろした。薄うす暗ぐらい幕屋の中を中央まで歩いていって、そこでぴたりと足を止める。

「─────」

　その瞬しゆん間かん、少女はふと気が付いた。自分が何をしにここへ来たのか。

　かつての言葉に従って──これから自分は、儀ぎ式しきを執とり行わなければならないのだと。

「───あ、あ」

　止まっていた思考が逆を向き、過去に向かって回り出す。記き憶おくが洪こう水ずいのように溢あふれ出して全身を浸ひたし、波打って翻ほん弄ろうし。ヤトリの精神は、追憶が形作る巨大な渦うずの中に巻き込まれていく。

　遥はるかな深みに沈んでいきながら──彼女は、その水みな底そこで、再会の日を想おもった。
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　よく晴れた春の日の朝。帝てい立りつシガル高等学校の入学式が、中等部と合同で執とり行われていた。

　千人を超える少年少女たちが、希望と野心に目を輝かせて校庭に並んでいる。新生活への不安を浮かべる者は少ない。自分たちこそ帝てい国こくの未来を担になう人材であるという、強力な自負が彼らにはある。それも当然と言えた。高額の学費を支払えるだけの富裕な家に生まれ育ち、難関の試験を突破することで能力を示して、その末に彼らはここにいるのだから。

「狭き門を潜くぐり抜け、よくここまで来てくれた、未来ある若者たちよ。この善よき日を、私は心から祝福してやまない」

　彼らを迎むかえる大人おとなたちもまた、あらん限りの言葉を尽くして若者たちを刺し激げきする。褒ほめそやしたかと思えば釘くぎを刺し、挑発したかと思えば分別を説き、さらに一周回って競争を肯こう定ていする。ここは未いまだ出世街道の入り口に過ぎず、栄えい達たつの未来は遠く霞かすみ、ひとつの油断で奈な落らくへ転げ落ちることになるだろうと──浮き足立つ新入生たちの耳に、その戒いましめが重く響ひびく。

「では、宣せん誓せいに移ろう。新入生代表、中等部──ヤトリシノ・イグセム！」

　やがて満を持して、少年少女たちの先頭を行く者の名前が呼ばれた。その指名に応じて、真新しい制服に身を包んだ少女が颯さつ爽そうと登とう壇だんする。

　幼さを減じて凜り々りしさを増した顔つき、洗練された機能美としなやかさを感じさせる身体からだ、風にたなびく鮮やかな炎えん髪ぱつ。十三歳のヤトリシノ・イグセムは、その歳としにしてすでに、見る者に息を吞のませる華はなと風格を備えつつあった。

　敬意、嫉しつ妬と、憧しよう憬けい、対抗心──様々な感情を含んだ視線が彼女に突き刺さる。その全すべてを受け止めてなお怯ひるまず、高等部の代表生徒と並んで壇上に立ち、炎髪の少女は正面きって競争相手たちを見み据すえた。

「宣誓します。我ら一同、寸すん暇かを惜おしんで学業に励はげみ、心身共に健すこやかなるを旨むねとして──」

　よく通る声が校庭の隅すみ々ずみまで響き渡る。伸びやかで堂々とした少女の宣誓に、生徒はおろか教員までもが聞き惚ほれる。これから始まる学校生活が誰だれを中心に進むのか、その光景がすでに暗示しているかのようでもあった。







　教員や新入生たちとの親交を済ませると、その先の付き合いは丁てい寧ねいに辞して、ヤトリは学校の敷しき地ち内ないをひとり歩き回り始めた。これから何年にも亘わたって通う場所となれば、彼女としては真っ先に地形を把は握あくせずにはいられない。イグセム家の軍人教育が正しく影えい響きようした結果だ。

　校舎に入り、教室とそれ以外の部屋をひとつひとつ覗のぞき、各部屋の立体的な位置関係を頭の中で想像する。一時間足らずでおおまかな把握が済んでしまうと、再び外に出て校舎以外の施設に向かった。観葉植物の植わった庭園があり、よく整地された運動場があり、その中を歩く生徒の姿も頻ひん繁ぱんに見かけた。

　広い施設の中に様々な目的をもって存在する人々。これに近い図式を、少女は過去にも見たことがある。ふと足を止めた。そのことを思い出してしまうと、彼女はいつも立ち止まって空を仰あおがずにはいられない。

「あれからもう、四年……」

　ぽつりとつぶやく。ヤトリが旭日連隊での遊学を終えてから、それだけの年月が経たっていた。

　バダ・サンクレイの投とう獄ごくと不可解な死、残されたふたりの親子の失しつ踪そう、旭日連隊の解散──一連の事件は全すべてその中で起こった出来事であり、おそらくは今も終わっていない。少なくとも、彼女の中ではそうだった。

　そのことを考えながら再び歩き始めると、ふと頭上に気配を感じて、少女は間かん髪はつ入れず右手を高く掲げた。パシン、と小気味良い音を立てて、その手のひらに一個のクルミが収まる。ヤトリはため息をついて視線を上に向けた。

「……どこの誰だれだか知らないけれど。これ、投げ返してもいいのかしら？」

　不届き者がいる木の上を目がけて、少女は右腕を振りかぶる。途と端たんに声が降ってきた。

「待った、待った！　すぐに下りるから！」

　するすると枝を伝って下りてくる影。ものの数秒で地面に下り立つと、ヤトリと同じシガル高等学校の制服を着た黒髪の少年がそこにいた。体格は至って平凡だが、どこかすれた印象のある顔つきで、制服のほうもかなり大だい胆たんに着き崩くずしている。

「まったく君ときたら、いたずらを仕掛けるのも命がけだなぁ」

　初対面にもかかわらず気さくに話しかけてくる相手に、炎えん髪ぱつの少女は困こん惑わくして眉まゆ根ねを寄せた。

「同じ新入生みたいね。私に何か用？」

　彼女に問われた瞬しゆん間かん、少年は目を丸くして、それから一気に肩を落とした。見ているヤトリが驚おどろいてしまうほどの、それはそれは見事なまでの落胆ぶりだった。

「……今のは傷ついた。自分でも予想外なくらいザックリきた」

　相手の落ち込みように、少女はますます困惑を深める。少年は唇くちびるをとがらせて告げた。

「そんなに人相変わったかなぁ。──ほら、僕だよ、ヤトリ。君の半分だ」

　最後に浮かべた微笑ほほえみが、炎髪の少女の中にあった記き憶おくと一いつ致ちする。気が遠くなるほどの衝しよう撃げきを経て、深しん紅くの両目が思いきり見開かれた。

「───イクタ？」

　気が付けば歩み寄って、少年の顔から胴体までをぺたぺたと触さわっていた。この手で触ふれて確かめなければ、彼女にはどうしても、目の前の光景が信じられなかった。

「化けて出たわけじゃ……ないみたいね。ちゃんと実体があるわ」

「これでも科学者だからね。幽ゆう霊れいならもっと恥はずかしい顔で出てくるって」

　冗じよう談だんめかして少年は言った。その物言いがますます記き憶おくと重なって、少女を確信に至らせる。幽ゆう霊れいでも白昼夢でもないのだと分かって、彼の肩にかけた手に、ヤトリは必要以上の力を込めてしまった。

「……今の私に、これを言う資格がないことは分かってる。だけれど、それでも言わせて」

　自制を利きかせることも忘れて、少女は言葉を紡つむぐ。今この瞬しゆん間かん、全すべてに先さき駆がけて伝えたい気持ちがあった。

「無事で良かった。本当に……良かった」

　万感の想おもいを込めて、彼女はそう口にした。ほかに何が言えただろう。ずっとその無事を案じ続けてきた相手が、生存すら危ぶまれていた自分の半身が、こうして五体満足で生きていてくれたというのに。







「紹介が遅れたけど、パートナーが出来たんだ。名前はクス。僕の命の恩人でもあるんだよ」

　庭園の隅すみの草地に並んで腰こしを下ろして、ふたりは実に四年ぶりの近況報告を行っていた。彼が抱だき上げてみせた精せい霊れいを、ヤトリは微笑ほほえんで見つめる。

「光ひかり精せい霊れいと契約したのね。──初めまして、クス。私はヤトリシノ・イグセム、呼ぶ時はヤトリでいいわ。パートナーはこっち、火ひ精せい霊れいのシアよ」

「初めまして、ヤトリ。イクタから話は聞いています。とても素敵な方だそうですね」

　予想以上に流りゆう暢ちような返事が返ってきて、少女は驚おどろいた。精霊は普通、初対面の相手にここまで気の利いたことは言わない。

「特定の主あるじを持たない時期が長かったせいか、クスはだいぶ世よ慣なれていてね。いつもいい話し相手になってくれるんだ」

「そうみたいね。少し驚いたわ」

　風変わりな光精霊といくつか言葉を交わした後、ヤトリは再び少年に視線を戻す。

「……それにしてもあんた、どういう経けい緯いでここにいるわけ？　その制服も本物でしょう？」

「うん、話すと長くなるんだけどね──」

　草地に両手を突いて鼻を鳴らし、イクタは空白の年月について話し始めた。

「親父おやじがああなってから最初の二年は、母さんと一いつ緒しよに山の中で隠かくれて暮らしてたんだ」

「山の中？　……それは、文字通りの？」

「うん、そのまんま。むしろ山林のど真ん中かな。物ぶつ騒そうな連中に追われていたからさ。いざという時のために用意してあった隠れ家のひとつで、ほとぼりが冷めるのを待っていた。だけど……これが思った以上に波乱の連続で」

　話しながら、少年は雑草を手でもてあそぶ。重い話を軽く話そうとする彼の意図を、少女はその姿から見て取ってしまう。

「暮らし始めて三か月くらいで、最初の隠かくれ家は奴やつらに見つかっちゃったんだ。僕らを守ってくれていた連隊の兵士たちも、外へ行ったきり戻って来なくてさ。追っ手に捕まらないために、僕と母さんはさらに山奥へ逃のがれるしかなかった。まるきり当てがなかったわけじゃなくて、そっちにも別の隠れ家があるって伝えられてたから、そこを目指したんだけど──」

　ついにごろりと仰あお向むけになって、イクタはそのまま話を続ける。

「ふたつ目の隠れ家は、古い炭焼き小屋を改装したものだった。最初のものよりずっとボロかったけど、なにせ不便な場所にあるから仕方がない。それより問題は水と食料だった──一か月で備び蓄ちくが切れた上に、ひとつ目の隠れ家から逃げる途中で、僕たちは命いのち綱づなの水みず精せい霊れいすら失っていたから。だからって山を出るわけにもいかないし、身の回りで食べられるものを探すしかなかった」

　その生活を思い浮かべて、少女は唇くちびるを嚙かんだ。語れば語るほど、少年の声からは軽妙さが失われていく。

「狩しゆ猟りようと採集の生活ってね、思った以上にきついんだよ。一日のほとんどをそのために費ついやすことになるし、成果が挙がらなければ飢うえに直結する。親父おやじの『任務』やフィールドワークで知識と技術を仕入れてあったから少しは凌しのげたけど、それでも毎日綱渡りで……結局は渡り損そこねた」

　最後の言葉に全身の血が凍こごえる。さっきから訊ききたくても訊けずにいたことを、そこでついに彼女は尋たずねた。

「……ユーカおばさまは、今」

「母さんから君に、言こと伝づてがあるんだ」

　仰向けのまま目を閉じて、かすかに震ふるえる声で、イクタは告げる。

「『ごめんね。もう一度、頭を撫なでてあげたかった』──って」

　それで、全すべてを察した。儚はかなげな微笑ほほえみが脳裏をよぎって、ヤトリの胸中を張り裂さけるような痛みが襲おそった。

「もともと体の強い人じゃなかった。表に出さなかっただけで、僕よりもずっと先に無理が来てたんだ。それでも一度だって山を下りようとはしなかった。僕を生かすために命を削けずり続けて──ある日、倒れた。ぷつんと糸が切れたみたいに」

　長い逃避行の末に迎むかえた、その結末が、彼ら親子にとっての終わりだった。

「息を引き取ったのは、その晩ばんだったよ。……助けを呼びに行く時間さえ、なかった」

　少女には何も言えなかった。彼女の沈ちん黙もくを受けて、少年はゆるゆると首を横に振る。

「泣いてよ、ヤトリ。君に我が慢まんされたら、母さんのために泣く人がいない」

　半目を開けて青空を見上げて、もはや震えてはいない声で、イクタはぽつりと言う。

「僕にはもう、涙が出ないんだ──」







　校舎内に設けられた食堂兼けん用ようの談話室に場を移して、四年ぶりの会話は続けられた。講義がある日ではないので人は多くないが、それでもちらほらとはいる。話の内容が他人の耳に入らないように、ふたりは広い空間の片かた隅すみに席を取って座った。

「……さんざん迷ったけど、遺い体たいは火か葬そうにした。山の中で埋まい葬そうしても獣けものに掘り返されちゃうし、とても後で墓参りに来られるような場所じゃなかったからね。ともあれ、僕は遺骨を持って二年ぶりに山を下りたんだ。潜せん伏ぷく生活の限界が近かったのもあるし、時間の経過に加えて『親子』という特徴が失われたことで、追っ手にも僕を見分けることが難しくなっているはずだった。皮肉には思ったけど、世の中に孤こ児じは山ほどいるから」

　杯さかずきに汲くんできた水で口を湿らせつつ、少年は眉まゆ根ねを寄せる。

「でも……母さんを失ったことで歯車が狂ったんだと思う。山を出た辺りから体が重くなってきて、人里近くに辿たどり着く頃ころにはほとんど動けなくなった。なんとか目についた空あき家に入ったまではいいけど、すぐに倒れ込んで意識を失っちゃってさ。あのまま死んでいてもおかしくなかった。──そこにクスが来てくれたんだ」

　テーブルの上に布を敷しいて座る小さなパートナーを指して、イクタは微笑ほほえんだ。

「僕が倒れた場所のすぐ近くに孤児院があってね。クスはそこで子供たちの世話をしていた。でも、僕と出会うだいぶ前に、前の主あるじだった職員が病気で亡なくなっていて。君も知っての通り、主を失った精霊は『契約待ち』の状態になる。身の回りに次の主を見つけられない場合、契約者を求めて自発的にあちこち歩き回るようになるんだ。その探たん索さくの途中で僕を見つけてくれたってわけ」

　片手でクスの頭を撫なでつつ、少年は明るく話を続ける。

「それからは、そのソローク孤児院の子供になったよ。院長とは馬が合わなかったけど、職員にフルシラっていうすごく善よい人がいてね、何かと僕を助けてくれた。クスに見つけてもらったことと併あわせて、僕にとっては久しぶりの幸運続きだったな」

　そこで一いつ旦たん言葉を切って、彼はひとつ断りを入れる。

「そんなわけで、今の僕の名前はイクタ・ソロークってわけ。君もそう呼んでよ。前の姓せいはもう使えないからさ」

　広い意味で言えば、彼は未いまだに逃亡中の身なのだ。炎えん髪ぱつの少女は迷わず首を縦に振った。

「あんたと私は今日きよう、ここで初めて会った。対外的にはそういうことにしておくわ」

　少年が生きていくために必要な配はい慮りよだった。イクタはこくりとうなずいて話を再開する。

「──で、どうしてここにいるかだけど。ソローク孤児院はよくある寄付金目当てのモグリ施設じゃなくて、国の認可を受けた正規の孤児院だったんだ。だから国が実施する児童奨しよう学がく制度の対象になっていた。学業に適性を示した子供に、条件付きで返済不要の奨学金と、指定校への推すい薦せんが与えられる仕組みでね。ここシガル高等学校にも枠がひとり分あって、僕はそれに滑すべり込んだってわけ」

「よく推すい薦せんしてもらえたわね。あんたの能力が不足するとは思わないけれど、肝かん心じんの院長とは気が合わなかったんでしょう？　嫌きらいな相手に媚こびを売れるタイプでもないでしょうに」

「ご推察の通り、そこはひと悶もん着ちやくあったけどね。まぁ何とかなったよ。僕自身も色々と手を回したし、何よりフルシラが頑がん張ばって後押ししてくれた。彼女は院長からも他ほかの職員からも一目置かれていたからさ」

　そこまで聞き終えたところで、ヤトリは思案げに腕を組む。

「なるほど、ね。どうやってここに入学したかはよく分かったわ。──でも、まだ肝心要かなめのところを話してもらっていないんじゃないかしら」

「っていうと？」

「今のあんたの話は、どうやってここに来たかの説明。私はむしろ、なぜここに来たのかを知りたいの。私に会うためだけなら、苦労して推薦枠を勝ち取る必要もなかったはずよ」

　鋭い質問に、イクタはまっさらな微笑ほほえみで返した。

「君の学友になりたかった──それだけじゃ足りないかな」

「そこは私も嬉うれしいわ。ヤトリシノはその説明で満足してもいいし、本当は今すぐ飛び跳はねたいくらい。……でも、これはイグセムとしての質問よ」

　深しん紅くの瞳ひとみが相手を見み据すえた。曖あい昧まいなままにしておけない問題が、そこに残っていた。

「知らないはずがないわよね。いまの私には、あんたに恨うらまれるに足る理由がある」

　そう言われた瞬しゆん間かん、ヤトリが見たこともないほど寂さびしげな表情を浮かべて、少年は目を伏せた。

「僕がいま、この懐ふところにナイフを吞のんでいると……そう思うの？」

「思わないわ。……でも、仮にそうだったとしても文句は言わない。私は──私たちイグセムは、それだけの仕打ちをあんたにした。帰る家を奪うばって、両親を奪って……あんたの故郷だった旭日連隊そのものを、永遠に失わせたのだから」

　罪つみを明かす彼女に、伏せていた目を上げて、イクタはきっぱりと首を横に振ってみせる。

「最初に訂正しておくと、それは君がやったことじゃない。重ねて言えば、僕自身はイグセムがやったことだとも思ってない。だから恨みを抱いだく謂いわれはないんだ。君にも、君の父上にも、君の家にもね」

「私にはそうは思えない。バダ大たい将しようを戦犯として捕らえて、その身み柄がらを内ない閣かくに引き渡したのは紛まぎれもなく父とう様さまよ。それに加えて、おじさまの罪ざい状じよう……命令無視の独断専行という汚お名めいは、本来なら父様が被かぶるべきものだった。だって、あの人には分かっていたのだから。誰かがそれをしなければ国が危ういと」

　全容の解明には至らずとも、四年の間に手にした事実は少なからずあった。それを踏ふまえた少女の発言に、しかし少年も動じることはない。両手を組んで口を開く。

「……あの件については僕なりに調べた。ひとつだけ確信を持って言えるのはね、親父は自分から貧乏くじを引いたってことだよ。本人から聞いたわけじゃない。でも、それだけは手に取るように分かるんだ。親友ソルに勅ちよく命めいを無視させるわけにもいかない、だったら自分でやっちまうか──そう考えて連隊を動かした判断は、呆あきれるほどあの親父おやじらしい」

　彼もまた、ひとつの答えに至っていた。今は亡なき父の思考を辿たどって、少年は言葉を続ける。

「何もかも承知の上で行動したウチの親父と、同じく承知の上でそれを黙もく認にんした君の父上。事前の相談がなかったことに不満はあるけど、どちらを恨うらもうとも思わない。だって状況は二者択たく一いつだったんだ。親父が戦犯として裁かれていなければ、その時は逆のケースしか有あり得なかった。そうなんだろ？」

「だからこそ、あんたは私を恨むべきでしょう！」

　知らず、ヤトリは声を荒げていた。穏おだやかに語る少年の姿が、そこにイグセムを責める言葉のないことが、彼女にはどうしても納なつ得とくいかなかった。

「あの事件の結果、イグセム家は帝てい国こく軍の保守本流として現代に生き残り、サンクレイ家は反逆者の一党として完全に排はい斥せきされたわ。……でも、バダおじさまが戦犯の汚お名めいを被かぶっていなければ、両家の立場はまったく逆だったはず。その事実はこうも言い換えられる」

　周りに聞こえないよう声を抑えながら、少女はその分だけ、左右のこぶしをきつく握にぎりしめる。

「今日きようまでにあんたが失った全すべては、私が失うべきものだった──と」

　目を伏せたまま、ヤトリはそう結論した。その顔をじっと見つめ返して、イクタは口を開く。

「……オオカミと戦った日のことを憶おぼえているかな。あの時からずっと、僕は君のことを存在の片割れだと思っている。右手と左手のように、右脳と左脳のように、ふたつでひとつのものだと」

　少女はこくりとうなずいた。忘れられるはずがない。彼女が歩んだ十三年の人生の中で、それはもっともかけがえのない記き憶おくのひとつだった。

「ふたつの異なる境きよう遇ぐうがあって、僕たちはそれらをひとつずつ受け持たなきゃならなかった。どっちがどっちを受け持つかは選べなかったけど、そんなのは大した問題じゃない。右手が重い荷物を持つこともあれば、左手が持つこともある。今回はたまたま僕のほうに重荷が回ってきた──それだけの話なんだよ。

　だってさ。もし立場が逆だったとしたら、君は僕に同じことを言ってくれただろ？」

　当たり前の事実を確認するように、イクタは尋たずねた。震ふるえる唇くちびるから反問がこぼれた。

「……あんたは、本当にそれでいいの？」

　少年は静かにうなずいて、

「僕が行方ゆくえ不明の間、君にもずっと重荷はあった。それを推し量れないほど馬ば鹿かじゃない」

　その立場から、むしろ少女のほうを慮おもんぱかった。間を置いて、彼の表情が苦しげにゆがむ。

「……ああ、そうさ。今となってはむしろ、重荷は君のほうに圧のしかかっている。僕に言わせれば、話はまるっきり逆なんだよ。解放されたのが僕で、取り残されているのが君だ」

「……どういう、意味？」

　ヤトリの問いを受けて、少年はひとつ深呼吸し、

「さっきの質問に答えるよ。僕がなぜここにいるのか」

　テーブルに身を乗り出し、目と鼻の先で真っ向から相手を見つめて、答えを告げた。

「君を攫さらいに来たんだ、ヤトリ。未来さきのないこの国から──」







「現内ない閣かくの一部には、イグセムの失しつ脚きやくを望む意志がある」

　二度目の移動で、ふたりは一いつ緒しよに学校を出た。近場の混こみ合った料理屋に入り、いちばん奥の席に陣じん取どった上で、ほかの客の喧けん騒そうに紛まぎれて会話を再開する。

「今に始まったことじゃない。帝てい国こく軍を自分の都つ合ごうで動かしたい閣かく僚りようどもにとって、イグセムが標ひよう榜ぼうする政軍分離の理念は疎うとましいもののはずだ。貴族と軍人を隔へだてる制度の壁かべに阻はばまれながらも、奴やつらはずっと軍に自分たちの息のかかった人間を送り込もうとしてきた。対して、その手の連中を北ほく域いきに隔かく離りすることで、帝国軍はどうにか組織の健全さを保ってきたんだ。もちろんそれが苦肉の策なのは察しているけれど」

　注文した鶏とりの脚あしからよく焼けた肉をほぐしながら、ひそめた声でイクタは話し続けた。さっきまでとは違った意味で、人前で大声で話せる内容ではなくなっていた。

「軍を私物化したい閣僚と、軍の独自性を固守して譲ゆずらないイグセム。水面下の対立が長期に亘わたったことで、閣僚たちは考えを変えたんだと思う。つまり──イグセムが軍のトップである限り、どうあっても帝国軍を手中に収めることは出来ない。まずは頭をすげ替える必要がある」

　肉片のひとつを口に運びながら、焼きすぎだこれ、と文句をこぼす。料理については同じ感想を抱いだきながら、ヤトリは相手の語る内容に耳を傾け続ける。

「そう考えた時に、連中が最初に目を付けたのはレミオン大たい将しようだったと思う。……でも、すぐに現実的じゃないことに気付いた。イグセム元げん帥すいに負けず劣らず、貴族どもに職しよく掌しようを侵おかさせまいとする彼かの将の意志は固い。しかも現体制に批ひ判はん的てきだ。あの人が軍のトップに立てば、貴族たちの立場は逆に危うくなる」

　一本目の脚を骨だけにしてから、イクタはもうひとつの脚にナイフを突き刺した。

「そこで白羽の矢が立ったのが、ウチの親父おやじだったってことなんだろうね。振る舞いも価値観もおよそ軍人らしくなかったから、こいつなら融ゆう通ずうが利ききそうだとでも思ったんだろう。加えて能力面での信しん頼らいもあった。なんでも御ご三さん家け以外から身を立てた将としては、かのイルスヒム・ギォルゴ以来の活躍ぶりだったらしいから。

　今にして思うと、親父はあれで貴族連中との交こう渉しようが上手うまかったんだ。国のあちこちに部隊を動かすにはいちいち根回しが要いるんだけど、面倒くさがりながらでもそつなくこなしていた。中には取引じみた利害調整も多かっただろうし、貴族どもから妙な誤解を受ける土ど壌じようはあったんだと思う。それに気付けなかったのは、まぁ、親父おやじ自身の落ち度と言えなくもない」

　ため息をこぼしながら、イクタは骨の回りから肉を削そぎ取っていく。

「かくしてバダ・サンクレイを帝てい国こく軍のトップに据すえるべく陰いん謀ぼうが動き出した。失しつ脚きやくを狙ねらわれたのはイグセム元げん帥すいだったんだ。実行に至るまでには色んな紆う余よ曲きよく折せつがあっただろうけど、そのへんは興味もないし端折はしよろう。……で、閣かく僚りようどもが実際に何を目もく論ろんだかと言うと、これが実に単純で──勅ちよく命めいを侵おかさざるを得ない状況にイグセム元帥を追い込むことだった。キオカの侵しん攻こうが始まったにもかかわらず、元帥以下の全軍に迎げい撃げきの許可を出さなかったんだ。それも早急な対応が必要とされている状況下でね」

　丸まる裸はだかになった骨を前歯で嚙かんで、少年は切っていた言葉を続ける。

「君の父上はほかの誰だれよりも規律に厳格だけれど、それでも絶対に吞のめない勅命がひとつだけある。帝国を滅ほろぼせ、という命令だ。あの時に皇こう帝ていから命じられたのは実質的にそういうことだった。攻めてくる外敵に対して何もするなと、国土と人民が蹂じゆう躙りんされるのを座して見守れと──軍人としての職責を放ほう棄きしろと、あの人はそう言われたんだろう」

　ヤトリは黙もく然ぜんとうなずいた。彼女が調べた断片的な事実に、少年の推察は合がつ致ちしていた。

「状況がそうなった時点で、君の父上が取り得た行動はそう多くない。座して見守る選せん択たくが有あり得ない以上、もはや勅命を破って軍を動かすほかになかった。そこまでは決定事項──残る問題は、誰が主体となってそれをやるかだ。

　勅命が待機を命じている以上、ここで軍を動かした人間は問答無用で反はん逆ぎやく罪ざいに問われることになる。元帥自身がそうなるのでなければ、部下から人ひと身み御ご供くうを差し出す必要があっただろう。それも将しよう官かん以上の高級将校からだ。最低でも旅団以上の規き模ぼで兵力を動かさなければ、あの時のキオカ軍には対抗出来なかったはずだから」

　イクタがそこまで言ったところで、炎えん髪ぱつの少女がそっと付け加える。

「……加えて、その人物は名将でなければならなかった。キオカ側の部隊を率ひきいていた将が、よりにもよって極めつけの難敵だったらしいの。自分が行くのでなければ、バダ大たい将しようを頼たのむしかなかった──父とう様さまはそう言っていたわ」

　なるほど、と少年は納なつ得とくした様子でうなずいた。

「ほかでもない君の父上が、そこで保身なんか考える人じゃないのは分かりきってる。……だからこそ苦しんだと思う。国を守るためにイグセムの全すべてを差し出すか、はたまた友の命を差し出すか。こんなのは選びようのない二者択一だ。葛かつ藤とうそれ自体が地じ獄ごくの責め苦だったことは想像に難かたくない。

　だから、ウチの親父が勝手に選んだ。誰に言われるまでもなく犠ぎ牲せいを買って出た。勅命を破って軍を動かし、旭日連隊の全力をもってキオカ軍を追い返し──その責任を一身に背し負よい込んで、戦犯として獄ごく中ちゆうで果てたんだ」

　果か汁じゆうの入った杯さかずきを握にぎる少年の手に力がこもる。押し付けた指先が真っ白になっていく。

「あの馬ば鹿か野郎は、英雄にでもなったつもりだったのかな」

　ぎり、と嚙かみしめた奥歯から音が鳴った。杯の中の果汁が波立って揺ゆれる。

「ねぇヤトリ、親父おやじはどうして死んだと思う？　貴族どもの陰いん謀ぼうがあったからかな？　勅ちよくに逆らってでも国を守ろうとしたからかな？　君の父上を失しつ脚きやくさせまいとしたからかな？」

　語り続ける少年の顔に、暗く虚うつろな失笑が浮かぶ。

「その全部だよ。親父はね、要するに過労で死んだんだ。自分ひとりで重荷をぜんぶ背負い込んで、その重圧と一いつ緒しよに泥どろの底まで沈んでいった。……周りの気持ちをぜんぶ置き去りにしてさ。戦争はみんなでやるものだって、僕たちにはあれだけ偉えらそうに教えたくせに」

　少女も唇くちびるを嚙んでうつむいた。騒さわがしい店内に、ふたり分の沈ちん黙もくが重く横たわる。

　長い長い間を置いて、イクタは再び口を開く。その表情にはっきりと諦てい観かんが見て取れた。

「帝てい国こくはもう、どうしようもないよ。正しく働いた軍人に報ほう賞しようをもって報むくいるどころか、人格も名めい誉よも何もかも踏ふみにじって使い潰つぶす──そんな理り不ふ尽じんを当たり前に行っている。僕はもう見限った。皇こう帝ていも貴族どもも、自分で自分の首を絞めていることに気付いてさえいない。人材が枯こ渇かつするのが先か、軍が体制に愛あい想そを尽かすのが先か──いずれにしても、この先には破は滅めつしか待っていない」

　そう切って捨てた上で、少年は目の前の相手を見み据すえた。沈んでいた声が力を取り戻す。

「国は勝手に滅ほろびればいい。……でも、その滅びに君が巻き込まれることだけは許せない。だから攫さらいに来たんだ。君が親父と同じ運命を辿たどる前に、この国が君を使い潰してしまう前に」

　ヤトリは息を吞のんだ。真剣そのものの表情で、イクタはなおも続ける。

「近い将来、僕は君を帝国から連れ去る。行き先はどこでもいい──ここより未来のある場所なら何でも。そこまでの手段にも当てはある。アナライの爺じいさんやその弟子でしたちと連絡が回復しつつあるからね。僕たちがその気になれば、亡命くらいお茶の子さいさいだ」

　少女が返す言葉を思い付けずにいると、その心境を察して、イクタは軽くうなずいてみせる。

「この提案に、君が簡かん単たんにはうなずかないことも知っているよ。だからこそ同じ学校に入ったのさ。君の近くにいるために、より多くの時間をかけて君を説き伏せるために」

　その顔に不敵な笑みを浮かべて、黒髪の少年は手にした杯を高く掲げた。

「覚かく悟ごしてよ、ヤトリ。僕はこれから、持てる力のぜんぶを使って、君を堕だ落らくに誘さそうんだ」







　どこかおどけた、けれど紛まぎれもなく本気の宣言を皮切りに、ふたりの学校生活は始まった。

　入学当初から、イクタは目に見えて不ふ真面目まじめな生徒だった。気まぐれで授業をサボり、講義中でも遠えん慮りよなく昼寝し、あまつさえ校庭の木のあちこちに蜘蛛くもよろしく巣ハンモツクを張った。生徒たちはそんな彼を呆あきれながら遠巻きに眺ながめ、入学から数か月と経たたないうちに、「怠なまけのイクタ」の異い名みようは学校中に響ひびき渡ることになった。

　だが、四年という歳月が彼を自じ堕だ落らくな人間に変えたのかというと、それもまた違っている。新学期の開始から間もなく、ヤトリはその事実に気が付いた。すなわち──イクタはある種のパフォーマンスとして怠惰に徹しているのだと。

　旭日連隊で科学者たちと過ごした日々が示しているように、少年は本来、学ぶことの本質的な喜びを知る人間だ。新しい知識を取り込むこと、新たな技術を身に付けること、過去に学ぶこと──かつての彼は、その全すべてを素直に受け入れて楽しんでいた。実地で学ぶにせよ書物から読み解くにせよ、未知に触ふれること自体がイクタのライフワークだったのだ。その根本的な部分は、波乱の四年間を経ても揺ゆらいでいない。

　失われたのは学問に対する情熱ではなく、それをそのまま表す無む邪じや気きさのほうだった。要するに彼は、国からもぎ取った奨しよう学がく金きんを可能な限り無む駄だ遣づかいすることにこだわっていたのだ。その浪ろう費ひぶりを望んで周囲に見せつけてすらいた。自分から多くを奪うばっていった帝てい国こくに対する、それは彼なりの憂うさ晴らしだったのだろう。

「やり方が子供っぽいのは──まぁ、自分でも分かってるさ」

　ある日の放課後。木こ陰かげに寝そべって本を読みながら、少年はそう漏もらした。ヤトリはため息をつくしかない。この日の第五限は地理学の講義だったが、彼はそれをサボってエスケープした先で「地理学事典」を読みふけっているのだから。

「でも、考えてもみてよ。僕はほとんど丸二年、文明もへったくれもない山の中にこもって生活してたんだ。分別を学ぶのが人より多少遅れたとしても、それくらいは当然だろ？」

　屁へ理り屈くつそのものの言い分だったが、事情を知るヤトリとしては、その天あまの邪じや鬼くさを責める気にはならなかった。──この程度で気が済んでいるのなら、それはむしろ喜ぶべきなのだ。帝国に対してより激はげしい復ふく讐しゆうに及ぶ理由も、彼にはあるのだから。

「復讐はしないよ。そんな真似まねは非科学的だし、何より母さんとの約束でもある」

　そう言うと、読んでいた本をぱたんと閉じて、イクタは仰あお向むけの体勢から立ち上がる。

「さて、時間も頃ころ合あいだ。そろそろ遊びに出ようか」







　何事につけ物覚えのよい少年なので、ひとたび盛さかり場に繰くり出せば、そこで悪い遊びを覚えるのもあっという間だった。この日はヤトリともども、身元がばれないように変装した上で、地元の豪ごう商しようが営いとなむ賭と博ばく場じようを訪れていた。

「おーおー、盛もり上がってる盛り上がってる」

　だだっ広い平屋の中に多くのテーブルが並べられていて、海面に浮かぶ浮き島のようなそれらに、年齢も性別も背格好も様々な人々が押し寄せている。ひっきりなしに飛び交う歓かん声せいと絶叫、賭かけに負けた者の罵ば詈り雑ぞう言ごん。彼らのふかす煙草タバコの煙で、屋内の空気はうっすらと白く染まっていた。

「けっこうな場所ね。空気を吸っているだけで人生を踏ふみ外した気になれるわ」

「冗じよう談だん。その人生ってやつがどのくらい細い足場かは知らないけど、君が簡かん単たんに踏み外してくれるなら苦労はない。髪の毛一本分残っていれば渡り切っちゃうんだから」

　わざとらしく嘆なげいてみせてから、少年は改めて屋内をぐるりと見渡す。

「どの博打ばくちにしても、こんなのは胴どう元もとが勝つように出来ているに決まってるんだ。それを承知で勝った負けたを楽しむのもいいけど、今日きようはその気はナシ。せっかく君と来たんだからね。もっと刺し激げきのあるゲームをしないと」

　そう前置きすると、イクタは深くかぶった帽子の下で目を動かす。

「今回の目的はあれ、壁かべ際ぎわで札遊びをやってるテーブルだ。少しここから様子を見ていよう。横目でさりげなく、ね」

　彼が視線で示したテーブルを、ヤトリも十分ほど観察した。やがて少年が尋たずねる。

「……どう思う？」

「イカサマね。親と客のひとりがグルだわ」

　少女は即そく答とうした。ゲームの進行を眺ながめる深しん紅くの瞳ひとみが、剃刀かみそりよりも鋭い輝きを帯びている。

「札を切る手の動きに違和感がある。仲間に有利な手札が回るように、あれで仕込んでいるんでしょう」

「君、その目だけでここの用心棒として食くっていけるなぁ」

　感かん嘆たんを通り越して、少年の顔には苦笑が浮かんでいた。そこで説明に移る。

「ともあれお察しの通り。あの男、ここのところ同じ手口で何十人と食っていてね。イカサマの技術自体はそこそこだけど、獲え物ものの扱いが上手うまいんだ。生かさず殺さず、おだててすかして、尻尾しつぽだけ食べて頭を残す。どっちかっていうとメインは話術かな。派手さはないけど、その分だけ手口を見抜かれにくい」

　そこで一いつ旦たん言葉を切ると、少女の耳元に口を寄せて、イクタは囁ささやく。

「今日の酒代、あいつらにおごってもらおうと思うんだけど、どうかな」

　なるほど、とヤトリは内心で納なつ得とくした。火遊びは火遊びでも、そういう趣向かと。

「……乗るわ。ただし、ほかの客を巻き添ぞえにしないこと」

　四年ぶりの高こう揚ようを胸の奥に感じながら、少女はためらわずそう答える。少年は嬉うれしそうに笑ってうなずいた。

「了解、君の流りゆう儀ぎが僕の流儀だ。肥え太った魚だけを二匹、いけすから抜き取るとしよう」

　それから十分ほどかけて、詳くわしいルールをイクタが説明した。ヤトリのほうでもゲームを眺めているうちに大体の流れをつかんでいたので、細かい点も含めて完全把は握あくするまでに、さほどの時間はかからなかった。

　ふたりの準備が終わる頃ころ、それまでゲームに興きようじていた人々が、踵きびすを返して散っていくのが視界に映る。頃合いを見て取ってイクタが告げた。

「テーブルが空あいたね。さぁ──任務開始だ」







「はい、乾かん杯ぱい」

　触ふれ合った陶とう器きの杯さかずきがチィン、と高い音を奏かなでた。多少のアルコールを含んだその中身を口に運びながら、賭と博ばく場じようでの「任務」を終えて入った酒場のテーブル席で、ふたりは気さくに言葉を交わす。

「なかなか楽しかった。でも、今回はちょっと小物だったかな」

「一度崩くずれ始めると脆もろかったわね。自分たちが狙ねらわれると思っていなかったんでしょう」

「というより、君の目が圧倒的すぎたよ。仕込みのタイミングを完全に見切れるんじゃ相手はお手上げだ。終しゆう盤ばんなんて何の札が配られたかまで見抜いてただろ？」

　勝利の高こう揚ようがふたりの口を軽くさせていた。楽しげに会話は続く。

「あんたこそ、最初から最後まで三デッキ百七十七枚の消費をきっちり把は握あくしていたじゃないの。それで間抜けを演じるんだからタチが悪いわ。わざと負けてテーブルを叩たたいてる時なんか、こっちは笑いをこらえるのに必死だったんだから」

「相手の油断を呼ぶには、まずこっちが頭の回らないカモだと思ってもらわないとね。馬ば鹿かっぽい振る舞いのコツを教えようか？」

「そのくらいは横で見ていれば分かるわよ。目の前のことにだけ一いつ喜き一いち憂ゆうしてみせればいいんでしょう、要するに」

　端たん的てきな言い回しに少年は笑った。会話の合間に、彼は杯の中身をぐいぐい飲み干していく。その様子をじっと眺ながめつつ、そこでヤトリは話題を切り替えた。

「そっちに酔よいが回らないうちに、父とう様さまから伝言よ。生活に不便はないか、と」

　問われたイクタはにっと笑って、右手の杯を掲げてみせた。

「国の金で何不自由なくやってますよー」

　身も蓋ふたもない答えが飛び出し、ヤトリはため息をつく。──本人が許可した上で、少年の現状は父親にも伝えてあった。

　イクタに追っ手をかけていたのがソルヴェナレス・イグセムではないことは、ふたりとも前々から確信している。彼はむしろ、残された母子おやこを保ほ護ごしようと奔ほん走そうした側なのだ。父親が恨うらまれていないことに改めて安あん堵どしながら、炎えん髪ぱつの少女は軽くうなずいた。

「そう伝えておくわ。──で、養子縁組の提案もあるのだけれど」

　本題に入った瞬しゆん間かん、少年の飲み食くいの手がピタリと止まった。

「……本気？」

「父とう様さまが冗じよう談だんを言うのは、まだ私も見たことがないわね」

　噓うそ偽いつわりのない事実でヤトリは答えた。真昼に幽ゆう霊れいでも見たような顔をしているイクタに、少女は説明を付け加える。

「そうおかしな話でもないでしょう。あんたは他ほかでもないバダおじさまの息子むすこよ。長年の盟めい友ゆうだった相手の忘れ形がた見みなのだから、父様には身み柄がらを引き取るだけの縁も理由もある。心配しなくても変な裏があったりはしないわ」

「そういうことじゃなくて……そもそもイグセムで養子を取ることなんてあるの？」

「あるわよ。主に婿むこ養子だけれど」

　口から酒が噴ふき出しかけた。むせて咳せき込む少年を前に、ヤトリは涼しい顔で言葉を続ける。

「安心しなさい、今回はそっちじゃないわ。単純にうちの子にならないかって提案よ」

「……だとしても、君の父上は疲れてるんじゃないか？　僕、戦犯の息子だよ？」

「だからこそ、よ。父様は帝てい国こく軍にサンクレイの系けい譜ふを取り戻したがっている。バダおじさまが亡なくなったことで組織にぽっかりと空あいた穴を、息子のあんたに埋うめてもらいたいのかもしれない。将来的な話にせよ、ね」

「親父おやじの功績と僕の能力は無関係だよ。あいつの穴を僕に埋めろったって無理な話だ」

「そう思っているのは自分だけ、ということじゃないかしら」

　イクタは仏ぶつ頂ちよう面づらで黙だまり込んだ。公平な説明を心掛けて、炎えん髪ぱつの少女はさらに付け加える。

「とはいえ──あんたが危き惧ぐしているように、いいことずくめの話じゃないのも事実。イグセムに加わる以上は、あんたもイグセムとして生きることになるわ。今から二刀の業わざを修おさめろなんて無茶は言わないけれど、前提として軍人以外の生き方はなくなると思ってくれていい」

　肝かん心じんな部分を、取り繕つくろうことなくヤトリは告げた。それを聞いて、少年はゆっくりと首を横に振った。

「……だったら乗れない。名実ともに君の身内になれる、というのは魅み力りよく的てきだけどね」

「即そく答とうされちゃったわね。後半の説明は、縁組をした後にすればよかったかしら」

　冗談めかして少女が口にする。イクタは苦笑して肩をすくめた。

「巷ちまたで流行はやりの悪あく徳とく商法じゃないんだからさ。そこまでして僕を取り込みたいなら、それはそれで光栄なことだけど」

「出来るものなら取り込みたいわよ。そこは私だって同じ気持ち。……でも、あんたが断ることも分かっていたから」

　言いつつ、少女は杯さかずきの中身に口をつける。縁組の提案に始まる一連のやり取りは、実のところ、結果の決まった約束稽げい古このようなものだった。少年がじっと彼女を見つめる。

「言っただろ、ヤトリ。僕は君を攫さらいに来たんだ。僕自身がイグセムに加わってしまったら、肝心のその目的が果たせない」

「そう言われることも知っていたわ。……あーあ、振られちゃった、か」

「いっしょに科学者になろうと誘さそった僕を、前に君も振ったじゃないか。だからおあいこだ」

　その話題が終わると、ふたりは笑顔を向け合い、どちらからともなく杯さかずきを触ふれ合わせた。

「相討ち記念に」「乾かん杯ぱい、ね」







　街を出歩く時とは打って変わって、校内でのふたりの接点は表向き皆かい無むだった。

　全力で勉学に勤いそしむヤトリと、怠なまけることに全力を費ついやすイクタとでは、生徒としての評価がまったく逆になる。共通するのは校内での知名度くらいのもので、この点に限れば両極相通ずると言えなくもない。よって顔を合わせるまでもなく、互いの行状は人づてに伝わってきた。

「ヤトリシノ様、今回の試験もぶっちぎりで一位ですって」

「イクタの野郎、今日きようもラーニ教きよう諭ゆの講義でやらかしたってよ」

　ふたりに関するニュースは頻ひん繁ぱんに更新され、ひどい時などは、互いが校舎のどこにいて何をしているかリアルタイムで分かるほどだった。もはや同じ教室にいるのと大差ない有あり様さまだ。

「あんた、ラーニ教諭の講義で全ぜん裸らになったって？」

「あのおっさん、関節やら筋肉やらの説明をする時に、どさくさに紛まぎれて女子生徒の体を触さわるんだよ。だから僕が率そつ先せんしてモデルになってやったんだ。ちなみに下着は脱ぬいでないからね」

　伝聞の過程で尾ひれが付くことも含めて、イクタとヤトリはその状況を楽しんでいた。大勢からの注目を苦にしない神経の強さも、ふたりが共通して備える資質だ。

「マシューのやつ、またヤトリシノに突っかかったらしいぜ」

「で、返り討ちだろ。毎回同じ結果なのに懲こりないよな、あいつも」

　そのニュースの中に、時たま別の名前が加わることもあった。いちばんの常連は文句なしにマシュー・テトジリチだ。入学当初から小こ揺ゆるぎもしないヤトリシノ・イグセムの牙が城じように挑いどみ続ける挑戦者たちの中でも、彼は頭ひとつ抜けて諦あきらめが悪かった。

「おい、ヤトリシノ！　次の軍事史のテストでおれと勝負しろ！」

「構わないけれど、理数系で競うほうが賢けん明めいだと思うわよ。暗記問題は落とす気がしないもの、私」

　連日の挑戦を王者の風格で軽くあしらい、ヤトリはあらゆる分野で生徒たちの頂点に君くん臨りんし続けた。マシューが勝ち星に恵まれることはほとんど皆無だったが、その一方で、彼の連戦連敗を興味深く見守り続ける人間もひとりいた。イクタ・ソロークである。

「ちょいちょい、そこなる肉付きの豊かな少年。君に大切な話がある」

「誰だれの肉付きが豊かだって!?　おれは忙いそがしいんだ、気軽にちょっかいかけるな！」

「まぁまぁ、そう邪じや険けんにしないで。悪い話じゃないんだよ。何度負けてもへこたれない君に、ヤトリに勝つための力を授けようと思って」

「昼寝とサボりしか取り柄えのないやつに言われても、新あら手ての詐さ欺ぎにしか聞こえないっての！」

　学校一の優等生に突っかかり続けていたら、なぜか学校一の問題児に付きまとわれるようになってしまって、マシューは大いに混乱した。が、そんな本人の戸と惑まどいとは裏腹に、イクタは彼を気に入っていた。校内で進んでコミュニケーションを取ろうとする数少ない相手だった。

　入学から一いつ貫かんして、イクタは校内で親しい友人を作ることを避けてきた。いずれ帝てい国こくを去る予定でいる彼なので、それも当然のこととしてヤトリは理解していたが──だからこそ、小太りの少年への積極的なアプローチは際きわ立だって見えた。ある日の放課後、彼女はその理由を尋たずねてみた。

「ひとつ訊ききたいのだけれど、どうしてマシュー・テトジリチに絡からむの？　からかい甲斐がいがあるから？」

　校内に迷い込んできた野の良ら猫ねことたわむれつつ、問われた少年は迷わず答えた。

「それもあるけど、いちばんの理由は君に屈くつ服ぷくしていないからさ。あれだけ君に挑いどんでは負け続けて、実力差を肌はだ身みで思い知らされているのに、それでも挑戦の気き概がいを失ってない。妬ねたみや嫉そねみから相手の足を引っ張る方向にねじ曲がってもいない。これはすごいことだよ。彼のまっすぐな負けん気を、僕は心から尊敬する」

　珍しく真面目まじめな口調でそう言って、彼はヤトリに顔を向ける。

「むしろ君のほうこそ、早く彼のありがたみに気付くべきだ。君に勝てないことを認めて頭こうべを垂れた人間は、その安楽さに味をしめて、この先どんどん君に寄り掛かるようになる。いつか君が本当に厳しい状況に陥おちいった時、そういう連中は決して隣となりに立って君を手伝ってはくれない。そこで頼たのめるのはきっと、イエスマンに堕だした味方よりも、良き敵であり続けてくれた人間なんだよ」

　忠ちゆう告こくめいた話に、ヤトリは顎あごに手を当てて考え込んだ。

「いなくなってから分かる、競争相手の大切さ……そういう話かしら」

「飛び抜けて優秀な君だからこそ、この手の話は切実だね。腑ふに落ちたなら、ときどきマシューを労いたわってやってよ。たまには花を持たせろ──とまでは言わないけど、タイミングを見て努力を評価する言葉をかけてあげるといい。なるべく上から目線にならないように、ね」

　言われた通りのことを想像してみる彼女だが、あの負けず嫌ぎらいの学友を相手に、それはなかなか難易度が高そうだった。上から目線にならないように、という部分が特に。

「自信はないけれど、心がけてみるわ。……でも、よく考えると今の話は意外ね。あんたは私を帝国から連れ去るつもりじゃなかったの？」

　途と端たんに猫をじゃらす手を止めて、イクタは悩ましい表情になって腕を組む。

「……問題はそこなんだ。マシューも誘さそったらいっしょに来てくれないかな」

　弱々しいその声を聞いて、ヤトリは思わず笑った。いずれ別れるから──そんな理由で目の前の人々と交流を断ち続けられるほど、この少年は器用でも不人情でもないのだった。

「話を戻すけど──競争相手の確保を考えるなら、私もどこかの誰だれかさんに言ってやりたいわね。あんたに本気を出してもらうのがいちばん手っ取り早いって」

「授業をサボりながら赤点を回避するのも、これはこれで大変なんだけどなぁ」

　ふたりのため息が重なる。じゃらされるのに飽あきた猫ねこが、その場でのんびり日向ひなたぼっこを始めた。







　また別のある日、学校の敷しき地ち内ないの林の奥まった場所にある彼の「巣」に様子を見に行って、そこでヤトリは目を丸くした。

「──派手に腫はらしてるわね。どうしたのよ、それ」

「……美しいご婦人と楽しくお茶してたら、いきなり旦だん那なさんが現れてさ……。いいのを一発もらった」

　ハンモックに横たわった少年は、右の顔面をぽっこりと青く腫らしていた。似たようなことが前にもあったのを思い返しつつ、炎えん髪ぱつの少女はいぶかしげに首をかしげる。

「自じ業ごう自じ得とくには違いないけれど……あんた、他ほかの火遊びは器用にこなすくせに、女遊びだけはヘンに不器用ね？」

「……かもしれない。いつ頃ごろからかな……年上の女性がひとりで寂さびしそうにしているのを見ると、体が勝手に動くようになったんだよね」

「あまり健全とは言えないわね。というか、昔からそこまで年上趣味だったかしら？」

　そこまで言ったところで、その衝しよう動どうが何に根差しているのか、ヤトリは直感的に察してしまった。かつて彼が全力で守ろうとした年上の女性は、もうこの世のどこにもいない。

「……なんにせよ、不義密通だけは避けることね。じゃないと、そのうち本気で刺されるわよ」

　良識に基づく最低限の注意だけを口にして、彼女はその話題を終わりにした。その傷と向き合う時を決めるのは、本人だけの権利だった。







　多くの波乱と、ある種の予兆を孕はらみながら、ふたりの日常は続いていく。

　ある時は、偽にせ物ものの宝石を売りさばく詐さ欺ぎ師しを罠わなにはめて──

　ある時は、世間を騒さわがす窃せつ盗とう団だんを大立ち回りの末に牢ろうへ送り──

　ある時は、官かん吏りがひそかに行っていた汚お職しよくを証しよう拠こ付きで暴ばく露ろし──

　ある時は、人さらいに連れ去られた十七人の子供を保ほ護ごして、その全員を親元へ送り返した。

　無論のこと、痛快な結末に終わる事件ばかりではなかった。イクタが提案する「任務」は時に、その背景に重いテーマを含んでもいたからだ。

　社会制度の不備。公権力の腐ふ敗はい。産業の弱体化。特権階級による搾さく取しゆ。多くの事件を通して見えてくる帝てい国こくの実情は、それさえも氷山の一角に過ぎず──暮らしの中で漠ばく然ぜんと感じていた腐ふ敗はいの実態を、黒髪の少年を案内人に、ヤトリはひとつひとつ直視して回ることになった。

「いちばん致ち命めい的てきなのはね。腐敗そのものじゃなくて、それに歯止めをかける仕組みが存在しないことなんだ」

　とある夕方、校舎の屋上から眼下の街並みを見下ろして、少年はそう言った。同じ景色を見下ろしながら、ヤトリはじっと耳を傾けた。

「帝てい室しつと貴族どもの怠たい慢まんは、皮肉にも軍に対する信しん頼らいから生じている。本当にひどいことになる前には軍人たちが何とかしてくれる──そう考えるから、決定的な破は綻たんに直面するまで、あいつらはいくらでも悪政を敷しく。目の前の損そん得とく以外には何も見えていないから」

　声に力を込めてイクタは説く。この国が、いかに末期的な状況にあるかということを。

「その愚おろかさを指摘出来る立場が、この国にはない。人はいても立場がない。イグセムに代表される主流の軍人たちには、内ない閣かくからの命令を受けて実行することは出来ても、その内容の不備を指摘することが叶かなわない。施政に異を唱えることは許されざる職責の逸いつ脱だつ──そうみなす価値観が強硬に根付いているからね」

　黒い瞳ひとみが遠い街並みに向けられる。その視線の先で、茜あかね色いろに染まった大通りは、家路を急ぐ大勢の人々で賑にぎわっている。

「市し井せいの民たみはそもそも、政治を自分たちが関かかわれるものとして考えていない。彼らにとっては天てん候こうみたいなものなんだよ。雨が降ろうと雷かみなりが鳴ろうと受け入れるしかない、そう諦あきらめてしまっている。そしてやっぱり、彼らもこう考えている──本当にひどい状況になれば、軍人が何とかしてくれると」

　その事実に深いため息をついて、それから少年は言葉を続ける。

「この状況を踏ふまえて考えた時、帝てい国こくが辿たどりうる運命はふたつしかない。腐敗の果ての滅ほろびと、腐敗の末の変革だ。制度と心中するか、制度をぶっ壊して生まれ変わるか」

　残ざん酷こくな二者択たく一いつを明言して、イクタは隣となりの少女を強く見み据すえた。

「分かるよね、ヤトリ。そのどちらの場合でも、イグセムは確実に滅びる。国が亡なくなれば言わずもがな、新たな制度のもとに生まれ変わる場合でも、旧体制の守しゆ護ご者しやであった君たちは真っ先に排除される運命にある。スタンスを変えて柔じゆう軟なんに立ち回れるなら話は別だけど、そんなことが出来るくらいなら、この国はとっくの昔に軍政になっているはずだ」

　ヤトリはただ、押し黙だまった。異を唱えられる部分は、ただの一点もなかった。

「未来さきには破は滅めつしか待たない。そう知っていて、この国に君を置き去りには出来ない。

　……だから、一いつ緒しよに来てくれ。君を帝国に縛しばりつけるイグセムの姓せいを捨ててくれ。ただのヤトリシノとして、何物にも縛られず囚とらわれず──この広い世界を、僕と共に生きよう」

　子供の頃ころと同じ誘さそいを、少年は口にする。積み重ねた年月の分の想おもいを乗せて。

　その願いの切実さを痛いほどに知りながらも、炎えん髪ぱつの少女には、首を横に振ることしか叶わない。

「我が身ひとつの可か愛わいさに、帝てい国こくの全すべてを見捨てて逃げろと……あんたは私にそう言うの？」

「ああ、言うさ。今のうちに逃のがれられなければ、君はこの国に殺されるだけなんだから。

　誰だれよりも切実に国を想おもって、誰よりも激はげしく戦って、身も心も過労でぼろぼろにすり減らして──それでも動かせない破は綻たんを目の前にした時、努力の全てが徒労であったことに気付かされる。……君がそんな最さい期ごを迎むかえることを想像すると、僕は今にも気が狂いそうになる」

　怒りに震ふるえる声で少年は呻うめいた。利用され、酷こく使しされた末の、報むくわれない死──かつて多くの英雄たちが辿たどったその運命を、イクタはどうしようもなく、隣となりの少女の前ぜん途とに重ね見る。

「……でも、たまに分からなくなる。僕は本気で信じているんだろうか──この提案に、君がうなずいてくれる時が来ることを。いつか君を帝国から連れ去る日が訪れることを」

　力を失った声が空に散って消える。夕焼けの光の中に、彼自身の虚きよ勢せいが浮き彫ぼりになる。

「悔くやしくてたまらないよ、ヤトリ。君の破は滅めつは想像出来てしまうのに。君の救いが、いまの僕にはどうしても、実感をもって思い描えがけない──」







　今日きようは普通に買い物しよう、とイクタは提案した。いつでも簡かん単たんに出来そうで、それなのにやってこなかったいくつかのことが、ふたりの間にはあった。

「かねがね僕は思っていた。君を徹てつ底てい的てきに着き飾かざらせたら、さぞ楽しいだろうと」

　少年のそんな野望もあって、ふたりはこの日、地元で有名な仕立て屋の大おお店だなを訪れていた。木の棒に巻いた形で売られている色とりどりの布地、様々な形に仕立てられた完成品の衣服。それらを見て回りながら、ヤトリはいまひとつピンと来ない面おも持もちでいる。

「ふぅん……？　機能的でない衣服には、個人的にあまり惹ひかれないのだけれど」

「その価値観は大いに尊重するけど、今日ばっかりは言いっこなし。お洒落しやれってのは機能性を代だい償しように差し出すところから始まるんだよ。──ヘイ、店長！」

　イクタが手を叩たたくと、まもなく店の奥から、上品に着飾った女性が小走りにやってきた。

「……やっぱりイクタじゃないの。ずいぶん綺き麗れいな娘こを連れて来たわね」

「お久しぶりシェウィー。約束通り、今日は客として来たよ」

「首を長くして待っていたわよ。ということは──その娘が噂うわさのヤトリちゃんね」

　好奇心たっぷりの様子でヤトリに近寄ると、その頭からつま先まで、シェウィーと呼ばれた女性はじっくり時間をかけて検分していった。

「なるほど……確かに特級の原石ね。これはコーディネートのし甲斐がいがあるわ」

「世界一の金剛石ダイヤを連れて来たつもり。思う存分やっちゃってよシェウィー」

「その言葉が聞きたかったわ。さ、ふたりとも奥へいらっしゃい」

　手招きする店長を追って、イクタとヤトリも店の奥に踏ふみ入っていった。













「ところでヤトリちゃん。イクタとの付き合いは長いの？」

　いくつか服を見み繕つくろった後、少年と一いつ旦たん別れて試着室に通されたヤトリは、それらに袖そでを通してみながら、カーテン一枚を隔へだてて外側のシェウィーと話をしていた。

「ここ数年の付き合いです。シェウィーさんはなぜイクタと？」

「酒場で飲んでいる時に声をかけられたのよぅ。最初はまぁ、さっぱり意味が分からなかったわ。だってねぇ……あっちはどう見ても十代前半の坊やで、こっちは四十前のおばさんよ？」

　布地の感かん触しよくを指先で確かめていたヤトリが、それを聞いて素直に驚おどろく。

「私の目からも、シェウィーさんはもっとお若いように見えました」

「ふふ、ありがとう。これでも服ふく飾しよく店てんの主人ですからね。多少は若く見えないと商売上がったりでしょう？」

　慣なれた様子でシェウィーは受け答えして、それから話題を再開する。

「まぁ、イクタの話に戻ると、きっと若く見えるかどうかは関係ないんでしょうね。もっと年上の相手とも遊んでるようだし。……わたしが言うのも何だけど、見ててちょっと不安にならない？」

　同意を求められて、少女は迷わずうなずく。

「ついこの前も、頰ほおに痣あざを作ってきました。遊び相手の夫にやられたとか」

「あははは！　そうね、そういうのもあるわね。殴なぐられて済んでいるうちはいいけど、刃にん傷じよう沙ざ汰たに巻き込まれたら大変だもんね」

　からからと笑ってシェウィーは言い、ふと口調を真面目まじめなものにする。

「でもね──それ以前の問題として、あの子の青春は混乱してると思うのよね。単純に年上好きっていうだけなら構わないんだけど……なんかこう、もっと深刻じゃない？　イクタの場合」

　服を選ぶ手がぴたりと止まった。ユーカ・サンクレイの儚はかなげな面おも影かげを思い浮かべて、ヤトリの胸の内に、郷きよう愁しゆうと入り混じった痛みが走る。

「……そうかもしれません」

「でしょ？　わたしの勘かんだけど、なーんか誰だれかの影を追ってる感じがするのよね。本当に好きなのは年上の女じゃなくて、その誰かさんだったんじゃないかなーって。……ま、あんまり込み入った話は訊きけないけどさ」

　そう言ってため息をこぼした後、カーテン越しの少女に、女はじろじろと目を向けた。ヤトリも動きの気配でそれを察する。さらに少し間を置いて、シェウィーがぽつりと口を開く。

「でも……そうね。正直言うと、あなたがここに来てくれたことで、ずいぶん安心出来たわ。だって、イクタはあなたをまっすぐ見ているもの。誰かの影を透かしてではなく、あなた自身をちゃんと見つめている。わたしの知る限り、たったひとりの例外よ」

　少年との関係について、他人からそう評されるのは初めてのことだった。何やらくすぐったい心地になりながらも、話がひと段落したのを感じて、ヤトリは服の試着に本ほん腰ごしを入れ直す。最後に一度、カーテン越しにシェウィーの声が響ひびいた。

「世界一の金剛石ダイヤを連れてきた、ですって。妬やけちゃうわ、まったく──」







「こんな感じでどうかしら。とりあえず一ひと揃そろい、という感じだけど」

　椅い子すに腰かけて待っていた少年のもとに、少女の手を引いてシェウィーがやってきた。そちらに顔を向けた瞬しゆん間かん、イクタの時間は一撃で止まった。

　普段の彼女が滅めつ多たに着ない、細長い布を包み込むように身にまとうサリードレスだった。上半身の部分はシースルーになっていて、胸から腰にかけてのラインと一いつ緒しよに、素す肌はだに着た丈たけの短い上衣が透けている。スカート部分は落ち着いた赤せき褐かつ色しよくで、サンダルの踵かかとはさほど高くない。全体に派手すぎないところも含めて、本人の華はなやかさと素晴らしく調和していた。

「どう？　あんたの意見を参考にして、機能性はあまり気にしないでみたわよ」

　薄うすく滑なめらかな布地を手に載せてヤトリが尋たずねる。が、しばらく待っても、少年の口からは言葉が出ない。

「────あ──うん、ええと──」

　イクタがいつまでも言葉に詰つまっている理由を察して、シェウィーはにやりと不敵に笑った。

「どうやら、この店の面子メンツを潰つぶさずに済んだみたいね」

　専門家としての矜きよう持じを満足させると、店長はふたりの背後に回って背中を押した。

「さ──用が済んだなら遊びに行きなさい、ふたりとも。今日きようの目当てがこの店だけってことはないんでしょう？　だったら日の高いうちに回らないと」

「あ、シェウィー、服の代金の支払いを──」

「いらないわ。今回はわたしからのプレゼント」

　さらりと言ってのけた店長に、イクタは目を丸くして声を返す。

「いや、いやいや──だって、ものすごくいい品じゃないか、これ全部」

　少女の装よそおいを眺ながめて彼は言う。まったく同じことを思ったヤトリが少年の隣となりで口を開きかけるが、その全すべてを広げた片手で制して、シェウィーはとびきりの笑顔を浮かべてみせた。

「だから、贈おくり物よ。──息子むすこが初めて家に連れてきた女の子への、ね」

　反論の一切はその一言に封じられた。最後までなすすべなく、ふたりは店の外に押し出されていった。







「……僕が待ってる間、シェウィーと何を話してたの？」

　買い物客で賑にぎわう通りの中を並んで歩きながら、さっきのやり取りを思い出して、さすがに気になったことを少年が尋たずねた。ヤトリは包み隠かくさず答える。

「主にあんたの女おんな癖ぐせについてだったかしら。心配していたわよ、彼女。年上の女ばかり相手にするのは不健全だって」

「そう来たか……。まぁ、返す言葉はないかな」

　複雑な表情を浮かべて黙だまり込んだ末、続く言葉が見つからなかったのか、イクタは強引に話題を変える。

「というわけで、今日きよう一日ぐらいは健全に遊ぼう。そろそろ小腹が空すかない？」

「そうね。軽く何か食べておこうかしら」

「じゃ、近くの屋台で適当に買ってくるよ。すぐ戻るから君はここで待ってて」

「私もいっしょに並ぶわよ？」

「いまの君を行列には加えられないよ。おろしたての服に皺しわが付いても嫌いやだろ？」

　イクタは苦笑気味にそう言った。買ったばかりの服を見下ろして、ヤトリは眉まゆ根ねを寄せる。

「……機能性は犠ぎ牲せいになっているわね、確かに」

「かもしれない。でも、その分以上に、着き飾かざった君を見ることが出来て僕は嬉うれしい」

　少年の顔に無む邪じや気きな笑顔が浮かぶ。ここにきてようやく、自分の素直な気持ちを言葉に出来たというように。身をひるがえして屋台に走っていく彼を、ヤトリは温かい気持ちで見送った。

　彼が帰ってくるまで待つことになったが、同じ場所に突っ立っていても無用に目立つばかり。品物を見ながら時間を潰つぶそうと、少女はたまたま近くにあった店に足を向けた。

「あ──あなた、お客さん！」「い、いらっしゃいませ……！」

　通りに向かって開放された店の前に立った途と端たん、若い夫婦が食くらいつくように近寄ってきた。ヤトリがその迫力に面食らっている間に、夫のほうが商品の説明を始める。

「いかがですか！　いま流行はやりのタツーク織おり！　こちらの柄がらなんかお似合いですよ！」

　店先のいちばん目立つところに陳ちん列れつしてあった布地を手に取って、客の目の前にそれを差し出す。当の少女の反応を待つ間もなく、彼は品を変えて同じことを繰くり返した。

「こっちもどうですかね！　ちょっと柄が大だい胆たんだけど、お嬢さんキレイだから、何着ても似合っちゃうだろうなーなんて……アハハ！」

　押し付けられたタツーク織の布地を手に取って眺ながめているうちに、ヤトリの表情が険しくなっていく。そんな彼女の変化にも気づかず、夫婦はさらに別の商品を持ち出してきて、

「──邪じや魔まするぞ」

　迫力のあるしゃがれ声が店内に割り込んだ。夫婦がぎくりと動きを止めて、ぎこちない動作で背後を振り向く。

「べ、ベフークさん……」

「おう店長。金は出来たんだろうな」

　背後に数人の仲間を引き連れて、ベフークと呼ばれた強こわ面もての男が店に入ってくる。その目を直視出来ず、夫婦は顔をそむけた。

「それは……その……も、もう少しで！　あと何日か待っていただければ必ず！　ほら、ベフークさんに回してもらったこの品も、少しずつだけど出てますから……！」

「ふざけんな。三日前に最後通告を出したろうが！」

　言い訳を一いつ顧こだにせずベフークが吠ほえる。店主が腰こしを抜かして尻しりもちを突いた。

「金が用意出来ねぇなら、契約通り差し押さえに入らせてもらうぞ。──おい、お前ら」

　命じられた男たちが店の奥に押し入ろうとする。家屋の解体用の工具を持っている者もいて、通りに面した建物の一部を打ち壊し始めた。金品の回収と店の解体を並行して行おうというのか、その動きは忙せわしなく荒々しい。

「や──やめて、やめてください！」「店が！　わたしたちの店が！」

　抱だき合って震ふるえながら夫婦が叫ぶ。その前に立ちふさがって、ヤトリは毅き然ぜんと声を上げた。

「……手を止めてください。あなた方にお尋たずねしたいことが」

「なんだ嬢ちゃん。関係ねぇ客はすっこんでろや」

「そうしたいのですが、最後通告が三日前で差し押さえが今日きよう、というのはいささか疑問が。こうした場合だと最低一週間は間を置くのが、この州の債さい権けん回収における取り決めだったはずですが」

　知識に基づいて少女は主張する。ベフークは凶暴に顔をしかめた。

「……あぁ？　じゃあなんだ。あと四日待って、その間にこいつらが夜逃げでもしたら、嬢ちゃんが責任取ってくれんのか」

「仮にそうなったところで、そちらに時間以外の損そん失しつはなさそうですが。最初に融ゆう資しを持ちかけた時点から、目当てはここの土地でしょう？」

　一歩も引かずにヤトリは言い返す。ベフークの表情が凄すごみを増した。

「……余計なことに口突っ込むなよ嬢ちゃん。いいか、俺おれはそこのバカ夫婦に金を貸した。先月末までに利子付けて返してもらう契約でな。だが、そいつらは金を用意出来なかった。だから俺は取り決め通り、担たん保ぽにしてあったこの店を差し押さえに来たのさ。それだけの話だ、こじらせる理由はどこにもねぇ」

「貸したお金の返済は最初から望んでいなかったのでしょう？　こんな粗そ悪あく品ひんを店に並べさせるくらいだから」

　手にした布地を突き出して少女は言う。目の前の男たちから回された商品だと、さっき店主自らが言っていたものだ。

「南方特産のタツーク織おり──最近流行はやっているのは本当ね。よく売れるものだから、柄がらだけ似せた偽にせ物もので儲もうけようとする輩やからも後を絶たない。嫌いやな偶ぐう然ぜんもあったものだわ。こっちはついこの間も、そういう手合いを相手にしたばかりなのに」

　男の顔から表情が消える。話を聞いていた夫婦が目を丸くした。

「……え？　に、偽にせ物もの？　それが……？」

「私は専門家ではないけれど、織り目が明らかに違うでしょう。最大の特徴である芸術的な斜文線が見る影もない。別のお店で本物を見たばかりだから、なおさら違和感が際きわ立だったわ。こんな品を置かせたところで売り上げが伸びるわけもない。体ていよく在庫を押し付けただけね」

　モノを見る目のない夫婦が営いとなむ店と、その土地に目を付けた金貸し──搾さく取しゆの構造を見て取ったヤトリが布地を棚たなに放る。ベフークは並びの悪い歯をむき出して嘲あざけった。

「ハ──だから何だってんだ。そこのバカ夫婦の目が利きかなかっただけの話じゃねぇか。商売ってのは戦いなんだよお嬢ちゃん。モノの良し悪あしを見抜けないほうが全部悪い」

「私は門外漢だから、そこは否定しないわ。悪質な貸し剝はがしも、商売の世界ではひとつの戦い方として許容されるのかもしれない。……だとしても、最後通告が三日前だったことはそちらも認めている事実よ。それなら彼らにも、この土地の商法に基づく四日間の猶ゆう予よはまだ残されていることになる」

「てめぇ、いい加減に──」

　長引く問答に焦じれて、手下のひとりが少女につかみかかろうとする。間かん髪はつ入れずにその腕を搦からめ捕って押さえつけ、彼女は立ったまま相手の関節を極きめた。

「がぁぁぁああ……!?」

「目に見える形で道理が曲げられようとしている以上、その点は決して見過ごせない。四日後に出直しなさい。それが通すべき筋よ」

　悲鳴を上げる男を店の外に押し返して、ヤトリは不動の意志を相手に示した。小娘に舐なめられたと思った男たちが次々と飛び掛かっていく。が、ふたり目が当あて身みで、三人目が投げ技で叩たたき伏せられた時点で、ベフークの顔色が変わった。

「おい──やめろ、お前ら」

　けしかけていた手下を声で押し留とどめて、男は目の前の少女をじっとにらむ。彼はしたたかだった。このまま乱らん闘とうを続けたところで怪け我が人にんが増えるだけだと、この時点で悟さとったのだから。

「……そこまで言うなら、出直してやらんでもない」

　方針の修正を終えて、ベフークはそう言った。ヤトリの背後で、夫婦の顔に喜色が浮かぶ。

「だがな──筋とは別に、俺おれたちには面子メンツってもんがある。それはそれで守らにゃならん。

　分かるな。やれ、お前ら」

　指示を受けた男たちが店の外に走り出て、数分と経たたないうちに、近所の飲食店から生なまごみの入れ物を集めて戻ってきた。炎天下に放置されて悪あく臭しゆうを放つその中身を、彼らは店に向かって一いつ斉せいに浴びせかけた。

「────ッ！」

　彼女の身体能力をもってすれば、それを避よけることは容易だった。だが、背後の夫婦の存在が両足を縛しばった。自分が避ければ彼らに降りかかる──そう思った時点で、彼女の選せん択たくは決まっていた。

　残飯の波が押し寄せる。溶けかけた野菜くず、腐ふ肉にくのこびりついた動物の骨、茶色くなった果物くだものの皮、正体すら分からない液状の何か──その全すべてが、少女の全身に容よう赦しやなくかぶさっていく。

　受けた波が過ぎ去るまで、ついに彼女は一歩も動かなかった。後には痛ましい姿が残った。美しく透き通ったサリードレスも、その下の滑なめらかな上衣も、上品な仕立てのスカートも──シェウィーから祝福と共に贈おくられたそれらは、生なまごみから染しみ出す腐ふ汁じゆうで斑まだらに染められて、見る影もなく汚よごれ果てていた。

「へっ──いい恰かつ好こうじゃねぇか」

　その姿を見て、ベフークは満足げに口元をゆがめる。

「俺おれたちは今回、差し押さえの直前の見せしめに来た。そういうことにしといてやる。あと四日、そのザマでも商売を続けるってんなら勝手にしな」

「…………」

「綺き麗れいなおべべが台無しだな、お嬢ちゃん。これに懲こりたら、もう二度と俺たちに文句を付けようなんて──ふごッ!?」

　溜りゆう飲いんを下げて踵きびすを返した男の顔に、その瞬しゆん間かん、円えん盤ばん状じようの何かが炸さく裂れつした。

「あああああ熱あぢい──ッ!?」

　どろどろに溶けたチーズをたっぷり載せたパンだった。粘ねん性せいのそれは皮ひ膚ふにまとわりついて離れず、じゅうじゅうと染み渡る熱さに、ベフークは半狂乱になって顔をかきむしる。

「みみみ水ッ！　水ぅッ！」

「はい、水」

　ぽん、と救いを求める手に陶とう製せいの瓶びんが渡される。顔面を覆おおう灼しやく熱ねつから逃のがれること以外に何も考えられないベフークは、その中身を迷わず顔にぶっかけた。香こう辛しん料りようのエキスをたっぷり含んだ真まっ赤かな調味液が、男に無む慈じ悲ひな追い打ちをかける。

「ぎゃあああああッ！　何だこりゃ、染みる！　目が焼けるぅぅぅぅ！」

「て、てめぇ！」「兄貴に何しやがる！」

　一連の出来事のあまりのスムーズさに、やっとのことで手下たちが動き出す。一足早く走り出していた少年はその腕をすり抜けて逃げ回った。往来で追いかけっこをする彼らに、買い物客がいぶかしげな視線を向けてくる。それも長くは続かず、完全に目をやられたベフークが手下たちに助けを求めた。

「前が、前が見えねぇ……！　お前らっ、手を貸せっ！　井戸はどこだっ！」

「で、でも兄貴」「まだあの小こ僧ぞうが」

「手を貸せっつったのが聞こえねぇのか！　くそぉぉぉ、顔が痛いてぇぇぇええ！」

　野太い絶叫をほとばしらせながら、手下に連れられたベフークがよろよろと場を去っていく。それを見て取った少年が店の中に飛び込み、そこで炎えん髪ぱつの少女の惨さん状じようを正面から見届けた。

「……イクタ……」

　愕がく然ぜんと見開いた彼の両目に、ヤトリの胸がずきりと疼うずく。ごみまみれの情けない姿を見られたからではない。いまの自分の有あり様さまが、この上なく少年を傷付けたと分かってしまったから。

　足を止めていた一いつ瞬しゆんの間に、イクタはごく自然にひとつの行動を決めて、それを即そく座ざに実行した。男たちが打ち捨てていった生なまごみの容器を手に取り、半分ほど残っていたその中身を、頭上で逆さにして自分にぶっかけたのだ。炎髪の少女は息を吞のんで言葉を失った。

　ヤトリとまったく同じ状態になると、まず彼は少女の腕をつかんで引き寄せて、さらに反対の手で拾い上げたバナナの皮を、店の奥めがけて全力で投げつけた。目の前の床ゆかに叩たたき付けられたそれに、夫婦が悲鳴を上げる。

「うわぁっ！　なっ、何をっ、あんた何をっ」

「お前らが被るはずだった泥だろうが！」

　非難の声にかぶせて一いつ喝かつし、それを最後にイクタは踵きびすを返して歩き出した。彼に腕を引かれながら、ヤトリはじっとうつむいていた。







　装よそおいが汚よごれてしまった少女を連れてイクタが向かったのは、近場でいちばん上等な宿だった。扉とびらをくぐって石造りの建物に入ると、店主の男性がいぶかしげな面おも持もちで応対に出てくる。少年は迷わず要求した。

「共用の浴場があったよね、ここ！　いますぐ借り切れる!?」

「は、ございますが──」

　確認が取れたところで、イクタはポケットから札入れを取り出す。詐さ欺ぎ師しどもを相手取った火遊びの報ほう酬しゆうだった。紙し幣へいを十数枚まとめて抜き取って、そのまま店主に突き出す。

「これで一時間借り切る。お湯は沸わかさなくていい、水をありったけ用意して！　それに石せつ鹼けんと香こう油ゆ！　あと部屋着でいいから二人分の着替え！　一秒でも早く！」

「は、はいっ！」

　最初は面めん食くらっていた店主だが、相手を一風変わった上客と見なしたのか、金を受け取ってからの対応は素早かった。すぐに浴場へ通されたふたりは、空からっぽの湯船の前の洗い場に立ち、備え付けの大おお桶おけに溜たまった水で体を清め始める。

「部屋着は頼たのんでおいたから、汚れた服はもう脱ぬいじゃったほうがいい。後ろを向こうか？」

「そのままでいいわ。それに、脱いだほうがいいのはあんたも同じでしょ」

「ん……そうだね。僕も脱ぐよ」

　自然な流れでうなずき合うと、まずパートナーの精せい霊れいを床に下ろし、それから身に着けていた衣服を全すべて脱ぎ去って、ふたりは一糸まとわぬ姿になった。互いの裸ら身しんを晒さらすことに抵てい抗こうはなく、今日きようという日が四年前からの地続きであることを、ふたりは無言のうちに実感する。

「頭からかける。ちょっと冷たいよ」

「ええ、大だい丈じよう夫ぶ」

　うなずいたヤトリの全身に、少年は手て桶おけで汲くんだ水をゆっくりとかけていく。肌はだから汚よごれが落ちていくのを感じながら、さっき脱ぬいで傍かたわらに置いた衣服に、少女は視線を落とす。

「……袖そでを通して一時間足らずで生なまごみまみれなんてね。シェウィーさんにどう謝ればいいのかしら」

「服はまた仕立てればいい。そんなことより、いまは君の体だ」

　水浴びを何度か繰くり返して、互いの体の目立った汚れを落とす。それが済むと、少年は手桶を一いつ旦たん床ゆかに置いて、店主に用意してもらった石せつ鹼けんと手ぬぐいを手に取った。香こう油ゆの瓶びんを足元に残したまま、彼は濡ぬらした手ぬぐいに石鹼をこすり付ける。

「時間を置いた生ごみの腐ふ臭しゆうは根強いんだ。香油も頼たのんでおいたけど、まずは石鹼で念入りに洗おう。特に髪は徹てつ底てい的てきにね。ほんのかすかな臭においもしなくなるまで」

「ええ、分かっているわ。……あと、イクタ」

「ん、なに？」

　泡立てた手ぬぐいを受け取りながら、濡れた炎えん髪ぱつの下で目を伏せて、少女は細い声で謝る。

「……服、ごめんね。こんなに早く駄だ目めにしてしまって」

　それを聞いた瞬しゆん間かん、少年は顎あごの骨が軋きしむほど歯を嚙かみしめた。謝らせてしまったことが悔くやしくてならなかった。出会いの日まで遡さかのぼって思い出しても、ここまで落ち込んだヤトリを見たことは一度もない。

　がむしゃらに石鹼を泡立てつつ、そのかたわら、イクタははっきりと断言する。

「ひとつだけ言っておくよ。君が謝るべきことなんか、この世界には何ひとつない」







「だいぶ乾いてきたわ。……どう？」

　体を清め終わって通された部屋の中、少年と少女は部屋着のローブにゆったりと身を包み、ふたつあるベッドの片方に並んで腰こしかけていた。ヤトリに確認を求められると、イクタは彼女の炎髪と体に顔を寄せて、何度か呼吸を繰り返す。

「……うん、大丈夫。香油の匂においと、君自身のいい香りしかしないよ」

「そう、良かった。──じゃ、次はあんたのチェックね」

　微笑ほほえんでうなずくと、少女はイクタの肩をつかんで同じように顔を寄せた。頭から体まで匂いを確かめているうちに、ふといぶかしげに眉まゆ根ねが寄る。

「……？　生ごみの臭いはしないけど、何かしらこれ。なんだか葉っぱを燻いぶしたような……」

「ん、それはたぶん、一昨日おととい行った煙管キセル屋やの名残なごりだね。調子に乗ってぷかぷかやったから」

「また悪い遊びのレパートリーを増やしたってわけ？　これこそ染しみ付いているじゃないの」

　呆あきれて言いながらも、ヤトリは相手に寄せた顔を離さない。イクタもお返しとばかりに脇わきをくすぐるので、それからしばらく、仲のいい二匹の犬のようにふたりはじゃれ合った。

「……あの連中とは、どういう流れで揉もめたの？」

　窓から射さし込む光が衰おとろえ始めた頃ころ。ベッドに並んで横たわったまま、少年はそう尋たずねた。あの店で諍いさかいに至るまでの経けい緯いを、その背景も含めて、ヤトリはありのままに説明する。話を聞き終えたところで、イクタは顔をしかめた。

「土地目当ての貸し剝はがしか……。思った通りタチの悪い連中だったけど、店の夫婦のほうも大たい概がいだな。注意力も警けい戒かい心しんも無さすぎる。追い詰つめられたのは半なかば自じ業ごう自じ得とくだよ」

「私もそう思ったわ。仮に貸し剝がしの件がなくても、あの店は長くなかったでしょうね」

「いっそ放っておけばよかったんだ。たった四日、店を失う日が早くなるだけなんだから」

　冷たい言い方とは裏腹に、彼の胸中は少女への慮おもんぱかりで満ちている。そのことを強く感じて微笑ほほえみながらも、ヤトリは首を横に振った。

「四日あれば、それでもだいぶ違うじゃない。必要な荷物はまとめられるし、次の生活に向けて気持ちを切り替えることも出来るかもしれない。その猶ゆう予よは彼らに与えられた正当な権利よ。だったら守らなければならない──そう思った時には、もう体が動いていたわ」

　四年前から変わらない、それが彼女の在あり方だった。イクタは苦く渋じゆうの面おも持もちで歯を鳴らした。

「……その結果、君だけが泥どろを浴びる羽は目めになった」

「私の後ですぐ、あんたも浴びてくれたわ」

「そんなの当たり前だ。君ひとりに恥はじをかかせられるもんか！」

　声を荒げながら上体を起こして、少年は悲痛な面持ちをヤトリに向ける。

「……同じような場面に出くわしたら、君はまた、誰だれかを庇かばって立つんだろう？」

「そうなるでしょうね。国民の生命と財産を守るのが軍人の──イグセムの責務だもの」

「そこで浴びることになるのが……生なまごみじゃなくて、銃弾だったとしても？」

「立つわ。そうすることが、いちばん多くの人々を守る結果に繫つながるのなら」

「…………ッ」

　その答えを、とっくに知っていたはずだった。炎えん髪ぱつの少女の在り方を、出会ったその時からずっと変わらない相手の尊とうとさを、イクタは誰よりも承知していたはずだった。

　だからこそ、この時だけは我が慢まんならなくて──彼女の答えを耳にした瞬しゆん間かん、少年の中で箍たがが弾はじけ飛んだ。

「──君は──それだからッ！」

　絶望的な衝しよう動どうに背中を押されるまま──次の瞬間、彼は少女の上に覆おおいかぶさった。

「……イクタ？」

　すぐ目の前にある少年の顔を見上げて、ヤトリは状況が分からずきょとんとする。

「──────」

　彼女の肩を挟はさんでシーツに両手を突いたまま、イクタは暗い目をして口を開く。

「──どうあっても、君の志を曲げられないなら……いっそ楔くさびを打とうか」

「…………」

「子は鎹かすがい、という言葉があるよね。子供の存在によって保たれる夫婦の仲を指す言い回しだけど、僕は昔からこれが嫌きらいでさ。……だってそれは裏を返せば、子供がいなければ断たれてしまう程度の絆きずなってことだろ？」

　嫌けん悪おを込めてそう言った後で、少年は口元に自じ嘲ちようを浮かべる。

「だっていうのに──いまの僕ときたら、そんなものにでも縋すがりたい気分だよ。鎹のひとつで留とどめておけるなら、どんな汚きたないやり方でも打ち込んでおきたいと、そう思ってしまっている」

　互いの息いき遣づかいを感じる距離まで顔を近付けながら、彼はやがて、決定的な言葉を紡つむいだ。

「いま、ここで、君を孕ませる」

「────」

　どくん、と少女の胸が鳴った。目と目を合わせたまま、少年は絞り出すように言葉を続ける。

「考えうる限り最悪のやり方だ。よくここまで愚ぐ劣れつな方法を思い付けると自分でも思う。でも、でも──これは有効かもしれない一手だ。その実現に伴う大きなハンデと醜しゆう聞ぶんは、君を軍人の道から遠ざけずにはいないはずだ」

　語る声はどうしようもなく震ふるえている。自分の行いが途と方ほうもなく愚劣だと、卑ひ怯きようと呼ぶのもおこがましい外げ道どうの所業だと、気が遠くなるまでに彼自身が理解している。──だとしても、もうほかに手がない。炎えん髪ぱつの少女を帝てい国こくから連れ出すための方法を、その人生をイグセムから切り離す方法を、少年にはどうやってもそれ以外に思い付けない。

「身重の体で醜聞にまみれて、イグセムにも軍人にもなれなくなって──そうしたら君は、僕と共に来てくれるだろうか。僕を恨うらみながらでも、憎ぞう悪おしながらでも……ただのヤトリシノとして生きてくれるだろうか。帝国と心中する運命から逃のがれてくれるだろうか」

　右手の指が少女の肩をつかむ。はだけたローブの内側からきめ細かな肌はだが覗のぞき、丸みを帯びた乳ち房ぶさが外気に触ふれる。それでもヤトリは微動だにしない。深しん紅くの瞳ひとみに拒絶を宿すことなく、彼女はじっと相手を見つめている。

「──払いのけてよ、ヤトリ。分かるだろう？　僕はいま、血迷ってるんだ」

　先に救いを求めたのはイクタのほうだった。それでようやく、少女は静かに口を開いた。

「……想像していたのよ。本当にそうなった場合、私がどう生きることになるか」

「…………」

「お腹なかにあんたの子を宿して、その事実が周囲に知られて。高等学校を休むか退学することになって──産んでからも波は瀾らん万ばん丈じようね。父とう様さまがどう動くか予想出来ないし、それ以前に本家は私をどう扱うかしら。勘かん当どうで済むなら話は早いけれど、今のイグセムは後継者不足に悩まされているから……下手へたをすれば、醜しゆう聞ぶんごと吞のみ込もうとするかもしれない」

　脳裏に思い描えがいた仮定の未来を、ヤトリは事細かに語ってみせる。想像の中で重ねていく日々が、その中で生きる彼女を、やがてひとつの答えに至らせる。

「けれど、それさえ些さ細さいなことね。想像しているうちに気付いてしまったの。──私はきっと、それでもイグセムであることを止めない」

　胸が張り裂さけるような痛みに耐えながら、炎えん髪ぱつの少女はそう口にした。その答えが、少年の絶望をまたひとつ深くすると知っていたから。

「体調が落ち着いてから高等学校に復学する。遅れは二年くらいかしらね。風評は最初から気にしないわ──あんたとの間に子を生なしたことを醜聞とは思わない。子育てはどうしても片手間になるけれど、そこはイグセム本家が助けてくれると思う。言い方はあれだけど、貴重な後継者だもの。傷物になった私以上に手て厚あつく育てるはずよ。──ああ、それともあんたが引き取りたい？　そうなると本家の説得が難題ね……」

　冷静に話し続けながら、ヤトリはそんな自分を心底から不ふ甲斐がいなく思う。なぜもっと相応ふさわしい言葉を紡つむげないのか。こうではない。彼の想おもいに返すべき言葉は、こんなものではない。

「ただ、どうあっても──あんたがさっき言った意味において、子供が鎹かすがいになることはない。私を帝てい国こくから連れ去るという望みは叶かなわないでしょう。なのだから、そのやり方は最初から失策と言えるのかもしれない。……けれど、その上で、私にもひとつだけ言わせて」

　ようやくひとつ、思い当たった。その事実にほっとして、彼女は微笑わらってそれを口にした。

「宿した子供は、必ず産んで育てるわ。周囲や本家が何と言おうと、私自身が絶対に堕おろさないし、堕ろさせない。その点だけは、あんたも安心してくれていいの」

　黒い瞳ひとみが無数の感情に揺ゆれる。少年の頰ほおに指先で触ふれながら、ヤトリは全身の力を抜いて目を閉じる。

「払いのける気はないわよ。だって、あんたを血迷わせているのは私自身だもの。

　するのなら──お手柔らかに、ね。これでも一応、初めてなんだから」

　意味のない行為でもいいのだと、少女は思った。そこにはきっと、意味以外の全すべてがある。

　何もかも承知で目をつむった彼女を前に──イクタの口から、か細い声がこぼれた。

「……ヤトリ……」

「何？」

「……君は、ひどいやつだ……」

　芯しんから打ちひしがれた人間の声だった。覆おおいかぶさっていた体を引いていって、彼はそのまま、少女に背を向けて座り込む。

「……白状するよ。ずっと前から気付いていた、君をイグセムから切り離すことなんて出来ない。そんなことは最初から不可能だし、何より僕自身が望んでいない。

　だって──最初に会った時から、君はヤトリシノ・イグセムだった。僕が半身と見定めた女の子の、それが完全無欠に美しい形なんだ。その在あり方を損そこなうことを……どこまで思い詰つめても、どれほど血迷っても、僕には絶対に望めない」

　彼の背後で、ヤトリがゆっくりと体を起こす。少年はなおも言葉を継ぐ。

「その事実に目を向けられなくて、ずっと自分を欺あざむいていた。だって──向けてしまえば身動きが取れなくなる。君を帝てい国こくから連れ去れば解決するはずだった問題が、解法すら見えない闇やみの中に沈んでしまう。そうなったら僕はどうすればいい？　君を救いたいのに救い方すら分からない、そんな袋ふくろ小路こうじに立たされたら……」

　震ふるえる背中に、少女はそっと手をかける。彼女に言えることは、もはやひとつしかない。

「私には、あんたがいる。それ以上の救いはほかにないと思うわ」

　少年は首を横に振った。駄だ々だをこねる子供のように、そこで終わってしまう結論を拒絶して。

「うなずけないよ。諦あきらめの袋小路を楽園とみなすには、僕も君も若すぎるじゃないか──」










　何日か過ぎた後、午前の講義を終えたヤトリは、少年を探して林の奥の「巣」に足を運んだ。いつものようにハンモックに横たわっていた彼は、その体勢から彼女を一いち瞥べつすると、口元を曲げて不機嫌そうに声を上げる。

「──一から戦略を見直すことにしたよ」

　まず結論から、イクタは述べた。ハンモックの傍かたわらに佇たたずみ、少女は続く言葉を待つ。

「君をイグセムから切り離す、この目標の設定がそもそも間違っていたんだ。そこは認めざるを得ないよ。ヤトリシノだけを帝国から連れ出すことは出来ない。ヤトリシノ・イグセムを連れて行けないと意味がない」

　方針の修正が遅れたんだと少年はぼやく。ヤトリは厳げん粛しゆくな面おも持もちでうなずいた。

「そう。……それで、あんたはどうするの？」

　深しん紅くの瞳ひとみをまっすぐ向けられて、イクタは困ったように指先で頰ほおをかく。

「うん、それだけどね……具体案が浮かばないから、猶ゆう予よ期間を設けることにした。今度は焦あせらず慎しん重ちようにやる。少なくとも卒業までは新しい作戦の立案に費ついやすよ」

　袋小路から抜け出す術すべは、まだ見つけられていないようだった。その事実を複雑な思いで受け止めた上で、数秒のためらいの末、ヤトリは思い切って声を上げた。

「そういうことなら、ひとつ提案があるわ」

「ん？」

　イクタがきょとんとした顔を向けてくる。炎えん髪ぱつの少女は努めて平静に話を続けた。

「二年後に高等士官試験が控ひかえているのは知っているわよね。もちろん私はこれを受ける気でいる。でも──噂うわさによると、その年にはレミオン家から強力な対抗馬が出てくるらしいの」

　胸の内の後ろめたさとは裏腹に、用意しておいた言葉がすらすらと出てくる。だから可か愛わいげがないのだと彼女は自分で思ったが、その先も決して言いよどむことはない。

「イグセムの長女として、首席合格という勲くん章しようは逃のがせないところ。そこであんたの力を借りたいのよ。一次は筆記だから無関係だけど、二次試験以降──受験生同士の争いになった時に備えて、背中を預けられる相手が欲しいわ」

　言い終えたヤトリが口を閉ざす。その内容について少し考えた上で、イクタは問い返した。

「それはつまり、僕にも一いつ緒しよに試験を受けろってこと？」

「もちろん報ほう酬しゆうは用意するわ。イグセム家につてがある範はん囲いで、帝てい国こく内ないの好きな場所、好きな業種に勤つとめ先を斡あつ旋せんする。これでどう？」

　今度は長く思案の間を置いて、少年はひとつ希望を口にした。

「……帝立図書館の司書、とかもあり？」

「後で調べてみるけれど、たぶん可能よ。もともと閑かん職しよく扱いだもの」

　ヤトリはうなずいてみせる。ふぅむと唸うなって悩んだ末に、イクタは少女に視線を戻す。

「だったら受けるよ。次の立案までは長引きそうだし、それまでの間、いちばん楽が出来そうな職場に腰こしを置くのも悪くない」

「決まりね。固めの盃さかずきと洒落しやれ込みましょうか」

　そう言うと、少女は肩に掛けてあった布ぬの袋ぶくろの中から杯さかずきをふたつ取り出し、一方を少年に手渡した。さらに袋から小さな酒さか瓶びんが現れるに至って、イクタは目を丸くする。

「……いいの？　人ひと気けはないけど、ここ、学校の敷しき地ち内ないだよ？」

「悪わる巧だくみをしているのだもの。悪いことをしないと始まらないでしょう」

　いたずらっぽく言って、ヤトリは乳白色の果実酒を杯に注ついでいく。その口元に、似つかわしくない悪童の笑みが浮かんでいた。

「こんな真似まねが出来るくらいには、あんたたち親子に毒されたわ。前に言ってくれたでしょう、私を全力で堕だ落らくに誘さそうって。あれはそれなりに成功したんじゃないかしら」

「だとしたら、足しげく盛さかり場を連れ回した甲斐かいがあったかな」

　ハンモックから足を下ろしつつ、イクタも負けじと不敵に笑った。林の中で差し向かいに立って、ふたりは酒で満ちた杯を高く掲げる。

「乾かん杯ぱいしようか。君の堕落と、僕たちの勝利に」

「ええ──乾杯」

　カン、と硬い音を立てて杯がぶつかる。口に含んだ酒は甘く、同じくらい苦かった。







　木立を抜けて校舎へ戻りながら、ヤトリは思う。──余りに下心が透けていた、と。

　高等士官試験における協力の提案。その実現は、イクタ・ソロークと帝国軍の結びつきを水面下で保ち続けることを意味している。軍人になりたがらない彼に、それでも軍人になり得る可能性を固守し続けて、あわよくば実現に持ち込もうとする目もく論ろ見みに違いない。

　改めて分ぶん析せきするまでもなく、それはイグセムの下心だ。サンクレイの系けい譜ふを帝てい国こく軍に取り戻し、その新風をもって閉へい塞そくした未来に新たな光こう明みようを見み出いだそうとする、どこまでも身勝手な希望。……歴史を通して変わらないことがイグセムの意義であり、そんな彼らは自分自身では何も変えられない。だからこそ無意識のレベルで変革の担にない手を欲するのだ。ソルヴェナレス・イグセムにとってのバダ・サンクレイがそうだったように。

　でも──とヤトリは嘆たん息そくする。そんなイグセムの下心さえ、自分は口実に使っている、と。

　四年を隔へだてて再会した存在の片割れ。逃のがれ得ない破は滅めつの運命から自分を救い出す、そのためだけに未来のない帝国に留とどまり続ける少年。彼の想おもいと行いの全すべてが、葛かつ藤とうのひとつひとつが、少女の心を罪つみ深ぶかい喜びで満たす。それを自ら手放すことも、決別して突き放すことも、ヤトリシノには決して出来はしない。──その願いに、最後の一線で報むくいてやれないと知りながら。

　おろしたての服を駄だ目めにしたあの日、自分を孕はらませると告げた少年をベッドの上で見上げて、それもいいと彼女は思った。その行為に何の意味もないとしても、少年が苦悩の果てに選び取ったやり方ならば、それは尊とうとい。手段の巧こう拙せつも、方法の良し悪あしも問わない。たとえ傷だけが残る結果になったとしても──その痛みをこそ、きっと彼女は抱だき締めずにはいられない。

「結局のところ──どうしようもなく欲深いのね、私は」

　そう結論して、少女は足を止めて空を仰あおいだ。……右手と左手のように、ふたつでひとつのものであること。かつて彼と交わした約束は、互いの心のいちばん奥底に根差したまま、今なお在ありし日のまま色いろ褪あせず──




「ええ、そうよ。だから、もう──見逃せない」




　──刹せつ那な、周囲が一いつ瞬しゆんにして暗転し。背後から凍いてつく声が突き抜けた。

「……ッ!?」

　総毛立つような戦せん慄りつと共に、ヤトリはすぐさま身をひるがえし──そして、呼吸が止まる。

　二刀を帯びた炎えん髪ぱつの影。自分と寸分違たがわぬ装よそおいで、ひとりのイグセムがそこに立っている。その深しん紅くの瞳ひとみだけを、彼女とは一線を画する、混じりけのない殺意で塗ぬり潰つぶして。

「さようなら、ヤトリシノ」

　冷たい別離の言葉と共に、腰こし元もとから抜き放たれるサーベルとマンゴーシュ。ヤトリがあらゆる対応を取る前に、ふたつの切っ先がその胸を貫つらぬいていた。

「あ───」

　声を上げることすら許さず剣けん閃せんが走る。腕を断ち、脚あしを断ち、胴を断ち、首を断つ。二刀の刃やいばが執しつ拗ように五体を斬きり裂さき、炎髪の少女であったものから徹てつ底てい的てきにその意味を剝はく奪だつしていく。

　だが、それさえも始まりに。残ざん骸がいが原形を留とどめなくなってから、炎えん髪ぱつの影はさらに多くのものを刃やいばにかけた。

　空を渡る七色の虹にじを断った。陽気で優やさしい白衣の科学者たちを断った。バダ・サンクレイのとぼけた笑顔を断った。ユーカ・サンクレイの儚はかなげな微笑ほほえみを断った。初めて厨ちゆう房ぼうから食材を盗ぬすみ出した時の高こう揚ようを断った。びしょ濡ぬれになって沼ぬまの主ぬしを釣つり上げた時の興奮を断った。意見をぶつけ合って譲ゆずらなかった議論の白熱を断った。大隊を率ひきいて臨のぞんだ任務での苦悩と達成の喜びを断った。オオカミたちとの死し闘とうで感じた戦せん慄りつを断った。この世の何よりもかけがえのない、存在の片割れとの約束を断った。

　騎き士し団だんでの思い出を断った。ハロの淹いれるお茶の味と癒いやしの記き憶おくを断った。マシューが向けてくるまっすぐな挑戦心への敬意を断った。トルウェイとの友ゆう誼ぎと彼に向ける快い対抗心を断った。サザルーフへの尽きることのない感謝の念を断った。臣しん下かの立場を超えてシャミーユ殿でん下かに向けてきた、血の通った愛情の全すべてを断った。

　イクタにまつわる想おもいの全てを断った。彼の願い、彼の苦悩、彼の葛かつ藤とう──彼が紡つむいだ言葉のひとつひとつ。ヤトリシノの心を暖かい光で満たし続けた、それら全ての輝きを、もはや無用のものとして永遠に断ち切った。

　そうして微み塵じんに刻んだ魂たましいを──粉になるまで挽ひき潰つぶして、搔かき集めて──火にくべる。

「───く──────ぁ───」

　固く閉ざした炉ろの扉とびらに寄りかかり。己おのれの半分が焼け落ちて消えていく感覚に、彼女は喘あえぐ。

「───ぁ────ぁぁ────」

　喪うしなわれていく。彼女を人間たらしめていたもの全てが、炎の中で灰も残さず死んでいく。

　その痛みは、言葉になどならない。引き裂さかれる魂の断だん末まつ魔まこそが、彼女を苛さいなむ極限の刑けい罰ばつ。

　耐えられるわけがない。今すぐにでも叫び出したい。矜きよう持じも分別も何もかもかなぐり捨てて、燃え盛さかる炎の中に手を伸ばせたなら──捨て去ったものの残骸にすがり付けたなら、どんなにか楽だろう。

　だが、その安楽が許されることはない。課せられた業ごうがそれを許さない。逃げ道の最後のひとつまで、交差した二刀の刃が完全に塞ふさいでいる。

　固く両目を閉じたまま、少女はただ、炉の前に立ち尽くす。足を楔くさびで打たれた罪ざい人にんのように。地に固く突き立てられた剣つるぎのように。

「──────────────」

　永遠とも思える責め苦の果てに、いつしか──空からっぽの闇やみの中、少女はひとりでいた。

　終わったのだと、それで察した。火にくべられた魂が、完全に死に絶えたのだと。

「………………」

　もはや痛みはない。死んだ心は何も語らない。彼女の中には、空くう洞どうのように何もない。

　その空洞に響ひびき渡るのは、たったひとつの声だけだ。──命に従い、為なすべきを為せ、と。

「────はい」

　無感動にうなずいて、少女は長く閉じていた瞼まぶたを開いた。目元を濡ぬらす液体を、手の甲でぞんざいに拭ぬぐうと──彼女の前に、あの炉ろはもはやない。

　代わって視界に映るのは、片かた隅すみに横たわる寝台と、飾かざり気のない机と椅い子す、その周りに整然と置かれた荷物だけ。見み慣なれた天てん幕まくの光景の中、炎えん髪ぱつの少女は無言で身をひるがえす。

「……ヤトリ……」

　腰こしのポーチから、パートナーのシアが気き遣づかわしげに主あるじを呼ぶ。少女は即そく座ざに首を横に振った。

「その女は、もう、どこにもいない」

　鋼はがねじみた声でそう告げると、彼女は天幕の出口に足を向けた。感情の一切が消失した主の横顔に、シアにはそれ以上、何も言えなかった。

　外に出た途と端たん、夜の風が頰ほおをなぶった。それだけのことで、涙の名残なごりもたちまち乾いていく。人間性という余分を完全に取り払い、ただひとつ残ったイグセムが歩き出す。

　その責務を果たすために。イクタ・ソロークを討つために。
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　せり出した岩場が庇ひさしとなって形作る、浅く広い洞どう窟くつの中。「旭日連隊」捜そう索さく隊たいに含まれる中ちゆう尉い以上の士官たちが整然と肩を並べていた。

「戦い方を説明しよう」

　騎き士し団だんの仲間たちと共に彼らの前に並び、総指揮を務つとめるイクタはそう口火を切る。

「僕たちはいま、全軍を率ひきいてクグロサエボの岩石地帯に突入し、防衛戦に向いた場所を選んで兵を置いている。大きな岩場が距離を開けずに密集した拠きよ点てん──具体的な地形はこうだ」

　目め配くばせを受けて、手製の地形図を載せた長机を、四人の兵士たちがゆっくりと横倒しにした。紙面を指さして、イクタはその内容を部下たちに示す。

「見ての通り、この防衛拠点は計八つの岩場から構成されている。中心に三つ、それを囲い込むような形で五つ、合わせて八つだ。これらひとつひとつを便べん宜ぎ的てきにブロックと呼称しよう。僕たちはそれぞれのブロックに部隊を置いた上で、他ほかの岩場の仲間と連れん携けいしつつ、友軍の到着まで敵の攻撃に持久することになる。──そこまでは分かるね」

　目を向けて確認する。疑問を呈ていする者はいなかったので、少年は地形図に視線を戻す。

「各ブロックに番号が振ってあるのは、もちろん呼び分ける上での便宜だけど、同時に防衛の優先順位を示したものでもある。それを踏ふまえた上で、この並びになった理由を説明しよう。

　まず──いま僕たちが集まっているのがここ、第一ブロック。密集した八つのブロックの中心部だ。奥まった位置にある上、外周の大半が切り立った崖がけになっているので攻められづらい。加えてこの場所……大きく窪くぼんだ岩場の中に身を隠かくせるから、司令部を置く場所としては相応ふさわしい。言うまでもなく、ここを陥おとされれば全すべて終わりだ。

　その向かって右側にあるのが第二ブロック。司令部の直接の盾たてとなる区画で、陣じん地ちの東側からの攻勢に対する迎げい撃げきの要かなめでもある。ここが陥とされてしまうと、全体の陥かん落らくはもう時間の問題だろう」

　士官たちがごくりと唾つばを飲む。彼らの緊きん張ちようを横目に、少年は淡々と言葉を続ける。

「第一、第二のすぐ下にあるのが第三ブロック。岩場の体積としてはいちばん小さいけど、ここも第二ブロックと同様に防衛の要だ。司令部の盾になると同時に、南側のふたつのブロックに直接の支援を行える。当然、陥とされるわけにはいかない」

　重要性を説明した三つのブロックを丸で囲んでから、彼はその周りに視線を移す。

「第四ブロックから第八ブロックまでは、いちおう番号を振ってはあるけど、確定的な優先順位の差はほとんどない。相手がどう攻めて来るかによっても変わってくるからね。その上で第八ブロックを最下位としたのは、岩場それ自体が位置的に孤こ立りつ気味で中央のブロックから遠い上、真西から攻められた場合に他のブロックから援えん護ごがしづらく、戦いの序じよ盤ばんに狙ねらわれる見込みの高い場所でもあるからだ。釘くぎの頭を刺し込まれるポイントってとこかな。
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　もちろん同様の危険は第六、第七ブロックにもある。逆に言うと、これらをきっちり守り抜いている限り、相手にはこの陣じん地ちに対して付け入る隙すきが見み出いだせない」

　外周の五つのブロックを一本の線で繫つなぐと、イクタは手のひらで地形図を強く叩たたいた。

「第四から第八の各ブロックを可能な限り堅けん持じすることによって、第一から第三の枢すう要ように敵を近づけさせず、そうして友軍の到着が予定される四日後まで、部隊全体の交戦継続能力を断固として守りきる。──それが僕たちに課せられた勝利条件だ。

　イグセム派捜そう索さく隊たいの兵数は五千強。対して僕たちは二千四百。互いの戦力比はおよそ二対一──拠きよ点てんを構えて守りに徹てつする立場を踏ふまえれば、防衛の完かん遂すいはじゅうぶんに可能だと言える。地形が岩場だから騎き兵へいの脅きよう威いを心配する必要もない」

　力強い口調でそう請うけ合って、少年は部下たちに正面から向き直る。

「この戦いの結果によって、クーデターの結末が決まるだろう。そのことを踏まえた上で、ひとつ僕の所見を聞いてくれ。

　いいかい。僕たちは断じて、追い詰つめられて仕方なく戦うんじゃない。ここで勝つことが未来に繫がると知っている、だから戦うんだ。分ぶん裂れつした帝てい国こく軍をひとつに戻して、傾いた国を立て直す──そのために必要な最後の戦いを、これから行う。無事に守り抜いて終わらせる」

　黒い瞳ひとみに意志の光を宿して、イクタは言い切った。戦いの理由をはっきりと示すことで、彼らの士気に火を灯ともす──総司令官としての役割を果たしつつ、その振る舞いのひとつひとつで、少年は部下たちの戦意を鼓こ舞ぶするよう努める。

「手段と目的の区別ははっきりしたかな。質問がないなら、各ブロックの防衛を担当する指揮官を任命するよ。

　第一ブロック──ここを受け持つのは当然、僕自身だ。戦況を鑑かんがみた上で全体に指示を出さなきゃならないからね。お姫さんを始め、政治的な要人ももちろん司令部にいてもらう」

　そこで一いつ旦たん言葉を切って、イクタはすぐ隣となりに立つ小太りの少年に顔を向けた。

「第二ブロック──ここはマシュー、君に任せる」

「お、おれか。……トルウェイじゃなくていいのか？」

「君じゃなきゃダメだ。トルウェイには指揮下の狙そ撃げき部隊ともども、状況に応じて各ブロックを渡り歩いてもらうことになる。両サイドの第六ブロック・第七ブロックとの連れん携けいの調整、さらには攻め込まれた時の白はく兵へい戦せんの采さい配はい──その全部を踏ふまえて東側の防衛を任せられるのは、マシュー、適性の面からも君だけだよ」

　抜ばつ擢てきの理由を丁てい寧ねいに明かされて、数秒のためらいの後、マシューは決然とうなずいた。

「……任された。何が何でも守りきるから、大船に乗ったつもりでいろ」

　せめてもの意地で、言葉だけでも自信がある風を取り繕つくろった。そんな彼の矜きよう持じを感謝と共に眺ながめやって、それからイクタは視線を正面に戻す。

「続いて、第三ブロック──ここは置ける兵力が少ない分、指揮官には迅じん速そくかつ的確な運用を頼たのみたい。ベテランのセゾーイ大たい尉いに任せよう」

「拝命いたします！」

　指名されたのは、旧旭日連隊で働いていた経歴を持つ年配の将しよう校こうだった。この状況で指揮を預けるのだから、イクタの立場を支持する者でなければ話にならない。続く第四から第六ブロックも、その条件と指揮能力の兼かね合いで選出していった。

「そして、第七ブロック──ここも展開次第で、戦せん闘とうの後半になるほど重要性が増す場所だ。ともなって兵士たちの負担が増えることも予想されている。それを踏まえた上で──」

　そこで一旦言葉を切ると、士官たちの列の隅すみっこで肩を縮めている女性を見て、彼はその人物に白羽の矢を立てた。

「スーヤ・ミットカリフ曹そう長ちよう、君に任せる。さすがに階級が不足するんで、今から中ちゆう尉いに仮任官だけどね」

　とっさに意味が分からず、本人がきょとんとした顔で立ち尽くす。この瞬しゆん間かんまで、自分がここに呼ばれている理由を、彼女は分かっていなかった。

「……え、え!?　ちょ、ちょっと待ってください！　あたしはただの下士官ですよ!?」

「待たないよ。各ブロックの運用兵力は平均で三百弱。日ひ頃ごろから僕の部隊を預かっていた君に無理とは言わせない。ちゃんと士官学校に通いたければ、全部終わってから手配しとく」

　そういう問題じゃないと言いかけたスーヤに、イクタは力強く言葉をかぶせる。

「もうひとつ訂正。君はただの下士官なんかじゃない。僕の副ふく官かんで──愛まな弟子でしだ」

　その一発で、彼女の反論は完全に止められた。厳しい表情のまま、少年はさらに言葉を継ぐ。

「この局面で大役を担になうに値あたいすると、僕自身が判断した。まだ何か文句はある？」

「…………いえ、ありません」

　数秒の沈ちん黙もくの後、うつむきがちにスーヤは答える。イクタは微笑ほほえんだ。

「だったらいいんだ、任せたよ。──任命を続けよう。最後の第八ブロックは──」

　軍議の本筋が再開する。残りのひとつが埋うまったところで、全区画の割り振りは終わった。

「──各ブロックにおける責任者の任命は以上だ。なお、トルウェイ大たい尉いの狙そ撃げき部隊、ハローマ大尉の衛えい生せい兵へい部隊には、状況に応じて全すべての区画へ遊撃に出てもらう。いまから防衛完かん遂すいまでの間、腰こしを落ち着けている暇ひまはないと思ってくれ」

「……うん！」「はい！」

　トルウェイとハロが同時にうなずく。続いてイクタは軽けい甲かつ冑ちゆう姿の娘に視線を移した。

「ルカーンティ准じゆん尉いの部隊は、引き続きお姫さんの近衛このえとして司令所を守ること。君たちが最後の盾たてだ。無む思し慮りよな行動は絶対に許されない。どんな状況でも、お姫さんの身の安全を第一に考えて行動するように」

「了解であります！」

　威い勢せいのいい返事が返ってくる。それを締めくくりに、黒髪の少年は声を張り上げた。

「現在時刻をもって作戦を開始する。──総員、行動に移れ！」







　軍人たちが駆かけ出していったことで人口密度を減らした司令所の中。彼らの背中を見送って思案げに佇たたずむ黒髪の少年のもとに、シャミーユ殿でん下かが遠慮がちに歩み寄った。

「ソローク……少し、良いか」

「ん？　どうしましたお姫さん。トイレならあっちですよ」

「そうではない！　そうではなくて……どうしても、いま話しておきたいことがある」

　深刻な口調でそう言うと、姫君は唇くちびるを嚙かんでうつむいた。

「……すまない。余よのせいで、そなたをこのような事態に追い込んだ……」

「どこをどう見たらお姫さんのせいなんですか。事の発ほつ端たんから今に至るまで、鼻持ちならない黒くろ幕まく面づらで僕たちを振り回してやがるのは、あっちで余裕ぶっこいてる狐きつねですよ」

　見当違いと言わんばかりに少年は肩をすくめる。それでもなお、金髪の少女は首を横に振る。

「だからこそ、だ……。今にして思えば、余はあの男を……トリスナイをこそ、全てに優先して排除するべきだった。手段など選ばず、どのような暴挙に訴うつたえてでも」

　眉まゆ根ねを寄せるイクタの前で、姫君は言葉を続けた。

「今こん日にちに至るまで、その機会は何度もあったはずだ。余よはそれが出来る立場にあった。懐ふところに白はく刃じんを隠かくし持ち、何なに食くわぬ顔で近寄って、有う無むを言わさずあの胸に刃やいばを突き立てていれば……それで事は済んでいた。国民と精せい霊れいを人ひと質じちに取られることもなく、あの男の陰いん謀ぼうは実現を前にして水すい泡ほうに帰したはずだ。たとえ刺し違える結果になっていたとしても、このようなことには──そなたとヤトリを相争わせるようなことにだけは、決してならなかった……」

　自らの不覚を責める少女。その思い違いを、イクタは即そく座ざに笑い飛ばした。

「何を言うかと思えば、捨て鉢ばちにならなかったことを謝ってるんですか？　だったら僕は逆に褒ほめますよ。──よく今日きようまで無事に生き抜いてくれましたね、お姫さん。あなたの思し慮りよ深さ、あなたの聡そう明めいさ──今となっては、その全すべてが僕たちにとっての希望です」

　穏おだやかに言いながら、少年は姫君の頭を撫なでた。少女の肩が小刻みに震ふるえる。

「なぜそなたは、そうも余に優やさしい……？　思い出せ、そなたを望みもしない軍人の道に引き込んだのは余だ！　そなたの家族と故郷をもろともに奪うばったのは余の一族だ！　そなたは余を恨うらむべきだ、今すぐ打擲ちようちやくして然しかるべきだ！　でなければ──でなければ……！」

　涙目の姫君に詰つめ寄られて、イクタはふと真面目まじめな顔になった。

「……そうですね。それに関しては、僕からもひとつ、言っておきたいことがありました。

　ありがとう、お姫さん。あの時、僕の背中を押してくれて」

　少女に返ってきたのは、罵ば倒とうでも非難でもなく、まったく正反対の響ひびきを持つ言葉だった。姫君は息を吞のんで相手を見上げた。

「何……を……」

「高等士官試験に臨のぞんだあの頃ころ──僕はね、身動きが取れなくなっていたんです。ヤトリを連れて行きたくて帝てい国こくに留とどまっていたけれど、そのためにあがいているうちに、自分のやり方が根本的に間違っていたことに気が付いて……そこから袋ふくろ小路こうじに迷い込みました。

　どうあっても彼女を救いたい。でも、どうすれば彼女を救えるのか分からない。ヤトリシノをイグセムから切り離して連れ去るのではなく、彼女という存在をそのまま破は滅めつの運命から救い上げなければ意味がない。──その矛む盾じゆんに突き当たって、僕にはまるきり先が見えなくなっていました」

　かつての葛かつ藤とうを思い返しながら、イクタはじっと金髪の少女を見つめる。

「でも、そこにあなたが現れた。袋小路のどん詰まりを突き破って、僕を無理やり軍人の道に叩たたき込んでくれた。──そりゃあ最初は憤いきどおりましたよ。決して軍人にだけはならない、これは最後に母さんと交わした約束のひとつです。それを反故ほごにさせたのだから、理り不ふ尽じんを強しいたあなたを恨みもした」

　長いため息の後、少年は吹っ切れた面おも持もちで空を仰あおいだ。

「だけどね──それで良かったんです。考えれば考えるほど、正解は他ほかになかったんだと思い知らされる。ヤトリを救いたいのなら、僕自身が軍に入って国の在あり方を変えるしかなかった。そこに気付くのは時間の問題だったんです。決断と実行の順番が前後しただけのこと。

　もし……お姫さんに背中を押されなければ、僕は何年か無む為いの時間を過ごしたかもしれない。そのロスは致ち命めい的てきなものとして今に影えい響きようしたかもしれない。それを想像してしまうと──もう、あなたには感謝の思いしかない」

　岩場に膝ひざを突き、相手と同じ高さまで視線を落として、イクタは再び告げる。

「何度でも言います。背中を押してくれてありがとう、お姫さん。

　あなたに出会えたおかげで──僕はいま、彼女を救い得る場所に立っている」

　その言葉を前に、少女は立ち尽くした。自分がどんな表情をしているのか、彼女にはもう分からなかった。

「……戦いが終わるまでは、ここの奥にしっかり隠かくれていてください。拠きよ点てんがあるとはいえ、今回はれっきとした野戦です。何かの拍ひよう子しに流れ弾が飛んでこないとも限らない。

　ああ、それと──司令所のあっちのほうには、何があっても近付かないように。ご存知の通り、流れ弾よりよっぽどタチの悪いのがいますから」

　浅い洞どう窟くつの北側、皇こう帝ていと狐きつねを隔かく離りした一角を指さして忠告する。イクタはよっと声を上げて膝を伸ばした。

「僕は少し集中します。彼女と全力でやり合うには、まだまだ頭の回転が足りないんでね」







　軍議を終えて司令所を後にしたトルウェイは、その足で第一ブロックの岩場を登っていた。

「よいしょっと……。けっこう高いな、ここ」

　辺りの景色をざっと見渡して、青年はそんな感想をこぼす。といっても、第一ブロックが他ほかの岩場と比べて突出しているわけではない。第二ブロック・第四ブロック・第七ブロックには標高で負けており、第八ブロックとも大きな差がないので、周囲の地形を一望するには至らず──必然、岩場を挟はさんで見通しの利きかない死角が複数存在することになる。全体の戦況を把は握あくするには密な連絡が不可欠になるだろう。

　午後四時を過ぎて暮れ始めた空の下もと、すでに外周の五つのブロックには兵たちが配備され、さっきの軍議に基づいた最終調整を行っているところだった。中核をなす三つのブロックとの間でも兵の行き来が激はげしい。弾丸を始めとした物資の輸送を急いでいるのだ。

「ヤトリさんたちのほうは……？」

　右手に持った望遠鏡を覗のぞき込むと、彼らの二倍の兵力を持つ敵軍の布ふ陣じんが見渡せた。西北西、東北東、南の三方向に展開したイグセム派捜そう索さく隊たいだが、その配置は数時間前から変わらず、何らかの行動に移る気配はない。

　リスクと成算を秤はかりにかけて、戦いを思い留とどまってくれれば──青年がそんな期待を抱いだいたところで、隣となりからぬっと別の望遠鏡が伸びた。

「残念だけど、攻めてくるぞ。おそらく日没後だ。心の準備をしとけ」

　見透かしたようにイクタが告げる。トルウェイは口元をゆがめて望遠鏡を下ろした。

「……戦いはもう、避けられないのかな」

「ああ。交こう渉しようで着地点を探る気が向こうにあるなら、とっくにその姿勢を見せてるはずだからな。ここまでに連絡ひとつよこさないんだから、こりゃもう覚かく悟ごを見て取るしかない」

「判断に悩んでいるのかもしれないよ。後方からの指示を待っているとか」

「飢き餓が城じようまでの距離と玉ぎよく音おん放送のタイミングを踏ふまえると、それも届いた頃ころ合あいだろうさ。判断の材料が向こうに出で揃そろっている以上、彼女がいたずらに時間を浪ろう費ひしているとは考えられない。その上で動きがないのは、攻めの好機を待っているからだ」

　少年はあくまでも断定的に述べた。耳に突き刺さるそれらの言葉を、トルウェイは懸けん命めいに受け入れていく。しぶとく居い残のこりたがる甘い考えを頭から追い払いながら。

「……そうだね。夜や襲しゆうの予測も妥だ当とうだと思う。こっちの主力が風ふう銃じゆう兵へいだと知られている以上、まずは狙そ撃げきを封じる方向で手を打ってくるだろうから」

「光こう照しよう兵へい部隊との連れん携けいで、銃撃のための視界は夜間も確保する予定でいる。とはいえ闇やみの全すべてを照らすわけにはいかないからな。機動力に優すぐれた小しよう規き模ぼの部隊なんかに、夜や陰いんに乗じて動き回られると対応しづらい。少数精鋭で斬きり込んで攪かく乱らんする──まさにヤトリの独どく壇だん場じようだ」

　望遠鏡を懐ふところにしまいつつ、イクタは隣となりの青年に顔を向ける。

「戦いが始まる前に、お前にだけは話しておく。──今のこの戦況、相手が凡ぼん将しようなら問題なく守り切れる局面だ。互いの戦力比こそ二対一だけど、こっちには即そく席せきの間に合わせとはいえ防衛拠きよ点てんがある。四日凌しのぐくらいは大した苦労じゃない」

「……うん、ぼくもそう思うよ。相手の指揮を執とるのが、ヤトリさんじゃなければ」

　硬い声でトルウェイは言った。黒髪の少年も重々しくうなずく。

「そういうことだ。……今回の戦いで、僕は掛け値なしに全ぜん身しん全ぜん霊れいを絞り尽くす。けど、戦術面で彼女を上回るなんてことは期待するな。僕は生まれてこの方、軍人としての資質で彼女を上回っていると思ったことは一度もない。あらゆる意味で、ただの一度も──ない」

　三方向に展開したイグセム派の軍勢を順番に眺ながめながら、イクタは真顔で話し続ける。

「これはお前だけじゃなく、マシューやハロも、あるいはお姫さんも勘かん違ちがいしてると思う。いいか──今日きようまで僕が『騎き士し団だん』の中でリーダー面づらをして来られたのはな、戦略眼や作戦立案能力でヤトリに勝まさっていたからじゃない。そこはむしろ逆。僕が前線指揮官として二流で、ヤトリが超一流だったからだ。最前線を受け持つことが彼女にしか出来なかったからだ」

　その発言に驚おどろきながら、翠すい眼がんの青年は首を横に振ってみせる。

「……ぼくは、そうは思わないよ。北ほく域いきでも海の上でも、イッくんの采さい配はいがあったからこそ切り抜けられた局面はたくさんあったはずだもの。ううん──イッくんの戦略眼とヤトリさんの戦術能力、その両方があってこそ生き抜いて来られた。それが『騎士団』の戦歴なんじゃないかな」

「そう言ってもらえるのは悪い気分じゃないし、僕にしたって過去の自分の働きにはそれなりの自負がある。──でもな、その上で言っておきたいのさ。僕が僕なりのやり方で苦境を凌しのいで来たように、ヤトリにはヤトリのやり方がある。これまで僕の預かりだった全体指揮という分野に限っても──その実力は、断じて僕に劣るものじゃない」

　改めてそう結論した上で、少年はトルウェイの顔をじっと見み据すえた。

「そんなわけで、僕が全ぜん霊れいを注ぎ込むだけでは危うい。お前にもありったけを出し尽くしてもらわないとダメだ。

　……いいか。勝て、トルウェイ。次代の戦場を切り開く旗手として、ヤトリシノ・イグセムを完かん膚ぷなきまでに打ち負かせ。時代の最さい先せん端たんを行く銃撃の手て管くだをもって、戦いくさの在あり様ようを見る影もないほどに刷新し、イグセムの存在に取って代われ。

　その結末だけが──彼女を、炎えん色しよくの宿しゆく業ごうから解放する」

　びゅう、とふたりの間を砂混じりの風が吹き抜ける。まっすぐな目を向けてくる青年の前で、イクタはやがて、自じ嘲ちように駆かられて目を伏せた。

「僕の願いは、それだけだ。……思えばひどいもんだな。この戦いは、部下と仲間の命すらチップにして臨のぞむ一世一代の大おお博打ばくちってわけだ。

　軽けい蔑べつしてくれていい、呪のろってくれていい。僕はそのためにお前を利用するし、今までもずっとお前を利用してきた。次代の戦争を担になえなんて焚たき付けておきながら──実際には自分の本ほん懐かいを遂とげるためだけに、トルウェイ・レミオンを戦いの中に押し留とどめてきた。目の前の動物を撃てないほど優やさしいお前を」

　彼女との戦いを前にした今、姫君と同じように、少年もまた胸の内を明かさずにはいられなかった。その思いを余さず酌くんだ上で、トルウェイは揺ゆるぎなく微笑ほほえんだ。

「これはぼく自身が選んだ生き方だよ、イッくん。きみのおかげで選び取ることが出来た生き方だ。軽蔑なんてしない、呪ったりなんかしない。だって──ぼくたちは同じ想おもいを抱いだいてここにいるんじゃないか。ヤトリさんと笑い合って過ごした、あの日々を取り戻すために」

　それだけは決して変わらないと言って、青年はそっと胸に手を当てた。恨うらみ言のひとつさえも返ってこなくて、イクタは困ったように口元を緩ゆるめる。

「……その人の好よさに、初めてお前と会った時から、僕はずっと甘えてきたな」

　心の隙すき間まから本音がこぼれた。トルウェイはにっこり笑って応こたえる。

「ぼくにだけ厳しくて、ぼくにだけ素っ気なくて、ぼくにだけいじわるで。──そんなイッくんが、ぼくはずっと大好きだよ」

　言葉と振る舞いの全すべてが、イクタには決して真似まね出来ない率そつ直ちよくさで溢あふれていた。……自らの弱さと向き合い続けて、その弱さを抱かかえたまま、長く険しい道みち程のりを歩んできた青年。彼の生き様に敬意を抱きながら、黒髪の少年はこぶしを握にぎった右腕をぐっと上げてみせる。

「勝つぞ、相棒」

「──うん！」

　腕と腕を交差させてぶつける。両者の全力のもとに、ふたりの織り成す十字は小こ揺ゆるぎもしなかった。
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　午後六時過ぎ。黒髪の少年の予想に違たがわず、西の地平線から茜あかね色いろの名残なごりが消え去ると同時に、イグセム派の兵士たちは行動を開始していた。

「総員、前進」

　淡々とした少女の声が闇やみの中に響ひびく。まず動き始めたのは、密集した岩場の西北西に陣じん取どった部隊。足場の悪い中でも隊列を乱さず行進し、第八ブロックとの間合いを詰つめていく。

　一見して異様なのは、彼らの全員が片目に覆おおいをしていることだった。戦せん闘とうを行う上で何よりも大切なはずの「視界」を半分に制限した上で、彼らは敵陣へ一歩一歩近付いている。

「銃兵弓きゆう兵へい──屈かがめ。前列、遮しや蔽へい物ぶつ確保」

　互いの距離が百五十メートル程度になったところで足を止めて、兵士たちは命令に従って身を低くした。前列の者は周囲の岩を集めて積んで、当座の遮蔽物とする。

「遠とお間ま武器、構え」

　一いつ斉せいに武器を構えた。兵士たちの手にする風ふう銃じゆうとボウガンが、敵陣を見み据すえてずらりと並ぶ。

　彼らの動きに敵も気付いたと見えて、目の前の岩場から凝集光ハイビームの筋が一斉に伸びてきた。姿を晒さらすことを恐れた兵士たちが、無意識の動作で次々と頭を下げる。

「光こう照しよう兵へい部隊展開。第一・第二・第三小隊──照射開始ビームオン」

　そんな彼らとは裏腹に、指揮官は動じることなく指示を述べる。風銃兵と焼しよう撃げき兵へいたちの背後に展開した光照兵たちが、それに応こたえてボウガンの上の光ひかり精せい霊れいに凝集光ハイビームを放たせる。彼らの視線の先で、岩場の一角が白々と照らし出された。

「銃兵弓兵──射撃開始。撃て」

　命じられた兵士たちが引き金をしぼり──不気味なほど静かに、第一夜の戦いが幕まくを開けた。
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「──第八ブロックにて交戦開始！　遠間からの銃撃に応戦しています！　凝集光ハイビームと弾幕の密度から、敵の規き模ぼは一個大隊六百人ほどと推察されるとのことです！」

　光信号を受け取った伝令兵が前線の状況を報告する。第一ブロックの岩場の上でそれを受け取りつつ、イクタは張り詰めた面おも持もちで腕を組んだ。

「……予想通り第八から攻めて来た、それはいい。だけど、ヤトリにしては攻め方がぬるい」

「うん。ぼくも同感だよ」

　隣となりに立つトルウェイがうなずきで同意を示した。翠みどりの瞳ひとみに警けい戒かいの光が宿っている。

「一見して威い力りよく偵てい察さつに思えるけど、それは有あり得ない。こっちの総兵力は知られてるんだから、向こうには今さら探りを入れる意味がないもの。かといって本気で攻め落とす気なら、二個大隊以上で一気に攻め寄せるはずだし」

「だな。これは陽動とみなす」

　暫ざん定てい的てきながらも相手の目もく論ろ見みをそう判断して、イクタはさっきの伝令兵に声を投げる。

「第四、第五の両ブロックに警戒を促うながしてくれ。隣が攻められているからといって、兵の意識をそっちに寄せすぎるな。向こうはその隙すきを狙ねらっている可能性がある。自分の持ち場を守りきることを第一に考えろ、と」

「はっ！　復唱します──」

　内容を確認した上で、伝令兵は少年の指示を光信号に乗せて飛ばし始める。と、その途中で、彼とは反対の位置にいた別の伝令兵が声を上げた。

「第六、第七ブロックでも交戦開始！　第六は南側から、第七は北側から銃撃を受けており、各自の判断で応戦を開始したとのことです！　敵の規き模ぼはそれぞれ二個中隊四百人ほど！」

　追加されていく情報を頭の中で取りまとめつつ、イクタは顎あごに手を当てて考え込んだ。

「東側にも来たか。……やけに兵を散らして用いるな。彼女らしくない」

「マーくんには注意を促さなくてもいいの？　第六と第七が少数の部隊に攻められているなら、その間の第二ブロックを狙った陽動の可能性が高いけれど……」

「マシューなら言われるまでもなく気付くさ。あっち側は岩場が少ない分だけ兵を多く回してあるし、相手もいきなり真ん中の第二ブロックへ突っ込もうとはしないはずだ。第六と第七から十字砲ほう火かを浴びせられる上、いざとなれば第一ここからも兵を回せるんだから」

　無用な心配はしなかった。小太りの少年に対する信しん頼らいは、すでに戦術へ組み込み済みだ。

「それは当然ヤトリにも分かってる。つまり、そっちの動きも本命じゃないってことだ」

　漠ばく然ぜんとした危機感だけを持て余して、イクタは無意識に親指の爪つめを嚙かむ。

「……まずいな。狙いが読めない」







　不可解に消極的な敵軍を相手に、第八ブロックの兵士たちは安定した応戦を続けていた。

「撃て！　今のうちにひとりでも減らせ！」

　指揮官を務つとめる少しよう壮そうの将しよう校こう、マニーガ・シェイ大たい尉いの声が響ひびき渡る。戦せん闘とう開始から二十分以上が経過していたが、銃撃による負傷者は未いまだに少数。高所に陣じん取どった上で岩に隠かくれながら戦っている彼らは、下からの射撃に対して身の安全が図りやすいのだ。

「よし、こちらも射撃開始！　上にばかり任せていられないぞ！」

　その恩恵は、岩場の下で戦っている兵士たちにも間接的な形で届いている。高所の利を持たない代わりに、彼らには高所からの援えん護ご射撃が届けられるのだ。それぞれのブロックの間で用意した遮しや蔽へい物ぶつに隠かくれて戦いつつ、敵が突っ込んで来れば後退して距離を保つ。岩場の間に深く踏ふみ入ってきた敵には、頭上の友軍と協力して激はげしい銃撃をぶつけていく。

　願ってもない展開と言えた。こうした戦いを続ける限り、彼らの損そん害がいは最小限に抑えられる。相手側が一方的に疲ひ弊へいしていくだけなのだ。

「……とはいえ、いつまでも続けてはもらえないだろうな」

　自じ戒かいを込めてシェイ大たい尉いはつぶやく。この敵が愚ぐ策さくに徹てつして自じ滅めつするとは、彼はまったく思っていない。なにしろ同じ帝てい国こく軍の正規兵なのだ。自分が学んだことは相手も学んでいると見るべきで、それを踏まえれば、いまの状況が長続きする理由は見当たらない。

「構わんさ。突撃に出て来られたなら……その時こそ、根性の見せ所だ」

　そうですよね、リカン中ちゆう将じよう殿どの──と、手の中のボウガンを握にぎりしめて大尉は独り言ごちた。かつて旭日連隊でバダ・サンクレイの部下として働き、旧東とう域いき鎮ちん台だいでもハザーフ・リカンを上官に仰あおいでいた彼には、この局面で奮ふん闘とうするだけの理由がある。その士気の高さを知るからこそ、司令官のイクタも、彼を危険度の高いブロックに置いたのだ。

「見ていてください、サンクレイ大たい将しよう殿。……あなたの息子むすこも、あなたの遺い志しも、俺おれが守り切ってみせる」

　尊敬してやまなかった名めい将しようたちの顔が、大尉の脳裏にまざまざと浮かぶ。そうやって闘志を燃やしながら、敵の方向をにらみつけ──その光景に、彼はふと眉まゆ根ねを寄せた。

「……なんだ？　何か……違うぞ。さっきとは、何か……」

　目に映るのは、後列の仲間が放つ凝集光ハイビームを背負って銃撃を続ける敵軍の姿。その様子にどこか違和感がある。が、一見しただけでは何がおかしいのか分からない。

　奇妙に思った大尉がじっと目を凝こらしていると、やがて原因が判明した。彼の視界の中で、敵軍の放つ凝集光ハイビームの光源がふたつ、みっつと増えていくのだ。

「灯あかりが、少しずつ増えている……？」

　違和感の正体はそれだった。が、その意味までは分からない。目の前の光景をどう解釈すべきか、大尉が決めあぐねている間にも、敵軍の放つ凝集光ハイビームの数はさらに増えていく。

「……何かおかしい。伝令兵、光の増加を司令官殿に報告しろ」

「はっ！」

「突撃の前まえ触ぶれかもしれん。可能なら判断を仰いで──むぅっ……」

　彼がそれを警戒すべき異変とみなす頃ころには、もはや眩まぶしすぎるほどの光量になっていた。周りの兵士たちも揃そろって顔をしかめる。敵がいなければ目を覆おおいたいほどだ。

「これは……目くらましのつもり、か？　だが、いくらなんでもその距離では──」

　大たい尉いがそう口にしかけた瞬しゆん間かん、ふっ──と目の前に闇やみが下りる。

「──え？」

　彼らの視界を占めていた無数の白光。その全てが、跡形もなく一斉に消え去っていた。







「第八ブロックから報告です！　敵軍の放つ凝集光ハイビームの数が、徐々に増えているようだと！」

　その報告を受けた瞬間、イクタとトルウェイは同時に首をかしげた。

「……灯あかりを増やすことで、射撃の効果を上げようとしている……のかな？」

「それだとむしろ、こっちの銃兵が狙ねらいを付けやすくなるんだがな。光こう撃げきで目を眩くらませるにしても、かなりの近距離まで接近しないことには意味が──」

　言葉の途中で気付きに打たれた。椅い子すを蹴けり飛ばして立ち上がり、少年は叫んだ。

「──第八ブロックに通達！　その光を見るな！」
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「眼帯、外してよし。総員着剣」

　命じられた兵士たちが眼帯を取り去り、銃剣と短たん槍そうをそれぞれの武装に装着していく。

「両りよう翼よくの部隊が先行。麓ふもとまでは速はや足あし、それ以降は駆かけ足。厳守しなさい」

　足場の悪さを踏ふまえた行動指示が下された。激げき戦せんを予感した者たちがごくりと唾つばを飲む。

「突撃開始」

　部下の緊きん張ちようとは裏腹に、一切のためらいを排した声で、彼らの指揮官は命じた。兵士たちが岩を蹴って動き出す。温存されたその片目が、暗闇の向こうの敵てき陣じんをしかと見み据すえていた。
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「総員警けい戒かい！　闇に紛まぎれて攻め寄せて来るぞ！」

　口角泡を飛ばしてシェイ大尉が叫ぶ。敵軍の凝集光ハイビームの消失を、彼はそのまま突撃開始の前兆として見て取っていた。

「各小隊、敵の動きを報告しろ！　奴やつらはどう動いている!?　どの角度からどの程度の人数で岩場に接近してくるんだ！」

　張り詰つめていく空気の中、命じられた兵士たちが敵軍の動向を見て取ろうと一いつ斉せいに目を凝こらした。その視界を保つために、光こう照しよう兵へいたちも懸けん命めいに凝集光ハイビームを放つ。無数の白光が闇を切り取って走るが──十数秒経たっても、兵士たちの口からは何の言葉も出てこない。

「た、大尉殿どの……」

「どうした、早く報告しろ！　手遅れになりたいのか！」

「し、しかし……何も……」

　弱々しい声が、やっとのことで彼らの口から漏もれ出す。だが、時間が経たつにつれて、その口調が次第に恐怖の色を帯びてきた。

「──何も見えません、大たい尉い殿どの……！」

　ほとんど絶叫にも等しいその報告を受けた瞬しゆん間かん、シェイ大尉はすぐさま地を蹴けって走り出し──岩を積み上げて作った防ぼう塁るいの上から、自らの目で眼下の光景を凝ぎよう視しした。

「…………ッ！」

　視界に映るのは九割の闇やみと、光こう照しよう兵へいたちの放つ一割の光。それ以外には何もない。明と暗のコントラストが異常なまでに極きよく端たんで、その中間にある多くのものの輪りん郭かくが見えてこない。兵士たちの言うとおりだった。さっきまでは確かに見えていたはずのものが、まるで見えない──その現実を前に、シェイ大尉は震ふるえる右手でまぶたを押さえる。

「我々の目が……光に馴ならされた……!?」

　事ここに及んで、彼はついに敵の行動の意味を悟さとった。──銃撃に紛まぎれて少しずつ増えていった灯あかりと、それを正面から馬ば鹿か正直に見つめ続けた自分たち。その状態が長く続いたために、過か剰じような光量に耐えかねた瞳どう孔こうが小さく閉じてしまったのだ。そのタイミングで灯りを消されれば必然、光に馴れた目には闇が見通せなくなる。

「し──しまった、この技は──」

　大尉の頭の中で、記き憶おくの引き出しがカタカタと音を立てて揺ゆれる。が、それが開くのを待たず、兵士たちの口から悲鳴じみた報告がもたらされた。

「き──来ます！　奴やつら、もうすぐそこに──！」

　凝集光ハイビームで照らされた各所に黒い影が浮かぶ。その距離の余りの近さに目を剝むいて、シェイ大尉は脊せき髄ずい反射で声を張り上げた。

「うおおぉぉ！　撃て、撃てぇぇぇ！」

　圧縮空気の破は裂れつ音おんが合唱する。岩いわ肌はだを登り詰つめてくる敵に降り注ぐ弾雨の洗礼。たちまち闇の中に何人もが倒れ伏した。だが──突撃に対して応射を始めた時点で、すでに敵の多くは斜面を駆かけ上り始めていた。

「「「「「「ウォォオオオオオ！」」」」」」

　迎げい撃げきの弾だん幕まくをかいくぐった敵の集団が、蛮ばん声せいを上げながら陣じん地ちへと乗り込んで来る。もはや射撃が意味をなさない間合いで白はく兵へい戦せんが始まった。着剣の遅れた防塁際ぎわの兵士たちがなす術すべもなく刃やいばにかかり、侵しん入にゆうを果たした敵兵は、ますます勢い付いて陣地の奥へ食くい込もうとする。

「怯ひるむな、押し返せ！　態勢を立て直すんだ！」

　焦あせりに駆られてシェイ大尉が叫ぶ。すでに敵勢は固守すべきラインを越えて攻め寄せていた。このままでは総そう崩くずれになる──そう確信した彼は、努めて冷静に戦況の把は握あくを試みる。

「敵が集中して登ってきているのは、陣じん地ちの北西と南西の二方向からだ！　総員そこに向かって対処しろ！　指揮官は兵を遊ばせるな、急げ！」

　視力の衰おとろえた兵士たちでごった返す陣地の中、大たい尉いは部下たちに向かってそう命じた。敵の攻撃に対してまとまった兵力で対処する、それは確かに正しい。だが──誰だれの目にも明らかな正解は、それを読むこともまたたやすい。

　上官の命令に従って、兵士たちが配置を変えていく。が、その中の何人かが、注意を促うながされた方向とは別のところに異変を見て取った。──斜面に突出した岩から岩へ。およそ人間とは思えない速度で跳ちよう躍やくを繰くり返し、何者かが岩場の頂上へ肉にく薄はくしている。

「……ッ!?　お、おい、そこ！　何かすごい勢いで登ってきてるぞ！」

「なんだと、どこだ！　おい光こう照しよう兵へい、早く灯あかりを──うぁッ！」

　確認に身を乗り出した兵士の首から血ち潮しおが噴ふき出す。防ぼう塁るいに向かって倒れ込んだ彼の背中を跳とび越えて、赤い影が絶望の予兆をまとって舞い降りた。闇やみの中にひるがえる炎えん髪ぱつ。鮮血を帯びて輝く右手のサーベル、左のマンゴーシュ。

「ひ──」「う、ぁ……」「わぁぁああああ！」

　兵士たちの絶叫が重なる。およそ帝てい国こく兵へいの中に、その光景の意味を理解しない者はいない。恐きよう慌こうをきたす彼らの目前で、背後に続く仲間に先んじて、紅くれないの剣士は行動を開始した。

「疾シツ──」

　刃やいばを孕はらんだ疾しつ風ぷうが吹き抜ける。兵士たちが遮しや二に無む二に突き出した銃剣が空くうを切り、返礼の斬ざん撃げきが無む慈じ悲ひに命を断ち切っていく。血煙をまとった剣鬼が敵陣の真っただ中を斬きり進み、その軌き道どう上じように生まれた綻ほころびを、後続する部下たちが全力で押し広げる。まさしく怒ど濤とうの勢いだった。これまでの戦場で常にそうあったように、彼女らの進撃を誰も止め得ない。

「ヤトリシノ殿どのだ！　高台に上がれ、狙撃兵われわれが止める！」

　だが、その最難事に挑いどむ者もいた。トルウェイ直属の狙そ撃げき兵へいたちだ。炎髪の少女の襲しゆう来らいを見て取った三人は、陣地の数か所に設けられた高台に乗って立ち、そこから標的に向かって狙ねらいを付け始める。

「フゥッ……！」

　敵味方が入り乱れる戦場の中に、相手を狙い撃つ一いつ瞬しゆんのチャンスを待つ。黒髪の少年から厳命された通り、狙うのは腿ももより下の下半身だ。脚あしに弾を当てられれば、さしものイグセムも速度を鈍らせたところを取り押さえられる。この窮きゆう地ちは彼らにとって最大のチャンスでもあった。彼女さえ捕らえられれば終わる戦いと言っても過言ではないのだ。

　まばたきを禁じたまま、風ふう銃じゆうを構えて待ち続けること数十秒──彼らに好機が訪れた。陣地の中ほどまで到達した炎髪の少女の周りで、怯おびえた兵士たちが尻しり込ごみして後ずさる。皮肉にも、その動きによって射線が通った。ひとりを斬り伏せた直後の彼女には、再び前進を開始するまで、少なくともコンマ数秒の間がある。

　その隙すきを逃のがさず、狙そ撃げき兵へいたちは引き金をしぼった。圧縮空気の炸さく裂れつと共に射出される鉛なまり弾だま。それぞれ異なる方向から放たれた三条の弾丸は、いかな達人の技をもってしても避よけきれぬはずであり──

「──疾シツ」

　──刹せつ那な。少女の為なしたほんのわずかな身のひねりが、その全すべてを無に帰した。皮ひ膚ふの数センチ上を通り過ぎていく三発の鉛弾。必中を期した狙撃兵たちの瞳ひとみに絶望が宿る。──外したのではない、完全に避けられた。この混戦の中、自分を狙ねらう銃兵の存在を、彼女は完全に見透かしていた。

　狙撃兵たちの試みが挫くじかれたことで、少女の疾しつ走そうを止める者は完全にいなくなった。第八ブロックの兵士たちは押し寄せる敵の勢いに完全に吞のまれ、態勢を立て直す余裕などどこにもない。指揮官のシェイ大たい尉いはなおも抗あらがい続けていたが、ほどなくその奮戦にも終わりが訪れる。

「諦あきらめるな、押し返せ！　まだ一日目だぞ、ここで陥おとされるわけには──！」

　最後の盾たてとなって抵てい抗こうを続ける兵士たち。彼らの戦列の一部が綻ほころんだと思った瞬しゆん間かん、その隙間から一条の風が吹き込んだ。

「──うッ!?」

　気付いた時にはもう、大尉の首くび筋すじにマンゴーシュの刃やいばが押し当てられていた。硬直する彼に向けて、背後に回り込んだ少女は無感動に告げる。

「五秒待つ。降伏か、死か」

「…………っ！」

　大尉の背筋に人生最大の悪お寒かんが駆かけ上る。それは生物としての本能が訴うつたえる最大限の警けい鐘しよう。将しよう校こうとしての意地と矜きよう持じ、その全てをねじ伏せるだけの強制力が、彼女の声にはある。

　五秒は要いらなかった。理性の命令を待たずして、彼の両腕はひとりでに上がっていた。







「行くな、トルウェイ！」

　部下たちを連れて第八ブロックの応援に向かおうとする青年だが、イクタはそれを断固として押し留とどめた。望遠鏡を覗のぞき込んだまま、温度のない声で彼は続ける。

「もう手遅れだ。……第八ブロックは陥かん落らくした」

　交戦開始から一時間足らず。たったそれだけの間にもたらされた結果だった。トルウェイは声もなくその場に立ち尽くし、黒髪の少年は周りの伝令兵に命令を出し続ける。

「第四・第五ブロックに伝達、撤てつ退たいしてくる兵士たちを援えん護ご・回収しろ。第八ブロックへの支援行動は打ち切れ、同区画はすでに陥ちた。繰くり返す──第八ブロックはすでに陥落した」

　司令官の告げる凶報が重く響ひびき渡る。事実を伝え終えると、イクタは椅い子すに腰こしを下ろし、ため息をついて額ひたいを押さえた。

「……光こう撃げきの『裏』をやられた」

「え……？」

「強い光で目をくらませる通常の光撃とは反対に、暗くら闇やみで目を潰つぶす技だ。長時間に亘わたる凝集光ハイビームの照射で敵の目を光に馴なれさせて、その上で全すべての灯あかりを落とす。閉じた瞳どう孔こうが再び開くまでの間、敵の暗視力は極きよく端たんに低下する。その隙すきに突撃すれば、相手はまともに抵てい抗こうできない」

　その方法を少年も知ってはいたが、どちらかと言えば奇き襲しゆうの類たぐいで、あまり多用される方法ではない。普通の光撃のほうがずっと手軽だし、たいていの場合は効果の面でも上回る。狙ねらいを見抜かれれば効果が大きく減ってしまう点も、安易な実行をためらわせる原因だろう。

　しかし、今回に限ればこの上なく正しい選せん択たくだった。イクタたちが防衛の要かなめとしているエアライフルの射程と命中精度──その両方をひとまとめに、それも大おお幅はばに削けずってのけたのだから。

「僕自身が第八ブロックの指揮を執とっていれば、早いうちに狙いを見抜けただろう。……でも、そうじゃないからこそ、ヤトリはこの手を打ってきた。僕が陣じん地ちの中央で全体指揮を執っていること、ここから第八ブロックの西側が死角になること──どちらも想定した上で策を組み立ててきている。東側に兵を回したのも、陽動というより、僕の意識を散らすためだったんだろう」

　淡々としたイクタの説明は、傍かたわらのトルウェイに、水面下で争われる読み合いの熾し烈れつさを垣かい間ま見せて余りあった。青年はごくりと喉のどを鳴らす。──現場からの報告が数分早いだけで、結果はまるで変わっていたかもしれない。凝集光ハイビームの数が増えていると報しらせを受けた時、イクタは十秒そこそこで裏光撃の意図を見抜き、第八ブロックへ対応の指示を出していた。それを指揮に反映する時間があれば、あるいはシェイ大たい尉いも持ち場をもっと長く守れていただろう。光に目が馴れてしまった兵士たちを、陣地の反対側にいた人員と入れ替えるだけでも効果はあったのだ。

　たった数分の、ともすれば数秒の差が結果を分ける。トルウェイは戦せん慄りつと共に思い知った。──自分が尊敬してやまない少年と少女は、今、そういうレベルで鎬しのぎを削っているのだと。

「光の扱いは僕の持ち芸だっていうのに、いきなりお株を奪うばわれた。──これがヤトリだ。僕に出来ることの大半は彼女にも出来る。そのことを最初の一発で再確認させられた」

　独り言ごちる彼の口元には苦笑すら浮かんでいた。まぶたを閉じて数秒、思考を整理し、それからイクタは命令を口にする。

「トルウェイ、第四ブロックと第五ブロックに一個小隊四十人ずつ狙そ撃げき兵へいを回せ。占領された第八ブロックに威い圧あつをかけろ。向こうの兵を落ち着かせるな」

　状況への対処を済ませると、すでに奪われた第八ブロックの方角を眺ながめて、少年はつぶやく。

「取られた分は取り返すしかない。今度はこっちの番だ、ヤトリ」







　第八ブロックを指して、「釘くぎの頭を刺し込まれる場所」とイクタは表現した。そして事実、この区画の陥かん落らくと同時に、炎えん髪ぱつの少女の手によって釘の打ち込みが始まった。

　次に狙ねらわれたのは、陣じん地ち北西の第五ブロックだった。第八ブロックから見下ろせる位置にあり、エアライフルの射線がダイレクトに通ったからだ。とはいえ南西の第四ブロックからも第八ブロックを見下ろせるので、イクタたちとしても防戦一方には回らない。第四[image: ]第八[image: ]第五の順番で射線が通り、それぞれの岩場から銃撃を交わす戦況となった。

　それと並行して、陣地東側の第二、第六、第七ブロックでも持続的な攻防が行われた。イグセム派の攻め手は距離を置いての銃撃や光こう撃げきによる攪かく乱らんが中心で、これは明らかに旭日連隊側の消しよう耗もうを狙ったものだった。イクタたちの側に余力がある今の時点で突撃のリスクは冒さず、兵の疲労と弾の浪ろう費ひを促うながしているのだ。

「弾を節約しろ、相手との距離が遠い間は撃つな！　突撃が来た時に足りなくなるぞ！」

　第二ブロックで防衛の指揮を執とるマシューも、敵の狙いはもちろん弁わきまえている。が、それでも神経戦が続くことは避けられなかった。敵の行動が消耗狙いの嫌いやがらせなのか、本気で突撃に出る前の準備攻撃なのか、はたまた別のブロックを攻めるための陽動なのか。これらの区別を軽んじるわけにはいかないからだ。

「隙すきを見せれば、ここだって第八ブロックと同じことになる……！」

　自じ戒かいを込めて少年はつぶやく。すでに陥おとされた区画があるという事実は、彼の心から楽観を剝はぎ取って余りあった。伝令で知らされた裏うら光こう撃げきのことも念頭に置きつつ、マシューは闇やみの中の敵軍に全力の注意を向け続ける。
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「上等だ、ヤトリ──来るなら来い！　おれが守る場所を、そう簡単に陥おとせると思うなよ！」







　戦いは夜を徹てつして続けられたが、第八ブロックが陥かん落らくしてから夜明けまでの間、イグセム派が本格的な攻勢に出てくることはついになかった。それでいて今にも突撃に移るかのようなブラフは一晩中続けられて、旭日連隊の兵士たちを存分に苦しめた。

　徐々に白んできた空の下もと、コカの葉をもしゃもしゃと嚙かみながら、隔かく離り集落で眠っておいて正解だったなとイクタは思う。暇ひまさえあればハンモックで惰だ眠みんをむさぼっていた時期が、今となっては無む性しように懐なつかしかった。

「第八ブロックを奪だつ還かんしましょう、連隊長殿どの！　置かれている兵の数はそう多くありません。第四ブロックの援えん護ごがあればじゅうぶんに可能です！」

　防衛二日目。弾丸の飛び交う中で誰だれも眠らず迎むかえた早朝に、数人の将しよう校こうがそんな提案をイクタに持ちかけた。が、少年は迷わず首を横に振った。

「──ダメだ。あそこを奪うばい返しても置く兵がいない。陥落の時点で五十人以上も戦死して、その三倍の数が捕ほ虜りよに取られてるんだ。その分を他ほかのブロックから回したところで、一部のために全体の防御力が下がる結果になってしまう」

「しかし、このままでは第五ブロックを守りきれません！　悪ければ今日きよう中じゆうにも陥落する恐れが……！」

「そうならないように狙そ撃げき兵へいを向かわせたんだ。少なくとも日中は安心していい。戦況がどう転んだところで、あいつらが何とかする」

　不安げな顔を並べる部下たちに向かって、イクタは力強く言い切った。そして──その言葉に違たがわず、日が昇ってからの狙撃兵部隊の活躍はめざましかった。

「構え、狙ねらえ！　……撃てぇ！」

　第四ブロックではトルウェイ自らが銃を取り、鍛きたえ上げた部下ともども、第八ブロック周辺の敵兵を次々と撃ち抜いていた。

　同じ銃兵でも射撃の練度がまるで違う。エアライフルでの戦い方に習しゆう熟じゆくした彼らに比べて、イグセム派の兵士たちは、未いまだに戦列銃兵時代のやり方が抜けきらないのだ。

「がぁっ！　──く、くそっ！　脚あしを撃たれた！」

「負傷したなら下がれ！　おおい衛えい生せい兵へい、こいつを運んでやれ！」

　怪け我が人にんを載せた担たん架かが、第八ブロックとイグセム派の陣じん地ちを忙せわしなく行き来する。トルウェイたちの戦術がそれに拍車を掛けていた。黒髪の少年からの指示で、彼ら狙撃兵は、敵兵の脚を集中的に狙っているのだ。

「よし、この調子だ！　射撃継続……！」

　手心を加えているわけではなく、これには大きな理由がふたつある。第一に、同じ軍の仲間を撃つことへの抵てい抗こう感かんを、死なない部位を狙ねらわせることで軽減させられること。第二に、戦死者よりも負傷者のほうが相手の手をわずらわせること。ひとりの負傷者を運ぶには最低でもふたりの兵士が必要になり、傷の手当てにも人員を割さくことになるのだ。

「頭を撃てばマイナス一、脚を撃てばマイナス三。……そうだよね、イッくん！」

　撃った相手を殺さずに済み、なおかつ殺す以上の成果を上げられる。翠すい眼がんの青年にとっては願ってもない方針だった。この戦法を命じてくれた少年に感謝しつつ、次の獲え物ものに狙いを移して、トルウェイは引き金をしぼり続ける──。
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「どうも、兵の足が鈍ってきているようだ」

　北に離れた野営地から遠巻きに敵てき陣じんを眺ながめて、メグ少しよう佐さはそう言った。その内容は、隣となりに立つ年下の上官に向けたものでもあった。

「無理もない。日が昇ってからというもの、向こうの弾は呆あきれるほどよく当たる。せっかく奪うばい取った西側の岩場から、こうして次々と怪け我が人にんが運ばれてくる有あり様さまだ。行けば自分も撃たれると思えば、誰だれでも足は鈍るだろう。命に関かかわる重傷者が少ないのは救いだが……」

　彼の所感を聞いた上で、最後の意見について、炎えん髪ぱつの少女は首を横に振ってみせる。

「兵が脚あしを撃たれているのは、幸運ではなく策略です。負傷者の搬はん送そうと看かん護ごに人員を割かせることで、実質的な戦力の減げん耗もうを加速させているのでしょう。足場の悪いこの地形では、たとえ軽傷で済んでいても、脚に傷を負った者を戦わせることは出来ません」

　メグ少佐は息を吞のむ。その発想は彼の常識の外にあった。

「向こうはそこまで計算ずくか……。ではどうされる。日没まで攻撃を控ひかえるか？」

「もとよりそのつもりですが、小こ競ぜり合い程度の銃撃戦は続けさせます。銃声が止やめば向こうの兵に休息を許すことになる。狙そ撃げき兵へいについてはなおさら、昼も夜もなく働かせることで、早いうちに疲ひ弊へいを強しいなければなりません。それによって弾の消耗も早まるでしょう」

　迷いなくそう言って、担たん架かで運ばれてくる兵士たちを横目に、少女は言葉を続ける。

「今の時点で負傷者が続出しているのは、こちらの風ふう銃じゆう兵へいが距離を置いての銃撃戦に慣なれていないからです。傷を負わずに戦い続けている者が、すなわち適性を示した者。その数が一定数に達したところで、怪我人の量産は止まるでしょう」

　メグ少佐の表情が暗くなる。敵側につけ味方側につけ、この戦場には彼にとっての馴な染じみのないものが多すぎた。

「実戦でふるいにかける、ということか……。理り屈くつは分かるが、いささか乱暴ではないかな」

　反射的に批ひ判はんじみた言葉を漏もらしてしまった彼を、深しん紅くの瞳ひとみが冷たく見返す。

「五千強の総兵力のうち、戦死者・重傷者を合わせて千五百。この戦いを終えるまでに許容される損そん害がいです。その上限を踏まえた上で、必要な犠牲を払う。この方針に何か異存が？」

　鋼はがねじみた声が軍事の正道を問う。ほかの答えがあるはずもなく、メグ少しよう佐さは目を伏せて首を横に振った。

「……いや、ない。貴官は正しい。正しすぎるほどだ、イグセム中佐殿」

「ならば良い。今後もそう呼びなさい、ヌーダッカ・メグ少佐」

　少女の口調が命じるものへと明確に変わる。敬礼で応こたえながら、メグ少佐は悟さとらざるを得なかった。──補佐官としての自分の意見など、もはや彼女には必要ないのだと。
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　小こ競ぜり合いに明け暮れて迎むかえた二日目の夜。午後十一時を過ぎた深夜の頃ころ合あいで、イグセム派の面々が再び勝負に打って出た。

「第五ブロックの北側から敵が接近！　二個大隊以上の大兵力とのことです！」

「ああ、ここからも見えてる」

　伝令兵からの報告に、北の方角を眺ながめながらイクタは応える。第五ブロックの標高は全すべての岩場の中でもっとも低く、少年が陣じん取どった第一ブロックの上からでも、味方のいる岩場越しに敵軍の観察が可能だった。

「第七ブロックに支援攻撃を命じる。第四ブロックには、引き続き第八ブロックの敵を押さえ続けるように指示を出せ」

「イッくん、ぼくたちも第五に？　それとも第七から支援を？」

「二個小隊を第七ブロックに回した上で、お前はここに待機だ。この区画からも援えん護ごが必要になる」

　言いつつ、少年は目前に横たわる岩場の一角を指さす。

「第五ブロックの弱点は南西側の斜面だ。ほかと比べて傾斜が緩ゆるく、突撃に対しての防衛力が低い。その穴を補おぎなっていた第八ブロックが奪うばわれた今、ヤトリは間違いなくそこを突いて来る」

「分かった。このブロックから見通せる範はん囲いで敵を撃てばいいんだね」

「身の安全を確保しつつ行え。第八ブロックから妨ぼう害がいされるはずだ」

　指示を理解してうなずくと、青年は部下たちを呼んで第一ブロックの西側に動き始めた。相手を迎え撃つに当たって、比較的安全な位置から援護射撃が行える彼らの存在は大きい。

「第五ブロックから報告！　後方から新たに現れた二個大隊が、区画の西側へ回り込もうとしているとのこと！」

　まもなく予想通りの報しらせが届けられた。イクタは軽くうなずいて応える。

「さっそく来たか。第一─第五ブロック間に置いた部隊へ連絡。兵を展開して迎げい撃げきに移れ」

「了解であります！」

　光ひかり精せい霊れいの放つ凝集光ハイビームの瞬またたきが、信号となって別の岩場へ届けられる。初手をそれで終えると、続く展開を読むために、少年は思考を走らせた。
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「怯ひるむな、突き進め！　怖気おじけづいては陥おとせんぞ！」

　銃声と怒声が折り重なって響ひびき渡る。イグセム派将しよう校こうユハド大たい尉いの指揮のもと、第五ブロックの南西に回り込んだ兵士たちは、目の前の岩場に攻撃を続けていた。

「攻めている岩場からの応射は当然として、中央の岩場からの銃撃も激はげしい。……血を流すことは避けられんな」

　口元を苦々しげにゆがめて大尉はつぶやいた。岩場に陣じん取どった敵の抵てい抗こうは苛か烈れつを極め、戦いが続けば続くほど損そん害がいが増えていく。一秒でも早い攻略が求められていたが、前線の兵士たちにとって、それは決して簡かん単たんなことではなかった。

「あ、足が滑すべる……！」「くそっ、油を撒まいてやがる！」

　命を懸かけた突撃の途中で、坂を登る兵士たちが次々と足を滑らせて倒れ込む。ほかに比べれば勾こう配ばいの緩ゆるやかな南西の斜面には、その弱点を補おぎなうために、イクタの采さい配はいであらかじめ油を撒いてあった。残り少ない菜な種たね油あぶらの備び蓄ちく、その大半をここに注つぎ込んである。

　坂の半なかばで足を鈍らせた兵士たちを、降り注ぐ弾丸が次々と貫つらぬいていく。それらは第一ブロックの岩場の上、トルウェイが指揮する部隊から届けられていた。ひとり、またひとりと、脚あしを撃ち抜かれた兵士たちが斜面の途中で動けなくなっていく。仲間の助けを待つか、自ら斜面を転がり落ちるか、もはや彼らにはふたつにひとつしか残されていない。







「──各小隊、梯はし子ごを前に」

　だが、第五ブロックの南西に回り込んだ部隊が苦戦を強しいられる一方で、炎えん髪ぱつの少女自らが指揮する北側の部隊は新たな動きを見せていた。縦一列ごとに長い何かを抱かかえた兵士たちが、最前線に現れたのだ。ほどなく、その正体が凝集光ハイビームによって照らし出される。

　彼らが持つのは、接つぎ合わせて高さ十メートル以上にも及ぶ、要よう害がい攻略用の梯子だった。

「掛けなさい。後列は援えん護ごを開始」

　命令に応こたえて、梯子を抱えた兵士たちが一いつ斉せいに斜面へ押し寄せた。狙ねらいを見て取った敵が銃撃を集中させてくるが、弾雨の降り注ぐ中でさえ、彼らはそう簡単には止まらない。

「うぉおおおおおお！」「掛けろ、掛けろぉぉぉ！」

　ひとりが撃ち倒されれば、別の者が代わって梯はし子ごを支える。その者も撃たれれば、さらに次の者が取って代わった。その繰くり返しで岩山のふもとまで辿たどり着き、忍耐の代だい償しようとばかりに、彼らは次々と斜面に梯子を掛けていく。数分の間に、その総数は十本を超えていた。

「──突撃開始。道は通った、攻め立てなさい」

　下準備の完了を見て取った少女は即そく座ざにそう命じた。──今回、彼女自身は突撃に加わらない。敵側にイクタ・サンクレイとトルウェイ・レミオンがいる以上、似たような状況で同じ攻め方をすれば、今度は間違いなく対応されると分かっているからだ。いかに最強と謳うたわれようと、イグセムは決して己おのれの剣けん腕わんを過信する愚ぐを犯さない。

　兵士たちが一いつ斉せいに岩場へ挑いどみかかり、彼らを迎むかえ撃つ銃声もまた、ひときわ激はげしさを増していく。
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「第五ブロックより伝令！　敵が梯子を大量に掛けてきたとのこと！　南西側からの激しい攻勢もあって、仲間が次第に押され始めています！」

「まぁ、当然そうなる」

　表情を変えず、イクタは読み通りの展開を受け止めた。──岩石地帯の地形上、重くかさばる攻城兵器の類たぐいは持ち込めないが、梯子までなら車輪を使わなくても人力で持ち運ぶことが出来る。ヤトリの立場に立てば、あるものを使わない手はないだろう。

　加えて、第五ブロックの攻略に利用してくるのも自然な流れだった。理由は単純明快。全すべてのブロックの中で岩山の標高がもっとも低く、梯子を掛けることによる効果が高く見込めるからだ。

「大だい丈じよう夫ぶだ。北側に限って言えば、敵の攻めはもうじき鈍る」

　特別な指示は口にせず、ただ少年はそう言ってのけた。望遠鏡越しに覗のぞく第五ブロックの激げき戦せんの様相──ではなく、それよりずっと東の暗くら闇やみに目を向けながら。





＊






　岩場に向かって突撃していく仲間の背後に控ひかえ、近く訪れる自分の番を、固唾かたずを吞のんで待っている後列の兵士たち。そのうちの何人かが、悲鳴を上げて崩くずれ落ちた。

「がぁ……っ！」「──!?　どうしたの！」

　倒れた兵士を周りの仲間たちが取り囲む。軍服の背中からじわりと血が滲にじみ出て、それを見た女性兵士のひとりが、弾はじかれたように背後を振り向いた。

「銃撃……！　後方からよ！」

　彼女らが気付くと同時に、指揮を執とる炎えん髪ぱつの少女もその事実を認めた。攻め立てている岩場とは反対の方向に向き直り、深しん紅くの瞳ひとみが闇やみの向こうをじっと見み据すえる──。
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「向こうも気付いたようだ。各自、このまま射撃継続！」

　第五ブロックから北東に数百メートル離れた位置──闇に沈むその一帯に、二百人余りの風ふう銃じゆう兵へいが展開していた。その中で一個小隊四十人の指揮を執るのは、トルウェイの狙そ撃げき部隊で小隊長を務つとめるナグン・クーク少しよう尉い。視線の先に浮かび上がる敵の背中へ向けて、彼らは一心に引き金を絞り続けていた。

　この奇き襲しゆうもまた、イクタの采さい配はいだった。少尉らはイグセム派の目をかいくぐって陣じん地ちの外に移動し、第五ブロックを北側から攻める敵部隊の背中を突いている。夜の暗さと敵の兵力が一か所に集中している状況を逆手に取って、防戦一方から奇襲に打って出たのだ。灯あかりを一切ともなっていないため、彼らを発見しようと思えば光こう照しよう兵へいの凝集光ハイビームに頼たよるしかない。

「よく狙ねらえ！　そろそろ向こうも対応してくるぞ！」

　少尉がそう言った数秒後、部下のひとりが北西の方角に異変を見て取った。

「少尉殿どの、二時の方角に凝集光ハイビームです！　我々を探しているのでは!?」

「む……！　司令官殿のおっしゃった通り、あちらでも兵を伏せてあったか！」

　警けい戒かいを強める少尉だが、動どう揺ようはしない。この展開まで含めて、彼らは黒髪の少年から対抗策を授かっている。

「これより散開しての行動に移る！　我々と第二小隊は囮おとり役やくだ、敵に尻尾しつぽを追わせるぞ！」
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「イグセム中ちゆう佐さ殿、背後からの銃撃が一向に止やみません！　あの光は味方が反撃してくれているのではないのですか!?」

　部下たちが背中を撃たれ続ける状況に耐えかねて、若い尉い官かんのひとりが司令官に訴うつたえた。炎髪の少女は首を縦に振る。

「……背後を突かれた場合に備えて、兵は伏せておいたわ。あの光は間違いなく友軍のもの。それでも結果が出ていないのは、現場で敵を捕ほ捉そく出来ていないということ」

「一体なぜ……。いくら暗いといっても、こちらからは光照兵も出ていますし、まとまった数で動いていれば目につくはずです」

　困こん惑わくに眉まゆ根ねを寄せる尉官に、彼女は淡々と説明してみせる。

「敵はまとまった数で動いていない。おそらく小隊から分隊に分かれて、それぞれに独立して行動している。中には迎げい撃げきを引き付けるための囮おとり役やくもいるはず。対してこちらが置いた二個中隊は、各個撃破を恐れて固まったまま動いている。互いの身軽さがまったく違うのよ。この地形と闇やみ夜よの中では、戦う以前に敵を見つけられない。

　新時代の散兵戦術──知っているつもりでいたけれど、まだ見込みが甘かった。仲間の姿すら満足に見えない状況で、事前に行動方針を定めておくだけで、ここまで弾力的な運用が可能だなんて」

　レミオンに対する畏い敬けいを、硬い表情でイグセムがつぶやいた。その剣けん幕まくに尻しり込ごみしつつも、尉い官かんは再び口を開く。

「こ、この場の兵を応援に向かわせては？　数で押し包めば、いくら機き敏びんな相手でも……」

　直感的な彼の提案に、少女はすぐさま首を横に振ってみせた。

「それは同時に、ここの攻め手を緩ゆるめることを意味している。少数の敵と追いかけっこをしている間に、南西側の友軍から甚じん大だいな損そん害がいが出ることになるわ。相手の思う壺つぼということ」

「なら、ここの攻撃に参加していない部隊に応援要よう請せいを！」

「こちらにも余よ剰じよう兵力は多くない。仮にそうするとして、動かすのは一個大隊六百人以上。それでも敵の大半を逃がすかもしれない。しかも彼らを駆かり出している間は、ほかの岩場に対するけん制と威い圧あつが失われる。そうなれば向こうは、この区画に今以上の兵力を集中してくるはず」

　分ぶん析せきはどこまでも的確に、冷れい徹てつに。それを語る彼女の目には、すでに結論が宿っている。

「なら、こちらの選せん択たくはひとつ。──突撃続行。背後からの銃撃は無視しなさい」

　それを聞いた直後、尉官はぽかんと口を開けて立ち尽くし──数秒後、ようやく我に返ってまくしたてた。

「な──、む、無視しろと言われても！　現実に兵が撃たれております！」

「敵は小勢で、なおかつ囮に走っている者は射撃に参加不可能。よって銃撃の密度は高くない。射撃を継続されることによる損害よりも、ここで第五ブロックを陥おとし損そこねるほうが遥はるかに深刻」

　金属質の声が冷たく理解を迫る。若い尉官は声を詰つまらせて黙だまり込んだ。

「理解したなら復唱しなさい。私たちの今後の方針は？」

　沈ちん黙もくという逃げ道すら、彼女は相手に許さなかった。尉官の口から震ふるえる声が漏もれ出す。

「……っ、と、突撃続行。背後からの銃撃は、無きものとして扱う……」

　復唱を最後の一句まで余さず聞き届けて、イグセムの少女は厳然とうなずいた。

「その通りに動きなさい」
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　岩山に詰つめる兵士たちの奮戦に、ほかの区画からの援えん護ご、さらには敵の背後に回った風ふう銃じゆう兵へい部隊の活躍も加わって、第五ブロックの防衛は粘ねばり強く続けられた。その様子を第一ブロックから見守りつつ、別のブロックからの報告も踏ふまえて、黒髪の少年は頭の中で戦況を俯ふ瞰かんする。

「……よし、この辺りが限界だ」

　短く、執しゆう着ちやくを断ち切るようにそう言った。その決定を、彼はすぐさま周囲の伝令兵に告げる。

「第五ブロックの部隊に撤てつ退たい命令を伝えろ。詰めている兵士たちには、第一と第二ブロックの間まで下がるように指示」

「は──しかし、よろしいのですか？　第五ブロックの指揮官からは、まだ交戦続行を困難とみなす報告は届いていませんが……」

「いい。そういう境目はたいていの場合、本人が気付く前にヤトリが気付く」

　肩をすくめてイクタは言い切る。通信に移る伝令兵を横目に、彼は深くため息をついた。

「あれだけ背中を撃たれ続けても、北側の部隊はほとんど微動だにしなかった、か。……つくづく楽をさせてくれないな、君は」

　苦笑混じりにつぶやいて、少年は岩山の向こう、彼女がいるであろう場所に視線を向ける。岩山に押し寄せる兵士たちと、それを迎むかえ撃つ兵士たち。命を賭とした彼らの戦いの断片を、無数の凝集光ハイビームの灯あかりが白々と照らし出している。

「それでも、今夜の戦いは七対三でこっちの勝ちだ。第五ブロックは明け渡すけれど、その分の代だい償しようはじゅうぶんもらった。そっちの兵はずいぶん倒れたはずだからね。

　……そう、ずいぶん殺した。殺した数も、死なせた数も、後でちゃんと数えなきゃいけない」

　額ひたいに手を押し当てて、不可視の重みに背中を押されたように、少年は深くうつむいた。そうしながら、戦い以外に気を取られる無ぶ様ざまを、五秒だけ自分に許すことにした。

「……よし」

　きっかり五秒で顔を上げると、すでに黒い瞳ひとみから弱気は消え失うせていた。丸まっていた背せ筋すじをしゃんと伸ばして、暗い感情の澱おりを吹き飛ばすように、少年は言う。

「天てん秤びんの傾きはそれなりに戻った。明日あしたからは三日目──折り返しだよ、ヤトリ」







　兵士たちの顔にどす黒い疲労の色が立ち込める中に、防衛三日目の朝を迎えた。第五ブロックが陥かん落らくしてからも消しよう耗もう戦せんは延々と続けられ、彼らの残り少ない体力と気力は確実に削けずられていった。

「ここには重傷者だけを運んでください！　怪け我がの軽い人はあっちに！」

　野戦病院はとっくに負傷者で溢あふれかえっていて、その手当てを取り仕切る立場のハロも夜通し多た忙ぼうを極めていた。あっという間に陥かん落らくした第八ブロックよりも、長時間に亘わたって善戦を続けた第五ブロックのほうが、搬はん送そうされてくる負傷者の数は圧倒的に多かった。

「んーっ！　んん───っ！　んぅぅぅぅ─────っ！」

「暴れさせない！　もっとしっかり押さえて！」

　彼女の目の前で、手て拭ぬぐいを嚙かまされた兵士が苦く悶もんの表情でのたうっていた。体内に残った弾丸をほじくり出されているのだ。同じような銃じゆう創そうを負った者が山ほどいるため、痛みを和やわらげる気き遣づかいなどしている余裕はない。傷口を押し広げてピンセットを突っ込み、肉を押しのけながら鉛なまり弾だまを挟はさんで引っ張り出す。同じ処置を何度繰くり返したか、もうハロは憶おぼえていない。

　それでも取り除いてやれるならいいほうで、腹や胸に弾を受けた者は手のほどこしようがない場合も多かった。さっきまで負傷者だった者が戦死者になっていたところで嘆なげく暇ひまもない。ひとつスペースが空あいたと判断して次の負傷者を運び入れ、そのまま黙もく々もくと処置に移る。感覚を麻ま痺ひさせなければどうしようもなかった。ある意味では前線以上に、彼女たち衛えい生せい兵へいは目の前の死と向き合い続けているのだ。

「そっちはもう死んでいます！　運び出して！」

　陣じん地ちの限られたスペースを節約するために、死者の扱いも効率だけが重視された。置き場と定めた岩山の一角に沿って、物言わぬ彼らはうず高く積み上げられていく。地面に並べて安置する余裕すらない。表面には腐ふ敗はいを遅らせるために日よけの暗あん幕まくが掛かっていたが、漏もれ出してくる死し臭しゆうは刻々と強くなっていた。







　ふたつのブロックが制圧されたことで、日中に降り注ぐ銃撃も密度を増していた。炎えん髪ぱつの少女が予想した通り、イグセム派の風ふう銃じゆう兵へいも徐々に遮しや蔽へい物ぶつを利用した撃ち合いに慣なれてきて、トルウェイたちでも鴨かもを撃つようにはいかなくなった。発はつ砲ぽう回数に反比例して命中率が低下し、避けようもなく弾の消費が加速した。

　兵士たちの焦あせりも募った。時が経たてば経つほど厳しくなるのは防衛戦の常とはいえ、彼らを押し包むイグセム派のプレッシャーは尋じん常じようではなかった。実際その重圧に耐えかねる者も出て、第六ブロックでは脱走を試みた四人の兵士が現場指揮官の判断で「処分」された。報告を受けたイクタは無言でうなずき、それからしばらくの間、抑よく揚ようのない声で命令を出し続けた。

　誰だれもが神経を尖とがらせる中、じりじりと焼かれるように時間が過ぎていった。やがて日は傾き、延々と広がる岩石地帯に、防衛を始めてから三度目の夜が近付いて来る。

　日没を迎むかえると同時だった。陣地の北側に大兵力が押し寄せ、第七ブロックへの侵しん攻こうが始まった。







　──一体あたしは何をやっているんだろうか。

　戦いが始まってから今に至るまで、スーヤ・ミットカリフは、何度そう自問したか知れない。

「北側の一個小隊、東側へ移動して射撃に加わって！　西側は後あと詰づめと代わりなさい！」

　兵士たちでごった返す岩場の上に、女性兵士の声が毅き然ぜんと響ひびき渡る。最初の軍議で持ち場として預けられた第七ブロックで、スーヤ中ちゆう尉いは全力の奮ふん闘とうを続けていた。少し前まで上の階級だった士官たちを、年上の部下として従えながら。

「西側の光こう照しよう兵へい、もっと灯あかりを手前に！　ふもとが見えていないっ！」

　そんな立場でも、気き後おくれはとっくに吹き飛んでいた。スーヤを取り巻く環かん境きようの変化は今に始まったことでもない。

　帝てい国こく軍のいち下士官に過ぎなかった彼女は、紆う余よ曲きよく折せつを経て反乱軍のいち下士官となり、先日さらに反乱軍のいち将しよう校こうとなった。そして今、三百人余りの部下を指揮して、かつて仲間だった帝国兵士たちと殺し合っている。

　我ながら見事な凋ちよう落らくぶりだと、スーヤは思う。いっそ清すが々すがしくさえある。

　しかし、いくらなんでも、ここまで落ちぶれる理由があったのだろうか。

「東から梯はし子ごが接近！　まだ遠い！　狙そ撃げき兵へい、可能なら掛けられる前に倒して！」

　視界の端はしに見て取った危険に即そく断だんして対処する。追い詰められた状況で開き直ったせいか、敵を見る目も戦況を考える頭も、今の彼女はかつてなく冴さえていた。それなのに、益やく体たいもない自問は心の片かた隅すみで続けられる。

　例えば──そう、旭日連隊グラ・メストエリの再招集。自分を含めた大勢に帝国軍からの離脱を決定づけたあの出来事にも、スーヤには不意を打たれた驚おどろきこそあれ、激はげしく湧わき上がるものは特になかった。そういう部隊がかつて活躍していた事実くらいは知っているが、特別な思い入れや憧あこがれはなかったし、もちろんバダ・サンクレイとも面識はない。なので、動機がそこにある人々の気持ちはいまひとつ分からない。今は亡なき名将の遺い志しを継ぐと言われても、彼女には何のことやら、だ。

「西側の向かって左端、防ぼう塁るいが崩くずれてる！　誰だれか早く直しなさい！」

　兵の注意力が落ちている分は命令の密度で補おぎなうしかない。喉のどが訴うつたえる痛みを無視して、スーヤは声を張り上げる。──ぎりぎりの戦いもいいところなのだ。それなのに、頭のどこかではしぶとく無む駄だ話ばなしの花が咲いている。

　そもそも──事態がこうなるまでの経けい緯いからして、彼女には理解しきれていない。

　スーヤには政治が分からない。最近になって少しは考えるようになったが、雲の上の出来事だという感覚はまるで変わっていない。文字の読み書きが出来て、測量が出来て、風ふう銃じゆうとボウガンの組み立てと分解と清せい掃そうが出来る。一般的な下士官に求められる教養とはそういうものだ。それ以上が必要だと思ったことはなかったし、それ以上を授けてくれる物好きもいなかった。ほんの数年前までは、それで何の問題もなかったはずなのだ。

　だとすれば──物好きを上官に持ったのが、凋ちよう落らくの始まりだったのだろうか。

「残弾が三分の一を切った！　司令部に補給を催さい促そくして！」

　伝令に怒鳴りつけながら、かたくなに別行動を続ける心の一部で、スーヤは砂を吞のむように認めた。──そうなのだろう。いつの間にか、あの手に引かれてここまで来ていたのだから。

　模も擬ぎ戦せんでも、北ほく域いきでも、海の上でも、彼に学びながら戦い続けた。そうでなければ途中で死んでいたし、そうでなければ付いて行ったりはしなかった。年下の上官から得られる学びには尽きる気配がなく、それを求める自分の歩みを速めさせた。

　彼の戦術に教わり、彼の人格に教わり、彼の生き様ざまに教わり、

　気が付けば、近くにいる時はいつも、あの背中を目で追っていた。

「負傷者は岩場の南側に退避！　待機中の者は、動けない仲間に手を貸しなさい！」

　なのに、付き合いが長引くほど、彼に対する不満はそこかしこで募っていく。

　暇ひまさえあれば怠なまけてばかりいるのに腹が立って、

　年上の女と見れば見境なく口く説どくのに腹が立って、

　騎き士し団だんの仲間以外とはあまり親しくしないことに腹が立って、

　ヤトリシノ・イグセムと無言で通じ合っている様子に腹が立って、

　副ふく官かんの自分とは数えるほどしか飲みに行っていないことに腹が立って、

　そんな全すべてが気になって仕方のない自分に、ずっとずっと、いちばん腹が立った。

「北側の銃兵、射撃を控ひかえなさい！　あれは弾の浪ろう費ひを狙ねらった誘さそい！」

　一方通行の関係ではなかったと思いたい。彼の指揮のもと、一度ならず命をかけて戦ってきたのだから。彼の要よう請せいに応こたえて、今も命をかけて戦っているのだから。

　それなのに、自分の扱いはいつだってぞんざいだ。炎えん髪ぱつの少女よりもずっと、金髪の姫君よりもずっと、比較するのも嫌いやになるほど軽んじられている気がする。だって年上なのに口説かれたことがない。仕事以外で親しく話せることだって少ない。命じられたことを上手うまくこなしても、頭ひとつ撫なでてもらったことがない。

　いつも不満だらけだから、愛まな弟子でしなんて言葉ひとつで、馬ば鹿かみたいに舞い上がってしまう。

　悔くやしい。そんな自分が、いまこの瞬しゆん間かんも悔しくてたまらない。

「──殿どの！　──尉い殿！」

　ふと、それが理由だと、ようやくスーヤは思い至った。

　イグセム派のような大義もなく、レミオン派のような使命もなく、誰だれかから継ぐ遺い志しもない。

　スーヤ・ミットカリフという人間は、ただ悔しいから、いまここに立っているのだと。

「──ミットカリフ中ちゆう尉い殿！」

　聞き慣なれた声が耳じ朶だを打ち、彼女はハッとして隣となりを見る。戦いの喧けん騒そうにかき消されていた部下の言葉が、ようやくスーヤの耳に届いていた。

「司令部から報告です！『現時刻をもって矢と弾丸の補給を打ち切る。今残っている分が減り次第、持ち場を放ほう棄きして撤てつ退たいせよ』と！」

　伝令を受け取った女性兵士が、騒そう音おんに負けじと大声で伝える。その内容を理解した瞬しゆん間かん、スーヤは唇くちびるを嚙かんで辺りを見回した。──風ふう銃じゆう兵へいたちの背後に積まれた弾丸の箱は、すでに三分の二まで空からになっている。矢の残数はさらに少ない。

　昼夜の区別なく消しよう耗もう戦せんが続いたことで、いよいよ部隊全体から弾丸と矢の備び蓄ちくが失われつつあるのだ。補給が打ち切られたのもそのためだった。このままでは第七ブロックを守るために弾の大半を撃ち尽くすことになる──そう判断したイクタによって、同区画の放棄が決断された。

　それはつまり、数時間に及んだスーヤの奮戦も潮しお時どきということでもある。さっきの報告には撤退準備を促うながす意味も含まれていた。順当に受け止めるなら、彼女は今すぐにでも、退却に向けて兵を動かし始めなければならない。

「…………ッ」

　だが──部下が向けてくる訴うつたえるような瞳ひとみを無視して、なおも彼女は視線を敵に戻した。

「……各部隊、迎げい撃げきラインを十メートル内側に修正！　それを越えてくる相手にのみ射撃を行うように！」

「中ちゆう尉い殿どの!?　迎撃の采さい配はいより、今は撤退の準備を！」

「まだ粘ねばれる、まだ退ひけない！　ここは中央のブロックを守る最後の盾たてなんだから！」

「それはそうですが、弾がなくては戦えません！　銃兵たちの残弾を見てください、あれではもって数十分──」

「その数十分をもたせてから撤退するって言ってるのよ！　あたしの指示に従いなさい！」

　反論を打ち消すように大声で命じて、スーヤは再び部下たちを指揮し始める。士気の高さが裏目に出ていた。それ自体が枷かせとなって、適切なタイミングでの撤退を彼女に許さない。

「岩場の北側に敵が集合！　突撃の気配あり……！」

　その隙すきを見み逃のがしてくれるような甘さを、敵の指揮官は一片たりとも持ち合わせなかった。





＊






「総員着剣」

　命令に応じて、全兵士の風銃とボウガンが一いつ斉せいに刃やいばを装着する。

　再三に亘わたる迎撃ラインの後退は、弾丸の消耗が末期に差し掛かったことを意味する。残り少ない弾を節約して粘り抜こうとする指揮官の意志が、炎えん髪ぱつの少女にも明白に伝わってきた。だからこそ、今まで攻めていなかった南東の斜面に兵を回したのだ。

　目の前の岩場に対して、彼女はここまで、主に北側の斜面から圧力をかけ続けてきた。攻めだけを考えれば全周から押し包むのが理想なのだが、そうすると中央の岩場との間で挟きよう撃げきを受ける。ほかの岩場から射線が通らない角度を選ぶ必要があった。

　それを承知した上で、少女はいま、その縛しばりを自ら破る。なのだから当然、南東側に展開した味方は挟撃を受けることになる。しかし──敵側の残弾が枯こ渇かつしつつある今、攻めの角度を増やすことは戦術として理に適かなうのだ。新たな角度から攻めてくる相手を迎むかえ撃つために、敵側はそちらに兵を回し、ただでさえ残り少ない弾を分配しなければならないのだから。

「突撃開始」

　横に広くなった壁かべは、代だい償しようとして厚あつみを失う。そこを一息に貫つらぬくために、これ以上はない完かん璧ぺきなタイミングで、イグセムの少女は兵を走らせた。





＊






　押し寄せる敵兵を前に、残弾が恐ろしい速度で減っていく。節約など叶かなうはずもなかった。刻一刻と近付いてくる破は滅めつの足音に、スーヤはこぶしを握にぎり締めて震ふるえを押し殺す。

「く、ぅ……！」

　見込みが甘かったことを、彼女も認めざるを得ない。敵はまるで、スーヤたちが保有する弾丸の残数が見えているかのように攻めの角度を増やしてきた。南東側にまで兵を回されたことで、当初数十分と見込んだ持久可能時間は半分近くまで目減りしている。

「中ちゆう尉い殿どの、もう限界です！　撤てつ退たいの指示を！」

「……ううん、あと五分は耐えられる！　ここまで来たら、もうやれるところまで……！」

　部下の声をしりぞけて、スーヤはなおも死地に踏ふみとどまる。意地がそうさせている一方で、あと五分という判断には相応の根こん拠きよもあった。弾の残りを正確に把は握あくしているのだ。

　弾丸の消しよう耗もうが特に激はげしいのは北側に面した三つの小隊。その差を均ならす形でほかの部隊から融ゆう通ずうさせることで、全小隊の残弾数を一定に保ち続ける。これを徹てつ底ていすれば、「よそに弾はあるのに手持ちの分が尽きて守り切れない」部隊が出ることを、ぎりぎりまで避けられるはず──そう考えて、彼女は指揮を続けていた。だが、

「弾を、弾を分けてくれ！　こっちはもう尽きそうだ！」

「俺おれたちだってもうギリギリだ！　ほかの小隊に言え！」

　現実はスーヤの想定通りに運んでいなかった。残りわずかな弾丸を融通することを、最前衛の兵士たちがかたくなに拒こばんだのだ。突き放された者たちはほかを回るしかないが、

「おい、俺たちに弾を──」

「そんな余裕あるわけないでしょ！　見てよこれ、あと何分もしないで撃ちきっちゃうのよ!?」

　わずかに残った弾丸の箱を指さしながら兵士が怒鳴る。持ち場に対する責任感から、あるいは目の前の敵に対する恐怖から、どの部隊もほとんど同じ行動を取っていた。

　これは完全にスーヤの誤算だった。彼女が見極めているギリギリのラインを、部下の大半は共有していないのだ。迫る敵軍を前に心理的に追い詰つめられた今の彼らからは、弾をほかに融ゆう通ずうするほどの余裕など消し飛んでいる。

　かつて黒髪の少年から学んだはずの教訓を、スーヤはひとつ失念していた。すなわち──まったく余裕のない状況下で行われる用兵とは、それ自体がひとつの過あやまちである、と。

「おい、弾をっ！　手持ちがもうない、誰だれか弾を──っ！」

　撃てない銃を手に、弾の補給を待ち続ける兵士たち。絶叫にも似た催さい促そくが、彼らの口からほとばしり──それを追う形で、全すべての崩ほう壊かいが始まった。北側の斜面を登ってきた敵部隊が岩場の上に突入し、防衛側の兵士たちとの間で白はく兵へい戦せんにもつれ込んだのだ。

「────ッ！」

　完全に限界を超えた。そう思い知ったスーヤが撤てつ退たい命令を喉のどまで上らせた瞬しゆん間かん、隣となりの部下が声を張り上げた。

「司令部より連絡──第七ブロックの全兵力に対して撤退命令が下されました！　指揮官は部下を連れて今すぐ退さがれとのことです！　繰くり返します！　第七ブロックの全兵力に対して撤退命令が下されました！」

「っ、あ───」

　女の目が愕がく然ぜんと見開く。彼女が出すべきだった命令が、司令部から直接下されていた。

「聞こえましたね、ミットカリフ中ちゆう尉い殿どの！　今度こそ撤退です！」

　部下の声が厳しく耳を打つ。手の中のボウガンに着ちやく槍そうしながら、女性兵士は続ける。

「殿しんがりはこの場の小隊が務つとめます！　最後まで仲間を守る、それならあなたもいいでしょう！」

　その言葉に背中を押されて、スーヤは慌あわてて周囲に視線を巡らせる。岩場の北側から乗り込んできた敵を相手に、兵士たちは押されながらも必死の抗戦を続けている。

「…………ッ！」

　両手で頰ほおを張って、彼女は強引に気持ちを切り替える。──呆ほうけている場合じゃない。彼らが時間を稼かせいでくれている間に、ひとりでも多くの仲間を無事に帰さなければ。

「……第一、第二小隊、後列の者から撤退を開始！　南の斜面を下りて第一─第二ブロック間まで退がりなさい！　急いで！」

　戦況を鑑かんがみつつ、スーヤは撤退する兵士たちの支援を始めた。敵が攻め寄せて来ている以上、全員が一いつ斉せいに回れ右しては背中を追い撃たれる。また、大勢が何も考えず一斉に斜面を駆かけ下りたりすれば、後続する者が足を踏ふみ外した時に将しよう棋ぎ倒だおしの惨さん事じを招きかねない。前列の兵で敵を食くい止めながら、じれったくとも少人数を順番に逃がさなければならなかった。

　岩場の外周に沿って並んでいた兵士たちが、敵兵の前進にともなって徐々に後退していく。その勢いに釣つり合う形で部下を逃がし続けながら、スーヤ自身は殿の一個小隊と共に第六ブロックに留とどまり続けた。だが──部下のおよそ六割を逃がしたところで、前列の兵士たちから異常な叫び声が上がる。

「ひ───」「あ、あ」「うわぁぁぁっ！」

　戦列の一角で血ち潮しおが噴ふき上がり、いくつもの断だん末まつ魔まがその後を追った。スーヤがぎょっとして目を向ける間にも、部下たちの絶叫はどんどん彼女のほうに近付いてくる。敵の集団が異常な速度で斬きり込んで来ているのだと察して、彼女はすぐさま周囲の仲間に警けい戒かいを促うながし、

「──疾シ」

　目の前の仲間が一撃で斬り倒され。その向こうに、二刀を握にぎる炎えん髪ぱつの影が立っていた。

「──ぁ」

　死んだ、とスーヤは思った。立ち尽くす彼女に向かって、鮮血に濡ぬれたサーベルの刃やいばが跳はね上がり──その切っ先が、胸を貫つらぬく寸前で急停止する。

「降伏、します」

　理由は隣となりにあった。スーヤの部下の女性兵士が、両手に白旗を掲げていた。

「部隊に投降の指示を出しなさい」

　胸の真ん中に刃を突き付けたまま、炎髪の少女がそう促す。人間らしさの一切が欠落した鋼はがねじみた声こわ色いろに、スーヤはごくりと息を吞のんで──自分を見み据すえる深しん紅くの瞳ひとみから、否いや応おうなくひとつの事実を思い知った。

　イグセムだけがそこにいる。彼女が妬ねたみ、羨うらやみ、憧あこがれた少女の面おも影かげは、もはやどこにもない。

「中ちゆう尉い殿どの、早く……！」

　震ふるえる両手に白旗を握りしめる部下が、切せつ羽ぱ詰つまった口調で上官に投降を促す。サーベルの切っ先がわずかに押し出され、最後通告に代わって胸の肉を浅く抉えぐった。

　やるならやれと、許されるものならスーヤはそう叫びたかった。だが、指揮官としての責任がそれを許さない。こぶしを握り、奥歯を嚙かみしめて、彼女は言葉を絞り出した。

「…………戦せん闘とう停止！　総員、武器を捨てて投降しなさい！」

　最後の命令が伝わっていき、陥かん落らく寸前の第七ブロックで戦い続けていた兵士たちが、次々と武器を投げ捨てて両手を上げる。それを見届けてようやく、炎髪の少女も指揮官に突き付けていたサーベルを引いた。

「……なんで……」

　スーヤの唇くちびるから低い声が漏もれ出す。彼女の戦いは終わった。だが、どうしても許せないものが目の前に立っていた。

「……なんで、そうなっちゃうんですか……！」

　後先考えずにスーヤは叫んだ。これから捕ほ虜りよとなるだろう自分の立場も頭から吹っ飛んでいた。ひとたび箍たがが外れてしまえば、迸ほとばしる激げき情じようは彼女自身にも止めようがなかった。

「あなたは──あなたはずるい！　あんなにも愛されているくせに！　あんなにも想おもわれているくせに！　あたしがどんなに願っても得られないものを、ずっと前から全部ひとり占めしているくせに……！」

　炎えん髪ぱつの少女は眉まゆひとつ動かさない。衝しよう動どうのまま詰つめ寄ろうとするスーヤを、周りの部下たちが必死に引き止める。それでも女の足はかたくなに進み続けようとする。

「なのに、なのにどうして、肝かん心じんのあなた自身がそんな有あり様さまなんですかッ！」

　両目に涙を浮かべながら、スーヤはありったけの感情を言葉にしてぶつけた。二刀が織りなす鋼はがねの壁かべを突き抜けて、その向こう側にいる彼女に届けと言わんばかりに。

「何か言いなさい！　聞こえているんでしょう、あなたはまだそこにいるんでしょう!?」

　叫び続ける相手から淡々と視線を外して、少女は無言のまま身をひるがえす。遠ざかっていくその背中へ、嗄かれた喉のどに鞭むち打って、スーヤはなおも全力で呼びかけ続ける。

「返事をしなさい、ヤトリシノ────！」







　深夜三時二十二分、第七ブロック陥かん落らく。この瞬しゆん間かんからついに、防衛拠きよ点てんの中核をなす第一・第二の両ブロックが攻撃の矢や面おもてに晒さらされた。第八[image: ]第五[image: ]第七の順番に計三つブロックを奪だつ取しゆしたイグセム派は、その全すべてに自軍の兵を詰め直して橋きよう頭とう堡ほとし、攻略の達成に王手を掛けたのだ。

「夜明けまで残り二時間！　何としても守りきるぞ、おまえら！」

　その攻勢に対抗して、第二ブロックはマシューの指揮のもとに堅けん持じされていた。「ここが陥おとされれば終わり」という覚かく悟ごのもと、イクタとトルウェイの惜おしみないサポートを受けつつ、小太りの少年の持ち場は最大最後の壁となってイグセム派の前に立ち塞ふさがり続けた。

　夜明けまでに行われた攻防は熾し烈れつを極めた。イグセム派はもとより、旭日連隊側からも二百人以上の戦死者・重傷者が発生し、陣じん地ちの中は死体と怪け我が人にんで溢あふれ返る寸前になった。不眠不休を強しいられた衛えい生せい兵へいたちが次々と倒れていき、ストレスで錯さく乱らんした兵士が暴れ回る事態が四件続いた。

　死体に死体を積み重ね、血の上に血の色を塗ぬり重ね──その全てを踏ふみ越えて、彼らは夜を戦い抜いた。







「──退ひいていく！　見ろ、奴やつら退いていくぞ！」

　防衛四日目の早朝。明け方の太陽に照らし出された岩石地帯の中、第二ブロックで戦い続けていた兵士のひとりがそう叫んだ。夜通し攻め寄せて来ていたイグセム派の部隊が、攻撃の手を止めて岩場から後退していくのが目に映ったのだ。

「本当だ、退いていく……」「夜明けだから、か」「守り切った……のか？」

　呆ぼう然ぜんとした面おも持もちで兵士たちがつぶやく。が、そんな彼らの背中に、マシューの声が厳しくかぶさった。

「警けい戒かいを続けろ！　まだ何も終わっちゃいないぞ！」

　注意された兵士たちが慌あわてて武器を構えなおす。だが──朝を迎むかえた今、彼らと同じ思いは小太りの少年の内にもあった。今日きようまでの三日間、マシューたちの主力であるエアライフルの威い力りよくを半減させるために、イグセム派が本格的な攻撃を仕掛けてくるのは常に夜の間だった。そして、いま去ったものが、おそらくは最後の夜なのだ。

「今日の夕方までには、レミオン派の友軍がここにやって来るはずだ。……だとすれば」

　周囲の部下たちに聞こえないよう、口の中だけでマシューはつぶやく。──見通しの利きく日中にこそ、エアライフルの威力は最大限に発揮される。その点を踏ふまえれば、敵軍が大だい損そん害がいを出さずに岩場へ近付くことは、この時点でほぼ不可能になったはずだった。

「射撃でけん制しながら、後は友軍の到着を待つだけ……か？」

　警戒と楽観の間で心が揺ゆれ動く。仲間の意見が聞きたくて、マシューはちらりと背後に視線を向け──その先に、空に向かって細く立ち上る煙を見つける。昨日きのうと同じ光景だ。

　第一ブロックの岩場の上から、レミオン派に位置を報しらせるための赤い狼煙のろしが、ちょうど上がり始めたところだった。







「はぁ……はぁ……」

　風ふう銃じゆうを肩に掛けた青年が、息も絶え絶えに司令部へ足を踏み入れる。浅い洞どう窟くつの中には最低限の行動線を残して重傷者が敷しき詰つめられ、内部の空間はとっくの前から、彼らの体たい臭しゆうと血臭でむせ返るようだった。

「一いつ旦たん戻ったよ、イッくん……」

　彼がそう声を上げると、奥にいたふたりの仲間が顔を向けてくる。どす黒いくまを目元に刻んだイクタとハロだった。青年の姿を見て取って、黒髪の少年が手招きする。

「とりあえず座って休め、トルウェイ。自じ慢まんの顔面がひどい様だぞ」

「あはは、お互い様だよ。ハロさんもお疲れさま。……体力のほう、まだ大だい丈じよう夫ぶ？」

「ぜ、ぜんぜんへっちゃらです！」

　気丈に振る舞うハロだったが、イクタが厳しい目を向けると、やがて力なく顔を伏せた。

「……と言いたいところなんですが。ついさっき、ふらついたところをイクタさんに止められてしまいまして。これから少し休ませていただくところです」

　疲れた顔に精一杯の笑顔を浮かべて、彼女はそう言った。が──次の瞬しゆん間かん、ふと思い出したように赤面して、ふたりから身を引く。

「その、あんまり寄らないほうがいいですよ。いまのわたし、汗あせ臭くさいも血ち腥なまぐさいも通り越して、もう自分でも何が何だか……」

「よし決めた抱だき締めよう。ハロ、もうちょっと近寄ってくれる？」

「ひゃっ！　ま、また今度身ぎれいな時にお願いします！　わたし休みますね……！」

　言いながら脱だつ莵とのごとく逃げ出すと、洞どう窟くつのいちばん奥に敷しかれた藁わらの上で、ハロは倒れ込むように横になった。そんな彼女を横目に、イクタは足元の箱からふたり分の糧りよう食しよくを取り出す。

「飯めし食っとけ、トルウェイ。それが終わったらお前も寝ろ。一時間くらいは休めるはずだ」

「うん、そうさせてもらうよ。でもイッくんは？」

「彼女は起きてるだろうからな。総指揮を執とる者同士、決着まで付き合うさ」

　笑って答えつつ、少年は座っていた椅い子すから立ち上がる。

「少しだけ外の空気を吸ってくる。緊きん急きゆうの報告が来たら大声で呼んでくれ」

　青年に断った上で、イクタは司令所の外に足を運んだ。向かい合った岩場の合間に空が覗のぞいたところで、岩山越しに陥かん落らくした第七ブロックのほうへ目をやって、彼は重く息をつく。

「……スーヤ……」

　知らず、両のこぶしを握にぎり締める。ついに帰って来なかった副ふく官かんのことを思って、少年はその名前をつぶやいた。……彼女が引き際ぎわを見誤った理由まで、彼には察せられる気がしていた。

「大変な勇戦でございますね」

　ふと、横合いから慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな声がかかった。全身を強こわ張ばらせつつ、少年は周囲へ視線を走らせる。信しん頼らいのおける兵たちが目を光らせていることを確認した上で、改めて声の方向を向き、彼は冷たく応じた。

「何の用だ狐きつね。与えたスペースから一歩も出るなと言ったはずだ」

「言われましたが、私がその通りにするとも思わないでしょう？　あそこは悪あく臭しゆうが立ち込めてかないません。戦況も山を越えたようですし、少しは羽を伸ばさせていただこうかと」

　悪びれずにそう言って、言葉通りに両腕を伸ばす。冷たさを増していく少年の視線に、トリスナイはかぶりを振って応こたえた。

「心配なさらずとも、第三皇おう女じよ殿でん下かには近付いておりませんよ。いえ、実を言えば何度か試みましたが、その度たびに護ご衛えいの者たちに阻はばまれまして。あの隊長の娘……ハルグンスカ准じゆん尉いとか言いましたか？　あれには呆あきれました。こちらの話に耳を貸そうともしません」

「理り屈くつをガン無視して直感で動く娘こだからな。下手へたに知恵が回る手合いよりも、お前相手の防ぼう波は堤ていにはうってつけだろうさ」

　同じ理由で自分も苦手だということは伏せておいて、イクタは露ろ骨こつに鼻を鳴らす。

「不ふ愉ゆ快かいついでに釘くぎを刺しておく。黒くろ幕まくを気取るのも結構だが、この状況で下手に手て駒ごまを動かそうと思うなよ。旭日連隊ウチに勝たせたいなら最後まで大人おとなしくしてろ」

　笑顔を張り付けたまま、狐は答えない。イクタは勝手に続ける。

「勝って欲しいだろ？　イグセム派に勝たせたいならレミオン派にクーデターを起こさせる必要はなかったし、レミオン派に勝たせたいなら最初からクーデターを積極的に後押しする方向で根回ししたはずだ。どっちにしても第三勢力の介かい入にゆうを招く理由はない。残る可能性は、僕たちを勝たせたいか、三つ巴どもえの戦況に伴う混乱そのものが目的か、だ」

　淡々と分ぶん析せきを述べつつ、少年はじっと相手を凝ぎよう視しする。

「後者の場合がいちばん厄やつ介かいだった。破は滅めつそれ自体が望みっていうんじゃお手上げだ。でも、どうやらそうじゃない。お前はこの騒そう乱らんの先に何かを見ている。何かしらの目的にお姫さんと旭日連隊グラ・メストエリを利用しようとしている──内容はともかく、この点だけは確信した」

　断言するイクタ。それを聞いて笑みをさらに深めながらも、狐きつねは何も言わない。

「その上で、穏おん便びんな決着だけは嫌いやらしいな。どうあってもこの機会にイグセム派を帝てい国こく軍の保守本流から引きずり下ろしたいと見える。理由は親父おやじが死んだ時と同じか？　もっと融ゆう通ずうの利きく軍隊が欲しいとでも？

　だとしたら馬ば鹿かげてるな。カトヴァーナ帝国が今こん日にちまでまがりなりにも帝政を保ち続けてこられたのは、イグセムが絶対的な忠ちゆう誠せい心しんをもって帝てい室しつに仕つかえてきたからだ。軍のトップを融通の利く人間なんかと差し替えた日には、早々に主権の逆転が起こって軍政に成り果てる。そんなのは誰だれの目にも明らかだろうに」

　侮ぶ蔑べつの限りを込めてイクタは言い捨てた。トリスナイは静かに首を横に振る。

「おっしゃる通り、イグセムは優秀な番犬です。完かん璧ぺきと言い換えてもいい。しかし、それこそが帝国の腐ふ敗はいを招いた元凶であるとは思いませんか？」

　倒とう錯さくした言い分に、少年は眉み間けんにシワを寄せた。狐は朗ろう々ろうと語り始める。

「優秀な番犬に任せておけば万事上手うまくいく──そんな愚おろかしい楽観の下もとに、歴代の皇こう帝ていは少しずつ物事を考えなくなっていきました。為い政せいに思いを馳はせるでもなく、民たみを教え導みちびくでもなく、ただ玉ぎよく座ざに座っていることが皇帝の在あり方だと思い込んでしまった。帝国の黄昏たそがれはそこに端たんを発していると言えるでしょう」

　イクタは異を唱えなかった。その点に限れば、彼も意見を同じくしている。

「ずっと昔から、イグセムはその事実に気付いていたはずです。気付いていながら主君の堕だ落らくに歯止めをかける努力を怠おこたったのならば、それ自体が許されざる大たい罪ざいではありませんか。彼らは従順であり続けることで皇帝を貶おとしめた。日に日に腐くさっていく主あるじの有あり様さまに見て見ぬふりをした。そんな彼らが忠義の士を気取ることも、帝国軍の正統で在り続けることも、私には断じて許せないのですよ」

　少年は呆あきれ返った。同じ所見から導き出される責任の所在が、相手と自分であまりにもかけ離れていた。

「……臣しん下かの立場から諫かん言げんがあるべきだったと言いたいのか？　だとしたら、その責任はお前を含む文官にこそ求められるべきだろう。見て見ぬふりどころか、お前たちは積極的に皇帝を傀かい儡らいに貶めてきたんだから」

　馬鹿馬鹿しさに頭痛を覚えながらイクタは指摘し、そこで予想外のことが起こった。狐の顔から笑みが消え去り、あまつさえ悲しげに曇くもったのだ。

「歴代の皇こう帝ていに関してはその通りでしょう。しかし、今きん上じよう陛へい下かの話をするなら……あの方は、手遅れだったのです」

「……何？」

　初めて目にする表情を不気味に思いながら、少年は問い返す。トリスナイは目を伏せて、

「私がお側そばに付いた時点で、あの方の精神は後戻りの利きかぬところまで廃すたれていらした。陛下の御お心こころに輝きを取り戻す試みはことごとく失敗に終わりました。あのままでは愚ぐ鈍どんな悪帝として歴史に名を刻むほかになかった。──なればこそ、ああなっていただくしかなかったのです」

　その言い回しで、暗に認めた。皇帝を廃はい人じんに追い込んだのが自分自身であることを。

「主君の名めい誉よを守るために奸かん臣しんの汚お名めいを被かぶる。身を引き裂さかれるようなこの苦しみを、イグセムは決して解さないでしょう。なぜなら彼らは皇帝という権力装置を守っているに過ぎないからです。皇帝陛下が無能であろうが愚鈍であろうが人形であろうが、その権力さえ保たれていれば彼らは満足なのです。だからこそ先だっての勅ちよくにも迷わず従ってのけました。皇帝の権けん威いを引き継ぐ皇こう族ぞくがいるのだから、今上陛下は戦いの巻き添ぞえで死んでしまっても構わない──そのような不ふ遜そん極まる極論に基づいて」

　震ふるえる声で言いながら、トリスナイはこぶしを握にぎり締める。次に現れたのは生なまの怒りだった。

「そんなものは忠ちゆう義ぎではありません。断じて忠誠とは呼べません。皇帝陛下の手による統治という大前提を軽視している時点で、イグセムには忠臣を名乗る資格がないのです。

　勿もち論ろんのこと、陛下を軽んじた罪つみの重さでは文官の面々も同じです。この機会に一いつ掃そう出来たのは清すが々すがしい限り。彼らもまたイグセムの存在に依い存そんしきっておりましたから。レミオン大たい将しように片づけていただいた連中は、私にとっても心底邪じや魔まだったのですよ」

　せいせいした面おも持もちで狐きつねが言い捨てる。その内容を聞きとがめて、イクタは口を挟はさんだ。

「──待て。その言い方だと、イグセムの失しつ脚きやくを望んでいたのは、貴族連中の中でお前ひとりなのか？　親父おやじが死んだあの頃ころから？」

「私だけとは言いませんが、多数の閣かく僚りようの間で合意が得られていたなら、それこそ勅命で罷ひ免めんすれば済む話でしたよ。あのように見え透いた罠わなを用意することもなかったでしょう。とはいえ──そう簡かん単たんに主導権を握れるほど、宮きゆう廷ていにおける権力闘とう争そうは甘いものではなかったのですがね」

　懐なつかしむ表情になって狐はつぶやく。イクタの顔からすっと感情が消える。

「親父を殺したのも……当時の内閣じゃなくて、お前個人か」

「そこには解釈の余地がある、とだけ言っておきましょうか」

　謎なぞめいた言い回しに留とどめて、トリスナイはそれ以上何も言わなかった。その顔を長くにらみつけた後、イクタは相手から視線を切って意識的に深呼吸する。いまの状況で私情に駆かられている暇ひまはない──そう自分に言い聞かせた上で、話を本筋に戻す。

「ひとつ訊ききたい。お前は……皇こう帝ていを何だと思っている？」

「現人あらひと神がみにあらせられます」

　一切のためらいを挟はさまず、トリスナイは答えた。イクタは息を吞のむ。それがまるで、夢見る少年のように邪じや気きのない面おも持もちだったから。

「無む窮きゆうの慈じ愛あいと無む尽じんの聡そう明めいさを併あわせ持つ、唯ゆい一いつにして絶対の統治者でいらっしゃいます。余人の及ばぬ超常の力を有する絶対者であらせられます。そこには盤ばん石じやくにして揺ゆるがぬ実じつがあるのです。君主としての実態を伴わぬ権力装置などでは断じてありません。

　初代皇帝ルシアーロは、腕のひと振りで万軍を薙なぎ払ったとされます。二代皇帝サンギアリは、望むままに雨を呼んで荒れ地を潤うるおしたと伝えられます。人知を超えた力を持ち、神がかった御み業わざを振るう──皇帝とは本来そのような存在なのです。今はただ、番犬の庇ひ護ご下かで無む為いのまま代を重ねたことによる積年の錆さびが、その輝きを覆おおい隠かくしているに過ぎません」

　イクタの背せ筋すじにぞっと怖おぞ気けが走った。陶とう酔すいしきった相手の表情から分かってしまったのだ。ほとんど神話にも等しい古代の皇帝に関する逸いつ話わ、ひいては帝てい室しつの血統にまつわる荒こう唐とう無む稽けいな幻想フアンタジーを、この狐きつねは本気で信じているのだと。その再現を心底から望んでやまないのだと。

　彼の戦せん慄りつを見て取って、トリスナイは笑顔のまま付け加える。

「歴史書の記述に、いささかの誇こ張ちようと脚きやく色しよくがあることは認めましょう。だとしても皇統が神秘を伝える系けい譜ふであることは疑いがありません。あなたもよく知るシャミーユ殿でん下かの並外れた知性こそ、その片へん鱗りんにほかならないではありませんか。

　しかるに──眠れる血を目覚めさせるためには、まずもって用済みの番犬を取り除かねばなりません。そうすることで差し迫った危機を肌はだ身みに感じていただき、その上で新たな番犬をあてがいましょう。イグセムのような形ばかりの忠ちゆう犬けんではいけません。むしろ油断ならない猛もう犬けんこそが相応ふさわしい。陛へい下か自らの意志でねじ伏せ、屈くつ服ぷくさせ、意のままに使役してのけ──それでこそ、かくあるべき主従関係の端たん緒しよを築き上げられるというもの」

　熱を込めて語る声は、自分の行いに対する正義の確信に満ちている。少年は吐はき気を覚えて後ずさった。

「もうお分かりですね。永霊樹カトヴアンマニニクの血統が持つ本来の姿を甦よみがえらせ、その統治のもとに帝てい国こくの繁はん栄えいを取り戻す──それだけが私の悲願なのですよ」

　高らかにそう述べると、恍こう惚こつに緩ゆるんでいた表情をたちまち引き締め、トリスナイはその両目でぎょろりとイクタを見み据すえた。

「全すべてを打ち明けた上で、もう一度だけ機会を与えましょう。──イグセムを滅ほろぼしなさい、イクタ・サンクレイ。その暁あかつきにこそシャミーユ殿下は皇帝として即そく位いし、あなたは彼女の右腕として新時代の帝国軍を率ひきいるのです」

　事こと此処ここに及んで、それが紛まぎれもなく本気の提案であることを、少年はようやく理解する。

「はっきり言いますが、愚ぐにもつかない保ほ護ご者しやを気取るのはお止やめなさい。あなたにも本当はお分かりなのでしょう？　あの方は王者となる宿命の下もとに生まれついているのです。正しきその道を彼女に歩んでもらうために、私ともども力を尽くそうではありませんか。さすれば栄えい華が栄光は思いのまま、あなたの名は史上最高の名めい将しようとして歴史に刻まれるに違いない！」

　平行線のまま嚙かみ合うことのない論点。イクタは渋じゆう面めんを浮かべてかぶりを振る。

「……歴史に名を刻むってのは、お前の中じゃそんなに大たい層そうなことなのか？　同じ刻むなら墓石に刻むだけで僕はじゅうぶんだけどな。あと、言われついでにはっきり言うが、他人を巻き込んで妄もう想そうをこねくり回すのもいい加減にしとけ。いい大人おとななんだし、夢を見たけりゃ自分の責任で見ろ。そこにお姫さんを引っ張り込むな」

　互いの認識に横たわる溝みぞを、少年は容よう赦しやなく指し示す。それを聞いた瞬しゆん間かん、す──とトリスナイの顔から温度が消えた。以前、闇やみの底で姫君を巡って言い争ったあの時と、まったく同じ無表情だった。

「あくまでも、あの方を凡ぼん俗ぞくに貶おとしめたいと申されるのですか」

「僕の答えはひとつだ。あの娘こはお前の玩具おもちやじゃない」

「むろん玩具などではありません、我が主君となるべきお方です。他ほかならぬそのお方に、あなたは見み初そめられているというのに──それなのにこの思いが通じないのですか。これだけ諭さとしても、誤った考えを正してはくださらないのですか」

　それ以上の妄言には耳を貸さず、イクタは狐きつねに背を向けて歩き出した。相手がどう狂っているのかが分かってしまえば、これ以上話すことは何もない。

「──残念です。あなたもついに、分かってくださらなかった」

　最後にこぼれた一言には、重く暗い失望だけがこもっていた。







　午前九時。敵情の変化を見て取った前衛の兵士から、司令所のイクタに報告がもたらされた。

「あれをご覧らんください」

　第一ブロックの岩場の上で、防ぼう塁るい際ぎわに立った兵士が指さす方向を、頭を低くしながら少年も見つめる。異変は一目で分かった。陥かん落らくした北側のふたつのブロックの間で、イグセム派の兵士たちが忙せわしなく動き回っているのだ。ただ動いているだけではなく、地面に何かを次々と積んでいる。

「第五ブロックと第七ブロックの間を埋うめるようにして、木材を大量に並べているようです。ここからではよく見えませんが、第五と第八の間も同様です。我々も射撃で作業の妨ぼう害がいを試みていますが、向こうも積み上げた石の壁かべに隠かくれて動くため、効果はめざましくありません」

「先ほど北から一個大隊程度の部隊がやって来て、到着とほぼ同時に作業が開始されました。その部隊が木材を運んできたものと見えます。野や戦せん築ちく城じようのための資材だとすれば、今さら遅すぎると思うのですが……」

　腑ふに落ちない顔で首をかしげる兵士に、イクタは首を横に振ってみせる。

「……資材じゃなくて、あれは薪まきだよ。付け加えると、半分は乾かしていない生なま木きのはずだ」

「は──薪、ですか？　では、敵はあそこで火を焚たくつもりなのでしょうか」

　困こん惑わくを深める兵士たちをよそに、黒髪の少年は話を続ける。

「昼の間、ここから見える兵の数がやや少ないとは前々から思っていてね。こっちが防衛を開始して間もない時点で、向こうはあれの確保のために一個大隊を走らせていたんだ。近場の集落やら林やらを回って薪をかき集めて、今日きようようやく必要な量を持ち帰れたんだろう」

「はぁ……しかし、それに何の意味が？　火攻めが有効な地形ではありませんが」

　その質問には直接答えず、イクタは空を仰あおいでぽつりと尋たずねた。

「君たちは、僕に天運があると思う？」

　唐とう突とつな質問に、兵士たちは答えあぐねた。頭上に視線を向けたまま、少年は言葉を続ける。

「ここぞという時に天が味方してくれるかどうか。キャプテン・ガルシエフはそれで何度も窮きゆう地ちを切り抜けたと伝えられているね。その人生を通して風と波に愛された男だったと。

　まぁ──科学的にぶっちゃけると、そういうのは全部、ただの結果論なんだ。人間ひとりの持つ性質が気象を左右したりはしない。船乗りとしての経験に基づく天てん候こう予測は可能だけれど、それはまったく別の話」

　教師じみた、というには熱のない口調で語りながら、イクタは軽くため息をつく。

「幸運ってのは結果を指す言葉であって属性を指す言葉じゃない。幸運な男と呼ばれる誰だれかさんがいたとして、そいつの周りだけ確率が歪ゆがんでいたりはしない。コインを振れば表が出る確率は二分の一で、裏が出る確率もやっぱり二分の一。当たり前だけど、誰がやってもこれだけは同じ」

　視線が空をさまよい、やがて体ごと反対側を向く。すると──同じ岩場の中央に設置された焚き火からまっすぐ立ち上る、赤みを帯びた煙が目に映った。レミオン派に宛あてた狼煙のろしだ。

「その意味で言うなら、今の状況はコイントスとほとんど変わらない。ただし条件はやや複雑になる。キーになる要素は強弱、方向、そして持続時間。どれひとつとして、決定に人の手が介かい在ざいする余地はない」

　少年は静かに言い切った。自分に出来るのは、最悪を含めた全すべての状況に備えておくことだけ──そう思いつつ、上空から地上に意識を戻して、イクタは周りの兵士たちに告げる。

「これから行う説明を、全ブロックの将しよう校こうに通達してくれ。最後の戦いの段取りになる」
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「薪の設置が完了したぞ、イグセム中ちゆう佐さ殿どの！　作業中の負傷者は八名。やはり脚きやく部ぶに被ひ弾だんした者が多いが、いずれも軽傷だ！」

　作業の終了を確認してから間を置かず、メグ少しよう佐さが上官にそう報告した。

　三日の間に制圧した第五・第七・第八ブロックの岩場の上と、それらを挟はさんだ北側の地面の広こう範はん囲いに、イグセム派のほぼ全兵力が展開している。彼らが立っているのはその布ふ陣じんの後方だった。第一・第二の両ブロックに対して北から圧力をかける形だが、夜が明けてからは、今のところ射撃によるけん制以外の攻撃を行っていない。

「工作に当たった部隊を、火付け役の焼しよう撃げき兵へい三個小隊のみ残して岩場の北側に下がらせなさい。その場の部隊と合流した後の行動は、前もって命じた通り」

「うむ。銅ど鑼らの音ねが鳴るまでは待機、鳴った瞬しゆん間かんから全軍で総攻撃を開始、だったな」

　炎えん髪ぱつの少女の指示に、作戦内容の確認を兼かねて少佐は応じる。が──その視線がふと、敵が詰つめている方向とは反対側に向けられた。

「……とはいえ、攻略開始からすでに四日目。いつ地平線にレミオン派の姿が現れてもおかしくはない。……それまでに機が訪れてくれるものだろうか？」

　不安と懸け念ねんと、それ以外の様々な感情が、メグ少佐のつぶやきにはにじんでいた。その機の到来を本当に望んでいるのかどうか、彼にはもう、自分の本心が分からない。

「訪れるかどうかを考えることに意味はない。訪れた時のことだけを想定して備えなさい」

　そんな部下の弱気を、イグセムの少女は無む謬びゆうの正答で斬きって捨てる。メグ少佐は機械的にうなずいた。彼女のもとで戦う限り、思い悩んでいる暇ひまなどありはしないのだ。
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　午前十一時。黒髪の少年の見つめる先で、狼煙のろしは変わらずまっすぐに立ち上っている。

　午後零れい時じ。炎髪の少女の目の前で、旗は時おり思い出したように揺ゆれている。

　午後一時。続く緊きん張ちようの中、両軍の兵士たちが、このまま終わるのかと思い始める。




　午後一時三十二分。北から吹き付けた風によって、狼煙が少しずつ南へ流れ始めた。

「…………」




　午後一時四十分。強まっていく北風の中、旗が片時も垂れ下がらなくなった。

「────」




　午後一時五十五分。狼煙はさらに南へ流れていき、旗はいっそう力強くたなびき続けている。

「着火」

　指示を受けたイグセム派の焼撃兵たちが、薪まきの山に向かって火を放つ。大量の木材が一いつ斉せいに燃え始めた。半数を占める生なま木きの断面で、熱された水分がじゅうじゅうと沸ふつ騰とうする。




　午後二時六分。頰ほおをなぶる風の中、ふたりの総指揮官が、置かれた状況を同時に把は握あくした。

「北から強く──か」

　少年はそれを最悪の事態とみなし、

「北から強く──ね」

　少女はそれを最大の好機とみなす。




　午後二時十一分。決戦を告げる銅ど鑼らの音ねが、青空の下にけたたましく鳴り響ひびいた。
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「うぉっ……！」

　それが起こった瞬しゆん間かん、マシューは圧倒されて立ち尽くした。

　灰色の煙が津つ波なみのように押し寄せ、たちまちの間に周囲一帯を覆おおっていく。向かいの第七ブロックにいる敵の姿がまったく見えなくなり、彼と同じ第二ブロックにいる味方さえ輪りん郭かくをぼやけさせ始めた。視野を狭せばめた世界の中で、兵士たちの上げる動どう揺ようの声だけが増していく。

　イグセム派が火を放った大量の薪まき──そこから立ち上った膨ぼう大だいな煙が、北風に乗って彼らのもとに届いたのだった。火勢に対して煙が異常に多いのは、木材の半数を占める生なま木きが不完全燃焼を起こさせているからだ。同様の効果を狙ねらって多量の不純物も混ぜてあり、兵士たちの鼻び腔こうを突く臭においもまた、普通の焚たき火のそれとは異なっている。

「お──落ち着け！　予想されていた状況だ！」

　半なかば自分に言い聞かせるように小太りの少年は叫んだ。そう、確かに予想はされていたのだ。だからこそ彼は、目の前に広がる光景が最悪に属することを知ってしまっている。

「全員、身構えろ！　一気に攻め寄せて来るぞ！」

　兵士たちの表情に緊きん張ちようが走った。震ふるえる銃口が眼下に向けられる。

「構え、狙え……撃てぇッ！」

　号令のもと、圧縮空気の炸さく裂れつが無数に重なり──そうして彼らの地じ獄ごくが幕まくを開けた。
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「突撃開始」

　総攻撃の指示のもと、イグセム派の兵士たちが一いつ斉せいに動き出す。灰色に染まった空気そのものを隠かくれ蓑みのに、煙に包まれた中央の岩場を目指して、彼らは最後の攻勢を開始した。

「「「「「「「「「オオオオオォォォォォォォッ！」」」」」」」」

[image: ]

　煙えん幕まく突撃。炎えん髪ぱつの少女が決め手に用いた、単純にして効果的な一手である。

　今回の戦いにおいて、旭日連隊の防衛力は二本の柱から成り立っている。第一がエアライフルの射程と命中精度、第二が光信号による岩場間の密接で迅じん速そくな連れん携けい。イグセム派が本格的な攻勢を夜に限ってきたのは、このうち前者の効果を半減させるためだった。

　しかし、攻略開始から四日目に差し掛かった今、次の夜が来るより前にレミオン派が到着する可能性は極めて高い。日没と同時に攻める方法が可能だったのは昨日きのうまでの話であって、イグセム派に残された攻撃の機会は日中にしかない。

　だからこそ、炎髪の少女は自らの手で闇やみを作り出した。夜よりなお暗い灰色の闇を。

　煙幕の効果の程ほどを最後に決定したのは、風向きと風力、そして持続時間の三要素。これらに関しては完全に天の采さい配はいで、強い北風が安定して吹き続けるという最高の条件が揃そろうとは誰だれにも読めなかった。風が凪ないでいれば煙は敵てき陣じんに向かって広がらず、風向きが大きく違っていれば無意味な方向へ流れてしまう。今と反対の南風が吹いていた場合などは、薪まきそのものを別の場所に設置しなおさなければならなくなり、それ自体が大きなロスとなっていただろう。

　だが──天の采配を待つ以前に、この戦術を成り立たせるためには多くの段取りが必要だった。そもそもの前提として、薪の調達が済んだ後にしか、つまり戦せん闘とうの終しゆう盤ばんにしか実行出来ない。限られた人手で運び込める木材の総量からやり直しも利きかない。加えて、互いに隣りん接せつした複数のブロックが制圧済みであることも必ひつ須すの条件だった。そうでなければ敵の妨ぼう害がいに晒さらされて薪まきそのものを有効箇か所しよに設置出来ないからだ。遠く離れた場所で火を焚たいたところで、目標の岩場へ到達する前に煙が散ってしまう。

　作戦開始の時点で第五、第七、第八の三ブロックが制圧済みだったのは、もちろん偶ぐう然ぜんではない。炎えん髪ぱつの少女は最初からこの展開を想定して戦っていた。黒髪の少年にしてもそれは同様で、今の状況を生まないために考え得る全すべての対策は打ってあった。それでもなお、第五、第七、第八ブロックのいずれかを四日目まで守りきることは叶かなわなかったのだ。

　不ふ手て際ぎわと呼ぶことは誰だれにも出来ない。炎髪の少女率ひきいるイグセム派の猛もう攻こうを向こうに回して、少年は三日間よく耐え凌しのいだ。今日きようまで中ちゆう枢すうを守り切ったこと自体が驚きよう嘆たんすべき結果なのだ。指揮を執とるのが凡ぼん将しようだったなら、最初から防衛戦そのものが成立していない。

　ふたりの実力が拮きつ抗こうした末に導みちびかれた、これはいわば宿命的な「風まかせ」だった。人事を尽くして天命を待った、そこまでの点では少年と少女の間に優劣はまったくない。天てん秤びんを傾けたのは、ひとえに戦場の女神の気まぐれである。
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「畜ちく生しよう、見えねぇ！　敵が見えねぇぞ！」

「終わったんじゃなかったのかよ！　まだ終わってくれないのかよぉ……っ！」

　灰色の地じ獄ごくの中、視界を奪うばわれた兵士たちの絶叫が響ひびき渡る。一度は去ったはずの夜が舞い戻ったにも等しい状況にあって、彼らの精神を煙以上に絶望が覆おおいつつあった。

「闇やみ雲くもに撃つな、弾が足りなくなるぞ！　敵が近づいてから一いつ斉せい射撃だ！」

　射程を奪うばわれたことで、彼らの戦術は滑腔風銃エアシユーターの時代まで逆行していた。凝集光ハイビームで照らせば視界を確保出来た夜の間と違って、煙えん幕まくによるカモフラージュには現場レベルでの対応策がほとんどない。圧倒的な不利を吞のみ込んで戦うことだけが、彼らに残された唯ゆい一いつの道だった。

「伝令兵、司令部に増援を要よう請せいしろ！　光信号はダメだ足を使え！　急げぇっ！」







　一方、ここまで直接の戦せん闘とうを経験しなかったブロックにも、煙に身を隠かくした兵士たちが容よう赦しやなく押し寄せていた。最小の岩場である第三ブロックの上で、眼下に忍しのび寄る敵影に気付いて、銃兵たちが血相を変える。

「司令部に伝令、第三ブロック近辺で敵部隊を確認！　岩場の間に侵しん入にゆうされています！」

「バリケードを壊させるな！　あそこを抜かれたら最後だぞ！」

「しかし、煙のせいで狙ねらいが──」

　命中の確認さえおぼつかない視界の悪さに、兵士たちが焦あせりを募らせる。指揮官のセゾーイ大たい尉いは歯は嚙がみし、やがて決然と身をひるがえした。

「銃が役に立たぬなら──第三、第四小隊、私に付いて来い！　岩場を下りて白はく兵へい戦せんに移る！」

「ちょ、隊長!?　本気ですか!?」

「少数の敵を追い払うだけだ！　やってやれないことはない！」

　力強い声で言い切った大たい尉いが大おお股またに歩き出す。部下たちは固唾かたずを吞のんでその背中を追う。







「──来るぞ！　防ぼう塁るい際ぎわで身を屈かがめろ！　敵を突き上げろぉぉ！」

「「「「「「うぉおおおおおおお！」」」」」」」

　兵士たちの喉のどから怒号がほとばしる。肉と肉がぶつかり合い、互いの胸に刃やいばを突き立て合った敵味方がもんどり打って倒れ伏す。効果の半減した銃撃では突撃を食くい止められず、小太りの少年の号令のもと、乗り込んできた敵兵との間で激げき烈れつな白兵戦が始まっていた。

「がぁぁぁあああッ！」「怯ひるむんじゃない、押し返せぇッ！」「くそ、落ちろっ！　落ちろよっ！」

　もはや恐きよう慌こうに陥おちいる寸前の部下たちを懸けん命めいに動かしながら、指揮を執とる小太りの少年自身は断固として冷静さを手放さなかった。前衛がどうにか敵の波を突き返したのを見て取ると、血走った目を走らせて状況の把は握あくを試みる。

「今ので第三波……！　各小隊、損そん害がいを報告しろ！」

「第一小隊、負傷者五人！　うちふたりは重傷！」「第二からは三人戦死です畜ちく生しようッ！　重傷はふたり！」「第三小隊、四人死にましたっ！　六人が重傷！」

　報告される死傷者の数字は増加の一いつ途とを辿たどり、流れる血も刻々とその量を増していく。焦しよう燥そうに全身を炙あぶられるマシューのもとに、そこで背後から仲間の声が届いた。遊撃を受け持つトルウェイの狙そ撃げき兵へいたちが駆かけ付けたのだ。

「応援に来ました、マシュー大尉殿どの！　我々はどこに兵を回せば!?」

「よし！　まず第二小隊と合流して──」

　彼が指示を出そうとした瞬しゆん間かん、その声をかき消さんばかりの激はげしさで鬨ときの声が響ひびき渡る。同時に斜面のほうから聞こえ始めた無数の足音に、マシューは目を剝むいて叫んだ。

「また突撃が来るぞ！　凌しのぎきれ──ッ！」

　その警告が大多数の耳に染しみるのを待たず、再び敵兵が押し寄せた。

「わ、わわっ！」「あがッ──」

　前回の突撃で生まれていた戦列の綻ほころびを突かれて、特に損害の激しかった部隊が押し負ける。数人の敵兵がその合間を抜けて侵しん入にゆうを果たし、煙と人ごみに紛まぎれて岩場の西側へと全速力で駆けていった。指揮官のマシューがいる場所へ向かってまっすぐに。

「大尉殿、危ないッ！」

　上官の危機を見て取った兵士たちが一いつ斉せいに駆け寄る。迫る敵の姿に、小太りの少年も後退した。そのまま西せい端たんの防塁に背中を預けて踏ふみ止とどまろうとして、

「───あっ？」

　全身を浮遊感が包む。──そこに防ぼう塁るいなどなかったことに、彼は足を踏ふみ外してから気が付いた。







「マシュー大たい尉い殿どのが負傷！　第二ブロックの防衛指揮はタブルキ中ちゆう尉いが代行しあり──ッ！」

　イクタの背せ筋すじに衝しよう撃げきが走る。その報告から間を置かず、担たん架かに乗せられたマシューが司令所に運ばれてきた。ハロともども、黒髪の少年はすぐさま彼に駆かけ寄っていく。

「マシュー、どこをやられた!?」

「や、やられてないっ！　うっかり岩場から落ちただけだ、こんなの何てこと……ぅっ！」

　気き丈じように応じるマシューだったが、その軍服はあちこちが擦すり切れて破れ、岩に打ち付けた体の各所から血を流している。傷のひとつひとつを確認していったハロが、やがて厳しい面おも持もちで首を横に振った。

「大半は打ち身と擦り傷ですけど、右みぎ脚あしが折れています。いま添そえ木を──」

「手当ては適当でいい、それより誰だれか肩を貸してくれ！　持ち場に戻らないと……！」

　なおも怪け我がを押して立ち上がろうとするマシューを、ふたりが断固として引き留とめる。押し問答する彼らのもとに、陣じん地ちの北側から、翠すい眼がんの青年が青ざめた顔で駆け付けた。

「イッくん、ハロさん！　マーくんの怪我は!?」

「脚をやってるが命に別状はない！　第二ブロックの状況は!?」

「ぼくの部隊の大半を増援に回して、今はなんとか維い持じ出来てる！　そっちはしばらく保もつと思うんだけど、今度は正面が──」

　青年の背後で兵士たちの怒号が響ひびき渡る。彼の説明を待つまでもなく、イクタはそこに破は滅めつの予兆を感じ取らずにはいられなかった。
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「風向きが決定打となったか──」

　後ご詰づめの兵力が整然と立ち並ぶ第五─第七ブロック間。炎えん髪ぱつの少女と並んで敵陣を眺ながめやり、メグ少しよう佐さはそうつぶやいた。その目はすでに、戦いの終わりを見み据すえつつある。

「どうやら決まったな、中ちゆう佐さ殿。この流れなら、もはや長くは要するまい──」

　彼がそう言った瞬しゆん間かん、後方から数人の兵士たちが駆けてきた。戦場のずっと北で哨しよう戒かい任務に就ついていた彼らは、息を整える間も惜おしんで口を開く。

「イグセム中佐殿に報告します！　北北西よりレミオン派の部隊三千余りが接近中！　進軍速度と残りの距離から計算して、一時間後にはここへ辿たどり着くと予想されます！」

　メグ少しよう佐さの顔がゆがむ。彼が抱いだいた勝利の確信など、その一撃で消し飛んでいた。

「よりにもよって、このタイミングで……！」

　同じ報告を背中で受け止めて、イグセムの少女は静かに声を上げる。

「焼しよう撃げき兵へい第一中隊、総員着ちやく槍そう」

　指示を受けた兵士たちが即そく座ざに行動へ移る。数秒を経てその意味を理解し、メグ少佐は止めようもなく全身を震ふるわせた。

「……自ら斬きり込むつもりか！」

　訊きくも愚おろか。レミオン派の接近を伝えられるまでもなく、彼女は最初からそのつもりだった。敵の守りは堅かたく、風の条件はいつ変わるとも知れない。王手をかけて満足するのではなく、全力で詰つみに持っていくべき局面なのだ。

「メグ少佐は自分の部隊を率ひきいて、岩場への制圧射撃を行いなさい。私はその間に中隊を率いて敵陣の中心に突入し、速すみやかに敵てき将しようへ肉にく薄はく──イクタ・サンクレイの首を獲とる」

　揺ゆるぎない声で少女は言い切る。少佐はいよいよ諦てい観かんに至った。その覚かく悟ごに対して通り一いつ遍ぺんの忠ちゆう告こくを挟はさむことは、あまりにも愚かしい真似まねに思われた。

「……止めはしない。君ならやり遂とげるだろう」

　深いため息と共にそう言って、メグ少佐は痛みに耐えるように目を閉じる。

「この戦いでは、あまりに同どう胞ほうが死にすぎた。……ここで終わりにしたい。これ以上はもう、私には耐えられそうにない」

　呻うめくように心情を吐と露ろすると、少佐はまぶたを開けて少女を見つめ、背せ筋すじを伸ばして敬礼した。

「全すべて君に委ゆだねる。決着をつけてくれ、若きイグセムよ」
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「第一─第二ブロック間のバリケードが炎上！　消火不能です、長くは持ちません！」

　駆かけてきた伝令兵が放った言葉に、騎き士し団だんの面々の表情が一いつ斉せいに凍りつく。

　その報しらせはまるで、宿命さだめの時を告げる鐘かねの音ねのように、イクタの中へ深く重く響ひびき渡った。

「…………ふーっ……」

　腰こしに手を当てて深呼吸し、少年はひとまず心を落ち着かせた。灰色にけぶった空を仰あおぎ見て、視点を遥はるか上空に置くようなイメージで、自分が置かれた状況を俯ふ瞰かんする。

　防衛四日目、午後四時過ぎ。北に面した三つのブロックは昨日きのうまでに陥かん落らくし、現在は司令部を含む中ちゆう枢すうの区画に直接攻撃を受けている。外側の斜面が崖がけに等しい第一ブロックに対するアプローチは少なく、相手はもっぱら第二ブロックへ攻め寄せつつ、並行して岩場と岩場の間を埋うめるバリケードの突破を目指している。

　防衛開始時点では二千四百を数えた自軍の総兵力のうち、残存する戦せん闘とう要員は千と少し。そのうち半分を第二ブロックの防衛に当たらせており、南側の第四・第六ブロックは放ほう棄きを控ひかえて兵を退ひかせつつある。言うまでもなく、残存兵力をこの場に結集させて防備を固めるのが目的だ。

　三つあるバリケードのうち、第三ブロックを中心に設けた南側のふたつは健在。地形的にも方角的にも大兵力で攻められることはないので、まだしばらくは維い持じ出来る。問題は北側のほうだ。第五─第七ブロック間で焚たかれた煙えん幕まくの影えい響きようを真正面から受けていて、相手側の攻撃ももっとも激はげしい。バリケードが焼け落ちるまでの猶ゆう予よは十分弱といったところ。

　そこを突破されてからの展開を想像する。──バリケードの内側には石を積み上げた防ぼう塁るいが三重に敷しいてある。これを利用しつつ、この場の全兵力で相手の侵しん攻こうを足止めする。運用出来るのは光こう照しよう兵へいを中心とした三百名＋狙そ撃げき兵へい二十名ほどで、そこに左右のブロックからの援えん護ごが加わる。煙幕のせいで射撃の精度には期待出来ないが、バリケードが破られた後も侵入経路の狭さは変わらないので、上手うまく立ち回れば一時間やそこいらは持久出来る気がしなくもない。

「もちろん、させてくれないよね」

　甘い見込みを一いつ瞬しゆんではねのける。──レミオン派の到着を間近に控えたこの状況で、あのヤトリが悠ゆう長ちような消しよう耗もう戦せんに甘んじるわけがない。間違いなく一気に陥おとしにかかる。条件が許す限りの最大戦力をもって防衛線を強行突破、そのまま僕の首を刎はねに来ることは疑いがない。

　とりもなおさず、その実行には、最強の前線指揮官が必要不可欠となる。

「──────ああ───」

　恐怖を抱いだくでもなく、怯きよう懦だに駆かられるでもなく。かといって武む者しや震ぶるいするでもなく。

「───嬉うれしい、な」

　ぽつりと。一時間後の生存を危ぶまれる身で、彼はそうつぶやいた。

「トルウェイ。来い」

　心が完全に定まったところで、イクタは翠すい眼がんの青年を手招きした。トルウェイもうなずいて歩み寄る。

　末期の様相を呈ていしつつある戦場の中、ふたりの間で最後の打ち合わせが始まった。







　居いても立ってもいられず、かといって表に出て歩き回るわけにもいかず。浅い洞どう窟くつの奥まった場所に張られた天てん幕まくの中を、シャミーユ殿でん下かはひたすら歩き回っていた。

「うぅぅぅ……！」

　口元から呻うめき声がこぼれ、嚙かみしめた人差し指の腹から血がしたたり落ちる。

　耐え難がたかった。騎き士し団だんの面々は命を懸かけて戦っているのに、待つ以外のことが何も出来ない。そのもどかしさが、眩暈めまいを催もよおすほどの無力感が、彼女に狂おしいまでの焦しよう燥そうを抱かせる。

「──お姫さん」

　そんな中に、天てん幕まくの外から声がかけられる。少女は一も二もなく入り口に走り寄り、布を引き上げた。

「ソローク……！　皆は、皆は無事か!?　戦況はどうなっている、レミオン派との合流は──」

　入ってきたイクタに詰つめ寄ると同時に、彼女は次々と質問する。少年は険しい面おも持もちで首を横に振る。

「騎き士し団だんの仲間は無事ですが、それ以外はあと一歩のところです。……ただ、思った以上に状況が厳しくて。もしもの事態に備えてもらわなければならなくなりました」

　その言い回しは不ふ吉きつな気配を帯びていた。全身をこわばらせる姫君を前に、イクタは淡々と言葉を続ける。

「助命嘆たん願がんの段取りは、ご存知ですか」

　少女の目が愕がく然ぜんと見開いた。まさか──すでに命乞ごいを考える段階なのかと。

　相手の誤解を察して、イクタは説明を付け加える。

「お姫さん自身の話でも、まして僕の話でもありません。仮にそういう事態になった場合、皇こう族ぞくのあなたは何があっても生かされるし、反逆者の僕はどう言い訳したところで殺されます。問題なのは境界線上にいる仲間──反乱の責任をどこまで問われるかが不ふ明めい瞭りような人々でして」

　ようやく姫君にも話が見えてきた。少年はなおも続ける。

「まず挙がるのが、マシュー、ハロ、トルウェイの三人。加えてサザルーフ少しよう佐さやメルーザ少佐といった、佐さ官かん以上将しよう官かん未満の高級将しよう校こう。『上官の命令に従っただけ』という言い分では責任の追及を免まぬかれない面々です。軍事裁判の推移次第ですが、全員が銃殺刑に処されることも有あり得る。それを防げるとすれば、お姫さんによる助命嘆願しかありません」

　彼が語っているのは、失敗の後の事後処理だった。少女は両手で耳を押さえて首を横に振る。

「やめよ……やめよソローク！　余よは聞きたくない、聞きたくないのだ！　そなたの死を前提にした未来の話など……！」

「分かっています。すみません、怖がらせてしまって。……でも、この話はどうしても今じゃなきゃいけなかった」

　厳しい面持ちでそう言い置いて、イクタは視線を背後にやった。

「これからヤトリに会ってきます」

「────」

「最後の一戦、ですね。ほかの相手なら大たい言げん壮そう語ごも叩たたけるんですけど、彼女だけは無理です。言葉の上だけでも必勝を約束してあげられない。だから……僕が負けた場合のことも、今のうちに伝えておく必要がありました」

　それを聞いた瞬しゆん間かんが限界だった。姫君の中で箍たがが外れ、溜ために溜めた感情がはじけた。

「ならば──ならば行くなッ！」

　気が付けば叫んでいた。飛び掛かるように相手へ抱だき付き、その腰こしにぐいぐいと顔を押し付けて、姫君はなおも懇こん願がんする。

「もう戦うな！　今のうちに降伏してしまえばよい、助命嘆たん願がんでも何でも余よがしてやるから！　地に伏して泥どろを舐なめてでも、絶対にそなたを殺させはせぬから……！」

　視界が涙でにじむ。細く華きや奢しやな二本の腕が、痛いほど強く少年を繫つなぎ止めようとする。

「余が──余がこうして抱き締めていれば、誰だれにもそなたを斬きれぬだろう!?　身を寄せたまま片時も離れなければ、誰もそなたを害せぬだろう！　余はそうすると決めた！　もう二度とこの手を離さぬ、そなたの温ぬくもりを逃のがしはせぬ……！」

　ありったけの想おもいをぶつけて、姫君は少年の胸にすがりつく。その手を離せば断だん崖がいから落ちると信じているかのように、かたくなに力を緩ゆるめない。

　しばしの沈ちん黙もくの後──地面に膝ひざを突き、視線の高さを合わせて、イクタは静かに口を開く。

「……お姫さん。僕はこれから、願いを叶かなえに行くんです」

「…………ッ……！」

「彼女が彼女自身の望むままに在あること──それがずっと抱いだき続けてきた僕の願いです。だから僕は命を懸かけて望みます、彼女がヤトリシノで在り続けてくれることを。たったひとりの名もなきイグセムに成り果ててしまわないことを」

　揺ゆるがぬ意志の所在を告げて、少年は粛しゆく々しゆくと言葉を続ける。

「生せい還かんを約束は出来ません。でも、きっと帰ります。彼女を連れて戻ります。だって──それはあなたの望みでもあるのだから。ハロの、マシューの、トルウェイの……僕たち全員が共有する願いなのだから」

　そう言って、そっと少女の体を押す。抵てい抗こうはなかった。しがみつく腕の力は、すでに失われていた。

「……行ってきます」

　伝えるべきことは伝え終えた。少女の頭をそっとひと撫なでし、イクタは身をひるがえして歩き出す。

「ソローク……っ！」

　最後の呼びかけには振り向かなかった。前だけを見つめて、彼は一直線に天てん幕まくを出て行った。







　最後の用事を済ませて洞どう窟くつを出た少年を、陣じん地ちの中央にずらりと並んだ部下たちが、無言で出で迎むかえた。

「待たせたね。準備は出来てる？」

　彼の問いに応じて、隊列の中からひとりの士官が進み出る。

「現時点で運用可能な全兵力を参集の上、変則編成の一個中隊として統合しました。トルウェイ大たい尉い殿どのの部隊についても、すでに所定の位置に着いております」

　説明を終えると、その士官は少年に向かって恭うやうやしくボウガンを差し出した。受け取ったイクタは手て慣なれた動作で、その台座部分にパートナーの光ひかり精せい霊れいを据すえ付ける。

「行こうか、クス」

「はい。……生きて帰りましょう、イクタ」

　クスの気き遣づかいに微笑ほほえみで応じて、彼は決戦に向かう一歩を踏ふみ出した。指示を受けた各小隊が防ぼう塁るいに向かって走り出し、少年自身もまた彼らの背中を追っていく。

「待てこらぁっ！」

　ふと、分かりやすい足音が背後から追いかけてきた。イクタが苦笑気味に振り向くと、全身のあちこちに包帯を巻いた小太りの少年が、杖つえに寄り掛かるようにして立っている。手負いの体にみなぎる戦意を証明するように、肩にはしっかりと風ふう銃じゆうが掛かっていた。

「この野郎、またひとりで全部決めやがって！　おれも戦うって言ってるだろ……！」

　怒りの形相で食くってかかろうとしたマシューに、その瞬しゆん間かん、背後から二本の腕が巻き付いた。彼よりも背の高い衛えい生せい兵へいの女性が、決然とした面おも持もちでそこにいた。

「な──おい!?」

「ごめんなさい、マシューさん！」

　謝しや罪ざいの言葉を前置きに、首に回したハロの両腕に力が込められる。小太りの少年の脳に流れ込んでいた血流がぴたりと遮しや断だんされた。

「──くぁ──っ」

　絞める場所と力の加減が絶妙すぎて、苦しみの声さえほとんど上がらない。抵てい抗こうを試みる暇ひまもなく、マシューは絞め落とされて崩くずれ落ちた。イクタはほっと安あん堵どの息をつく。

「ありがとう、ハロ。……彼が起きたら、その分は僕の借りだって伝えておいて」

　そう言って立ち去ろうとする少年に、小太りの少年を介かい抱ほうしながら、ハロは不安げな眼まな差ざしを向ける。

「イクタさん……イクタさん！　帰ってきて……くれますよ、ね？」

　再開しかけた足取りがぴたりと止まる。少しの沈ちん黙もくを置いて、やや硬かたい声でイクタは答える。

「テーブルの地図をよけて、代わりにお茶を用意しといてよ。きっちり六人分、さ」

　その返事が、彼に出来る精いっぱいだった。それを告げて今度こそ歩き出し、指示を待っている部下たちに向けて、彼は指揮官として声を飛ばし始めた。

「光こう照しよう兵へい第四中隊、第一から第四小隊は最前列の防塁に展開。バリケードの崩ほう壊かいと同時に攻め寄せる敵を迎むかえ撃つ。第五から第八は二列目で同様の準備」

　変則編成の中隊は頭数にして三百人と少し。兵士たちがそれぞれの配置に就ついていく。

「その場での持久が困難になったら、三列ある防塁を一列ずつ後退して戦せん闘とう続行。これは可能な限り足並みを揃そろえる。僕が判断するまで行動を早まらないように」

　ひと通りの準備が済むと、イクタは視線を北に向けた。今にも燃え落ちようとするバリケードを見み据すえて、すぅと胸に息を吸い込む。

「さぁ、時間だ。──総員着ちやく槍そう！」

　ガチンと音を立ててボウガンに短槍がはめ込まれていく。耳みみ慣なれたその音ね色いろ、手の中に感じるその重みが、彼らひとりひとりを兵士として完成させていく。
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　真っ黒に炭化していく木組みの障害を前に、イグセム派の兵士たちはじっと時を待っている。

　軍勢を率ひきいるは炎えん髪ぱつの少女。その姿は隊列の中ほどにあり、二刀の柄つかにはすでに両手が掛かっていた。灰色の煙が濃こく立ち込める中、深しん紅くの瞳ひとみはまっすぐ敵てき陣じんを見据えている。

　やがて──彼女の視線の先で、炎に巻かれながらもしぶとく形を留とどめていたバリケードが、力尽きたように骨組みから崩くずれ落ちた。煙に紛まぎれて破壊工作を行っていた工兵たちが、黒くろ焦こげの残ざん骸がいを背中に大声で合図を送ってくる。

　それに応じるように一陣の横風が吹き、ほんの束つかの間、敵陣の様子が見晴らした。

　視界に映ったのは、岩場の合間に積み上げられた岩石の防ぼう塁るい。それらの遮しや蔽へい物ぶつに身を潜ひそめてボウガンを構える兵士たち。さらに向こう側では、彼らを率いる指揮官の少年が、大だい胆たんにも二本の足で防塁の上に立っている。




　その一いつ瞬しゆん。ふたりは確かに、互いの目を見た。




「──突撃！」

　抜ばつ刀とうと同時に号令が下った。サーベルの切っ先が指し示す方向へ向けて、前列の兵士たちが一いつ斉せいに走り出す。途と端たんに風切り音が鳴り響ひびき、彼らの突撃を迎むかえ撃つ形で無数の矢が飛んできた。運の悪かった十数人が傷を負い、それ以外の全員が足を速めて駆かけ込んでいく。

「「「「「「「ウォォォオオオオオオ！」」」」」」」

　防塁へ走り寄りながら、彼らもまた応じるように矢を放つ。悪視界下での白はく兵へい戦せんが主となるため、互いの編成に風ふう銃じゆう兵へいは多く含まれていない。戦場の脇わき役やくから主役に成り代わり、光こう照しよう兵へいと焼しよう撃げき兵へいの集団は正面からぶつかり合った。
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　矢、光、銃弾、咆ほう哮こう。それら全すべてが狂ったように飛び交う中、両軍は熾し烈れつに戦う。

「第一小隊、もっと人員を左に回せ！　狙ねらわれているのはそっちだ！」

　相手部隊の動きを子し細さいに観察して、イクタは部隊の配置を細かく調整する。運用兵力が限られている以上、炎えん髪ぱつの少女が単調な攻め手で来るはずもなく、彼女の狙ねらいは虚実織り混ぜた一点突破だった。

　防ぼう塁るいのどの部分が攻められているのか、どの部分に突破口を穿うがとうとしているのか──その確認と分ぶん析せきを一秒たりとも怠おこたってはならず、一点たりとも見誤ってはならない。ひとつの悪手はそのまま敗北に直結する。彼女と戦うとはそういうことなのだ。

「第四小隊、もっと射撃の幅はばを狭せばめて密度を高めろ！　左右から挟はさみ込むイメージだ！　相手は縦じゆう列れつで突っ込んで来るんだぞ、正面から迎むかえ撃つだけじゃ押し切られる！」

　采さい配はいのひとつひとつが綱つな渡わたりそのものだ。大だい胆たんにして精密な機動防御は薄はく氷ひよう一枚の上に成り立っており、その負担は指揮官と兵の両方にとって等しい。防塁に沿って均等に兵を並べておけば守りきれる──その程度の相手だったなら、どんなに楽だったか。

「第二小隊、白はく兵へいに入るぞ！　点灯ビームオンッ！」

　日が高いことに加えて煙が立ち込めているため、凝集光ハイビームによる目くらましの効果は気休め程度に留とどまる。それでも無意味ではない。至近距離の相手に一いつ瞬しゆんの隙すきを作り出せるかどうか、それが白兵戦における生死の分かれ目になり得ることは、経験豊かな兵士たちの多くが知っている事実だ。

「第三小隊、防塁の右寄りに警けい戒かい！　煙に紛まぎれて取りつかれるな！」

　指揮を執とるイクタの立場からは、視界の悪さがまた忌いま々いましい。大勢でかたまって動く相手なら捕ほ捉そく出来るが、少数で奇き襲しゆうを狙ってくる部隊となると、とても肉眼で全すべては追い切れない。見えない部分は予測した上で、最終的な判断は部下に委ゆだねるしかない。その条件は炎髪の少女のほうでも同じなので、想像力を駆く使しした読み合いは今まさに進行中だった。

「かはっ──」

　戦況それ自体の過か酷こくさに留まらず、前衛で命をぶつけ合う兵士たちは、この戦いに特有の苦しみに直面していた。短たん槍そうで相手の胸を貫つらぬいた直後、ある兵士はそれに気が付いてしまった。

「く、クフド……お前……」

　目の前で血ち反吐へどを吐はいている男を、彼はそう呼んだ。──友人、だった。

　何度となく一いつ緒しよに飯めしを食くい、酒を酌くみ交わし、戦いの場で命を預け合った、戦友と呼ぶべき間あいだ柄がらの相手。短槍は未いまだ胸に突き刺さったままで、それが致ち命めい傷しようであることは誰だれの目にも明らかで、彼にはうかつに引き抜くことさえ出来なくて、

「痛いてぇ、よ、レマーガ……」

　そう応じたのを最後に、クフド・ホサ一等焼しよう撃げき兵へいは力を失って崩くずれ落ちた。戦友の死を見届けたレマーガ・カイツル一等光こう照しよう兵へいは、束つかの間呆ぼう然ぜんと立ち尽くし──その彼もまた、我に返る暇ひまもないまま、別の兵士によって背中から突き殺された。赤く染まった岩々の上に、屍しかばねはふたつ並んだ。

　似たような出来事があちこちで起こっていた。同じ帝てい国こく軍人同士で殺し合うのは今に始まったことではない。だが、ここで衝しよう突とつしているのは黒髪の少年と炎えん髪ぱつの少女の直属部隊なのだ。互いを誰だれよりも理解し合い、信しん頼らいし合っていたふたりのもとでは、兵員同士の親密さもそれを反映する。すなわち──彼らが短たん槍そうを向ける先には、かけがえのない戦友しかいない。

「う、ぐ──」「ぃ……あぁ……ッ！」

　兵士たちの口から苦く悶もんの声が漏もれ出す。その半分は死の恐怖に怯おびえてのもので、もう半分は戦友を傷付けることへの抵てい抗こうの現れだった。相手が向かって来る限りは迎むかえ撃たねばならず、それが続く限り互いの死傷者は増えていく。

「「「「「「「「うあぁぁぁぁぁ───ッ！」」」」」」」」

　殺すも地じ獄ごく、殺されるも地獄。戦乱の行き着くところに生まれた最さい果はての戦場で、彼らは泣きながら殺し合う。







　全力で守勢に回るイクタたちだが、彼らの奮ふん闘とうがあってもなお、戦線は避けようもなく後退していく。ひとつ目の防ぼう塁るいが放ほう棄きされてからは、戦況の悪化がその速度を増した。イグセム派の兵士たちが遮しや蔽へい物ぶつを逆利用し、突撃の起点を前方に押し出して来たからだ。

「…………」

　奥に向かって狭せばまっていく敵てき陣じんを厳しく見み据すえながら、ヤトリは懐ふところから取り出した懐かい中ちゆう時計に視線をやった。伝令兵によるレミオン派接近の報告から、すでに四十分弱が経過している。タイムリミットまでは残り二十分と少し。

　刹せつ那な、彼女は決意した。──勝負を決めるのは、今しかない。

「総員傾注。──これより敵陣を中央突破し、その中ちゆう枢すうを制圧する」

　兵士たちの顔に覚かく悟ごが宿る。彼らもまた、その指示が下るのをずっと待っていた。

「第一・第二・第三小隊は私と共に先行。第四、第五は間を置かず後に続きなさい」

　二刀を握にぎる手に力がこもる。視線を先に向け、疾しつ走そうに備えて重心をやや前に。

　全すべての準備を済ませた少女は、肺はいに大きく息を吸い込み、そして、

「──突撃開始！」

　放たれた弓矢のごとく、部下たちと共に走り出す。起伏の激はげしい岩石地帯にあってさえ、その足取りはなお揺ゆるぎない。降り注ぐ銃弾をかいくぐって最前列の防塁にたちまち辿たどり着き、先行した部隊が作り上げた斜面を駆かけ抜けて、敵が撤てつ退たいを始めつつある二列目の防塁へと乗り込んでいく。

「「「「「「「「ウオオオオォォォォォッ！」」」」」」」」

　最高のタイミングでの強きよう襲しゆうだった。防塁に残っていた兵士たちには突撃を受け止めるだけの兵力の集中が間に合わない。三列目に後退しかけていた者たちに至っては、抵抗の余地もなく蹴け散ちらされて倒れ伏すのみ。

「突撃中断！　周辺の仲間と戦力合流！」

　掃そう討とうが済んだところで、先行していた部隊と合流するために数秒待つ。彼らの認識が状況に追い付いたところで、イグセムの少女は迷わず三列目への突撃を開始した。







「───来た！」

　すでに最後列の防ぼう塁るいよりさらに後ろまで下がっていたイクタには、煙えん幕まくによる影えい響きようもあり、相手の動きが直接見えたわけではない。だが彼は気付いた。後退してくる兵士たちの切せつ羽ぱ詰つまった様子、二列目の防塁から束つかの間だけ響ひびき渡った戦いの音、直後に訪れた圧倒的な沈ちん黙もく──その全すべてが、炎えん髪ぱつの少女の到来を雄弁に物語っていた。

「後方の四個小隊、左右に展開して挟きよう撃げき準備！　突撃の軌き道どうを塞ふさぐな！　彼女に花道を用意しろ！」

　指示を飛ばすと同時に身をひるがえし、相手が攻め寄せてくる方向とは反対に足を向ける。そうして少年は走り出した。迫り来る彼女に背中を晒さらしながら、直接指揮する一個小隊と共に、立ち込める煙の向こうの目的地を目指して。







「疾シッ──！」

　二刀の剣けん閃せんが命を断ち斬きって走る。最後に残った防塁の上、その刃やいばにかかった三人の兵士たちが血ち潮しおを撒まき散らして倒れ込んだ。直後に横合いから放たれた矢を彼女は体たい捌さばきで避よけ、間かん髪はつ容いれずその射手を一刀のもとに斬り伏せる。

「防塁全体の制圧は仲間に任せなさい！　私たちはこのまま──」

　言いかけた言葉が途中で止まる。岩がん壁ぺきを乗り越えて前方を眺ながめた瞬しゆん間かん、炎髪の少女はそこに意外なものを見ていた。

　三列目の防塁を越えた後は、横おう列れつを組んだ敵部隊の猛もう烈れつな反撃に迎むかえられると思っていた。それを正面から斬り破って攻めきることになると覚かく悟ごしていた。だが、現実はそうではない。彼女らの行く手を真っ向から阻はばむ横列はそこにはない。代わりにあるのは左右両りよう端たんから中央に向かって奥行きを深めていく戦列であり、斜めに並んでボウガンを構える光こう照しよう兵へいたちの姿だ。

　一見して包囲機動が目的と分かる陣じん形けい。その最さい奥おうに、たったひとつだけ横列展開している部隊がある。黒髪の少年が直接率ひきいる一個小隊──あまつさえ彼自身が先頭に立っていた。

　一目で分かる。その状況をもって、彼は明確なメッセージを発しているのだと。

　すなわち──僕の首が欲しければ、ここまで来い。

「──敵てき将しよう確認」

　全すべてを察した上で、炎えん髪ぱつの少女は、ただの一秒も判断に迷うことはない。

「突撃再開！」

「「「「「「「「ウオオオオオォォォォォォ！」」」」」」」」

　精兵たちが鬨ときの声を上げて疾しつ駆くする。敵てき将しよう目指して一いつ斉せいに攻め寄せる、その狙ねらいはあくまでも中央突破。左右から崩くずしていくなどという遠回りは考えてすらいない。

　数の揃そろった風ふう銃じゆう兵へいならいざ知らず、ボウガンを主装とする光こう照しよう兵へいの射撃頻ひん度どはたかが知れている。左右から撃ちかけられたところで大だい損そん害がいには至らない。だったら迷わず走り抜ければいいだけの話だ。

「小隊前進！　顎を閉じろ、迎むかえ撃てぇぇぇぇ！」

　もちろん光照兵たちもそれを先刻承知。ボウガンでの射撃だけで精兵たちの猛もう攻こうを止められるとは露つゆほども期待せず、彼らは自らの体を上乗せしてその難行を試みた。突撃が始まると同時に左右の戦列を狭せばめていき、さながら鰐わにが顎あぎとを閉じるような形で白はく兵へい戦せんに及んでいく。先頭集団が激げき突とつする瞬しゆん間かん、双方の短たん槍そうがぶつかり合って激はげしく火花を散らした。

「全速前進！　足を止めないで！」

　炎髪の少女は動じない。ここで包囲機動に移られるのは当然の流れであり、彼女はそれを承知の上で正面突破を是ぜとしたのだ。白兵戦こそはイグセムの土ど俵ひようである。兵数にして同どう規き模ぼの敵部隊に、彼女らの前進を止められる道理はない。

「むっ──」「うぉっ！」「く、どけッ！」

　が──足は止まらずとも、その勢いにはばらつきが生まれてきた。左右から攻め寄せる敵兵に応戦する者と、無視して走り抜ける者では、前進の速度におのずと差が生じてくる。中でも炎髪の少女の小隊は頭ひとつ抜けて先行していた。敵の妨ぼう害がいを最大効率でしりぞけて進み続けた彼女らは、そのために突出した先頭集団になりかけている。

　それこそが黒髪の少年の目もく論ろ見みなのだと、イグセムの少女もとうに察している。自分たちは通されていると。小隊ひとつが孤立したところに何かを仕掛けるつもりなのだ。──が、それを知った上で、彼女は足を緩ゆるめない。仲間が追いつくのを待っていては時間の浪ろう費ひとなり、その間に敵将が周辺の岩場へ逃のがれる可能性もある。レミオン派の到着までに残された時間はわずかであり、何としてもその前に決着をつけなければならないのだ。

　罠わながあるのなら正面から打ち破るのみ。一片の躊ちゆう躇ちよも差し挟はさまず、炎髪の少女は前だけを向いて走り抜ける。







「後退だ！　僕の後に続け！」

　兵士たちが織り成す戦列の最後方で、イクタもまた、直接指揮する小隊と共に動き始める。向かう先はあくまでも南側。背後に迫る先頭集団と、彼はかたくなに距離を保ち続けていた。

「はっ、はっ、はっ……！」

　息を切らしながら走り続ける。大した距離ではないのに、蓄ちく積せきした疲労と空気の煙けむたさが、少年の手足を異常なまでに重くしていた。第三ブロックのふもとまで一気に辿たどり着くはずが、途中で猛もう烈れつな眩暈めまいに襲おそわれて、たまらず足をふらつかせる。

「司令官殿どの、お気を確かに！」

　危うく転倒しかけたところを下士官に支えられて、イクタはどうにか踏ふみとどまった。意識を失いかけていたことに気付き、彼は慌あわてて伏せていた顔を上げる。

「ああ、ごめん、もう平気──」

　言いかけた瞬しゆん間かん、どすん、と下半身に衝しよう撃げきが走った。

「───かっ」

　違和感から一拍おいて、左ひだり脚あしに灼しやく熱ねつが広がる。口から声にならずに空気が漏もれた。焚たき火に片足を突っ込んだようなその熱さが、痛みの感覚なのだととっさに理解出来ない。

「──な、ん」

　視線を下ろして、全すべてが腑ふに落ちる。

　太ふと腿ももから鏃やじりが飛び出していた。

「イクタ──！」「司令官殿ッ!?」

　クスがボウガンの上で身じろぎし、事態に気付いた下士官が血相を変えた。その肩につかまって辛かろうじて立ち続けながら、イクタは激げき痛つうの中で状況の把は握あくを試みる。──太腿の裏側から前まで完全に貫つらぬいて、矢はそこで止まっていた。ズボンの布地に血の染しみが内側から広がっていく。

「──流れ矢、か」

　乾いた声がこぼれる。痛みに泣き叫ぶのでなければ、少年はもう笑うしかなかった。背後の部隊との距離は未いまだに遠く、狙ねらって撃たれたのでは決して有あり得ない。誰だれかがたまたま高い角度で放った矢が、奇き跡せき的てきな放物線を描えがいて彼の脚を貫いたのだ。

　額ひたいに脂あぶら汗あせが浮かぶ。やっぱり僕に天運はないよな、とイクタは今さらのように自じ嘲ちようし──駆かけ付けた衛えい生せい兵へいの手を断って、再び歩き始めた。

「司令官殿!?　お待ちください、まずは傷を……！」

「いらない。出血量から見て動脈はやってない。今すぐ抜ける矢じゃないのは一目で分かる」

　淡々と答えた上で、彼は下士官の肩を借りて歩き続ける。一歩進むごとに肉の中で矢が突っ張って、気の遠くなるような痛みが背せ筋すじを駆け上る。

「…………ッ」

　それを堪こらえるために歯を食くいしばっていたら、今度はうっかり呼吸を忘れて──まずいと思った瞬間にはもう、意識がすとんと闇やみに落ちていた。







「──ねぇイクタ。四つのことを──お母さんと約束、して」

　優やさしい声が耳に沁しみる。ほの暗い炭焼き小屋の中、粗そ末まつな寝台に、母が横たわっていた。

　もう体を起こすことも出来ないほど弱りきっていて、手足は枯かれ木のように瘦やせ細って──それでも、僕のために微笑ほほえんでくれている。

「ひとつめ──軍人には、ならないで」

　震ふるえる声で、懇こん願がんするように母はそう言った。

「国とか、正義とか……そういう目に見えない大きなもののために、ひとつきりの命を投げ捨てるのは、やめて。お父さんのようには、ならない、で」

　冷たい手を固く握にぎって、僕は何かを言おうとする。出てくるのは、声にならない呻うめきだけ。

「ふたつめ──復ふく讐しゆうは、しないで。お父さんの仇かたきを討つとか、誰だれかに仕返しするとか、そういうのは絶対に考えちゃダメ。思えば思うほど、幸せから遠ざかるだけ、だから」

　ぶんぶんと首を横に振る。うなずくことが恐こわい。そうした途と端たん、母の体から命が滑すべり落ちてしまうような気がして。

「みっつめ──いっぱい怠なまけて。お父さんが頑がん張ばった分、イクタはもう頑張らなくてもいいの。これから先、イクタの人生は、楽しいことばっかりじゃなくちゃダメなんだ、よ」

　納なつ得とく出来なくて地じ団だん駄だを踏ふむ。じゃあどうして、その分を目の前の女性ひとに回せないのだろうか。なぜ僕だけが残されなければならないのか。

「よっつめ──これはまず、イクタ自身に訊きかないと、ね」

　黒い瞳ひとみがじっと僕を見つめる。大切な質問が来るのだと分かって、僕は反射的に背せ筋すじを伸ばす。

「この数年、ずっと会えなかった人たちの中で、いちばん会いたかったのは、誰？」

　お父さん以外よ、と母は言い添そえる。その答えだけは考える必要もなかった。しゃくり上げる喉のど元もとを必死で抑えて、ひとつの名前を口にする。

　やっぱりね──そうつぶやいて、母は満足げにうなずいた。

「じゃあ、会いに行くこと。ここを出た後、どんなに時間がかかってもいいから、必ず会いに行くこと。それが幸せの第一歩」

　にっこりと強い笑顔を浮かべて母は言う。その輝きに、僕は圧倒された。こういう表情を浮かべる時、母が口にする言葉はいつも正しいのだ。

「でも──もし、もしね。まっすぐなあの娘こが、まっすぐに辛つらい道を進みすぎて、よくない運命に囚とらわれてしまいそうになっていたら」

　ふたつの瞳が憂うれいに揺ゆれる。僕の手を握り返す指に、最さい期ごの力がこもる。

「その時は、イクタが止めてあげて。あの娘の手を引いて、幸せな方向に導みちびいてあげて。

　そうやって一いつ緒しよに進んだ先に、いちばん大切なものが、きっとあるはずだから──」







　母の言葉で、目が覚めた。

「────っあッ！」

　萎なえていた足に力がこもる。太ふと腿ももから跳はね返ってくる激げき痛つうを目覚まし代わりに、肩を支えてくれていた部下から身を離す。

「し、司令官殿どの！」

　意識を取り戻してすぐ、ほとんど反射に近い動作で、イクタは背後を振り向いた。炎えん髪ぱつの少女が率ひきいる先頭集団との距離は──まだ残っている。意識を失っていたのはごく短い時間で、その間も部下たちが体を支えて運んでくれたようだ。

「……行く、ぞ」

　踵きびすを返して、少年は足を踏ふみ出す。目的地までは残すところ数十メートル。残された気力体力を振り絞り、鉛なまりを吞のんだように重い体を引きずっていく。

　一歩一歩進みながら、口の中で繰くり返す。──あの場所で待つのだ。彼女を想おもって、待つのだ。







「疾シッ──！」

　八人目を斬きり伏せたところで、少女の視界が一気に開けた。

　敵兵が織りなす戦列の最後尾を越えたのだった。もはや彼女たちの前に立ち塞ふさがる者はなく、灰色にけぶった視界には、敵てき将しようの率いる一個小隊四十人ほどが残るばかり。

　頭数で言えば、もちろん彼女らも相手と大差ない。ほかの小隊は未いまだに数十メートル後方で戦い続けており、突出を承知で一心に駆かけ抜けてきた彼女らだけが、この場に立つことを許されている。

　最後の敵との距離は、残すところ百メートル弱。たったそれだけを詰つめれば、この戦いの決着に手が届く。岩山を背にして立つ、あの敵将を──イクタ・サンクレイを討ち果たすことが叶かなう。

「─────」

　喉のどがこわばるのを感じた。手足の感覚が薄うすれた。唇くちびるが急に動かなくなった。

　その全すべてを渇かわきのせいだと断じて、炎髪の少女は血を吐はくように叫んだ。

「────突撃！」

　号令と同時に彼女は地を蹴けり、着ちやく槍そう済みのボウガンを構えた精兵たちが一いつ斉せいに走り出す。もはや敵に接近して仕し留とめるだけの局面にあって、その動きには明確な秩ちつ序じよが保たれていた。

　炎髪の少女自身を含む二つの分隊が先行し、三つの分隊はその後を追う。そういった陣じん形けいを取るのは、この先に罠わながあると確信しているからだ。彼女らの小隊だけが突出した今の状況は、敵てき将しようによって意図的に導みちびかれたもの。その事実を忘れるわけがない。

　罠の具体的な内容も、少女には八割がた見当がついている。狙撃兵だ。この場所での戦いが始まって以来、彼らは未いまだに姿を見せていない。大半はほかの区画での戦せん闘とうに回されているとしても、こうした事態に備えて少数の人員は残していなければおかしい。

　狙そ撃げき兵へいは確実にいる。少女らが百メートル弱の間合いを詰つめきる前に、どこかから射撃を行ってくる。そう確信した上で、少女は疾しつ走そうを続けながら周囲に視線を巡らせた。──はたして彼らはどこから狙ねらってくるのか？

　左右にそびえ立つ岩場の上から、ということはない。煙えん幕まくは地上よりもやや上の中空にもっとも濃こく立ち込めており、岩場の上から下への見通しはほぼ完全に断たれている。高い位置に狙撃兵がいたところで、煙が邪じや魔まになって狙いが定められない。

　同じ理由で高所の配置がまとめて潰つぶされる以上、残りのパターンは限られる。まず考えられるのが地上に点在する岩いわ陰かげだ。敵部隊との間に目立った大きさの岩は見当たらないが、人ひとりが身をひそめる程度の隆りゆう起きなら多数ある。それらの陰に狙撃兵が置かれていることはじゅうぶんに有あり得るだろう。

　だが、それは炎えん髪ぱつの少女にとって脅きよう威いとならない。突撃に入った隊列の中央を走る彼女を、岩陰からの狙い澄すました一射で仕し留とめる──そんな真似まねは現実的に不可能だからだ。まず射線が通るチャンス自体が少なく、わずかな機会を生かして神かみ業わざ的てきな射撃に及んだところで、少女はそれを先読みして回避する。トルウェイ・レミオンの技術があってさえ、隊列の外側にいる兵を削けずるのが関せきの山だろう。

　それらを踏ふまえた上で、警けい戒かいすべき可能性はただひとつ──敵部隊の背後にそびえる急きゆう峻しゆんな岩山の上だった。旭日連隊の兵士たちが第三ブロックと呼称する岩場だ。煙に覆おおわれて全容は見通せないが、その斜面上に兵が置かれている可能性がいちばん高い。左右の岩場と大きく違うのは、彼女ら自身がそこに向かって接近し続けているという点だ。近寄れば近寄るほど間を隔へだてる煙は薄うすくなり、必然的に射線が通りやすくなる。

　真正面から岩場に近付いたところを、斜面上に配備した狙撃兵たちに迎むかえ撃たれ、その怯ひるみを突かれて地上の部隊に反撃を受ける──炎髪の少女が想定する最悪の展開はそれだった。そして、その対策こそが、彼女自身を含んで前方を走る二個分隊の存在だ。

　岩場に狙撃兵が置かれていた場合、彼らは標的が射程に入った瞬しゆん間かんに銃撃を仕掛けてくるだろう。煙幕による視界の悪化との兼かね合いで、そのラインは四十メートル未満と推定される。これは地上で部隊同士が衝しよう突とつする寸前の距離であり、射撃の直後には両軍入り乱れての乱戦となっていることは間違いない。言い換えれば──その一射目で足を止めなければ、白はく兵へい戦せんの主導権を握にぎるのは彼女らの側になる。ならばどうするか？

　答えはひとつ。前衛が撃たれた直後、次弾の装そう塡てんが済む前に、後続が別角度から攻め込めばいい。

「「「「「「「「ウオオオォォォォォォォォォ！」」」」」」」

　先行する二個分隊は、狙そ撃げき兵へいたちに撃たせるための先さき駆がけである。彼らが撃たれた直後に、後に続く三個分隊が攻め込んで勝負を決する──予定通りに運べばそうなる。そして、必ずそうなるとは限らないからこそ、炎えん髪ぱつの少女は自ら先駆けの二個分隊に身を置いている。彼女らの「撃たせてから攻める」目もく論ろ見みを見抜いた狙撃兵たちが射撃を控ひかえ、後続する三個分隊を標的にする可能性はゼロではない。そうなった場合には、先行する二個分隊のほうが本命を受け持たなければならない。無論のこと、少女自身には最初の射撃をかわしきる自信がある。

　彼女と共に戦うのなら、少数で斬きり込んでも押し負けはしない──その確たる信しん頼らいのもとに、先駆けの精兵たちもまた敵部隊へ突撃する。今にも銃弾が降り注ぐだろう中を全力で駆け抜けて。

「────」

　岩場まで四十メートルを切り、三十メートルを切る。二十五メートルを切ったところで光こう照しよう兵へいたちが迎げい撃げきに乗り出した。この時点で「撃たせる」目論見は見抜かれたと少女は判断する。射撃に晒さらされるとすれば後続の三個分隊。無傷で通された自分たちこそが本命と思い決めて、敵兵の集団へ正面から踏ふみ込んでいく。

「疾シィッ──！」

　二本の刀身が弧こを描えがく。撃ち放たれた鏃やじりを「矢や払ばらい」の技で一いつ蹴しゆうし、続けざまの剣けん閃せんで立ち塞ふさがる敵兵をしりぞける。血風が舞った。小勢で先行した彼女らを相手取ってさえ、光照兵たちには対等の戦いを演じることが叶かなわない。

　少女がひとりを斬って前進する都つ度ど、戦列が深く穿うがたれていき──その穴はやがて、少年の待つ終着点へと貫かん通つうした。







「…………やぁ」

　久しぶりに面と向かった彼女へ、岩山に背をもたせながら、少年は気さくに声をかけた。

　一切の表情を欠いた顔。ガラス玉のように何の感情も湛たたえていない深しん紅くの瞳ひとみ。同どう胞ほうの血に濡ぬれた二刀の刃やいば。数え切れない戦いを経て、赤く染まったその全身。

　少年の目元がゆがむ。そう成り果てるまでに彼女を襲おそった痛みを、その凄せい絶ぜつさを思う。

　返る言葉はない。一いつ瞬しゆんのうちに間合いが詰つまり、何の躊ちゆう躇ちよもなく二刀が奔はしる。

　かつて紡つむいだ応こたえの通り──イクタはただ、彼女を想おもった。







　一撃のもとに首を断つ。それ以外の想念を一切排除し、少女がサーベルを振るおうとした瞬間──耳みみ慣なれた空気ガスの炸さく裂れつ音おんと共に、その全身を衝しよう撃げきが襲おそった。

「───!?」

　死んだ、と思った。少女の本能はそう確信した。銃声と同時に押し寄せるものは弾丸以外に有あり得ず、腕と膝ひざと腿ももと胸の中心を穿うがたれた感かん触しよくは、すなわち絶命以外の結果を意味しないはずだった。

　硬直する少女の足元で、カツンカツン、と硬い音が鳴り響ひびく。

「──────？」

　彼女は無意識に視線を落とし──そこに見て取った光景に息を吞のむ。

　たったいま体を穿ったはずの鉛なまり弾だまが、七つ八つ、岩の上を跳はね転がっていた。

「どうかな、ヤトリ」

　土つち気け色いろの顔には不似合いな明るい表情で、イクタが頭上を指し示す。

「狙そ撃げき兵へい、上にいると思っただろ？　ところがそうじゃない」

　その指先を、今度はまったく逆の地面に向けた。それでついに少女も気付く。岩山のふもとを埋うめ尽くす大小様々な岩々──その隙すき間まから向けられる、狩人かりゆうどたちの鋭い視線に。

「花道の終点へようこそ。ここまで来てくれた君に贈おくる──これが僕たちの、埋伏兵とつておきだ」







「──こ、ここに潜ひそむの？　ほんとうに？」

　防衛二日目の昼のこと。黒髪の少年が第三ブロックのふもとに作らせた塹ざん壕ごうの中で、トルウェイは目を丸くしていた。

「岩をよけて、木材の骨組みを張り巡らせて、その上に板を敷しいて、最後にもっかい岩を敷き詰つめ直してある。地形の性質をガン無視した力作だ。手間がかかってるんだから、多少の狭苦しさは我が慢まんしろ」

　理り不ふ尽じんを言ってのけるイクタ。這はってしか動けない真っ暗な空間の中で、青年は懸けん命めいにその利点を探る。銃座と呼ぶべき空間は複数あって、最大で十数人の風ふう銃じゆう兵へいが詰められるようになっているようだった。

「でも、これ……射角が広く取れないよ。覗のぞき窓が小さい上に深すぎて、ちょうどぴったりの位置に来た相手しか狙ねらえないんじゃ……？」

「それでいいんだ。あからさまに狙ったら、ヤトリには気付かれる」

　腕を組んで鼻を鳴らし、少年は言葉を続けた。

「まぁ発想の逆転だ。銃口を相手に向けるんじゃなくて、相手を銃口の前に持ってくる。狙いを定めるまでのアプローチを引っくり返すことで、イグセムが持つ超人的な攻撃察知を無効化しようと思ってな」

　岩の下のトルウェイが何とも応こたえかねていると、イクタは口元をへの字に曲げる。

「お前の話がヒントになってるんだぞ？　ヨルンザフ・イグセムに弾を当てた時、弾道を読まれないためってことで、撃つ寸前まで目を閉じてたんだろ。そのやり方が有効だったってことは、射手の存在そのものを秘ひ匿とくする方向でも間違っていないはずだ。要は狙ねらっていることを気け取どられなければいいんだから」

　それを聞いてようやく、青年もこの仕掛けが腑ふに落ちる。少年はため息混じりに続けた。

「とはいえ、伏兵それ自体は古典的な手法だからな。狙そ撃げきの気配以前に『なんか怪しい』と思われればそれで終わりだ。ここまでヤトリに来てもらうってのは、なかなかどうして骨が折れる仕事ではある」

　言いつつ、イクタは視線を北側に向けた。近い未来に起こるかもしれない戦いを、その推移を、可能な限りの精度をもって目の前の地形に思い描えがく。

「それでも、いくつかの条件が合がつ致ちした状況なら不可能じゃない。残り時間が少なくなってきた状況で接戦が続いていれば、彼女は間違いなく自分で部隊を率ひきいて乗り込んでくる。地形的な許容量もあるから、おそらく一個中隊程度で中央突破を目指して来るはずだ。その方針を変える余地がないように、大たい将しよう首くびの僕は常に姿を見せ続ける。

　防ぼう塁るいを突破してきたこの一個中隊を、今度は包囲機動で迎むかえ撃って部分的に足止めする。ヤトリを含む小隊だけを意図的に突破させる、と言ったほうが分かりやすいか。これで一個小隊を突出させられるはずだけど、さらにもうひと押し。狙撃兵の位置取りに関する読み合いを利用して、一時的に分隊レベルまで兵力を分割してもらう。第三ブロックの斜面に狙撃兵がいると想定させて、小隊を先さき駆がけと後続に分かれさせるんだ。弾をよけられる彼女は先駆けとして斬きり込んでくるはず。その状況で白はく兵へい戦せんが始まれば、ほかの兵士との実力の差から、あとはもう黙だまっていても僕の前に一番乗りでやって来てくれる」

　深い覗のぞき窓に顔をくっつけて、イクタは塹ざん壕ごうの中のトルウェイと目を合わせる。

「岩山の上に対する警けい戒かいは、そのまま下の埋まい伏ふく兵へいへのカモフラージュにもなる。こんな手のかかる仕掛けをピンポイントで用意しているとは、さすがの彼女も想定しないだろうからな。

　まぁもちろん、戦っているうちに狙いの九割は見抜かれる。突出を誘さそわれていることも、どこかに狙撃兵が潜ひそんでいることも、彼女は間違いなく早々に気付くだろう。でも、それでいい。埋伏兵のネタ以外の全すべてを見抜いてくれる相手じゃないと、そもそもこの策は成立しない」

　狭い空間にわんわんと声が響ひびき渡る。炎えん髪ぱつの少女のためだけに用意された仕掛けの中と外で、それを活いかすための段取りを巡って、ふたりは意見を交わし続けた──。







「戦闘停止！　全光こう照しよう兵へい、武器を捨てて両手を掲げろ！」

　少年が張り上げた声に応じて、彼の部下たちがボウガンを捨てる音が響く。背後で薄うすれていく戦いの気配を、炎髪の少女は希き薄はくな現実感の中で受け止めていた。

「──もう出て来ていいぞ、トルウェイ」

　岩の下から這はいずり出てくる狙そ撃げき兵へいたち。少女に追いついた焼しよう撃げき兵へいたちがそれを見てぎょっと目を見開き、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしている彼女の姿にさらなる困こん惑わくを促うながされる。満まん身しん創そう痍いの敵てき将しようと向き合ったまま動かない炎えん髪ぱつの指揮官。それが何を意味する光景なのか、彼らにはとっさに判断がつかない。

「岩をどけるだけじゃスペースが足りなかったんで、最終的にはちょっと盛もった形になった。よくよく見ると不自然なところもあるんだ。でも煙で視界が悪かったし、僕たちの体で隠かくれてもいたしね。仕掛けを見抜く君の目の良さは知ってたから、最後まで不安はあったけど」

　照れたように頭をかき、それからふと真顔になると、イクタはじっと少女を見み据すえて、

「……どうかな。これで、君に勝ったと言えるだろうか」

　まっすぐに是ぜ非ひを問う。幾百年に及ぶ二刀の歴史──その年月にありったけの敬意を払い、

「僕たちなりのやり方で、イグセムを打ち負かしたと──そう思っていいだろうか？」

　自ら勝利を告げることはなく。その答えを、相手の心に委ゆだねた。

　それを聞いた瞬しゆん間かん──炎髪の少女はようやく、自分がまったく動けないでいる理由を正確に察した。

　空気ガス圧を減じて放たれた銃弾は、彼女の体を貫つらぬくことなく、撃たれたという事実だけを残して地面に落ちた。目で見て確認するまでもなく、軍服の下のどこからも血は流れていない。

　だが──だとしても、それらの弾は、何ひとつ撃ち抜かなかったわけではない。

「──────」

　撃たれたのは、彼女の中のイグセムそのもの。少女の五体を突き動かしてきた炎えん色しよくの宿しゆく業ごう。

　最強の自負に依よって立つ鋼はがねの精神は、それを否定する結果を前に、否いや応おうない結論に至る。




　これが、敗北。

　数知れぬ戦いの中で刻み続けた二刀の歴史、その決定的な終しゆう焉えん。

　戦場の中心は、これから先──自分たちではなく、目の前の彼らが担になっていく。




「…………」

　イグセムが沈ちん黙もくする。死を伴わない敗北を、死者に倣ならった作法で粛しゆく然ぜんと受け止めている。

　その一方で──そうして立ち尽くす以外に、少女は何ひとつ、次の行動を思い付けないでいた。

　彼女の中にはもう、イグセムしか残っていない。それ以外の全すべてを断ち斬きり、殺し尽くし、捨て去って来た。人間性を欠片かけらも残さず焼き尽くして、彼女はいまここに立っている。

　それが沈黙してしまえば──いったい何が、残された身体からだを動かすというのか。

「…………」

　吹き抜ける横風が炎えん髪ぱつを揺ゆらす。今さらになって風向きが変わり始めたのか、頭上の中空を覆おおっていた煙が、西へ流れて急速に薄うすれていく。

　その瞬しゆん間かん、ふと自分に向けられた「狙ねらい」を感じて、少女は無意識の反射で視線を上げる。目の前の岩場の頂上近く──煙が流れたことによって見晴らした場所で、四人の風ふう銃じゆう兵へいが銃を構えていた。

　やはり上にもいたのかと、彼女は無感動にその事実を認めて、

「────」

　違和感。

　銃口の向き──半数は自分に向けられている、それは当然。だが、もう半数は？　背後の部下たちを狙っているにしては角度が急すぎる。ほとんど斜面の真下に向けられた銃身の、その先にいるのは、

　頭が結論に至るより先に、体が動いた。

「──え？」

　両手が二刀を手離し、足裏が地を蹴ける。伸ばした右腕で少年の肩をつかんで全力で引き倒す。ぽかんとした顔のまま転がされた彼を背中にかばうと同時に、両腕を限界まで広げて直立し、




　鳴り響ひびく圧縮空気ガスの炸さく裂れつ音おん。

　降り注いだ四発全すべてが、少女の身体からだに突き刺さって埋うずまった。




　軍服の繊せん維いが千切れ飛ぶ。その一片一片を、少女は無意識に目で追っていく。

「───あ──」

　命の芯しんまで響く衝しよう撃げきの中、自分の行動に気付いて、どうしようもなく口元が緩ゆるむ。

「──あぁ──、なんだ」

　呆あきれのあまり苦笑がこぼれた。──まったくもって、どれだけ往おう生じよう際ぎわが悪いのだろう。

　確かに殺しきったはずだった。微み塵じんに刻んで粉に挽ひいて、搔かき集めて火にくべて。

　欠片かけらも残さず燃やし尽くして、後にはもう、灰も残らなかった──そのはずなのに。




「──しぶといじゃないの。ヤトリシノわたし──」




　気が付けば当たり前のように、自分はここにいた。

　息をするよりも自然に、存在の片割れを守っていた。







　状況に対応するまでに、彼らにはおよそ四秒かかった。

「──上だ──！」

　トルウェイが気付くと同時に応射が始まった。岩場の上に向かって銃撃が叩たたきつけられ、それに続いて光こう照しよう兵へいたちが斜面を駆かけ上っていく。

　その先の様子は、下からは何も見えなかった。帝てい室しつ万ばん歳ざい、カトヴァーナ帝てい国こく万歳──傀かい儡らいたちのそんな狂気じみた断だん末まつ魔まが響ひびいていたかもしれない。だがイクタの耳には何も入らなかった。彼は地面から跳はね起き、それと入れ替わりに、少女の体が背中から倒れ込んだ。

「ヤトリ──ッ！」

　叫びながら、両腕で彼女を抱だき留とめる。矢傷の痛みも忘れて地面に膝ひざを突き、相手の全身を見下ろして──一いつ瞬しゆんで意識が真っ白になった。左腕にひとつ、腹部にふたつ、胸の中心にひとつ。軍服が小さく破れた四つの箇か所しよから、真まっ赤かな血ち潮しおが流れ出している。

「あ──、あ──！」

　イクタは半狂乱になって胸の傷口に手を押し当てる。乱れた心拍を手のひらが直接感じ取り、指の隙すき間まから湧わき水のように血が溢あふれ出した。両手首までが一瞬にして赤く染まる。

「衛えい生せい兵へいッ！　衛生兵──ッ！」

　鬼き気き迫る少年の叫びに、両部隊の衛生兵たちが駆け寄ってくる。一方のトルウェイは部下と共に身をひるがえし、非戦の意志を示す白旗を掲げて、その足でハロを呼びに司令所へ走った。

　衛生兵たちから奪うばい取った包帯で、イクタは目に見える全すべての傷口を片っ端ぱしから埋うめていく。腹部と胸部には押し付けて固定し、太い血管のある上腕部をきつく縛しばって圧迫する。

「はっ、はっ……！」

　気休めにもなりはしない。そう告げる理性を投げ捨てて、必死に無心にがむしゃらに、零こぼれ落ちていく命に手を伸ばす。

「──ひどい顔よ、イクタ」

　そんな中、少女の口から紡つむがれたのは、紛まぎれもなくヤトリの言葉だった。

　深しん紅くの瞳ひとみが宿した温かい光を、彼女が取り戻した人間性の証あかしを、しかし今の少年は喜んでなどいられない。

「僕の顔なら好きなだけ笑ってくれていい！　だから、だから目を開けていてくれ！　いま血を止めるから、こんな傷くらい絶対に何とかするから……！」

　半ば恐きよう慌こうに駆られて手を動かし続けるイクタに、ヤトリはゆっくりと首を横に振ってみせる。

「いいのよ。これでようやく、私の番」

「何が!?」

「約束したじゃない、ふたりで代わりばんこだって。だから──これでいいの」

　そう言い置いてから、胸の上に置かれた少年の手に、彼女はそっと自分の手を重ねた。

「手を止めて。私を見て、私と話して」

　ふたつの瞳がまっすぐ少年を見つめる。その視線に落ち着きを促うながされて、少年は意識的に手元を見下ろす。……担たん架かが到着するまで出来ることはないと、その現実を辛かろうじて納なつ得とくする。

「……それで君が目覚めていてくれるなら、どんなことでもいくらでも話すよ。でも手は止めてあげない、だって僕は片手間が得意だからね。さぁ、何を話して欲しい？」

　包帯越しに傷口を押さえる手はそのままに、イクタは間近で少女の顔を見つめ返した。ヤトリは微笑ほほえんで口を開き、

「出会ってくれて、ありがとう」

　彼に向かって、思いのままを口にした。

「最初の日──虹にじを作って迎むかえてくれたこと、よく憶おぼえてる。下をくぐろうとしたら消えて、戻ったらまたあった。不思議でもどかしくて、でも綺き麗れいで──周りのみんながびしょ濡ぬれなのが、ちょっとだけおかしくて」

　忘れ得ない光景がふたりの脳裏に浮かぶ。びしょ濡れの中に自分もいたことを、イクタは思い出す。

「厨ちゆう房ぼうに食べ物を盗とりに入ったこと、よく憶えてる。悪いことをしたのはあれが初めて。マリ婆ばあに見つかりそうでどきどきした。ばれたら朝ごはんにされちゃうって、あんたが真面目まじめな顔で言うから」

　少女が笑う。出会って間もない頃ころの彼女の堅かたい口調が、少年の耳に蘇よみがえる。

「お家うちの団だん欒らんに混ぜてもらったこと、よく憶えてる。お吸い物がおいしいって言ったら、出汁だしの味が分かってるってユーカおばさまが褒ほめてくれた。ご飯の後は、みんないっしょにかぼちゃのキンツバを作ったよね。甘くて優やさしい味のするお菓子」

　少年も憶えていた。焼き立てをほふほふしながら食べたこと、それで舌を火傷やけどしたこと。

「意見交換会で口げんかしたこと、よく憶えてる。あれから始まったバダおじさまの任務、最初はあんたも私も失敗してばっかりだったけれど、少しずつやり方が分かってきた。計画通りにいかないことが、逆に何だか楽しくなってきて──」

　意見の衝しよう突とつ、意地のぶつけ合い、その末の成長。

「小屋に立てこもってオオカミの群れと戦ったこと、よく憶えてる。あの時は本当に死ぬかもしれないと思った。でもそこで、あんただけは生きて帰すって張り切ったら、あんたは私をばかヤトリって呼んで怒った。ふたりでひとつのものになって戦うんだって、あの時に約束した」

　子供同士の約束には期限がない。あの日に始まったまま、ずっと終わらない契約。

「私を帝てい国こくから攫さらおうとしてくれたこと、よく憶えてる。私を堕だ落らくさせるためだって、色んな悪い遊びをいっしょにやった。詐さ欺ぎ師しを詐欺にかけたり、イカサマ師をイカサマではめたり。子供の頃の続きをしているみたいで、楽しくて嬉うれしくて仕方がなかった」

　火遊びに明け暮れた学生時代。輝かしくも悩ましかった日々。

「シェウィーさんの店で服を選んだこと、よく憶えてる。素敵なサリードレスだったのに、その日のうちに駄だ目めにして、あんたをすごく傷付けた」

　苦悩の末に血迷った彼と、それを受け止めて動じなかった彼女。ヤトリシノ・イグセムと向き合う姿勢を、あの時を境に、少年は根本から問い直された。

「『騎き士し団だん』のみんなが揃そろってからのことは、忘れようにも忘れられない……。キオカの領土から国境を突破して、模も擬ぎ戦せんの最中に攫さらわれかけたシャミーユ殿でん下かを取り戻して──北ほく域いきでは、シナーク族の反乱が起こって、アルデラ神軍と『亡霊部隊』を相手に殿しんがりを務つとめて……。ふふ、これでようやく、半分くらい、かしら──」

　話し続けるヤトリの瞳ひとみが徐々に焦しよう点てんを失ってきたように見えて、イクタは強引に口を挟はさむ。

「知ってるよ、ヤトリ。みんな知ってる。その全部を、君と一いつ緒しよに過ごしたんだから」

　過去を見つめていた少女の目が、現在いまの少年に戻される。

「──そう。あんたはずっと、私のそばにいた。入りたくなかった軍に入って、なりたくもなかった英雄に仕立て上げられて、それでも変わらず隣となりにいてくれた」

「当たり前じゃないか。だって君は、僕の半分だろう」

　震ふるえを帯びたイクタの言葉に、ヤトリは深くうなずき──地面に落とした二刀へ目を向ける。

「そうよ。だから──消えてしまう前に、全部をもっていって」

　ベルトの金具が外される。右みぎ腰こしに差していた短刀マンゴーシユの鞘さやを取って、少女はそれを差し出す。

「マンゴーシュは、あんたにあげる。守り刀と思えばいいわ。サーベルのほうは好きにして。あんたが持っていてもいいし、誰だれかに譲ゆずってくれても構わない。それに──」

　パチン、と音を立ててポーチの留とめ金が外される。パートナーの火ひ精せい霊れいが地面に降り立ち、少年に抱だきかかえられた主あるじの姿を気き遣づかわしげに見上げた。

「シアを、預けるわ。もし受け入れてもらえるなら……次の主は、シャミーユ殿下に」

「やめろヤトリ！　次の主なんてずっと先の話だ、シアだって困ってる！」

　相手の言葉を打ち消すように、少年は声をかぶせる。深しん紅くの瞳に強い光が宿る。

「イクタ──お願い。この先もずっと、あの娘こを守ってあげて」

「─────」

「国を守らなくてもいい。第三皇おう女じよを守るんじゃなくてもいい。でも、あの娘だけは──シャミーユという女の子だけは、あんたが守り切って。私が出来なくなってしまう分まで、あの娘を大切にしてあげて。

　そして……叶かなうことなら、幸せにしてあげて。素敵な夢を見せてあげて。今までずっと、望みもしない悪夢ばかり、見せられてきた娘だから……」

　語る声が急きゆう激げきに力を失っていく。暗い淵ふちに沈みゆく彼女を引き戻そうと手を握にぎって、少年は激はげしくかぶりを振る。分別も何もかも放り捨てて、駄だ々だをこねる子供のように。

「嫌いやだ、嫌だっ！　言ったじゃないか！　君と一緒でなきゃ、それは無理なんだ……！」

　赤子よりも弱々しく、それでも精一杯の力で手を握り返して、ヤトリは首を横に振る。

「あんたと私は、ふたりでひとつのもの。繫つながって融とけ合って、もう境目さえありはしない。

　あんたの中に私はいるのよ、イクタ。この先もずっと、いっしょにいるの。それを──非科学的とは、言わないでしょう？」

　そう告げる彼女の優やさしい結論を、けれど少年はかたくなに受け入れない。涙でぐしゃぐしゃになった顔で、なおも必死に語りかける。

「母さんと──約束したんだ。君がよくない運命に囚とらわれそうになったら、僕が止めるって。君の手を引いて、幸せの方向に導みちびくって。

　お願いだよ、ヤトリ。僕と一いつ緒しよに生きて。これ以上、僕に約束を破らせないで……」

　彼の懇こん願がんに応じる言葉を、少女は懸けん命めいに探そうとして──その求めに応じるかのように、薄うすれゆく意識の中、ヤトリの脳裏に多くの光景が去来する。

　旭日連隊で過ごした幼少の日々が。白衣の科学者たちとの交遊が。サンクレイ家の食しよく卓たくが。ハロの笑顔が。マシューの仏ぶつ頂ちよう面づらが。トルウェイの気弱な微笑ほほえみが。シャミーユ殿でん下かの拗すね顔が。サザルーフの困り顔が。騎き士し団だんの仲間たちと過ごした輝ける毎日が。

　その中心にいつも在あり続けた、黒髪の少年のとぼけた姿が。

「……胸を張っていいわ、イクタ」

　鮮せん烈れつな追想の果てに、確信の微笑を浮かべてヤトリは告げる。──答えはここに。

　大切な仲間を得た。信しん頼らいする上官を得た。愛すべき友を得た。彼らとの間に絆きずなを繫つないだ。

　魂たましいで結ばれた存在の片割れと、人生の最後まで共にあった。

　ためらう理由はどこにもない。誇ほこるべき来歴しかそこにはない。かつての夜、ルシーカ・クルツクに示された憐れん憫びんを、今こそ胸を張ってしりぞけよう。

「あんたは、約束を果たしたのよ」

　少女は請うけ合う。何を悔くやむこともないのだと、彼が成し遂とげたことを肯こう定ていする。

　ヤトリシノ・イグセムは、少年の隣となりで、誰だれよりも倖しあわせに生きたのだから。

「─────っ！」

　イクタが何かを口にする。その声がもう、彼女の耳には届かない。

　五感が順番に閉じていく。最さい期ごの暗くら闇やみの中、自己の境界を取り払い、彼女は全身の力を抜く。

　彼の中に融とけて──そこで夢の続きを見ようと、ヤトリは思った。







　白旗を掲げて戦せん闘とう停止を伝えながら、トルウェイは司令所へ向かって駆かけ抜けた。浅い洞どう窟くつはさほど遠くなかったが、未いまだ戦闘の渦か中ちゆうにある敵味方の間を抜けていくのは簡かん単たんではなく──辿たどり着くと同時に、彼は声を張り上げてハロを呼んだ。

　戦線の後退にともなう要人の移動に備えて、彼女らはすでに身み支度じたくを済ませていた。シャミーユ殿下もその場にいて、トルウェイは数秒考えた末、状況判断に基づいて少女を同行させた。

　三列目の防ぼう塁るいが辛かろうじて維い持じされているとはいえ、それを中央突破してきたイグセム派の兵士たちによって、すでに洞どう窟くつの周辺も安全とは言えない。残る逃げ場は皇こう帝ていと宰さい相しようを運び上げた第一ブロックの上か、さもなければ第三ブロックの周辺しかない。イクタとヤトリのもとへ戻らない選せん択たくが有あり得ない以上、青年は姫君を守りながらそこへ向かうことを決意した。

　洞窟を出て、担たん架かを手にした衛えい生せい兵へいたちと共に、彼らは走った。右みぎ脚あしを折ったマシューは体格のいい部下に背負われ、シャミーユ殿でん下かもハロに手を引かれながら走り続けた。誰だれもが最悪の予感に急せき立てられて、それを打ち払うように足を動かした。さほど長くもない距離が十倍にも延びて感じられ、

「イッくん！　ヤトリさ──」

　終着に行き着いた瞬しゆん間かん。全すべてが終わった後なのだと、全員が理解した。

　───────────────────────────ッ！

　イクタが叫んでいる。炎えん髪ぱつの少女の身体からだを抱だきかかえて、声にならない声で慟どう哭こくしている。顔をぐしゃぐしゃにして泣きじゃくり、嗄かれて破れた喉のどを震ふるわせて、繰くり返し彼女の名前を呼んでいる。

　直下の地面を赤く染め上げる血の量は、人ひとりの命を葬ほうむり去るには、もはや過か剰じようなほどで。

　まぶたを閉じて横たわる少女の表情は、そこに生命を感じさせないほど穏おだやかで。

「────────────」

　トルウェイの右手が風ふう銃じゆうを取り落とす。
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　ハロの両手が口元を覆おおう。

　マシューの呼吸が止まる。

　シャミーユの膝ひざが、かくんと落ちる。

「──────ぁ────」

　何百と用意してあった謝しや罪ざいの言葉が、少女の中で永遠に行き場を無くす。

　謝ることは、もう出来ない。赦ゆるされることは、もう叶かなわない。

　あの手が髪を梳すいてくれることは──もう二度と、ない。







　風が行き先を変える。中空に淀よどんでいた煙が西へと流れ去っていく。

　澄すんだ夕空の下に、片割れの名を呼ぶ少年の声が、途切れることなく響ひびき続けている。










エピローグ




　攻略の断念、そして撤てつ退たいの判断は、最終的にヌーダッカ・メグ少しよう佐さが下した。

　炎えん髪ぱつの少女が帰らなかったことで、彼の意志は完全に折れていた。もはや決して戦うまいと思い決めた少佐は、岩場に攻め寄せていた全兵力を南側に撤収。レミオン派と距離を置いたところに布ふ陣じんし直し、戦力合流した両軍に向かって、不戦と交こう渉しようの意志を連絡した。

　そこから先は、もはや誰だれ一人として、これまでのように敵味方で居い続つづけることは出来なかった。負傷者の手当てと搬はん送そうを第一に置き、全すべての勢力が互いの物資と人員を融ゆう通ずうし合った。殺し合いをする気力も騙だまし合いをする気力も、もはや誰にも残っていなかった。目の前の怪け我が人にんを区別なく助けてやれることに、兵士たちはむしろほっとしていた。

　旭日連隊捜そう索さく隊たいの総指揮はトルウェイが執とった。イクタはすでに将しよう校こうとして働ける状態にはなく、その役割は仲間たちが補おぎなった。中央に帰き還かんするまでの段取りを組み上げ、それらをひとつずつ実行した。

　イグセム派との間に生じた問題が一点あった。トルウェイらが確保していた彼女の遺い体たいの処しよ遇ぐうについてだ。メグ少佐は飢き餓が城じようの元げん帥すいのもとに帰したがったが、イクタは断固として引き渡しを拒こばんだ。そのせいで軋あつ轢れきが生まれたものの、それを理由に再び戦いを起こす気力もメグ少佐にはなく、「丁てい重ちような扱いを厳守してもらう」という条件で最後には妥だ協きようした。トルウェイらは言われるまでもなくそれを徹てつ底ていし、遺体の状態を保つために、水みず精せい霊れいたちの作り出す氷が大量に使用された。

　途中の町や集落に負傷者を落としつつ、全ての勢力が州を北上した。不戦を前提に協調して動いたため、帰り道は何事もなく進んだ。ダフマ州を出てからもそれは変わらず、三つの捜索隊は同じ経路を辿たどってまっすぐ中央に向かった。

　レミオン派は帝てい都とバンハタールに、イグセム派はザルルの飢餓城に、旭日連隊はミオガロキ州の本ほん営えいに。それぞれの結末を抱かかえて、彼らは帰還していった。







「司令官殿どのはどうした？」

　旭日連隊本営でトルウェイらの帰還を迎むかえたシバ少しよう将しようは、まず一言、目の前にあるべき姿がないことを尋たずねた。

「脚あしに受けた矢傷の影えい響きようで、イッくんは体調を崩くずしています。命に別状はありませんが、連日の不眠不休も祟たたっています。彼が休息する間は、ぼくたちで連隊を仕切りましょう」

　平静を装よそおいつつ、トルウェイはそう説明する。その姿も皮一枚で保たれているに過ぎない。

　少しでも気を緩ゆるめれば、何もかも崩れ去ってしまう──そう自覚しながら、青年は感情を封印して仲間たちの先頭に立っていた。……それが可能な人間は、騎き士し団だんの中で、もはや彼以外にいなかった。

　もっとも重大な部分を避けた彼の説明に、シバ少しよう将しようは腕を組んでうなる。

「……ふむ、そうだな。今の段階なら、少し休んでいただいても問題はなかろう。この先の流れは決まったようなものだ」

　皇こう帝ていと宰さい相しようの身み柄がらの確保という結果を受けて、少将は即そく座ざに次の行動を決断する。

「帝てい都と入りする」

　力強く明快な結論だった。大兵力を率ひきいて帝都に入り、皇帝を玉ぎよく座ざに据すえる──それ自体がひとつの儀ぎ式しきとなって、彼らの行動に正当性を付与する。宮きゆう殿でんの中から出された勅ちよく命めいと、国内のどことも知れぬ場所から出された勅命では、重みがまったく違うからだ。

　現時点で宮殿を占せん拠きよしているのはレミオン派だが、いまの彼らは自じ陣じんに玉を欠いた状態。その欠落にぴったりの皇帝というピースを、シバ少将らは条件付きで差し出そうというのだ。

「大たい将しよう殿どのも吞のむだろう。もはや帝てい国こくには後がない」

　トルウェイたちも硬い表情でうなずく。レミオン派有利での痛み分けこそが、彼らの望むクーデターの落着点。その実現に向けた交こう渉しようが、今の立場からならじゅうぶんに可能なはずだった。イクタの指示がない状態でも、その方針に従って、彼らは粛しゆく々しゆくと状況を動かし続けていく。

「………………」

　そんな彼らの様子を、遠い異国の景色でも見るような目で、シャミーユ殿でん下かは虚うつろに眺ながめている。

「さ、姫さま……」

　話し合いが終わった後も席を立たず、ハロに手を引かれてようやく歩き出す。そうやって思考を止め続けることでしか、彼女は正気を保てずにいる。







　レミオン派との交渉の結果、彼ら旭日連隊グラ・メストエリの帝都入りはほどなく決定した。四千の兵が都みやこに入り、その半数が宮殿の敷しき地ち内ないに詰つめ込まれた。帝都の内部においてレミオン派と均きん衡こうを保ち続けるために、それはどうしても必要な措そ置ちだった。

「……よもや貴官らが、皇帝陛へい下かを連れ帰るとはな……」

　両勢力の縄なわ張ばりの境界線となる庭園の一角で、シバ少将ら旭日連隊の将しよう校こうたちを前に、レミオン大将はそう言った。苦く渋じゆうと諦てい念ねんが半々の面おも持もちだった。ルシーカ・クルツクの戦死以来、その顔には、気苦労によるシワがますます増えたように見受けられる。

「……これが邪じや魔まをされた結果なのか、それとも助けられた結果なのか、私には正直区別がつかない。状況が私の手に余っていたことだけは事実だろうが」

　複雑な感かん慨がいを込めて大将は言う。旭日連隊との協調体制を吞んだことで、キオカの侵しん攻こうが危ぶまれていた国境へ兵を回す準備も整った。飢き餓が城じように詰めているイグセム派勢力も、こうなると強硬な態度を取り続けることは難しい。状況はどうにか安定に向かっていた。

「それもとっくに過去の話だよ、父さん。大事なのは、これからどうやって力を合わせていくかってことじゃないかな」

　真っ向から父親を見返して、青年はそう答えた。その毅き然ぜんとした姿に、互いの立場が逆転したような錯さつ覚かくを覚えて、翠すい眼がんの将しようは苦笑気味にかぶりを振る。

「お前に言われるまでもない。私はただ、帝てい国こくの諸制度の健全化に向けて全力を尽くすのみだ。が……」

　両のこぶしをきつく握にぎりしめて、レミオン大たい将しようはうつむく。

「この機会にトリスナイ・イザンマを排除出来なかったことだけは悔くやまれる。貴官らに聞いた時は耳を疑った──まさかあのような保身の切り札を隠かくし持っていたとは」

　彼の憤ふん慨がいに、シバ少しよう将しようも同意してうなずいた。

「帝国内の精せい霊れいの一いつ斉せい停止、ですな。ほかの閣かく僚りようが生きている間は、内輪もめを嫌きらって公おおやけにしなかったのでしょう。むろん張り子の虎とらである可能性も高いとは思いますが」

　喉のどに突き刺さったまま抜けない骨のような不快感を、両将ははっきりと共有していた。ふいに周囲をぐるりと見渡して、レミオン大将は深くため息をつく。

「……こうして宮きゆう殿でんの土を汚けがそうと、我々が軍人であることに変わりはない。国防の本分を忘れて政争に明け暮れるような真似まねは、この先もしたくないものだ」

　半分はけん制、半分は純粋な願いとしてそう口にして、彼は身をひるがえす。

「莵とに角かくも、いま必要なのは勅ちよくだ。あの狐きつねにそれを出させる手立てを、貴官らも考えてくれ」







　宮殿の敷しき地ち内ないには、皇こう族ぞくと大貴族が起居するための邸てい宅たくが数多くある。クーデターの発生と同時にその大半が家や主ぬしを失っていたが、家屋そのものは健在で、家具や調度にも荒らされた跡あとは少ない。それはレミオン派の兵士たちが無分別な略りやく奪だつに及ばなかった証しよう拠こでもあり、彼らが純粋な憂ゆう国こくの意志をもって蜂ほう起きに及んだ事実を証明しているとも言えた。

　そんな邸宅の中のひとつで、旭日連隊が帝てい都と入りしてからの数日、シャミーユ殿でん下かは厳重な警備のもとに寝起きしていた。ひとりで過ごすには広すぎる居室をあてがわれて。

「殿下、ご機き嫌げんはいかがですか？」

　世話役を務つとめるハロが、寝乱れた髪を整えてやりながら話しかける。姫君は無言のまま答えない。機嫌以前に感情が存在していないかのように、少女の目は虚こ空くうに向けられている。

「着の身着のままが長かったから、帝都に戻ると着替えに困らなくって嬉うれしいですね。このお家うちにもたくさん服がありましたよ。女性用も男性用もびっくりするぐらい豪ごう華かなのばっかり。ちょっと着てみたいと思っちゃいますけど、あくまで任務中ですからね。がまんがまん」

　相あい槌づちがなくても、ハロはひとりで延々としゃべり続ける。埋うめなければならない類たぐいの沈ちん黙もくを、彼女は決して放置しない。

「でも、もし着てみても、わたしに合う服はあんまりないと思うんですよね。ほら、無む駄だに背が高いでしょう？　お店に行くといっつも困らせちゃって」

　ひっきりなしに喋しやべり続けるのは、目の前の少女のためだけではない。そうすることで、彼女も自分を誤ご魔ま化かそうとしている。喋っている間は考えずに済むから、全力でそこに逃避する。

「……ソローク、は？」

　その努力が、姫君の口にした一言によって無情に阻はばまれる。否いや応おうなく無意味なお喋りを打ち切って、ハロは取り繕つくろった明るさで答えた。

「まだ──動くのは、辛つらいみたいです。ほら、今回は脚あしを撃たれちゃいましたから」

　問題は怪け我がではないと知っている。少女の表情をうかがいつつ、ハロはそっと尋たずねてみる。

「会いに……行かれますか？」

　問われた瞬しゆん間かんに血相を変えて、シャミーユ殿でん下かは頭を押さえてぶんぶんと首を横に振った。ハロが慌あわててその背中を抱だき締める。彼女の腕の中で、少女の体の震ふるえはなかなか治まらない。

　そのまま十分ほども経たった後、どうにか震えが止まると、姫君は座っていたベッドから腰こしを上げる。ぼんやりと外を見つめて窓まど際ぎわに佇たたずむその背中から、ハロは自分が助けになれていないことを見て取ってしまう。同時に、ひとりになりたい少女の気持ちも。

「……お茶、淹いれてきますね。三十分で戻りますから」

　絶対に放っておくわけにはいかない、かといって疎うとまれても意味がない。その葛かつ藤とうの妥だ協きよう点てんとして、ハロは少女の居室を出ては入りを何度も繰くり返していた。三十分で戻ると告げたなら、彼女は必ず三十分きっかりでお茶を淹れてくる。その小さな「必ず」をかたくなに保ち続けることが、いま少女のためにハロが出来ることの全すべてだった。

「………………」

　ひとりきりになった部屋の中、姫君は虚うつろな時間を過ごし始める。考えないことだけを考えて空虚に徹てつする。いまの彼女に実行出来る、それが唯ゆい一いつの自己防衛であり、

「浮かない面持ちでいらっしゃいますねぇ？」

　性しよう悪わるな狐きつねは、その最後の逃げ道さえ許さなかった。

「────ッ!?」

　弾はじかれたように振り向いた瞬間、少女の口が押さえられる。ぞっとするほど冷たい手のひらの感かん触しよくに肌はだが粟あわ立だつ。

　彼女を窓のすぐ横の壁かべに押し付けた体勢で、トリスナイはにっこりと笑う。

「いけませんねぇ、細部のチェックがなっていない。大貴族の屋や敷しきに隠かくし通路は付き物でしょうに。イクタ・サンクレイとヤトリシノ・イグセムの二本柱が欠けると、表向きは取り繕えても、こういう細かいところに隙すきが出てしまうらしい」

　相手の口から出た名前に、姫君はびくりと身を震わせ──その直後、相手に対する憎ぞう悪おが身の内から燃え上がった。少女は知っていた、彼女がどうしてああなったのか。戦いが決着したその時に、どんな手合いがふたりを襲おそったのか。

「ん──っ！　んん───っ！」

　塞ふさがれた口から言葉は出ない。少女の視線と表情から相手の憤ふん怒ぬを読み取って、トリスナイは悲しげにため息をつく。

「そう責めないでください、私にとっても苦く渋じゆうの決断だったのですよ。それも半はん端ぱな結果に終わってしまいました。殺すと決めた相手に生き残られるのは、やはり気分がよくない」

　悪びれずに狐きつねは言う。その言い様の不条理に、姫君は全身で身み悶もだえる。

「なぜ、という顔をしていますね？　そう、確かにそうです。ヤトリシノ・イグセムはともかく、ついこの前まで、イクタ・サンクレイを殺す理由は私にはなかった。彼には利用価値がありましたから。イグセム亡なき後の帝てい国こく軍の精神的支柱として、かの名めい将しようバダ・サンクレイの息子むすこを据すえたいのは当然の発想です。実際、少し前まではそのつもりでいたのですよ。他ほかならぬあなたのお気に入りでもありましたから。父親を口く説どけなかった分、息子のほうは必ず取り込んでやると意気込んでね」

　自じ嘲ちようを浮かべて肩をすくめ、トリスナイは失望しきった顔で吐はき捨てる。

「しかし、駄だ目めでした。彼は軍人として優秀ですが、致ち命めい的てきに身の程ほどを知らなすぎた。番犬の立場であなたの保ほ護ご者しやを気取るなどおこがましい。一いつ介かいの暴力装置に過ぎぬものが、畏おそれ多くもカトヴァーナ帝てい室しつ九百年の血を引く皇おう女じよに対して人じん倫りんを説こうなどと！」

　灰色の瞳ひとみがむき出しの怒りに燃える。憤怒と憤怒が正面からぶつかる。

「凡ぼん俗ぞくには凡俗の、王者には王者の価値観というものがございます。それを弁わきまえず、あの男はあなたに凡俗の幸せを教え込もうとしていた。あなたを皇こう帝ていの立場に導みちびく気は微み塵じんもなく、市し井せいの小娘として一生を送ることが最大の幸福であるかのように詭き弁べんを重ねていた。まさしく刎ふん頸けいにも値あたいする不敬──誅ちゆう殺さつを仕し損そんじたことは、我ながら痛つう恨こんの失敗でした」

　憎にく々にくしげに口元をゆがめ、狐はふんと鼻を鳴らす。黒髪の少年を侮ぶ蔑べつしきるその姿に、少女の中で怒りの感情が飽ほう和わする。今すぐ口から炎を吐けないことに絶望して、なおも暴れ回る。

「ん───ッ！　んぅッ！　んんぅ────ッ！」

「私の殺意に気付かれた以上、二度目のチャンスはそう簡かん単たんにいただけないでしょうね。移動の最中にもあわよくばと思いましたが、あそこまで周囲を固められては駒こまを近付けようもない。あなたに会いに来るほうがよほど簡単だったとは、なんとも皮肉なことです」

「─────ん────────ッッッッ！」

　唸うなりを上げながら腕を押し返そうともがく姫君。狂人めいたその剣けん幕まくに、狐は困こん惑わくで応じる。

「おやおや、お待ちください殿でん下か。私を憎むのも結構ですが、そこには何の謂いわれもないでしょう？　予期せぬ結果とはいえ、一方は死に一方は生き残った。全すべてはあなたの望み通りに運んだのだから！」

　ぴたり、と少女の動きが止まる。怒りに燃えていた瞳ひとみに、じわじわと恐怖が浮かび上がる。彼女がかたくなに目を逸そらしていた心の深しん淵えんを、トリスナイは無ぶ遠えん慮りよにすくい上げる。

「ヤトリシノ・イグセムが疎うとましかった。そうではありませんか？」

「──────」

「ええ、知っております。かつての私と同じように、あなたもまたイクタ・サンクレイを手に入れようと望んでおられた。次代の番犬たる傑けつ物ぶつを手中に収めんとする、それは君主の試みとしてまことに相応ふさわしい。目の付け所と併あわせて、私は心から感心したものです」

　そんな風に褒ほめてみせた上で、狐きつねはふぅと息をつく。

「しかしながら、あなたのやり方はいささか手ぬるかった。本人に近付いて籠ろう絡らくを試みるところまでは良いとして、間に邪じや魔ま者ものがいるのならすぐにでも排除すべきだった。彼女はあなたに気を許していたのだから、いくらでも方法はあったでしょうに。なぜ実行なさらなかったのですか？」

　身を硬くしたまま、姫君には何も答えられない。口を押さえられていなくても、彼女は自分の闇やみと向き合うのが怖い。

「問うも愚おろか──もちろん分かっております。あなたは未いまだに目覚めていないのです。カトヴァーナ帝てい室しつに代々伝わる神秘の血脈、その真しんなる顕けん現げんに未だ到達していなさらない。痛ましいことです。幾百年に及ぶ腐ふ敗はいの堆たい積せきは、それほどまでに王者の血統を曇くもらせてしまった」

　仰ぎよう々ぎようしく嘆なげいておきながら、次の瞬しゆん間かん、トリスナイは急きゆう激げきに目の光を取り戻す。

「しかし片へん鱗りんはあられる。あなたには王者の片鱗が確しかとあられる。だからこそ、私は自らの手で軍を割って国難を招いたのです。あなたに目覚めていただくための劇薬に身を窶やつしたのです。

　時に、クーデターの現状をご存じですか？　レミオン派は旭日連隊と結けつ託たくし、イグセム派を押さえつけて帝てい国こく軍の正統を名乗ろうとしているようです。しかし生憎あいにくと、一見してそれと分かる駄だ犬けんを番犬に据すえる趣味は私にはございません。あの馴なれ合いめいた体制には速すみやかに瓦が解かいしていただくとして──さてさて、次はどのように手を打ったものでしょうか」

　遠足の計画を練る子供のように、狐は愉たのしげに語る。その表情と内容の禍まが々まがしさとのギャップが、少女の背せ筋すじに凄すさまじい寒気を這はい上らせる。

　相手の戦せん慄りつに気付いて、トリスナイがにっこりと笑う。

「お分かりになりましたか。──そう、あなたが目覚めないというのなら、私はまたやります。次はよりいっそう派手に、よりいっそう激はげしく。内側から軍を割り、国の外より脅きよう威いを呼び寄せ、国土という国土を炎に包み、最大にして最悪の国難を演出して御ご覧らんにいれます。

　お気付きではないと思いますが、これでも今回は手加減したのですよ。キオカの介かい入にゆうがここまで遅れたのはなぜだと思っていましたか？」

　言葉が耳に入る都つ度ど、少女の心の奥底から溶岩じみた衝しよう動どうがこみ上げる。──殺さねばならない。誰だれかがこの男を殺さなければならない。これはもはや佞ねい臣しんですらない、ヒトの形をした禍わざわいだ。帝てい室しつが垂れ流した腐ふ敗はいの血けつ海かいより生まれ出いでた最悪の異い端たん児じだ。その歪ゆがみきった願望を満たすまで、邪じや知ち暴ぼう虐ぎやくに歯止めをかけることは絶対にない。

「次は誰だれが相手をして下さるのでしょうか。イクタ・サンクレイは敵手として健けん闘とうしてくれましたが、あの様子ではもはや再起は望めないかもしれません。都つ合ごうよく代わりの英雄が現れてくれればよいのですが、そうならなかった場合は少々一方的なことになってしまいます。……ううむ、我ながら自信がない。次は国を滅ぼさずに済ませられるのでしょうか？」

　シャミーユは胸の奥で咆ほう哮こうした。──ああ、いいだろう。

　もとより同一の血統に連なる徒あだ花ばな。誰にも望まれず、腐敗の中より生まれた忌いみ子こ同士。

　そんなに遊びたいならば、余が相手になってやる。

「どうやら──目覚める気になっていただけたようですね」

　覚かく悟ごの醸じよう成せいを見て取った狐きつねが嬉うれしげに笑う。その左手を懐ふところに差し入れて、中から一枚の紙片を取り出し、少女の手に握にぎらせる。

「よいですか──今夜零れい時じに部屋を出て、この紙に書いてある通りに宮きゆう殿でんの中を進みなさい。連れを伴ってはいけません、必ずひとりで向かいなさい。

　最後まで行けば、為すべきことは自おのずと分かります」

　そう告げたのを最後に、少女の口を押さえていた手を離す。激はげしく咳せき込みながらにらみ返してくる彼女に、トリスナイは輝きに満ちた目を向ける。

「期待しておりますよ、私のシャミーユ。あなたの本当の輝きを目にする瞬しゆん間かんを」

　調度の隙すき間まに身を滑すべり込ませ、狐はその奥の闇やみへと消え去った。







　同夜、午前零時。

　月明かりに時の訪れを感じて、姫君はベッドの中でぱちりと目を開いた。

「………………」

　すでに身み支度じたくは済ませてある。物音を立てないように床ゆかへ下り、少女はすり足で部屋の隅すみへ向かっていく。目指すは調度と調度の隙間。狐が消えていった闇の奥を覗のぞき込み、おそるおそる体を入れていく。

　壁かべに突き当たる直前で、向かって左側に空間が開けていた。外からでは直方体としか見えない簞たん笥すが、背面の一部分を切り取る形で抜け穴になっている。その奥の床が四角く切り取られて、階下への穴を作っていた。

　穴の中に足を踏ふみ入れると、靴くつの底が梯はし子ごらしき感かん触しよくに当たる。そのまま探り探り下りていくと、やがて底に足が着いた。真っ暗な空間の中に視線を巡らせていると、石材の隙間から月明かりが差し込んでいる場所が目につく。

　手を当てて、力を入れて押し込んだ。風が吹き込む。少女はその隙間から慎しん重ちように外へ出た。

「────よし」

　月夜の庭に、少女は出た。一度見て焼き捨てた案内図を思い出して、さらに進み始めた。

　近くの井戸の中に下りて横穴に入り、地下道を歩く。梯はし子ごや階段と出会うたびに地上と地下を往復した。植木に隠かくれて見回りの光こう照しよう兵へいが放つ凝集光ハイビームをしのいだ。石いし塀べいの下に掘り抜かれた空くう洞どうを、身をかがめて通り抜けた。

　最後の地下道を抜けて屋内に出た時、覚えのある内装に、少女はふと気が付く。

　ここは、御ご所しよだ。







　隠し通路を抜けて閨ねやに辿たどり着くまでに、さほど時間はかからなかった。

「───────」

　気が付けば、皇こう帝ていが横たわるベッドの前に、彼女はいた。

　空恐ろしいほどの事の運びだった。兵士たちの警備が甘かったのではなく、その死角を縫ぬって辿らせるルート設定が神がかっていた。小こ柄がらな彼女だからこそ抜けられた部分も多く、同じ年とし頃ごろでも男では厳しかっただろう。御所に入ってから閨に続く通路に至っては、ほとんど猫ねこの通り道としか思えない狭さだった。

　子供のための脱出路を逆に辿ったのかもしれない──そんなことを思いながら、少女はベッドの隣となりに置かれたテーブルに目をやる。

　短刀がひと振り、無む造ぞう作さに置かれていた。

　この場で為なすべきことが何なのか。彼女には確かに、ひと目で分かった。

「……………」

　改めてベッドの上を見渡す。横たわる皇帝のほかに、傍そば付つき精せい霊れいの姿はどこにもない。

　どんな詐さ術じゆつを使ったかは想像もつかないが、トリスナイが気を利きかせたのだろう。今この時、皇帝は何の守りもなく、生まれたての赤子よりも無防備に闖ちん入にゆう者しやを迎むかえている。

　ずいぶん手間をかけて状況を設しつらえたものだ──そう思い、姫君は半なかば呆あきれ、半ば震ふるえる。

「……………」

　目の前の皇帝を、再び見下ろす。薄うすい胸が上下しているほかは、死人とそう変わらない。

　身も心も傀かい儡らいと化す前から、醜しゆう悪あくな男だった。好色で愚ぐ鈍どんで、手に負えない癇かん癪しやく持ち。

　父であることは知っている。だが、父であると思ったことはない。

　強しいて言い表すなら──少女にとって、それは腐くさり果てた体の一部。

　ひと思いに切り落としてしまえるなら、どんなに胸がすくか。

「……………」

　少女は考える。自分がこれから、何をするのか。

　例えば、実の父を殺す。例えば、一国の君主を殺す。

　首を横に振った。どちらも間違ってはいない。だが、本質を外している。

「……………」

　父を憎にくむ時、彼女は常に自分を憎んでいる。

　皇こう帝ていを憎む時、彼女は常に第三皇おう女じよを憎んでいる。

　トリスナイ・イザンマを憎ぞう悪おした時もそう。同じ血を引いた叔父おじを鏡に、彼女は自分自身の救い難がたい腐ふ敗はいをそこに見て取った。

　血統への飽あくなき憎悪は、それすなわち、自己への果てなき憎悪に他ほかならない。

「………あぁ」

　悩む余地もなく結論に至る。自分がこれから行うことの本質を悟さとる。

　これは、自殺だ。さもなければ自傷だ。

　生まれから穢けがれきった自分に許される、この世で唯ゆい一いつの禊みそぎだ。

「…………っ……」

　その答えを、違うと言ってくれた少年がいた。

　けれど、イクタ・ソロークの隣となりには、いつもヤトリシノ・イグセムがいた。

　イクタの心はヤトリのものだった。ヤトリの心はイクタのものだった。

　その在あり方を、尊とうといと思った。穢れた手で触ふれてはならないと思った。

　なのに──気が付けば、この心は、少年を奪うばい尽くすことを望んでいた。

「──────ぁ──」

　泣いてはいけない。泣く資格は自分にはない。

　奪うことを望んだのは自分なのだから、それが叶かなったことを喜ばなければならない。

　まさに愚ぐ劣れつ。まさに俗悪。まさに醜しゆう悪あく。

　腐くさりきった血統の末まつ裔えいには、そんな在り方こそが相応ふさわしい。

「────」

　憎悪は満ちた。右手を伸ばし、短刀の柄つかを握にぎり締める。

　少女は誓ちかう。これから自分が歩む道に、一片の正義もありはしないと。

　父を殺す。叔父を殺す。永霊樹カトヴアンマニニクの血統に連なる全すべてを殺す。憎しみだけを糧かてにそれを成す。

　何かを守るために戦うことは、何かを救うために戦うことは、もはや許されない。

　この世でいちばん尊いものを、自分はもう、踏ふみにじった後なのだから。

「───────っ────」

　泣いてはいけない。泣いてはいけない。涙を流すな。お前に似合いの顔はそうじゃない。

　逆さか手てに握った短刀を振りかざす。右手に重ねた左手で柄を覆おおう。

　振り下ろせば終わる。振り下ろせば始まる。躊躇ためらう理由は永遠に失われている。

　だから笑え。堂々と笑え。狐きつねよりもなお冷れい酷こくに、この世の誰だれよりも無む惨ざんに笑え。

　嗤わらえ！

「────────あぁッ！」
















　深夜二時。突然の玉ぎよく音おん放送から、それは始まった。

「皇こう帝てい陛へい下かの崩ほう御ぎよを、ここに告げる」

　寝ていた者は飛び起きた。起きていた者は目を剝むいた。宮きゆう殿でんの中の軍人たちが騒そう然ぜんとなった。

「二十七代皇帝、アルシャンクルト・キトラ・カトヴァンマニニクはお隠かくれになった。

　帝てい国こくの全ぜん臣しん民みんは、主しゆ神しんの御み許もとに昇られたる陛下へと向けて、黙もく禱とうを捧ささげられたし」

　なぜ今──と、多くの者は疑問に思った。行方ゆくえ不明になっている間でも、第三勢力に囚とらわれている間でもなく、どうして宮殿に帰り着いた今になってそうなってしまうのかと。

「ともなって、帝国法にて定められし掟おきてに基づき、次代の皇帝を任命する」

　軍人たちが身構える。新たな君主の即そく位いを、彼らは厳げん粛しゆくに受け止めようとする。

「二十八代皇帝は、皇位継承順位第一位の皇こう族ぞく。

　すなわち、第三皇おう女じよシャミーユ・キトラ・カトヴァンマニニクなり」

　全員が耳を疑った。その名前を予期していた者はほとんどいなかった。

　第一皇おう子じでもなく、第三皇子でもなく、第一皇女でもない──第三皇女。

「繰くり返す。二十八代皇帝は、シャミーユ・キトラ・カトヴァンマニニクなり」

　内容の異常さになど頓とん着ちやくせず、精せい霊れいたちは淡々とそれを伝え続ける。闇やみに沈んだ帝てい都との街並みが合唱する。

「これより新帝の即位を祝す。宮殿に身を置きし者は、皆ことごとく、白はく聖せい堂どうへと参上せよ」

　深夜二時の即位に続く、深夜二時の祝しゆく賀が式しき典てん。もはや異常でない部分を探すほうが難しい。錯さく乱らんに近い戸と惑まどいに駆かられながらも、軍人たちは動き出す。異常事態なりに礼節を踏ふまえようとし、苦く慮りよの末に、両勢力における司令官クラスの将しよう校こうのみで白聖堂へと駆けつける。

　本当に礼に適かなっているかどうかは誰だれにも分からない。軍人のみで祝う即位など、それ自体が前ぜん代だい未み聞もんだった。







「……御ご前ぜんを拝します」

　硬い声でそう断って、レミオン大たい将しようは白聖堂の扉とびらをくぐった。まず目に入ったのは、玉ぎよく座ざに向かって敷しき詰つめられた赤じゅうたん。その左右に沿って松明たいまつが焚たかれていて、闇の中の広い空間を、揺ゆれる炎の光で妖あやしく染め上げている。

「は、入っていいのか……？」

　両腕で松まつ葉ば杖づえを突いたマシューがおそるおそる足を進める。トルウェイ、ハロ、サザルーフ、シバ少しよう将しようらもそこに続いた。彼らに関していえば、もはや礼節を気にしている場合ではなかった。

「姫さま……？　おられるんですか……？」

　薄うす闇やみの奥を見つめながらハロが問う。トルウェイとサザルーフが緊きん迫ぱくした面おも持もちで横に並ぶ。彼らの目には、玉ぎよく座ざの輪りん郭かくだけが炎の灯あかりに黒く浮かび上がって見える。

「何を──戸と惑まどっている」

　その輪郭の内側から、最初の声は響ひびいた。その主ぬしを知る全員が身を強こわ張ばらせる。

　確かに彼女の声だった。だが、何かが違っている。どこかが致ち命めい的てきに異なっている。

「近ちこう寄よれ。宮きゆう殿でんに身を置きし者は、皆ことごとく──余よはそう命じたはずだ」

　軍人たちを呼ぶ声には、紛まぎれもない君主としての威い厳げんがある。何十年と玉座に座り続けた王のような風格を帯びている。そんなものを彼女が示したことは、かつて一度もない。年齢不相応の賢かしこさと、年齢相応の幼さ──それが姫君の在あり方だったはずなのだ。

「シャミーユ殿でん下か……？」

　違和感に耐えて数歩踏ふみ出し、トルウェイがじっと目を凝こらす。玉座の輪郭の内側に、徐々にその姿が浮かび上がる。

「殿下ではない。疾とく言い直せ、トルウェイ・レミオン」

　青年の足が揺ゆれて止まる。数秒遅れて、後に続く軍人たちが呆ぼう然ぜんと目を見開いた。

　玉座に腰こしかけた金髪の少女の全身を包むのは、混じり気のない黒一色の装よそおい。鴉からすの濡ぬれ羽ばを思わせる上衣、宵よい闇やみを煮に詰つめたかのようなスカート、深しん淵えんの底よりもなお暗い色の外套マント。新しん帝ていの即そく位いという祝いの席にあって、その服装は余りにも逸いつ脱だつしている。

「……いささか不思議な趣しゆ向こうですな。シャミーユ陛下」

　レミオン大たい将しようが訝いぶかしげに、それでも相手の意に沿った呼び方をする。玉座の肘ひじ掛かけに体を預けつつ、少女は口角をつり上げてうなずく。

「夜よ深ぶかであろうが払ふつ暁ぎようであろうが、死ぬ時は死ぬ。かように皇こう帝ていすら例外ではない」

　剣けん吞のんな発言に軍人たちが息を吞のんだ。今の言葉には、明らかに言外の含みが感じ取れる。

「ならばせめて祝おうぞ。夜闇に抗あらがい歌おうぞ。誰だれもがいずれ朽くち果てる。葬そう儀ぎを先取り祝いと成そう」

　謡うたうようにそう言って、少女は身にまとった黒くろ装しよう束ぞくに手を当てた。何の衒てらいもなく、それこそが唯ゆい一いつの正装であると告げている。

「その玉ぎよく言げん、あえて否いなみましょうぞ。陛へい下かの輝きこそは真しんに永遠の一部なれば」

　軍人たちの背後から声が飛ぶ。ぎょっとして振り向いた彼らの目に、狐きつねの笑みが異様に白く映る。

「目覚めてくださったのですね。嗚呼ああ──まさに僥ぎよう倖こう。このトリスナイ、現世うつしよに生まれ落ちて四十と余年、今日きよう以上の善よき日をほかに知りませぬ」

　熱に浮かされたように述べながら、トリスナイは玉座の前にひざまずいて頭こうべを垂れる。少女は艶えん然ぜんとした笑みを崩くずさずに、

「月並みだが悪くない祝辞だ、狐きつね。近ちこう寄れ、褒ほう美びを取らす」

　招く言葉に吸い寄せられて、トリスナイは玉ぎよく座ざへと歩み寄る。目の前にひれ伏す狐を、少女は悠ゆう然ぜんと眺ながめ下ろす。

「そなたは爪つめが長いな」

　脈絡のない指摘と共に、彼女は相手の片手を持ち上げ、

「余よが短くしてやろう」

　指先でつまんだ人差し指の爪を、有う無むを言わさず逆さかさに剝はぎ取った。
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　狐の口から声になり損そこねた空気が漏もれ出す。少女は淡々と二枚目に取り掛かる。

「まったく、世話の焼ける臣しん下かだ。身の回りの世話も満足に自分で出来ぬのか？」

　びりぃっ、と音を立てて千切れた皮ひ膚ふが尾を引く。トリスナイは身をのけ反らせて悶もん絶ぜつする。

「ううん？　どうした、なぜ何も言わぬのだ。この手で直じき々じきに爪を整えてやっているのではないか。天にも昇る心地であろうに、なぜその口で余を讃たたえる言葉を紡つむがぬのだ」

　三枚目、四枚目を剝がして床ゆかに打ち捨てる。狐の口元から泡がこぼれる。

「まだ黙だまるのか。無礼であろう？　……無礼であろうッ！」

　五枚目を親指から剝ぎ取り、そのまま相手の顔面に叩たたき付ける。つかんでいた手を少女が離すと同時に、トリスナイはその場に崩れ落ちて床に手を突いた。全すべての爪を失った右手の五指は先せん端たんにピンク色の肉を覗のぞかせ、じくじくと血を溢あふれさせている。

「───はっ、ふっ、はっ……！」

　脳まで痺しびれるような激げき痛つうの波が治まるのを待って、トリスナイは伏せたまま口元の涎よだれを袖そでで拭ぬぐい、それからおもむろに立ち上がって笑顔を浮かべて、

「光栄の至りに、ございます」

　脂あぶら汗あせのにじむ顔で、そう答えてのけた。少女は笑みを取り戻して口を開き、

「下がれ。そなたは下げ卑びた獣けものの臭においがして好かぬ」

　人格を否定し、侮ぶ蔑べつするためだけの言葉を打ち付ける。軍人たちが愕がく然ぜんと見守る中、狐は堪たえかねたように額ひたいをつかんでのけ反った。それはどう見ても怒りの現れでは有あり得なかった。

「ふふふッ、ふはははははははッ……！　これは失敬、次は念入りに清めて参りましょう！」

　完かん璧ぺきな作法で一礼して身をひるがえし、トリスナイは嬉き々きとした表情のまま白はく聖せい堂どうから立ち去っていく。マシューも、トルウェイも、ハロも、サザルーフも、一連の流れを啞あ然ぜんとして見守ることしか出来なかった。

「さて、余よ興きようはもうじゅうぶんだ。そなたらの話を聞こう」

　何事もなかったかのように視線を戻し、少女は軍人たちの顔をひとりずつ眺め回す。誰だれひとりとして二の句が継げずにいると、彼女は傲ごう岸がんに鼻を鳴らす。

「帝みかどが傀かい儡らいであった時代は終わった。余よが直ちよく言げんにて命ずる故ゆえ、そなたらは存分に働くが良い。さしあたっての要求は祝いの進物だ。レミオン大たい将しよう、シバ少しよう将しよう、寄よ越こして遣つかわせ」

　名指しされたふたりが顔を見合わせる。戸と惑まどう両者に、少女は語気を荒げて言い放った。

「余の後ろ盾だてをもって成し遂とげたい儀ぎを奏そう上じようしろと言っているのだ。早くせよ、時間が惜おしい！」

　一いつ喝かつされた将しよう官かんたちが慌あわてて頭を回し始める。無数の異常と違和感を差し置いて、場の主導権は完全に少女が握にぎっていた。祝いの席は軍議の席へと趣しゆ旨しを変えて、黒衣の新しん帝ていの御ご前ぜんで、軍人たちがおそるおそる喋しやべり出す。

「───ふ」

　唇くちびるをいびつに吊つり上げて、少女は嗤わらう。無む惨ざんな笑みは、すでに意図したものですらない。







　帝てい歴れき９０７年、第三皇おう女じよシャミーユ・キトラ・カトヴァンマニニクが皇こう帝ていに即そく位い。

　百八十年ぶりの女帝は、後年の史家に、その名を「破壊」の二文字と共に語られる──。





〈了〉












あとがき




　こんにちは、宇う野の朴ぼく人とです。シリーズ七巻を手に取っていただき、ありがとうございます。

　今回はあまり多くを語らず、静かに締めくくりたいと思います。




　次巻より新章開かい幕まく。お届け出来るのは、どうやら秋頃ごろになりそうです。

　間が空あいてしまい恐縮ですが、その分だけ、充実した内容になるよう努めてまいります。

　お待ちいただければ幸いです。




　イラストレーターの竜りゆう徹てつ先生、この巻も、素敵なイラストをありがとうございました。




　読者の皆様に最上の感謝を捧ささげつつ、これにてご挨あい拶さつの結びとさせていただきます。
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本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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